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  はじめに

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

はじめに
このたびは、形 E5□Cをお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
このユーザーズマニュアルは、形 E5□Cの使い方について解説しています。
ご使用になるときは、このマニュアルをよくお読みいただいて正しくお取扱いください。
また、このマニュアルは、いつでも参照できるよう大切に保管してください。
通信機能の解説については、本書の他、別冊の 『形 E5□ C デジタル調節計 通信マニュアル』
（Man.No.：SGTD-741）を参照してください。
本マニュアルは、OMRONのホームページより PDF版のダウンロードができます。
(http://www.omron.co.jp)
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ご承諾事項
「当社商品」について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご承諾事項記載
の条件を適用いたします。

 定義
本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。
•「当社商品」：「当社」の FAシステム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機構部品
•「カタログ等」：「当社商品」に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品総合カタログ、
その他のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュアル等であって電磁的方法で提供されるものも
含みます。

•「利用条件等」：「カタログ等」に記載の、「当社商品」の利用条件、定格、性能、動作環境、取り
扱い方法、利用上の注意、禁止事項その他

•「お客様用途」：「当社商品」のお客様におけるご利用方法であって、お客様が製造する部品、電
子基板、機器、設備またはシステム等への「当社商品」の組み込み、または利用を含みます。

•「適合性等」：「お客様用途」での「当社商品」の (a) 適合性、(b) 動作、(c) 第三者の知的財産の非
侵害、(d) 法令の遵守および (e) 各種規格の遵守

 記載事項のご注意
「カタログ等」の記載内容については次の点をご理解ください。
• 定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、各定格値および性
能値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではありません。

• 参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作することを保証するもの
ではありません。

• 利用事例はご参考ですので、「当社」は「適合性等」について保証いたしかねます。
•「当社」は、改善や当社都合等により、「当社商品」の生産を中止し、または「当社商品」の仕様
を変更することがあります。

 ご利用にあたってのご注意
ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。
• 定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。
• お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否をご判断ください。
｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。

•  ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・設置されている
ことをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。

• ｢当社商品｣をご使用の際には、(i) 定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、冗長設
計などの安全設計、(ii) ｢当社商品｣が故障しても、｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、
(iii) 利用者に危険を知らせるための、安全対策のシステム全体としての構築、(iv) ｢当社商品｣お
よび｢お客様用途｣の定期的な保守、の各事項を実施してください。

•「当社」はDDoS攻撃（分散型DoS攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的な有害プログラ
ム、不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフトウェア、またはすべてのコン
ピュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワーク、データベースが感染したとしても、そ
のことにより直接または間接的に生じた損失、損害その他の費用について一切責任を負わないも
のとします。
お客様ご自身にて、①アンチウイルス保護、②データ入出力、③紛失データの復元、④「当社商
品」またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュータウイルス感染防止、⑤「当社
商品」に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じてください。
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• ｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまして、次に掲げ
る用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商品｣をこれらの用途に使用される際には、
｢当社｣は｢当社商品｣に対して一切保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であっても「当
社」の意図した特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。
(a) 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設備、鉄道設

備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に危険が及びうる用途）
(b) 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24時間連続運転シス
テム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など）

(c) 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設備、電磁
的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など）

(d) ｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途
• 上記の (a) から (d) に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自動車（二輪車含む。
以下同じ）向けではありません。自動車に搭載する用途には利用しないで下さい。自動車搭載用
商品については当社営業担当者にご相談ください。

 保証条件
「当社商品」の保証条件は次のとおりです。
• 保証期間　ご購入後 1年間といたします。
（ただし「カタログ等」に別途記載がある場合を除きます。）

• 保証内容　故障した「当社商品」について、以下のいずれかを「当社」の任意の判断で実施します。
(a) 当社保守サービス拠点における故障した「当社商品」の無償修理
（ただし、電子・機構部品については、修理対応は行いません。）

(b) 故障した「当社商品」と同数の代替品の無償提供
• 保証対象外　故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。
(a)「当社商品」本来の使い方以外のご利用
(b)「利用条件等」から外れたご利用
(c) 本ご承諾事項「ご利用にあたってのご注意」に反するご利用
(d)「当社」以外による改造、修理による場合
(e)「当社」以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合
(f) 「当社」からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因
(g) 上記のほか「当社」または「当社商品」以外の原因（天災等の不可抗力を含む）

 責任の制限
本ご承諾事項に記載の保証が、「当社商品」に関する保証のすべてです。　
「当社商品」に関連して生じた損害について、「当社」および「当社商品」の販売店は責任を負いま
せん。

 輸出管理
「当社商品」または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全保障貿易管理に関す
る日本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客様が法令・規則に違反する場合には、「当
社商品」または技術資料をご提供できない場合があります。
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安全上の注意

安全に使用していただくための表示と意味
このマニュアルでは、形 E5 □ C を安全に使用していただくために、注意事項を次のような表示と記
号で示しています。
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってください。
表示と記号は次のとおりです。

警告表示の意味

 注意
正しい取扱いをしなければ、この危険のために、時に軽
傷・中程度の傷害をおったり、あるいは物的損害を受け
る恐れがあります。

図記号の説明

記号 意味

注
意
表
示

• 注意表示の一般
特定しない一般的な注意、警告、危険の通告｡

• 感電注意
特定の条件において､感電の可能性を注意する通告｡

禁
止
表
示

• 禁止表示の一般
特定しない一般的な禁止の通告｡

• 分解禁止
機器を分解することで感電などの傷害が起こる可能性がある場合の禁止の
通告｡

強
制
表
示

• 強制表示の一般
特定しない一般的な使用者の行為を指示する表示。
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 警告表示

＊ 1 SELVとは「入出力間が二重または強化絶縁されており、出力電圧が 30Vr.m.s および 42.4Vピークま
たはDC60V以下の電源」を言います。

＊ 2 Class2 回路とは「製品二次側出力が電流、電圧ともあるレベルに制限されていることを試験を受けUL
で認証されている回路のこと」を表します。

 注 意

感電により軽度の傷害が稀に起こる恐れがあります。
通電中は端子に触らないでください。

軽度の感電、発火、機器の故障が稀に起こる恐れがあります。
製品の内部や設定ツール用ポート内部、設定ツール用ケーブルのコ
ネクタ部のピン間に金属、導線、取り付け加工中の切粉または水分
などが入らないようにしてください。
前面設定ツール用ポートを使用されないときは、上記の異物が入ら
ないようにカバーを確実に閉めてください。

爆発により稀に軽度の傷害の恐れがあります。
引火性，爆発性ガスのある所では使用しないでください。

発火が稀に起こる恐れがあります。本体の設定ツール用ポート内や
ケーブルのコネクタ部のピン間にゴミ等がたまらないようにしてく
ださい。

軽度の感電、発火、機器の故障が稀に起こる恐れがあります｡
分解、改造、修理したり、内部に触らないでください｡

注意：火災や感電の危険
（a）当機は、オープンタイプのプロセスコントローラとして、UL

Listing の認証を受けていますので、必ず外へ火の出ない構造の
盤内でご使用ください。

（b）2つ以上の遮断スイッチをご使用の場合、修理点検前に、全ての
スイッチをOFF し製品を無通電状態にしてください。

（c）信号入力は SELV、制限回路です。＊ 1
（d）注意：火災や感電の危機を低減する為、異なるClass2 回路の出

力を内部で接続しないでください。＊ 2
（e）最大端子温度は 75 ℃ですので、配線は耐熱仕様 75 ℃以上の電

線を使用してください。

寿命を超えた状態で使用すると接点溶着や焼損が稀に起こる恐れが
あります。必ず実使用条件を考慮し、定格負荷、電気的寿命回数内
でご使用ください。出力リレーの寿命は、開閉容量、開閉条件によ
り大きく異なります。
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＊ ただし、形 E5CC-U は 0.5N ･ mです。

本製品のご使用にあたり、DDoS 攻撃（分散型 DoS 攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的な
有害プログラム、不正アクセスなどへの十分なセキュリティ対策を講じてください。

 セキュリティ対策

 注 意
形 E5DC/E5DC-B で、メインユニットのみを交換される場合、端
子ユニットの状態も確認してください。
端子金具が腐食したまま使用すると、接触不良により、デジタル調
節計内部の温度が上昇し発火する恐れがあります。
このような場合には端子ユニットも合わせて交換してください。

ねじが緩むと発火が稀に起こる恐れがあります。
端子ねじは規定トルク 0.43 ～ 0.58N ･ m で締めてください。＊

設定内容と制御対象の内容が異なる場合には、意図しない動作によ
り稀に、装置の破損や事故の原因となります。デジタル調節計の各
種設定値は、制御対象に合わせて正しく設定してください。

デジタル調節計の故障により制御不能や警報が出なくなると本機へ
接続されている設備、機器等への物的損害が稀に起こる恐れがあり
ます。本機の故障時にも安全なように、別系統で監視機器を取り付
けるなどの安全対策を行ってください。

アンチウイルス保護
制御・監視システムに接続するパソコンへの最新の商用品質のウイ
ルス対策ソフトの導入および保守を行ってください。

不正アクセスの防止
当社商品に対して、以下の不正アクセス防止対策を行ってください。
･ 権限保有者だけを制御・監視システムや装置へアクセス可能とす
る物理的統制の導入
･ 制御・監視システムや装置のネットワーク接続を最小限に抑える
ことによる、信頼できないデバイスからのアクセス防止
･ ファイアウォールの導入による IT ネットワークからの分離（未使
用通信ポートの遮断、通信ホストの制限）
･ 制御・監視システムや装置へのリモートアクセスが必要な場合に
おける、仮想プライベートネットワーク（VPN）の使用
･ 制御・監視システムや装置で SD カードなど外部ストレージデバ
イスを使用する場合の事前ウイルススキャン
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データ入出力の保護
制御・監視システムや装置への入出力データの意図せぬ改変に備え
た、バックアップや範囲チェックなどの妥当性の確認を行ってくだ
さい。
･ データの範囲チェック
･ データの改ざんや異常に備えた、バックアップによる妥当性確認、
リストアの準備
･ データの改ざんや異常を想定した、緊急停止などの安全設計

紛失データの復元
データ紛失対策として、定期的な設定データのバックアップと保守
を行ってください。
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安全上の要点
製品の動作不良、誤動作または性能・機能への悪影響を防ぐため、以下のことを守ってください。不
具合事象が稀に起こることがあります。定格外の取扱いはしないでください。
• 屋内専用機器のため屋内のみで使用してください。ただし、下記の環境では使用、または保管はし
ないでください。
加熱機器からの輻射熱を直接受けるところ
水がかかるところ、被油のあるところ
直射日光が当たるところ
塵あい、腐食性ガス（とくに硫化ガス、アンモニアガスなど）のあるところ
温度変化の激しいところ
氷結、結露の恐れのあるところ
振動、衝撃の影響が大きいところ

• 周囲温度および湿度は定格範囲内で使用および保管してください。
複数のデジタル調節計で密着取り付けを行ったり、上下にならべて取り付けを行うとデジタル調節
計の発熱によりデジタル調節計内部の温度が上昇し寿命が短くなってしまいます。このような場合
にはデジタル調節計へファンにより風を送るなどの強制冷却をしてください。

• 放熱を妨げないよう、デジタル調節計の周辺をふさがないでください。デジタル調節計本体の通風
孔はふさがないでください。

• 端子の信号名と極性を確認し、正しく配線してください。
• 裸線接続の配線材は、銅製のより線か、単線をご使用ください。
配線材の発煙・発火を防ぐために、電線の定格をご確認の上、下表の線材をご使用ください。

推奨電線

＊ 1 フェルール端子は、UL認証（R/C）品を使用してください。

1端子への配線は 1本までの接続としてください。
形 E5CC/E5EC/E5AC/E5DC/E5GC( ねじ端子台タイプ）と形 E5CC-U( プラグインタイプ）の
配線用圧着端子は、指定サイズのものをご使用ください。

圧着端子サイズ

形 E5□ C-B（プッシュインPlus 端子台タイプ）では、端子（挿入）穴 1 つに複数の電線を挿入
しないでください。
形 E5 □ C（ねじ端子タイプ）では、1 端子への配線は同じサイズ、同じ種類の線で 2 本まで、圧
着端子は 2枚までの接続としてください。

形式 推奨電線 電線被覆剥きしろ
形 E5CC/E5EC/E5AC/E5DC/E5GC
（ねじ端子台タイプ）

AWG24-18（0.21-0.82mm2）
銅製のより線か、単線

6～ 8mm

形 E5GC（スクリューレスクラン
プ端子台タイプ）

8～ 12mm

形 E5CC-U（プラグインタイプ） AWG24-14（0.21-2.08mm2）
銅製のより線か、単線

5～ 6mm

形 E5 □ C-B（プッシュイン Plus
端子台タイプ）＊ 1

0.25-1.5mm2（AWG24-16 相当）
銅製のより線か、単線

フェルール端子使用時：10mm
フェルール端子未使用時：8mm

形式 圧着端子サイズ
形 E5CC/E5EC/E5AC/E5DC/E5GC
（ねじ端子台タイプ）

M3、幅 5.8mm以下

形 E5CC-U（プラグインタイプ） M3.5、幅 7.2mm以下
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ただし、形 E5GC（スクリューレスクランプ端子台タイプ）で 1 端子に 2 本の配線を接続する場
合、棒端子（フェルール端子）は、太さφ0.8 ～φ1.4mmで露出導電部の長さは、8mm～ 12mm
の 2本圧着タイプのものを使用してください。＊ 1
＊ 1 形 E5GC（スクリューレスクランプ端子台タイプ）は、より線を 1本接続した状態でULによる試験を

受けております。
• 使用しない端子には何も接続しないでください。
• 誘導ノイズを防止するために、デジタル調節計の端子への配線は、高電圧、大電流の動力線とは分
離して配線してください。また、動力線との平行配線や同一配線を避けてください。配管やダクト
を別にする、シールド線を使用するなどの方法も効果があります。
ノイズを発生している周辺の機器（とくに、モータ、トランス、ソレノイド、マグネットコイルな
どのインダクタンス成分を持つもの）には、サージアブソーバやノイズフィルタを取り付けてくだ
さい。
電源にノイズフィルタを使用する場合は、電圧と電流を確認した上でデジタル調節計にできるだけ
近い位置に取り付けてください。
強い高周波を発生する機器（高周波ウエルダ、高周波ミシンなど）やサージを発生する機器から、で
きるだけ離して設置してください。

• 電源電圧および負荷は、定格の範囲内でご使用ください。
• 電源電圧は2秒以内に定格電圧に達するようにスイッチ、リレーなどの接点を介して一気に印加して
ください。徐々に電圧を印加しますと、電源リセットしなかったり出力の誤動作が発生することが
あります。

• デジタル調節計に電源を投入してから、正しい温度を表示するまで 30分かかります。（実際に制御を
始めるこの時間前に電源を投入してください）

• セルフチューニングを使用される場合は、デジタル調節計と負荷（ヒータなど）の電源は同時、あ
るいは負荷の電源を先に投入してください。デジタル調節計の電源を投入してから負荷の電源を投
入すると正しいセルフチューニングおよび最適な制御ができなくなります。

• 作業者がすぐ電源をOFFできるようスイッチまたはサーキットブレーカを設置し、適切に表示して
ください。

• 本製品の汚れはやわらかい布で乾拭きしてください。なお、シンナー、ベンジン、アルコールなど
の溶剤を含む薬品等を使用しないでください。変形、変色の恐れがあります。

• 電源を投入してデジタル調節計の出力が確定するまで 2秒かかります。この時間を考慮して（制御盤
などの）設計してください。

• 初期設定レベルへ移行すると出力がOFF になりますので、これを考慮した制御をしてください。
• 不揮発性メモリには書き込み回数に寿命があります。通信などでデータを頻繁に書き換える場合は
RAMモードで使用してください。

• 接地された金属に触れるなどの静電気対策を行った上で製品に触れてください。
• 廃棄時に分別するとき、工具を使用してください。内部部品の鋭利な部分でけがをする恐れがあります。
• 形 E5CC/E5CC-U/E5CC-B/E5EC/E5EC-B/E5AC/E5DCでロイド規格適応時は、「船舶規格の適
合について」に記載されている条件で設置してください。

• 設定ツール用ポートが 2つある機種（形 E5EC/E5EC-B/E5AC/E5DC/E5DC-B/E5GC）で、両方
のポートに同時にケーブルを接続しないでください。故障や誤動作の原因となります。

• 通信距離については仕様範囲内で、通信線は指定のケーブルをご使用ください。
• USB-シリアル変換ケーブルをデジタル調節計に接続した状態で、デジタル調節計本体の電源を投入
または切断しないでください。デジタル調節計の誤動作の原因となります。

• 通信用ケーブルを無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。
• 形 E5DC/E5DC-B で、メインユニットを端子ユニットに取り付ける場合、メインユニットのフック
が端子ユニットに確実に挿入されたことを確認してください。

• 形 E5CC-U で、ソケットに取り付ける場合、ソケットのフックがメインユニットに確実に挿入され
たことを確認してください。

• DIN レールは地面に対して垂直に設置してください。
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• 形E5DC/E5DC-Bで、端子ユニットからメインユニットを着脱する場合は電源をOFFしてから行い、
絶対に端子や電子部品に手を触れたり衝撃を与えたりしないでください。挿入時に電子部品をケー
スに接触させないでください。

• 形 E5GC で、端子台を外す場合やドローアウトする場合は、以下のことを守ってください。
• 必ず本マニュアル 「ドローアウトによる形E5GC本体の交換方法」（2-21ページ)の手順通りに
実施してください。

• 電源をOFFにしてから行い、絶対に端子や電子部品に手を触れたり衝撃を与えたりしないでくだ
さい。挿入時に電子部品をケースに接触させないでください。

• 端子が腐食していないか確認してください。
• 本体をリアケースに挿入する場合、上下のフックが確実にかかるようにしてください。

• 形 E5□ C-B で、配線する場合は、以下のことを守ってください。
• 必ず本マニュアル 「形E5□C-B（プッシュインPlus端子台タイプ）について」（2-60ページ)の
手順通りに実施してください。

• リリースホールには配線しないでください。
• リリースホールにマイナスドライバを押し込んだ状態で、マイナスドライバを傾けたり、ねじっ
たりしないでください。端子台が破損する恐れがあります。

• リリースホールにマイナスドライバを押し込むときは斜めにして入れてください。まっすぐに入
れた場合は端子台が破損する恐れがあります。

• リリースホールに押し込んだマイナスドライバを落下させないように注意してください。
• 電線は無理に曲げたり、引っぱったりしないでください。断線する恐れがあります。
• 入力電源と通信以外は、渡り配線しないでください。（形 E5CC-B/E5EC-B のみ）
• 渡り配線しないでください。（形 E5DC-B のみ）
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  設置時のお願い

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

設置時のお願い

 長くお使いいただくために
次の温湿度範囲内で使用してください。
温度：-10 ～ 55℃（ただし氷結および結露のないこと）相対湿度：25～ 85％
盤内に設置している場合は盤の周囲温度ではなく、デジタル調節計の周囲で 55 ℃を超えないよう
にしてください。
デジタル調節計など電子機器は、リレーの開閉回数による寿命とは別に内部に使用している電子部
品の寿命による製品寿命があります。部品の寿命は周囲温度に依存しており周囲温度が高くなると
短くなり、低くなると長くなります。このためデジタル調節計内部の温度を下げることによって、
寿命を長くすることができます。複数のデジタル調節計を密着取り付けを行ったり、上下にならべ
て取り付けを行うとデジタル調節計の発熱によりデジタル調節計内部の温度が上昇し、寿命が短く
なってしまいます。このような場合にはファンによりデジタル調節計へ風を送るなどの強制冷却を
考慮する必要があります。ただし、端子部のみが冷却されることのないようにご注意願います。測
定誤差の原因となります。

 精度よく測定するために
熱電対のリード線を延長される場合は熱電対の種類に合わせ、必ず補償導線をご使用ください。
白金測温抵抗体のリード線を延長される場合は抵抗値の小さいリード線を使用して、3 線のリード
線の抵抗値を等しくしてください。
取り付け角度は水平に取り付けてください。
誤差が大きい場合には、入力補正が正しく設定されているかどうかご確認ください。

 防水性について（形E5CC/CC-B/EC/EC-B/AC/GCのみ）
保護構造は下記のとおりです。保護構造が明記されていない、または IP □ 0 の部分について防水
性はありません。
前面：IP66、リアケース：IP20、端子部：IP00
防水になるように取り付けるには、本体に防水パッキンを挿入してください。また、形
E5EC/EC-B/AC の前面設定ツール用ポートカバーは、確実に閉じた状態にしてください。
防水パッキンを使用される場合、保護構造は IP66 となります。（IP66 の防水レベルを確保するた
めに、ご使用環境によっては、防水パッキンおよび前面設定ツール用ポートカバーが劣化、収縮ま
たは硬化するため、定期的な交換をおすすめします。定期的な交換時期は使用環境により異なりま
す。お客様でご確認ください。3 年以下を目安としてください。なお定期的な交換をされない場合
の防水レベルは当社では責任を負いかねます。）
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運転時のお願い
• セルフチューニングを使用される場合は、デジタル調節計と負荷（ヒータなど）の電源を同時、あ
るいは負荷の電源を先に投入してください。デジタル調節計の電源を投入してから負荷の電源を投
入すると正しいセルフチューニングおよび最適な制御ができなくなります。
ウォームアップ後に運転スタートする場合は、ウォームアップ完了後に一旦電源をOFF して、デジ
タル調節計と負荷の電源を同時に投入してください。（デジタル調節計の電源再投入の代わりに、
STOPからRUNへの移行でも可能です）

• ラジオ、テレビジョン、無線機に近接して使用すると、受信障害の原因になることがあります。

船舶規格の適合について
形 E5CC/E5CC-U/E5CC-B/E5EC/E5EC-B/E5AC/E5DC は、ロイド規格に適合しています。本規
格の適用に際しては、使用条件における設置環境を満たす取り付けをしてください。
また、本体に防水パッキンを挿入してください。

使用条件

 設置条件
形 E5CC/E5CC-U/E5CC-B/E5EC/E5EC-B/E5AC/E5DC は、ロイド規格の設置カテゴリ ENV1、
ENV2に適合していますので、設置環境の空調が整備された箇所への取り付けが対象範囲となります。
なお、船橋（ブリッジ）、甲板（デッキ）、および振動の厳しい場所では、使用することができません
のでご注意ください。
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  ご使用になる前に

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

ご使用になる前に
製品に添付している取り扱い説明書をお読みの上、下記該当項目をご確認ください。

＊1 形 E5CC-U は 0.5N・mです。
＊ 2 形 E5GC を複数台を取り付けて使用される場合、デジタル調節計の周囲温度が以下の範囲を超えないよう

にご注意ください。
横密着：-10 ℃～ 55℃
縦密着 2台：-10 ℃～ 45 ℃
縦密着 3台以上：-10 ℃～ 40 ℃
縦密着取り付け時は、スクリューレスクランプ端子台タイプをご使用ください。
形 E5EC の形式が「QQ」「QR」「CQ」「RR」「CC」「PR」の制御出力 2 点タイプで、かつオプション番
号が「011」「012」「013」「014」の機種の場合は、密着取り付け時の周囲温度は 45 ℃までとしてください。

どんな時 確認項目 確認内容
製品購入時 製品外観 ご購入後、製品および梱包箱に打痕がないことをご確認ください。

内部が破損している場合破損個所によっては制御がうまくできない場合も
考えられます。

製品形式・仕様 ご購入された製品の仕様が希望のものと合っているかご確認ください。
設置時 製品設置場所 製品の設置については放熱を妨げないよう、製品周辺をふさがないでくだ

さい。本体の通風孔はふさがないでください。
配線時 端子配線 端子にねじ締めをする場合、ねじ締め時に過大なストレス（押し込み）を

与えないようにお願いします。
また、ねじ締めも規定のトルク（0.43 ～ 0.58N・m＊ 1）で締めた後、ゆ
るみがないことをご確認ください。
端子の極性を確認し、正しく配線してください。
形 E5□ C-B（プッシュインPlus 端子台タイプ）は、リリースホールに配
線しないでください。
形 E5CC-B/EC-B（プッシュインPlus 端子台タイプ）は、入力電源と通
信以外は、渡り配線しないでください。
入力電源を渡り配線する場合は、接続台数は以下までとしてください。
AC 100-240Vタイプ：16台まで
AC/DC24Vタイプ：8台まで

形 E5DC-B（プッシュイン Plus 端子台タイプ）は、渡り配線しないでく
ださい。

電源入力 電源の入力を正しく配線ください。配線を間違った場合は内部回路が破損
します。

使用環境 周囲温度 デジタル調節計の使用周囲温度は -10 ～ 55 ℃＊ 2（ただし、結露または
氷結しないこと）となっています。
寿命を延ばすため、できるだけ周囲温度が低くなるように設置してください。
高温になる場合には、ファンによる強制冷却についてもご検討ください。

振動・衝撃 設置環境の振動・衝撃について決められた基準を満足しているかご確認く
ださい。
（コンタクタ近辺は振動・衝撃が製品に加わるため極力離した場所に設置く
ださい）

異物侵入 液体、異物が侵入しないような場所に設置ください。
また、硫黄、塩素等腐食性ガスの発生がある場合、発生源の除去や換気
ファン取り付けなどによる環境改善をお願いします。
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バージョンについて
バージョンは本体銘板ラベル、または梱包箱のラベルで確認してください。記載がないものはVer.1.0
です。

本体ラベル 梱包ラベル

ここにバージョンが表記されます。

ここにバージョンが表記されます。
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  マニュアル改訂履歴

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

マニュアル改訂履歴
マニュアル改訂記号は、裏表紙の左下に記載されているMan.No. の後尾に付記されています。

改訂記号 改訂日 改訂ページ・内容
A 2011 年 12月 初版印刷
B 2012 年 1月 7ページ：安全上の要点の修正に伴う改訂
C 2012 年 12月 • プログラムレス通信、コンポ通信の追加に伴う改訂（Ver.1.1)

• 形 E5EC/AC位置比例タイプと、形 E5ACを追加（Ver.2.0）
• その他誤記修正

D 2013 年 7月 • 形 E5DCを追加（Ver.1.0）
• その他誤記修正

E 2013 年 12月 • 形 E5CC-Uを追加
• 加熱冷却制御のAT機能を改善
• プログラムレス通信に三菱 FX、キーエンスを追加（Ver.2.1）
• その他誤記修正

F 2014 年４月 • 形 E5GCを追加（Ver.2.2）
• 形 E5CC-U に簡易伝送機能、アナログ入力種別を追加（Ver.2.2)
• その他誤記修正

G 2014 年 7月 • 形 E5DC-U を追加
• 形E5DCに簡易伝送機能、ステータスメッセージ機能を追加（Ver.2.2)
• ソーク時間単位に「秒」を追加（Ver.2.2)
• 形 E5DCのロイド規格を追加
• その他誤記修正　

H 2014 年 9月 誤記修正
J 2015 年 4月 誤記修正
K 2016 年 3月 • 形 E5□ C-Bを追加（Ver.2.1)

• その他誤記修正
L 2016 年 5月 誤記修正、説明追加
M 2017 年 10月 • 形 E5□ C-Bに電流出力タイプを追加

• その他誤記修正
N 2018 年 3月 ねじ端子台タイプの配線時の注意事項を追加
P 2019 年 4月 • 形 E5DC-Bを追加（Ver.2.2)

• その他誤記修正
R 2019 年 4月 誤記修正
S 2020 年 9月 • 4-35 ページ：PV変化率警報の説明追加

• 5-36 ページ：伝送出力信号種別の初期値の誤記修正
• 6-20、6-21 ページ：ヒータ電流値 1モニタ、ヒータ電流値 2モニタ
の説明追加

• 6-36 ページ：遷移図の説明修正
• A-23ページ：トラブルシューティング「通信の配線を間違えてい
る」場合の確認事項の説明追加

T 2021 年 7月 • 6-36 ページ：遷移図の説明修正
U 2022 年 9月 • 安全上の注意の追加

SGTD-740U
改訂記号
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マニュアルの見方

形 E5CC、形 E5CC-U、形 E5CC-B、形 E5EC、形 E5EC-B、形 E5AC、形 E5DC、形 E5DC-B、形
E5GCで共通する項目は、「形 E5□C」で記載しています。形 E5CC-B、形 E5EC-B、形 E5DC-B で
共通する項目は、「形 E5□ C-B」で記載しています。また、形 E5EC/AC-PR□を「位置比例タイプ」、
その他を「標準タイプ」としています。

設定データ、図中、本文中に用語を英文字略記しているものがありますが、主なものは次のとおりです。

＊ EUとは、Engineering Unit の略で、℃、m、g などの工業量の最小単位として、この EUを使用します。
EUは、入力種別によってその大きさが異なり、
入力温度設定範囲＝ -200 ～ 1300 ℃の場合、1EU＝ 1℃
入力温度設定範囲＝ -20.0 ～ 500.0 ℃の場合、1EU＝ 0.1 ℃

となります。
アナログ入力の場合は、スケーリング設定の小数点位置により大きさが決まり、1EU ＝スケーリング最小単
位となります。

機種表示について

略号表示について

略号 用語
PV 現在値
SP 目標値
SV 設定値
AT オートチューニング
ST セルフチューニング
EU 工業量単位＊
LBA ループ断線警報
HB ヒータ断線
HS SSR故障
RSP リモートSP
LSP ローカルSP
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パラメータ記号および設定内容のうち、アルファベットについては次のように表記しています。

通信機能については『形 E5□C デジタル調節計 通信マニュアル』（Man.No.：SGTD-741）を参照
してください。

設定データの表記について

a b c d e f g h i j k l m

A B C D E F G H I J K L M

n o p q r s t u V w x y z

N O P Q R S T U V W X Y Z

マニュアルの読み方

目 的 関連項目 内 容
外観、特長や機能、形式を知りたい 第 1章　概要 －
セットアップしたい 第 2章　準備 電源を投入するまでに必要な作業（取り付け、

端子部の使い方と配線、絶縁ブロック図）、お
よび設定ツール用ポートの使い方について説
明しています。

電源を投入後から運転開始までの
基本的な操作手順を知りたい

第 3章　各部の名称と基
本的な操作

初めてお使いになる場合のチュートリアル的
な位置付けです。

基本的な操作を知りたい 第 4章　基本的な使い方
第 6章　設定データ

基本機能の操作方法について説明しています。

応用的な操作を知りたい 第 5章　応用的な使い方
第 6章　設定データ

応用機能の操作方法について説明しています。

形 E5□Cをユーザ校正
したい

第 7章　ユーザ校正 形 E5□Cをお客様自身でセンサや伝送出力を
校正する場合の操作手順について説明してい
ます。

形 E5□Cの本体仕様や
設定データ一覧を知りたい

付録 －

関連マニュアル
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1-1 形 E5 □ Cの概観、特長、機能

形 E5□ Cは、従来の形 E5□ Nと比べて、以下の特長があります。

1-1-1 概観

• 制御盤を一新するスタイ
リッシュなデザイン

• 大型表示と白色バックライ
トの採用により、視認性が
向上

• 制御盤の小型化を加速する
コンパクトサイズ

• クラスを超えた高速サンプ
リングと高い拡張性

• 使いやすさがさらに進化

1-1-2 特長

高速制御に対応

入力サンプリング周期： 50ms になりました。
制御周期： 0.1s、0.2s を追加しました。
積分／微分時間単位： 0.1s 単位の設定を追加しました。

拡張性（I/O点数）

• イベント入力最大点数： 形 E5CCで 2点から 4点へ、形 E5EC/ACで 4点から 6点へ増加しました。
形 E5DCは 1点です。
形 E5GC、形 E5CC-Bは 2点です。
形 E5EC-Bは 6点です。
＊形 E5DC-Bはイベント入力がありません。

• 補助出力最大点数： 形 E5CCで 2点から 3点へ、形 E5EC/ACで 3点から 4点へ増加しました。
形 E5DC/E5DC-B、形 E5CC-U、形 E5GC、形 E5CC-Bは 2点です。
形 E5EC-Bは 4点です。

• リモート SP入力： 外部アナログ信号を目標値（SP）にするリモートSP入力を追加しました。

フルマルチ入力対応

フルマルチ入力： 全機種で入力センサを熱電対、測温抵抗体、非接触温度センサ形 ES1B、電流、
電圧の中から自由に選択できます。

桁シフトによる数値入力支援機能

桁シフト： 目標値など設定値を設定するとき、シフトキー（PFキー）により変更する桁をシ
フトして設定値を変更することができます。

前面に設定ツール用ポートを装備（形 E5EC/EC-B/AC/DC/DC-B）

パネルに取り付けた状態でも設定ツールによるパラメータ設定やモニタができます。

形E5CC/
E5CC-U/E5CC-B

形E5GC 形E5EC/E5EC-B 形E5DC/
E5DC-B

形E5AC
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1-1  形
E
5
□
C
の
概
観
、
特
長
、
機能

1

1-1-3  主
な
機
能

各機能の詳細および使い方については第 3章以降を参照してください。

 入力センサの種別
フルマルチ入力タイプのため、以下のセンサ・信号を接続できます。

 制御出力
• 制御出力は、機種によりリレー出力、電圧出力（SSR駆動用）またはリニア電流出力となります。

 PID 定数の調整
• リミットサイクル法によるAT（オートチューニング）またはステップ応答法による ST（セルフ
チューニング）を使用して、簡単に最適な PID 定数を設定できます。

• 制御の安定性を重視する、PID 調整法のRT（ロバストチューニング）を付加することもできます。

 警報
警報
• 偏差または現在値、目標値、操作量が設定した値となったら、警報を出力することができます。
• PV変化率、ループ断線警報も可能です。
• 必要により、待機シーケンス、警報ヒステリシス、補助出力励磁／非励磁、警報ラッチ有効／無
効、警報 ON ディレー、警報 OFF ディレーなどの設定データを設定すれば、さらに細かな警報
機能を使用できます。

ヒータ断線・SSR故障警報
• オプションで「ヒータ断線・SSR故障警報」機能付の機種では、CT入力にもとづくヒータ断線
検出機能、SSR故障検出機能を使用できます。

総合警報
• 警報、ヒータ断線警報・SSR故障警報のいずれかがONのときに出力する総合警報（代表警報）
を出力することもできます。

 イベント入力
• イベント入力機能付の機種では、外部からの有接点／無接点入力により、次の機能を実行できま
す。
目標値の切替（マルチ SPNo. 切替、最大 8 点）およびラン／ストップ、オート／マニュアルの
切り替え、プログラムスタート、正／逆動作反転、SPモード切替、100%AT実行／中止、40%AT
実行／中止、設定変更許可／禁止、通信書込許可／禁止、警報ラッチ解除の指示ができます。

1-1-3 主な機能

熱電対（温度入力） ：K、J、T、E、L、U、N、R、S、B、W、PLⅡ
測温抵抗体（温度入力） ：Pt100、JPt100
非接触温度センサ（温度入力） ：形 ES1B

：10 ～ 70℃、60 ～ 120 ℃、115～ 165 ℃、140～ 260℃
電流入力（アナログ入力） ：DC4～ 20mA、DC0～ 20mA
電圧入力（アナログ入力） ：DC1～ 5V、DC0 ～ 5V、DC0～ 10V、DC0～ 50mV＊

＊ 形 E5CC-U のみ選択できます（2014年 5月当社工場生産分
（Ver.2.2）より対応）。



1   概要

1 - 4 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 通信機能
通信機能付機種では、CompoWay/F、Modbus-RTU＊、プログラムレス通信、コンポ通信が使用で
きます。
＊ Modbus は、Schneider Automation 社の登録商標です。
＊ 形 E5CC-U は、通信機能がありません。

 伝送出力
伝送出力ありの機種では、目標値、現在値、操作量などの状態を 4-20mA または 1-5Ｖ の伝送出
力として出力することができます。形 E5CC-U ＊と形 E5DC ＊と形 E5DC-B と形 E5GC は伝送
出力がありませんが、制御出力がリニア電流出力の場合、制御出力を簡易伝送出力として使用する
ことができます。
＊ 形 E5CC-U は 2014 年 5 月当社工場生産分（Ver.2.2）より、形 E5DC は 2014 年 7 月当社工場生産分
（Ver.2.2）より対応。

 リモートSP入力
リモートSP入力ありの機種では、アナログ入力によって目標値を設定することができます。
＊ 形E5CC-U/DC/GC/CC-B/DC-B は、リモートSP入力がありません。
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1   概要

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

1-2  入
出
力
構
成
と
形
式
基
準

1

1-2-1  入
出
力
構
成

1-2 入出力構成と形式基準

（注）形式によって機能の有無があります。詳細は、後述の 「1-2-2 形式基準」を参照してください。

1-2-1 入出力構成
形E5□C

補助出力1～4

・入力種別 ・入力補正
・入力フィルタ ・移動平均
・開平演算 ・アナログスケーリング

入力信号

イベント入力（EV1～6）
・外部からの入力
（有接点入力、無接点入力）

設定、モニタ

・操作量
　リミット
・操作量変化率
　リミット

・正／逆動作
・オート／
　マニュアル

・リニア電流
・電圧出力
（SSR駆動用）
・リレー

出力

・RS-485

PV

・警報（警報1～4）
・ヒータ断線警報
・SSR故障警報
・入力異常（S.ERR）
・RSP入力異常
・総合警報
・RUN中
・プログラムエンド
・内部補助リレー1～8

操作量
（MV）

周辺ツール（CX-Thermo）

リミット

出力信号

A：AC100～240V
または
D：AC/DC24V

・CompoWay/F
・Modbus-RTU通信

・リニア電流
・リニア電圧

伝送出力

CT入力

マルチSP

ポテンショメータ入力

電流検出器からの入力電圧

入力

目標値（SP）ローカルSP

アナログ入力（電流／電圧）

制御

・ヒータ断線警報
・SSR故障警報

警報

電源

・目標値
・ランプ目標値
・現在値
・操作量

・リレー

アナログ状態

制御出力1

接点状態

動作

現在値入力（PV）
・熱電対
・測温抵抗体
・非接触温度センサ
・アナログ入力（電流／電圧）

ATまたはSTによる 
PID定数自動設定

・標準制御または
・加熱冷却制御

・リニア電流
・電圧出力
（SSR駆動用）
・リレー

（制御出力2）

・PID制御または
・ON/OFF制御

冷却
クローズ

加熱
オープン

＊

＊

＊

＊高機能設定レベルの｢制御出力1/2割付｣｢補助出力1/2/3/4割付」の
　設定値を変更することで、各出力に別の機能を割り付けることが
　できます。

リモートSP
SPモード

SPFB

・ラン／ストップ切替 ・オート／マニュアル切替

・プログラムスタート ・正／逆動作反転
・SPモード
  （リモート／ローカル切替)
・100%AT実行／中止 ・40%AT実行／中止
・設定変更許可／禁止 ・通信書込許可／禁止

・警報ラッチ解除 ・マルチSP No.

・SPランプ
・目標値リミッタ



1   概要

1 - 6 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 形E5CC（ねじ端子台タイプ）

＊ 1 制御出力がリニア電流出力の場合、ヒータ断線・SSR 故障検出機能のあるオプション (001・002・003) は選択出来
ません。
また、制御出力を簡易伝送出力として使用できません。

＊ 2 補助出力が 0点（なし）の場合、オプションは 000（なし）となります。

1-2-2 形式基準

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 内　容
大
き
さ

制
御
出
力
1
/
2

補
助
出
力
点
数

電
源
電
圧

端
子
形
状

入
力
種
別

オ
プ
シ
ョ
ン

C 48×48サイズ
制御出力 1 制御出力 2

R X リレー出力 なし
Q X 電圧出力（SSR駆動用） なし

＊1 C X リニア電流出力 なし
Q Q 電圧出力（SSR駆動用） 電圧出力（SSR駆動用）
C Q リニア電流出力 電圧出力（SSR駆動用）

＊2 0 なし
2 2点
3 3点

A AC100 ～ 240V
D AC/DC24V

S ねじ端子台タイプ
M フルマルチ入力

イベント
入力 通信 リモート

SP入力
ヒータ断線

・SSR故障検出機能 伝送出力

000 － － － － －
001 2 点 － － 1点 －
002 － RS-485 － 1点 －
003 － RS-485 － 2点（三相ヒータ用） －
004 2 点 RS-485 － － －
005 4 点 － － － －
006 2 点 － － － あり
007 2 点 － あり － －

-- -E 5 CC - -
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

S
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1   概要

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

1-2  入
出
力
構
成
と
形
式
基
準

1

1-2-2  形
式
基
準

 形E5CC-U（プラグインタイプ）

＊ 1 2014年 5月当社工場生産分（Ver.2.2）より、制御出力を簡易伝送出力として使用できます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 内　容
大
き
さ

制
御
出
力
1

補
助
出
力
点
数

電
源
電
圧

端
子
形
状

入
力
種
別

オ
プ
シ
ョ
ン

C 48×48サイズ
制御出力 1

R W リレー出力（1C接点）
Q X 電圧出力（SSR駆動用）

＊1 C X リニア電流出力
0 なし
1 1点
2 2点

A AC100 ～ 240V
D AC/DC24V

U プラグインタイプ
M フルマルチ入力

イベント
入力 通信 リモート

SP入力
ヒータ断線

・SSR故障検出機能 伝送出力

000 － － － － －

-- -E 5 CC U  - -
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦



1   概要

1 - 8 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 形E5CC-B（プッシュインPlus 端子台タイプ）

＊ 1 制御出力がリニア電流出力の場合、オプション (001・002) は選択できません。また、制御出力を簡易伝送出力とし
て使用できません。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 内　容
大
き
さ

制
御
出
力
1
/
2

補
助
出
力
点
数

電
源
電
圧

端
子
形
状

入
力
種
別

オ
プ
シ
ョ
ン

C 48×48サイズ
制御出力 1 制御出力 2

R X リレー出力 なし
Q X 電圧出力（SSR駆動用） なし

＊1 C X リニア電流出力 なし
2 2点（コモン共通）

A AC100 ～ 240V
D AC/DC24V

B プッシュインPlus 端子台タイプ
M フルマルチ入力

イベント
入力 通信 リモート

SP入力
ヒータ断線

・SSR故障検出機能 伝送出力

000 － － － － －
001 2 点 － － 1点 －
002 － RS-485 － 1点 －
004 2 点 RS-485 － － －
006 2 点 － － － あり

-- -E 5 CC B- -
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
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1   概要

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

1-2  入
出
力
構
成
と
形
式
基
準

1

1-2-2  形
式
基
準

 形E5EC/AC（ねじ端子台タイプ）

＊ 1 制御出力の種類により、選択出来るオプションが異なります。
＊ 2 制御出力を簡易伝送出力として使用できません。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 内容
大
き
さ

制
御
出
力
1
/
2

補
助
出
力
点
数

電
源
電
圧

端
子
形
状

入
力
種
別

オ
プ
シ
ョ
ン

E 48×96 サイズ
A 96×96 サイズ

制御出力 1 制御出力 2

＊1 R X リレー出力 なし

＊1 Q X 電圧出力（SSR駆動用） なし

＊ 2＊ 1 C X リニア電流出力 なし

＊1 Q Q 電圧出力（SSR駆動用） 電圧出力（SSR駆動用）

＊1 Q R 電圧出力（SSR駆動用） リレー出力

＊1 R R リレー出力 リレー出力

＊ 2＊ 1 C C リニア電流出力 リニア電流出力

＊ 2＊ 1 C Q リニア電流出力 電圧出力（SSR駆動用）

＊1 P R 位置比例用リレー出力 位置比例用リレー出力

2 2点
4 4 点

A AC100 ～ 240V
D AC/DC24V

S ねじ端子台タイプ
M フルマルチ入力

イベン
ト入力 通信

リモー
ト SP
入力

ヒータ断線
・SSR故障
検出機能

伝送
出力

RX・ QX・
RR・QQ・
QR・CQの
場合

CX・CCの
場合

PRの
場合

000 － － － － － 選択可 選択可 選択可
004 2 点 RS-

485
－ － － － 選択可 選択可

005 4 点 － － － － － 選択可 －
008 2 点 RS-

485
－ 1点 － 選択可 － －

009 2 点 RS-
485

－ 2点
（三相
ヒータ
用）

－ 選択可 － －

010 4 点 － － 1点 － 選択可 － －
011 6 点 － あり 1点 あり 選択可 － －
012 4 点 RS-

485
あり 1点 あり 選択可 － －

013 6 点 － あり － あり － 選択可 －
014 4 点 RS-

485
あり － あり － 選択可 選択可

- -E 5   C
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

S



1   概要

1 - 10 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 形E5EC-B（プッシュインPlus 端子台タイプ）

＊ 1 制御出力が、リレー出力または、電圧出力（SSR駆動用）の場合、オプション 004・014 は選択できません。
＊ 2 制御出力がリニア電流出力の場合、オプション (008・010・011) は選択できません。また、制御出力を簡易伝送出

力として使用できません。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 内容
大
き
さ

制
御
出
力
1
/
2

補
助
出
力
点
数

電
源
電
圧

端
子
形
状

入
力
種
別

オ
プ
シ
ョ
ン

E 48×96 サイズ
制御出力 1 制御出力 2

＊1 R X リレー出力 なし

＊1 Q X 電圧出力（SSR駆動用） なし

＊2 C X リニア電流出力 なし

2 2点
4 4 点

A AC100 ～ 240V
D AC/DC24V

B プッシュインPlus 端子台タイプ
M フルマルチ入力

イベント入力 通信 リモート SP
入力

ヒータ断線
・SSR 故障
検出機能

伝送出力

000 － － － － －
004 2 点 RS-485 － － －
008 2 点 RS-485 － 1点 －
010 4 点 － － 1点 －
011 6 点 － あり 1点 あり
014 ４点 RS-485 あり － あり

- -E 5   CE B
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
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1   概要

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

1-2  入
出
力
構
成
と
形
式
基
準

1

1-2-2  形
式
基
準

 形E5DC

＊ 1 制御出力の種類と補助出力点数により、選択出来るオプションが異なります。

＊ 2 2014年 7月当社工場生産分（Ver.2.2）より、制御出力を簡易伝送出力として使用できます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 内容
大
き
さ

制
御
出
力
1

補
助
出
力
点
数

電
源
電
圧

端
子
形
状

入
力
種
別

オ
プ
シ
ョ
ン

D 22.5mm幅 DIN レール取付タイプ
制御出力 1

＊ 1 R X リレー出力
＊ 1 Q X 電圧出力（SSR駆動用）

＊ 1＊ 2 C X リニア電流出力
＊ 1 0 なし
＊ 1 2 2 点

A AC100 ～ 240V
D AC/DC24V

S ねじ端子台タイプ（メインユニット＋端子ユニット）
U メインユニット単体タイプ（端子ユニットなし）

M フルマルチ入力

イベント入力 通信 単相ヒータ用断線・
SSR故障検出機能

000 － － －
002 － RS-485 1 点
015 － RS-485 －
016 1 点 － －
017 1 点 － 1点

制御出力 補助出力点数
オプション

000 002 015 016 017

RX・QX
0 － － 選択可 － －
2 選択可 選択可 － － 選択可

CX
0 － － 選択可 － －
2 選択可 － 選択可 選択可 －

-- -E 5 DC - -
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦



1   概要

1 - 12 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 形E5DC-B（プッシュインPlus 端子台タイプ）

＊ 1 制御出力の種類と補助出力点数により、選択出来るオプションが異なります。

＊ 2 制御出力を簡易伝送出力として使用できます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 内容
大
き
さ

制
御
出
力
1

補
助
出
力
点
数

電
源
電
圧

端
子
形
状

入
力
種
別

オ
プ
シ
ョ
ン

D 22.5mm幅 DIN レール取付タイプ
制御出力 1

＊ 1 R X リレー出力
＊ 1 Q X 電圧出力（SSR駆動用）

＊ 1＊ 2 C X リニア電流出力
＊ 1 0 なし
＊ 1 2 2 点

A AC100 ～ 240V
D AC/DC24V

B プッシュインPlus 端子台タイプ
M フルマルチ入力

イベント入力 通信 単相ヒータ用断線・
SSR故障検出機能

000 － － －
002 － RS-485 1 点
015 － RS-485 －

制御出力 補助出力点数
オプション

000 002 015

RX・QX
0 － － 選択可
2 選択可 選択可 －

CX
0 － － 選択可
2 選択可 － 選択可

-- -E 5 DC - -
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

B
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1   概要

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

1-2  入
出
力
構
成
と
形
式
基
準

1

1-2-2  形
式
基
準

 形E5GC

＊ 1 制御出力を簡易伝送出力として使用できます。
＊ 2 補助出力が 0点 (なし )の場合、オプションは 000( なし ) のみ選択可能です。
＊ 3 補助出力が 2点の場合のみ選択可能です。
＊ 4 制御出力がリニア電流出力の場合、ヒータ断線・SSR故障検出機能のあるオプション (023) は選択できません。
＊ 5 補助出力が 1点の場合のみ選択可能です。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 内容
大
き
さ

制
御
出
力
1

補
助
出
力
点
数

電
源
電
圧

端
子
形
状

入
力
種
別

オ
プ
シ
ョ
ン

G 48×24 サイズ
制御出力 1

R X リレー出力
Q X 電圧出力（SSR駆動用）

＊ 1 C X リニア電流出力
＊ 2 0 なし

１ 1点
2 2 点

A AC100 ～ 240V
D AC/DC24V

6 ねじ端子台タイプ (端子カバー付き )
C スクリューレスクランプ端子台タイプ

M フルマルチ入力

イベント入力 通信 単相ヒータ用断線・
SSR故障検出機能

000 － － －
015 － RS-485 －

＊ 3 016 1 点 － －
＊ 3＊ 4 023 － － 1点

＊ 5 024 2 点 － －

-- -E 5 GC - -
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
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2 - 2 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

2-1 取り付け

 形E5CC

 形E5CC-U

 形E5CC-B

2-1-1 外形寸法（単位：mm）

(64)

58

604
148 44.8

58

76.8
58.64 14.2 □44.8□48

□48 □44.8

（71.4）
67.4

4

（1）

58
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2   準備

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

2-1  取
り
付
け

2

2-1-1  外
形
寸
法
（
単
位
：
m
m
）

 形E5EC

 形E5EC-B

44

91

48

96

1
604
(64)

11
0

110

67.4

（71.4）
4

（1）

96

48 44

91
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 形E5AC

 形E5DC
以下の図は端子ユニットを取り付けた状態です。

□96
□911

4

（64）
60

11
0

96

22.5

11
0

35
4

（85）
81

4 22.5

アダプタ（別売） メインユニット 端子ユニット

+1
.1
5

-0
.2

90

+1
.1
5

-0
.2

90
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

2-1  取
り
付
け

2

2-1-1  外
形
寸
法
（
単
位
：
m
m
）

 形E5DC-B
以下の図はプッシュイン Plus 端子ユニットを取り付けた状態です。

 形E5GC

4 86
（９０）

11
0

(6.5)

96

22.5

メインユニットアダプタ（別売） プッシュインPlus
端子ユニット

(6.5)22.5

+1
.1
5

-0
.2

90

+1
.1
5

-0
.2

4
35 90

24

48
63.6 4

1

1

90
2240
.8

44.8

22

24

48
63.6 4 93

2240
.8

44.8
22

スクリューレスクランプ端子台タイプ

ねじ端子台タイプ
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2 - 6 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 形E5CC/E5CC-U/E5CC-B

 形E5EC/E5EC-B

 形E5AC

 形E5DC/E5DC-B

2-1-2 パネル加工寸法（単位：mm）

個別取付時 密着取付時
45＋0.6　0

45
＋
0.
6

　
0

60
以
上

45
＋
0.
6

　
0

（48×台数－2.5）＋1.0　0

個別取付時 密着取付時＊1
45＋0.6　0

92

12
0以
上

＋
0.
8

　
0

92
＋
0.
8

　
0

（48×台数－2.5）＋1.0　0

個別取付時  密着取付時
 

92＋0.8　0

92
＋
0.
8

　
0

12
0以
上

92
＋
0.
8

　
0

（96×台数－3.5）＋1.0　0

12
0以
上

個別取付時 2台密着取付時 密着取付時
22.7＋0.3　0 45＋0.6　0

92
＋
0.
8

　
0

92
＋
0.
8

　
0

92
＋
0.
8

　
0

（22.5×台数）＋1.0　0
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

2-1  取
り
付
け

2

2-1-2  パ
ネ
ル
加
工
寸
法
（
単
位
：
m
m
）

 形E5GC

• 形 E5CC-U/DC/DC-B は、防水ができません。
• 密着取付時は防水ができません。
• 取り付けパネル厚は、形E5CC/CC-U/CC-Bが1～5mm、形E5EC/EC-B/AC/DC/DC-B/GCが1～
8mmです。

• 形 E5GC のスクリューレスクランプ端子台タイプ以外は上下方向の密着取り付けをしないでくださ
い。（取り付け間隔を守ってください。）

• 複数台を取り付けて使用される場合、デジタル調節計の周囲温度が仕様を超えないようにご注意く
ださい。

＊1 形 E5ECの形式が以下のような「QQ」「QR」「CQ」「RR」「CC」「PR」の制御出力 2点タイプで、かつオ
プション番号が「011」「012」「013」「014」の機種の場合は、密着取り付け時の周囲温度は 45 ℃までと
してください。

個別取付時 横密着取付時＊2 縦密着取付時＊2

22
.2

+0
.3

+040
以
上 22
.2

+0
.3

+0

45+0.6+0

L1

45 +0.6+0

L2+1.0
+0L1=（48×n-2.5）

+1.0
+0L2=（24×n-1.5）

n：取り付け数 (2≦n≦6）

E5EC-□□　□　□　S　M-□□□

QQ、QR、
RR、CC、CQ、PR

011、012、
013、014
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2 - 8 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

周囲温度 55℃で複数台を取り付けて使用される場合は、以下のような間隔で取り付けてください。

＊ 2 形 E5GCを複数台取り付けて使用される場合、デジタル調節計の周囲温度が以下の範囲を超えないようにご
注意ください。
横密着：-10 ～ 55℃
縦密着 2台：-10 ～ 45 ℃
縦密着 3台以上：-10～ 40 ℃
（注）縦密着取り付け時は、スクリューレスクランプ端子台タイプをご使用ください。

また、本体だけを引き抜くこと（ドローアウト）ができません。

45＋0.6　0

92

12
0以
上

＋
0.
8

　
0

60以上
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2   準備

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

2-1  取
り
付
け

2

2-1-3  取
り
付
け
方

形 E5CC は、２種類の端子カバーを使用することができます。

形 E5CC-U の接続ソケットは、形 P2CF-11 または形 P3GA-11 を別途お求めください。

 取付パネルへの取り付け方
(1) 防水になるように取り付けるには、本体に防水パッキンを挿入してください。密着取付時
は防水ができません。
形 E5CC-U は、防水パッキンを挿入しても防水ができません。

(2) 形 E5CC/CC-B/CC-U を、パネルの取り付け穴に挿入します。

(3) アダプタを端子部側から、パネルに当たるまで押し込んで本体を仮固定します。

(4) アダプタの固定ねじ（2 箇所）を締め付けます。締め付け時は、2 箇所のねじを交互に少
しずつバランスをとりながら締めてください。また、締め付けトルクは 0.29 ～ 0.39N・m
にしてください。

2-1-3 取り付け方

形 E5CC/CC-B/CC-U

パネル

防水パッキン

端子カバー
（形E53-COV17）

アダプタ

端子カバー
（形E53-COV23）

アダプタ
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2 - 10 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 端子カバーの取り付け方（形E5CCのみ）
端子カバー形E53-COV23を下図のように端子カバーをたわませながら端子台へ取り付けてく
ださい。逆方向には取り付けられません。また、端子カバー形 E53-COV17 も使用できます。
端子カバー形 E53-COV17 の「UP」の文字を確認し、端子カバーを上下の穴にはめ込みます。

端子カバー
（形E53-COV17）

アダプタ

･形E53-COV17の場合 ･形E53-COV23の場合

端子部拡大図
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2   準備

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

2-1  取
り
付
け

2

2-1-3  取
り
付
け
方

 取付パネルへの取り付け方
(1) 防水になるように取り付けるには、本体に防水パッキンを挿入してください。密着取付時
は防水ができません。

(2) 形 E5EC/EC-B/ACを、パネルの取り付け穴に挿入します。

(3) アダプタを端子部側から、パネルに当たるまで押し込んで本体を仮固定します。

(4) アダプタの固定ねじ（2 箇所）を締め付けます。締め付け時は、2 箇所のねじを交互に少
しずつバランスをとりながら締めてください。また、締め付けトルクは 0.29 ～ 0.39N・m
にしてください。

 端子カバーの取り付け方（形E5EC/ACのみ）
端子カバー形 E53-COV24 を下図のように、端子カバーをたわませながら端子台へ取り付けて
ください。逆方向には取り付けられません。

形 E5EC/EC-B/AC

端子カバー
（形E53-COV24）

端子カバー
（形E53-COV24）

パネル

アダプタ

アダプタ

防水パッキン

端子部拡大図

矢印の方向に
たわませながら
挿入してください
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2 - 12 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 取付パネルへの取り付け方

1 形 E5DC/DC-B をパネルの取りつけ穴に挿入します。（メインユニットを挿入してから端子ユ
ニットを取り付けてください。）

2 アダプタを端子ユニット側からパネルに当たるまで押し込んで本体を仮固定します。

3 アダプタの固定ねじ（2箇所）を締め付けます。締め付け時は、2箇所のねじを交互に少しずつ
バランスをとりながら締めてください。
また、締め付けトルクは 0.29 ～ 0.39N・mにしてください。

 DIN レールへの取り付け方／取り外し方
･ 取り付け
端子ユニットのレールフックを下げ、上部のツメをレールにかけます。
レールフックがロックできるところまで本体を押しこみ、レールフックをロックします。

･ 取り外し
マイナスドライバーなどでレールフックを下へ引き出して下側から持ち上げます。

形E5DC/DC-B 共通

形 E5DC

メインユニット

パネル

端子ユニット

アダプタ

1

2

3

①レールフックを下げる

③本体を押し込む

②上部のツメをレールにかける

④ロックする
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2-1  取
り
付
け

2

2-1-3  取
り
付
け
方

 メインユニットの取り外し方
メインユニットの 2つのフックを押して、メインユニットを端子ユニットから取り外してくださ
い。

 エンドプレートの取り付け方
エンドプレート形 PFP-Mは必ず本体の両端に取り付けてください。

  DIN レールへの取り付け方／取り外し方
･ 取り付け
端子ユニットを先にDIN レールに取り付けてからメインユニットを取り付けます。

形 E5DC-B

①

①フックを押し込む

②メインユニットを引き抜く

個別取り付け 密着取り付け

①

②

①レールフックを下げる

③本体を押し込む

②上部のツメをレールにかける

④ロックする
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･ 取り外し
マイナスドライバーなどでレールフックを下へ引き出して下側から持ち上げます。

  メインユニットの取り外し方

  エンドプレートの取り付け方
エンドプレート形 PFP-Mは必ず本体両端に取り付けてください。

 DIN レールの取り付け方
「DIN レールへの取り付け方／取り外し方」（2-13 ページ）を参照してください。

①

①フックを押し込む

②メインユニットを引き抜く

個別取り付け 密着取り付け

①

②
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2-1  取
り
付
け

2

2-1-3  取
り
付
け
方

形 E5DC-B は、連結用のコネクタが内蔵されており、DIN レール取り付け、パネル取り付けとも
にユニット同士を連結して取り付けることができます。これにより、通信と電源の渡り配線が不要
になります。最大連結台数は 16台です。

使用上の注意

• 配線について
連結して使用する場合、電源線は連結ブロック内の左端のユニットだけに配線してください。
誤配線した場合、内部で入力が短絡され、ユニットが破損されます。
各連結ブロック間または、他の機器への渡り配線は行わないでください。故障や誤動作の原
因となります。

 DIN レールの取り付け方
DIN レールは制御盤内の 3箇所以上にねじで取り付けてください。
･ DIN レール 形 PFP-50N（50cm）/ 形 PFP-100N（100cm）

DIN レールは地面に対して垂直に設置してください。

形 E5DC-B の連結取り付け／取り外し方法

連結コネクタ（メス側） 連結コネクタ（オス側）

複数の電源入力配線禁止 渡り配線禁止

垂直○ 水平× 
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  DIN レールへ連結取り付け

使用上の注意

• N台連結時は、1台の N倍の突入電流が流れます。特に突入電流により、外付けヒューズが溶
断したり、ブレーカが動作しないよう、ヒューズは溶断特性、ブレーカは動作特性を十分確
認し、選定してください。1台当たりの突入電流は 30A以下です。

• 連結しないコネクタに関してはコネクタカバーを装着した状態にしてください。出荷状態で
は、コネクタカバーは製品に装着されています。

• 通電中はユニットの増設、分離をしないでください。

1 端子ユニットの連結する側の
コネクタカバーを外し、DIN
レールに取り付けます。

2 端子ユニットのコネクタ同士
を連結します。

3 端子ユニットに配線します。

4 メインユニットを端子ユニッ
トに挿入します。

コネクタカバー（付属品）

左側面：

エンドプレート

2

1

4

3
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2-1  取
り
付
け

2

2-1-3  取
り
付
け
方

  DIN レールからの取り外し

参考

マイナスドライバを使用した端子ユニットの取り外し
• 端子ユニットの右側面に 2箇所のスリットが入っています。端子ユニットを連結すると、この
スリットがマイナスドライバ挿入用の隙間になります。この隙間にマイナスドライバを差し
込むことで、簡単に端子ユニット同士を取り外すことができます。メインユニットを取り外
した状態で実施してください。

• 推奨マイナスドライバについては、「●推奨マイナスドライバ」（2-63 ページ）を参照して
ください。

1 メインユニットを端子ユニッ
トから取り外します。

2 端子ユニット同士を取り外し
ます。

3 端子ユニットをDINレールから
取り外します。

1

2

3

スリット

マイナスドライバ
挿入用の隙間
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   取り付けパネルへ連結取り付け

1 メインユニットを取り付けパ
ネルの取り付け穴に挿入しま
す。

2 配線済みの端子ユニットをメ
インユニットに取り付けます。

3 アダプタを端子ユニット側か
ら取りつけパネルに当たるま
で押し込んで本体を仮固定し、
アダプタの固定ねじ（2 箇所）
を締め付けます。締め付け時
は、2 箇所のねじを交互に少し
ずつバランスをとりながら締
めてください。また、締め付け
トルクは 0.29 ～ 0.39N・m に
してください。

4 配線済みの端子ユニットを、連
結する側のコネクタカバーを
外し、コネクタ同士を連結しま
す。

5 メインユニットを取り付けパ
ネルの取り付け穴に挿入し、端
子ユニットに装着します。

3

3

1

2

アダプター

取り付けパネル

アダプター

4

5
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2-1  取
り
付
け

2

2-1-3  取
り
付
け
方

使用上の注意

• 連結しないコネクタに関してはコネクタカバーを装着した状態にしてください。出荷状態で
は、コネクタカバーは製品に装着されています。

• 通電中はユニットの増設、分離をしないでください。

  取り付けパネルからの取り外し

6 アダプタを端子ユニット側か
らパネルに当たるまで押し込
んで本体を仮固定し、アダプタ
の固定ねじ（2 箇所）を締め付
けます。締め付け時は、2 箇所
のねじを交互に少しずつバラ
ンスをとりながら締めてくだ
さい。また、締め付けトルクは
0.29 ～ 0.39N・mにしてくださ
い。

1 メインユニットに取り付けて
いる、アダプタを取り外しま
す。

6

6

アダプター

アダプター

アダプター

アダプター

1

1
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2 メインユニットを端子ユニッ
トから取り外します。

3 端子ユニット同士を取り外し
ます。

2

3
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2-1  取
り
付
け

2

2-1-3  取
り
付
け
方

 形E5GC
取付パネルへの取り付け方

(1) 防水になるように取り付けるには、本体に防水パッキンを挿入してください。密着取付時
は防水ができません。

(2) 形 E5GCを、パネルの取り付け穴に挿入します。

(3) アダプタは上下または左右のいずれかで 2個使用してください。

(4) アダプタを端子部側から、パネルに当たるまで押し込んで本体を仮固定します。

(5) アダプタの固定ねじ（2 箇所）を締め付けます。締め付け時は、2 箇所のねじを交互に少
しずつバランスをとりながら締めてください。また、締め付けトルクは 0.29 ～ 0.39N・m
にしてください。

ドローアウトによる形E5GC本体の交換方法
メンテナンス時にドローアウト治具（形 Y92F-55）により端子配線を外さずに、本体だけを引き
抜くことができます。ドローアウトは形 E5GCのみ可能です。ドローアウト時は、ケースと本体の
仕様を確認してください。

1. 本体をリアケースから引き抜く方法
（1）ドローアウト治具のフックをドローアウト治具挿入穴（上下 2 箇所）に「カチッ」という音が

するまでゆっくり水平に挿入してください（片側のみフックがかかった状態で引き抜いた場
合、製品が破損する可能性があります）。

（2）ドローアウト治具と一緒にフロントパネルを引き抜いてください。その際、無理な力を加えず、
ゆっくり水平に引き抜いてください（ななめ方向に引き抜いた場合、製品が破損する可能性が
あります）。

（3）リアケースから本体が外れた後は、本体に片手を添えるようにしてゆっくり水平に本体を引き
抜いてください。

パネル

端子台

防水パッキン

アダプタ

ドローアウト治具

（1）

（1）

（2）

ドローアウト治具挿入穴

フロントパネル

リアケース ドローアウト治具挿入穴

フック
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2. 本体をリアケースに差し込む方法
（1）本体をリアケースに差し込むときは、必ずシーリングゴムを装着した基板を平行にしてシーリ

ングゴムの位置がずれないように本体をリアケースに差し込んでください。
（2）上下のケースフックが確実に掛かるようにリアケースフック（上下 2箇所）を手で押えてくださ

い。正しく装着しないと防水性を保つことができない可能性があります。また、本体をリア
ケースに挿入する際には、基板の電子部品をリアケースに接触させないでください。

 ドローアウト治具挿入穴にフックが片側のみ掛かった場合の外し方
（1）ドローアウト治具を図に示す方向にゆっくりと引いてください。（フックが掛かった箇所が逆

の場合も同様です。）
（2）ドローアウト治具がドローアウト治具挿入穴から外れたことを確認します。
（3）本体がリアケースから外れた場合は、本体をリアケースにゆっくり水平に差し込んでくださ

い。
上記手順に従わない場合、製品が破損する可能性があります。

【上面図】
シーリングゴム位置

ケースフック

リアケースフック基板

＊上下の基板を平行にして、リアケースに差し込んでください。

リアケースフック

（1）

（2）

（2）

（2）

（1）

（3）
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2-1  取
り
付
け

2

2-1-3  取
り
付
け
方

 端子台の着脱
形 E5GCは端子台の着脱が可能です。形 E5CC/CC-U/CC-B/EC/EC-B/ACではできません。

（1）工具挿入穴（上下 2箇所）に指定の工具（マイナスドライバ）を挿入し、フックを外してくだ
さい。このとき、無理な力を加えないでください。

（2）そのまま手前に引き抜きます。

（注）ねじ端子台タイプ、スクリューレスクランプ端子台タイプ共に脱着方法は同じです。
ねじ端子台タイプの製品にスクリューレスクランプ端子台を取り付けるなど、タイプの異な
る端子台の取り付けはしないでください。性能に影響することがあります。

工具挿入穴

2.00.4

20以上

マイナスドライバ
（単位：mm）
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2-2 端子部の使い方

 端子配列外観
形 E5CCの端子配列は、制御出力 1/2、センサ入力、補助出力、入力電源、オプションの 5つに分
類されます。

使用上の注意

ご購入時は K 熱電対（入力種別＝ 5）に設定されています。センサが異なる場合は、入力異常
（s.err）が発生することがあります。入力種別を確認してください。

 形式の見方
「制御出力 1/2」は、形式の以下の箇所で識別します。

2-2-1 形 E5CCの端子配列

制御出力 1/2

記号 出力種別 仕様
RX リレー出力 1点タイプ AC250V 3A（抵抗負荷）
QX 電圧出力（SSR駆動用）1点タイプ DC12V 21mA
CX リニア電流出力 1点タイプ DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下
QQ 電圧出力（SSR駆動用）2点タイプ DC12V 21mA
CQ リニア電流出力 1点、

電圧出力（SSR駆動用）1点タイプ
DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下
DC12V 21mA

⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱

①
②
③
④
⑤
⑥

制御出力 1/2

センサ入力

補助出力

入力電源

オプション

E5CC-□□　□　□　S　M-□□□

制御出力1/2
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2-2  端
子
部
の
使
い
方

2

2-2-1  形
E5C

C
の
端
子
配
列

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

 形式の見方
形 E5CCの「センサ入力」は、フルマルチ入力のため形式の記号は「M」固定です。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

使用上の注意

EMC規格適合上、センサの長さは、30ｍ以内で使用してください。
30mを超えて使用される場合は EMC規格適合外となりますのでご注意ください。

RX QX CQ

CX QQ

センサ入力

TC（熱電対） Pt（測温抵抗体） I（電流） V（電圧）

①

③
②

リレー出力制御出力1
①

③
②

+
－
電圧出力（SSR駆動用）制御出力1

①

③
②

+

+
－
リニア電流出力

電圧出力（SSR駆動用）

制御出力1

制御出力2

①

③
②

+
－
リニア電流出力制御出力1

①

③
②

+

+
－
電圧出力（SSR駆動用）

電圧出力（SSR駆動用）

制御出力1

制御出力2

E5CC-□□　□　□　S　M-□□□

センサ入力

④

⑥
⑤－

+

⑤
④

⑥

A

B

B

+

－⑤
④

⑥

mA

+

－⑤
④

⑥
V
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 形式の見方
形 E5CCの「補助出力」は、形式の以下の箇所で出力点数を識別します。

 端子配列の詳細

 形式の見方
形 E5CCの「入力電源」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細

補助出力

記号 補助出力 仕様
0 なし なし
2 補助出力 2点タイプ 1a AC250V 3A
3 補助出力 3点タイプ 1a AC250V 2A

補助出力 2点 補助出力 3点

入力電源

記号 仕様 消費電力
A AC100 ～ 240V

（50/60Hz）
オプション番号 000 ：5.2VA以下
オプション番号 000 以外 ：6.5VA以下

D AC24V（50/60Hz）
DC24V（極性なし）

オプション番号 000 ：3.1VA以下 /1.6W以下
オプション番号 000 以外 ：4.1VA以下 /2.3W以下

AC100 ～ 240V AC/DC 24V

E5CC-□□　□　□　S　M-□□□

補助出力点数

補助出力2

補助出力1

⑦
⑧
⑨
⑩

補助出力2

補助出力3

補助出力1

⑦

⑧

⑨

⑩

E5CC-□□　□　□　S　M-□□□

入力電源

⑫
⑪

～

（極性なし）
⑫
⑪

～
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 形式の見方
形 E5CCの「オプション」は、形式の以下の箇所で識別します。

オプション

記号 仕様 備考
000 なし
001 イベント入力 1、2

CT1
002 通信（RS-485）

CT1
003 通信（RS-485）

CT1、2
004 通信（RS-485）

イベント入力 3、4
005 イベント入力 1、2

イベント入力 3、4
006 イベント入力 1、2

伝送出力
伝送出力：
電流：DC4-20mA
電圧：DC1-5V

007 イベント入力 1、2
リモート SP入力

リモート SP入力：
電流：DC4-20mA、DC0-20mA
電圧：DC1-5V、DC0-5V、DC0-10V

E5CC-□□　□　□　S　M-□□□

オプション
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 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

（注） イベント入力は、無電圧入力で使用してください。
(-) は、無接点入力時の極性です。

001 002 003

004 005 006

007

⑬

⑮
⑭

⑯

⑱
⑰

EV1

(－)

EV2

CT1

イベント入力

CT

B(+)

A(－)

RS-485
⑬

⑮
⑭

⑯

⑱
⑰

CT1

通信

CT
COM

B(+)

A(－)

RS-485
⑬

⑮
⑭

⑯

⑱
⑰

CT1

CT2

通信

CT

EV3

EV4

B(+)

A(－)

RS-485
⑬

⑮
⑭

⑯

⑱
⑰

通信

イベント入力

(－)

EV3

EV4

⑬

⑮
⑭

⑯

⑱
⑰

EV1

EV2

イベント入力

イベント入力

(－)

(－)

⑬

⑮
⑭

⑯

⑱
⑰

EV1

EV2

イベント入力

伝送出力 I

V

(－)

－

＋

＋

V

⑬

⑮
⑭

⑯

⑱
⑰

EV1

EV2

mA

イベント入力

リモートSP
入力

(－)

－

＋

＋
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 端子配列外観
形 E5CC-U の端子配列は、制御出力 1、センサ入力、補助出力、入力電源の 4つに分類されます。

使用上の注意

ご購入時は K 熱電対（入力種別＝ 5）に設定されています。センサが異なる場合は、入力異常
（s.err）が発生することがあります。入力種別を確認してください。

 形式の見方
「制御出力 1」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

2-2-2 形 E5CC-U の端子配列

制御出力 1

記号 出力種別 仕様
RW リレー出力 1点タイプ　1C接点 AC250V 3A（抵抗負荷）
QX 電圧出力（SSR駆動用）1点タイプ DC12V 21mA
CX リニア電流出力 1点タイプ DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下

RW QX CX

④
⑥⑤ ⑦

⑧
⑨
⑩

⑪
②
①

③

制御出力 1

センサ入力

補助出力

入力電源

E5CC-□□　□　□　U　M-□□□

制御出力1

リレー出力

制御出力1④
⑥⑤ －

制御出力1

電圧出力（SSR駆動用）

+
⑥⑤

④
制御出力1

リニア電流出力
－

+
⑥⑤

④



2   準備

2 - 30 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 形式の見方
形 E5CC-U の「センサ入力」は、フルマルチ入力のため形式の記号は「M」固定です。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

使用上の注意

EMC規格適合上、センサの長さは、30ｍ以内で使用してください。
30mを超えて使用される場合は EMC規格適合外となりますのでご注意ください。

センサ入力

TC（熱電対） Pt（測温抵抗体） I（電流） V（電圧）

E5CC-□□　□　□　U　M-□□□

センサ入力

③

①
②－

+

A

B

B

③

①
②

+

－

mA
③

①
②

+

－

V

③

①
②
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 形式の見方
形 E5CC-U の「補助出力」は、形式の以下の箇所で出力点数を識別します。

 端子配列の詳細

 形式の見方
形 E5CC-U の「入力電源」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細

補助出力

記号 補助出力 仕様
0 なし なし
1 補助出力 1点タイプ 1a AC250V 3A
2 補助出力 2点タイプ 1a AC250V 3A

補助出力 1点 補助出力 2点

入力電源

記号 仕様 消費電力
A AC100 ～ 240V

（50/60Hz）
5.2VA以下

D AC24V（50/60Hz）
DC24V（極性なし）

3.1VA以下 /1.6W以下

AC100 ～ 240V AC/DC 24V

E5CC-□□　□　□　U　M-□□□

補助出力点数

⑦
補助出力1

⑧

⑨
補助出力2

補助出力1
⑧

⑨

⑦

E5CC-□□　□　□　U　M-□□□

入力電源

⑪
⑩

～

⑪
⑩

～
（極性なし）
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2 - 32 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 端子配列外観
形 E5CC-B の端子配列は、制御出力１、センサ入力、補助出力、入力電源、オプションの 5 つに
分類されます。

使用上の注意

ご購入時は K 熱電対（入力種別＝ 5）に設定されています。センサが異なる場合は、入力異常
（s.err）が発生することがあります。入力種別を確認してください。

 形式の見方
「制御出力 1」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細

2-2-3 形 E5CC-B の端子配列

制御出力 1

記号 出力種別 仕様
RX リレー出力 1点タイプ AC250V 3A（抵抗負荷）
QX 電圧出力（SSR駆動用）1点タイプ DC12V 21mA
CX リニア電流出力 1点タイプ DC4-20ｍA / DC0-20mA 負荷：500Ω以下

RX QX CX

⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯

⑰
⑱
⑲
⑳
21

22

23

24

①
②

⑥
⑦
⑧

③
④
⑤

制御出力 1

未使用

センサ入力

補助出力

入力電源

オプション

E5CC-□□　□　□　Ｂ　M-□□□

制御出力1

制御出力1 リレー出力

①

②
－

+①

②
制御出力1 電圧出力

（SSR駆動用） 制御出力1 リニア電流出力

①

② －

+
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 形式の見方
形 E5CC-B の「センサ入力」は、フルマルチ入力のため形式の記号は「M」固定です。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

使用上の注意

• EMC規格適合上、センサの長さは、30ｍ以内で使用してください。
30mを超えて使用される場合は EMC規格適合外となりますのでご注意ください。

• センサ入力は内部回路と電気的に絶縁されていません。接地タイプの熱電対を使用する場合
は、センサ入力端子のいずれかにアースを接続しないでください。（接続すると回り込み電流
により、測定温度に誤差が発生します。）

センサ入力

TC（熱電対） Pt（測温抵抗体） I（電流） V（電圧）

E5CC-□□　□　□　B　M-□□□

センサ入力

－

+

6

7

8

A

B

B

6

7

8

+

－

mA
6

7

8 +

－

V

6

7

8
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2 - 34 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 形式の見方
形 E5CC-B の「補助出力」は、形式の以下の箇所で出力点数を識別します。

 端子配列の詳細

＊で示した端子は、コモン端子です。

 形式の見方
形 E5CC-B の「入力電源」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細

＊で示した端子は、コモン端子です。渡り配線に使用することができます。
渡り配線時の接続台数は以下までとしてください。
　AC 100-240Vタイプ：16台まで
　AC/DC24Vタイプ：8台まで

補助出力

記号 補助出力 仕様
2 補助出力 2点タイプ 1a AC250V 2A

補助出力 2点

入力電源

記号 仕様 消費電力
A AC100 ～ 240V

（50/60Hz）
オプション番号 000 ：5.2VA以下
オプション番号 000 以外 ：6.5VA以下

D AC24V（50/60Hz）
DC24V（極性なし）

オプション番号 000 ：3.1VA以下 /1.6W以下
オプション番号 000 以外 ：4.1VA以下 /2.3W以下

AC100 ～ 240V AC/DC 24V

E5CC-□□　□　□　B　M-□□□

補助出力点数

⑨

⑪
⑩

⑫

＊

補助出力2

補助出力1

E5CC-□□　□　□　B　M-□□□

入力電源

⑭

⑯

～
＊

＊

⑬

⑮
⑭

⑯ （極性なし）

＊

＊

⑬

⑮
～
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 形式の見方
形 E5CC-B の「オプション」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

＊で示した端子は、コモン端子です。
通信のコモン端子は、渡り配線に使用することができます。

（注）イベント入力は、無電圧入力で使用してください。
(-) は、無接点入力時の極性です。

オプション

記号 仕様 備考
000 なし
001 イベント入力 1、2

CT1
002 通信（RS-485）

CT1
004 通信（RS-485）

イベント入力 3、4
006 イベント入力 1、2

伝送出力
伝送出力：
　電流：DC4-20mA
　電圧：DC1-5V

001 002 004

006

E5CC-□□　□　□　B　M-□□□

オプション

EV1

EV2

⑲
⑳

CT1

イベント
入力

CT

(－)

(－)

21

22

23

24

＊
⑰
⑱

⑳

CT1CT
21

22

23

24

＊

＊

⑱

B(+)

A(－)

RS-485
通信

⑲

⑰

⑳
21

22

23

24

＊

＊

＊

⑱

B(+)

A(－)

RS-485
通信

⑰

⑲

EV3

EV4

イベント
入力

(－)

(－)

⑳
21

＊
⑱
⑰

⑲

伝送
出力 I

V
22

23

24

EV1

EV2

イベント
入力

－

＋

＋

(－)

(－)
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2 - 36 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 端子配列外観
端子配列は、制御出力 1/2、センサ入力、補助出力、入力電源、オプションの 5つに分類されます。

使用上の注意

ご購入時は K 熱電対（入力種別＝ 5）に設定されています。センサが異なる場合は、入力異常
（s.err）が発生することがあります。入力種別を確認してください。

 形式の見方
「制御出力 1/2」は、形式の以下の箇所で識別します。

2-2-4 形 E5EC/ACの端子配列

制御出力 1/2

記号 出力種別 仕様
RX リレー出力 1点タイプ AC250V 5A（抵抗負荷）
QX 電圧出力（SSR駆動用）1点タイプ DC12V 40mA
CX リニア電流出力１点タイプ DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下
QQ 電圧出力（SSR駆動用）2点タイプ DC12V 21mA
QR 電圧出力（SSR駆動用）1点、

リレー出力 1点タイプ
DC12V 21mA
AC250V 5A（抵抗負荷）

RR、PR リレー出力 2点タイプ AC250V 5A（抵抗負荷）
CC リニア電流出力 2点タイプ DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下
CQ リニア電流出力 1点、

電圧出力（SSR駆動用）1点タイプ
DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下
DC12V 21mA

入力電源

制御出力 1/2

補助出力 ⑨
⑩
⑪
⑫

⑦
⑧

③
④
⑤
⑥

①
②

33

⑲
⑳

⑮
⑯
⑰
⑱

⑬
⑭

34

35
36

21

22

23
24

28

29

30

31
32

25

26
27

センサ入力

オプション

未使用

E5□C-□□　□　□　S　M-□□□

制御出力1
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 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

 形式の見方
「センサ入力」は、フルマルチ入力のため形式の記号は「M」固定です。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

使用上の注意

EMC規格適合上、センサの長さは、30ｍ以内で使用してください。
30mを超えて使用される場合は EMC規格適合外となりますのでご注意ください。

RX QX CX

QQ QR RR

CC PR CQ

センサ入力

TC（熱電対） Pt（測温抵抗体） I（電流） V（電圧）

③

⑤
④

⑥

リレー出力制御出力1 +
－

③

⑤
④

⑥

電圧出力
（SSR駆動用）

制御出力1 +
－

③

⑤
④

⑥

リニア電流出力制御出力1

③

⑤
④

⑥

+
－
電圧出力（SSR駆動用）

電圧出力（SSR駆動用）+
－

制御出力1

制御出力2 リレー出力

③

⑤
④

⑥

+
－
電圧出力（SSR駆動用）制御出力1

制御出力2

③

⑤
④

⑥
リレー出力

リレー出力制御出力1

制御出力2

③

⑤
④

⑥

+
－
リニア電流出力

リニア電流出力+
－

制御出力1

制御出力2

③

⑤
④

⑥
リレー出力

リレー出力オープン

クローズ

③

⑤
④

⑥

+
－
リニア電流出力

電圧出力（SSR駆動用）+
－

制御出力1

制御出力2

E5EC-□□　□　□　S　M-□□□

センサ入力

－

+

22

23

24

A

B

B

22

23

24

+

－

mA
22

23

24 +

－

V

22

23

24



2   準備

2 - 38 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 形式の見方
「補助出力」は、形式の以下の箇所で出力点数を識別します。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

 形式の見方
「入力電源」は、形式の以下の箇所で識別します。

以下の記号により仕様を識別します。

 端子配列の詳細
「入力電源」の端子配列の詳細は、以下のとおりです。

補助出力

記号 補助出力 仕様
2 補助出力 2点タイプ 1a AC250V 3A
4 補助出力 4点タイプ 1a AC250V 2A

補助出力 2点 補助出力 4点

入力電源

記号 仕様
形E5EC 消費電力 形 E5AC 消費電力

オプション
No.000

オプション
No.000 以外

オプション
No.000

オプション
No.000 以外

A AC100 ～ 240V
50/60Hz 6.6VA以下 8.3VA以下 7.0VA以下 9.0VA以下

D

AC24V
50/60Hz 4.1VA以下 5.5VA以下 4.2VA以下 5.6VA以下

DC24V
（極性なし） 2.3W以下 3.2W以下 2.4W以下 3.4W以下

AC100 ～ 240V AC/DC 24V

E5EC-□□　□　□　S　M-□□□

補助出力点数

補助出力2

⑦
⑧
⑨
⑩

補助出力1
⑪
⑫

補助出力2補助出力4

補助出力2補助出力3

⑦
⑧
⑨

補助出力2補助出力2

補助出力2補助出力1

⑩
⑪
⑫

E5EC-□□　□　□　S　M-□□□

入力電源

～
①
②

（極性なし）

①
②

～
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 形式の見方
形 E5EC/ACの「オプション」は、形式の以下の箇所で識別します。

伝送出力
電流：DC4-20mA
電圧：DC1-5V

リモート SP入力
電流：DC4-20mA、DC0-20mA
電圧：DC1-5V、DC0-5V、DC0-10V

オプション

記号 仕様
000 なし、またはポテンショメータ入力（位置比例タイプのみ）
004 通信（RS-485）

イベント入力 1、2
ポテンショメータ入力 (位置比例タイプのみ )

005 イベント入力 1、2、3、4
008 通信（RS-485）

イベント入力 1、2
CT1

009 通信（RS-485）
イベント入力 1、2
CT1、2

010 イベント入力 1、2、3、4
CT1

011 イベント入力 1、2、3、4、5、6
CT1
伝送出力
リモート SP入力

012 通信（RS-485）
イベント入力 1、2、5、6
CT1
伝送出力
リモート SP入力

013 イベント入力 1、2、3、4、5、6
伝送出力
リモート SP入力

014 通信（RS-485）
イベント入力 1、2、5、6
伝送出力
リモート SP入力
ポテンショメータ入力 (位置比例タイプのみ )

E5EC-□□　□　□　S　M-□□□

オプション
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2 - 40 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

＊ 位置比例タイプで使用できます。その他の場合は空き端子です。

（注）イベント入力は、無電圧入力で使用してください。
(-) は、無接点入力時の極性です。

000 004 005 008

009 010 011

012 013 014

O

W

C

⑬

⑮
⑭

⑯

⑱
⑰

⑲

21

⑳
ポテンショ
メータ入力

＊

EV1

EV2

B(+)

A(－)

RS-485
⑬

⑮
⑭

⑯

⑱
⑰

⑲

21

⑳

通信

イベント
入力

O

W

C

ポテンショ
メータ入力

＊

(－)

EV1

EV2

⑬

⑮
⑭EV3

EV4

⑯

⑱
⑰

⑲

21

⑳

イベント
入力

イベント
入力

(－)

(－)

B(+)

EV1

EV2

A(－)

RS-485
⑬

⑮
⑭

⑯

⑱
⑰

⑲

21

⑳
CT1

通信

イベント
入力

CT

(－)

EV1

EV2

B(+)

A(－)

RS-485
⑬

⑮
⑭

⑯

⑱
⑰

⑲

21

⑳

通信

イベント入力

COM
CT1

CT2
CT

(－)

EV1

EV2

⑯

⑱
⑰

EV3

EV4

⑲

21

⑳
CT1

⑬

⑮
⑭

イベント入力

イベント入力

CT

(－)

(－)

⑬

⑲

21

⑳
CT1

EV1

EV2

⑮
⑭EV3

EV4

⑯

⑱
⑰EV5

EV6

36

28

29

30

31

32

33

34

35

+

+

－

V

mA

伝送
出力

イベント
入力

リモート
SP
入力

イベント
入力

イベント
入力

CT
+

+

－ I

V

(－) (－)

(－)

B(+)

A(－)

RS-485
⑬

⑮
⑭

⑲

21

⑳
CT1

EV1

EV2

⑯

⑱
⑰EV5

EV6

36

28

29

30

31

32

33

34

35

+
+

－

V

mA

イベント
入力

通信

イベント
入力

CT

リモート
SP
入力

伝送
出力

+
+

－
I

V

(－) (－)

⑬

⑮
⑭EV3

EV4

⑲

21

⑳

EV1

EV2

⑯

⑱
⑰EV5

EV6

36

28

29

30

31

32

33

34

35

+
+

－

V

mA

イベント
入力

イベント
入力

イベント
入力

リモート
SP
入力

伝送
出力

+
+

－
I

V

(－) (－)

(－) B(+)

A(－)

RS-485
⑬

⑮
⑭

EV1

EV2

⑯

⑱
⑰EV5

EV6

36

28

29

30

31

32

33

34

35

+
+

－

V

mA

⑲

21

⑳

通信

イベント
入力

イベント
入力

リモート
SP
入力

伝送
出力

+
+

－
I

V

O

W

C

ポテンショ
メータ入力

(－) (－)

＊
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 端子配列外観
端子配列は、制御出力 1、センサ入力、補助出力、入力電源、オプションの 5つに分類されます。

（注） グレー表示の端子は未使用です。

使用上の注意

ご購入時は K 熱電対（入力種別＝ 5）に設定されています。センサが異なる場合は、入力異常
（s.err）が発生することがあります。入力種別を確認してください。

 形式の見方
「制御出力 1」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細

2-2-5 形 E5EC-B の端子配列

制御出力 1

記号 出力種別 仕様
RX リレー出力 1点タイプ AC250V 5A（抵抗負荷）
QX 電圧出力（SSR駆動用）1点タイプ DC12V 40mA
CX リニア電流出力 1点タイプ DC4-20mA / DC0-20mA 負荷：500Ω以下

RX QX CX

入力電源

制御出力 1

補助出力

⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯

⑦
⑧

③
④
⑤
⑥

①
②

⑲
⑳

⑰
⑱

41

42

43

44

45

46

47

48

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

36

37

38

39

40

33

34

35

センサ入力

オプション

E5EC-□□　□　□　B　M-□□□

制御出力1

⑤
⑥

リレー出力制御出力1 +
－

⑤
⑥

電圧出力
（SSR駆動用）

制御出力1 +
－

⑤
⑥

リニア電流出力制御出力1
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 形式の見方
「センサ入力」は、フルマルチ入力のため形式の記号は「M」固定です。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

使用上の注意

• EMC規格適合上、センサの長さは、30ｍ以内で使用してください。
30mを超えて使用される場合は EMC規格適合外となりますのでご注意ください。

• センサ入力は内部回路と電気的に絶縁されていません。接地タイプの熱電対を使用する場合
は、センサ入力端子のいずれかにアースを接続しないでください。（接続すると回り込み電流
により、測定温度に誤差が発生します。）

 形式の見方
「補助出力」は、形式の以下の箇所で出力点数を識別します。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

＊で示した端子は、コモン端子です。

センサ入力

TC（熱電対） Pt（測温抵抗体） I（電流） V（電圧）

補助出力

記号 補助出力 仕様
2 補助出力 2点タイプ 1a AC250V 3A
4 補助出力 4点タイプ 1a AC250V 2A

補助出力 2点 補助出力 4点

E5EC-□□　□　□　B　M-□□□

センサ入力

－

+

30

31

32

A

B

B

30

31

32

+

－

mA
30

31

32 +

－

V

30

31

32

E5EC-□□　□　□　B　M-□□□

補助出力点数

補助出力1

補助出力2

⑭
⑮
⑯

⑨

⑬

⑩
⑨

⑪
⑩

⑫

＊

補助出力4

補助出力3

⑬

⑮
⑭

⑯

＊

補助出力2

補助出力1
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 形式の見方
「入力電源」は、形式の以下の箇所で識別します。

以下の記号により仕様を識別します。

 端子配列の詳細
「入力電源」の端子配列の詳細は、以下のとおりです。

＊で示した端子は、コモン端子です。渡り配線に使用することができます。
渡り配線時の接続台数は以下までとしてください。
　AC 100-240V タイプ :16 台まで
　AC/DC24V タイプ :8 台まで

入力電源

記号 仕様
消費電力

オプション
No.000

オプション
No.000 以外

A AC100～ 240V
50/60Hz 6.6VA以下 8.3VA以下

D

AC24V
50/60Hz 4.1VA以下 5.5VA以下

DC24V
（極性なし） 2.3W以下 3.2W以下

AC100 ～ 240V AC/DC 24V

E5EC-□□　□　□　B　M-□□□

入力電源

～

①
②
③
④

＊

＊
（極性なし）

①
②
③
④

＊

＊

～
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 形式の見方
形 E5EC-B の「オプション」は、形式の以下の箇所で識別します。

オプション

記号 仕様
000 なし
004 通信（RS-485）

イベント入力 1、2
008 通信（RS-485）

イベント入力 1、2
CT1

010 イベント入力 1、2、3、4
CT1

011 イベント入力 1、2、3、4、5、6
CT1
伝送出力
リモート SP入力

014 通信（RS-485）
イベント入力 1、2、5、6
伝送出力
リモート SP入力

E5EC-□□　□　□　B　M-□□□

オプション
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 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

＊で示した端子は、コモン端子です。
通信のコモン端子は、渡り配線に使用することができます。

（注）イベント入力は、無電圧入力で使用してください。
(-) は、無接点入力時の極性です。

004 008 010

011 014

B(+)

A(－)

RS-485

⑰

⑲
⑱

⑳
21

22

23

24

25

26

通信 ＊

＊

＊

EV1

EV2

イベント
入力

(－)

(－)

B(+)

A(－)

RS-485

⑰

⑲
⑱

⑳
21

22

23

24

25

26

通信

CT1
CT

＊

＊

＊

EV1

EV2

イベント
入力

(－)

(－)

⑰

⑲
⑱

⑳
21

22

23

24

25

26
CT1

CT

＊

＊

EV1

EV2

イベント
入力

EV3

EV4

イベント
入力

(－)

(－)

(－)

(－)

48

37

38

39

42

43

40

44

46

47

+

+

－
－

V

mA

伝送
出力

リモート
SP
入力

+

+

－ I

V

41

45

(－)

(－)

(－)

(－)

(－)

(－)

⑰

⑲
⑱

⑳
21

22

23

24

25

26
CT1

CT

＊

＊＊

EV5

EV6

イベント
入力

EV3

EV4

イベント
入力

EV1

EV2

イベント
入力

48

37

38

39

42

43

40

44

46

47

+

+

－
－

V

mA

伝送
出力

リモート
SP
入力

+

+

－ I

V

41

45

(－)

(－)

(－)

(－)＊

EV5

EV6

イベント
入力

B(+)

A(－)

RS-485

⑰

⑲
⑱

⑳
21

22

23

24

25

26

＊

＊

＊

EV1

EV2

イベント
入力

通信
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 端子配列外観
形 E5DCの端子配列は、制御出力 1、センサ入力、補助出力、入力電源、オプションの 5つに分類
されます。

使用上の注意

• ご購入時は K熱電対（入力種別＝ 5）に設定されています。センサが異なる場合は、入力異常
（s.err）が発生することがあります。入力種別を確認してください。

• 形 E5DC-Bとは端子配列が異なります。端子配列を確認して、配線してください。

 形式の見方
「制御出力 1」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細

2-2-6 形 E5DCの端子配列

制御出力 1

記号 出力種別 仕様
RX リレー出力 1点タイプ AC250V 3A（抵抗負荷）
QX 電圧出力（SSR駆動用）1点タイプ DC12V 21mA
CX リニア電流出力 1点タイプ DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下

RX QX CX

1

4

3 7

8 14

13

12

2

5

6

9

10

11

補助出力

オプション

制御出力 1

センサ入力

入力電源

E5DC-□□　□　□　□　M-□□□

制御出力1

⑤
⑥

リレー出力制御出力1
⑤
⑥

+
－
電圧出力（SSR駆動用）制御出力1

⑤
⑥

+
－
リニア電流出力制御出力1
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 形式の見方
形 E5DCの「センサ入力」は、フルマルチ入力のため形式の記号は「M」固定です。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

使用上の注意

EMC規格適合上、センサの長さは、30ｍ以内で使用してください。
30mを超えて使用される場合は EMC規格適合外となりますのでご注意ください。

 形式の見方
形 E5DCの「補助出力」は、形式の以下の箇所で出力点数を識別します。

 端子配列の詳細

センサ入力

TC（熱電対） Pt（測温抵抗体） I（電流） V（電圧）

補助出力

記号 補助出力 仕様
0 なし なし
2 補助出力 2点タイプ 1a AC250V 2A

補助出力 2点

E5DC-□□　□　□　□　M-□□□

センサ入力

⑫

⑭
⑬－

+

⑬
⑫

⑭

A

B

B

+

－⑬
⑫

⑭

mA

+

－⑬
⑫

⑭
V

E5DC-□□　□　□　□　M-□□□

補助出力点数

⑩

⑪

⑫

⑨

⑩

⑪

補助出力2補助出力2

補助出力2補助出力1
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 形式の見方
形 E5DCの「入力電源」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細

入力電源

記号 仕様 消費電力
A AC100 ～ 240V

（50/60Hz）
4.9VA以下

D AC24V（50/60Hz）
DC24V（極性なし）

2.8VA以下 /1.5W以下

AC100 ～ 240V AC/DC 24V

E5DC-□□　□　□　□　M-□□□

入力電源

②
①

～

（極性なし）
②
①

～
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 形式の見方
形 E5DCの「オプション」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

（注） イベント入力は、無電圧入力で使用してください。
(-) は、無接点入力時の極性です。

オプション

記号 仕様
000 なし
002 通信（RS-485）

CT1
015 通信（RS-485）
016 イベント入力1
017 イベント入力1

CT1

002 015

016 017

E5DC-□□　□　□　□　M-□□□

オプション

B(+)

A(－)

RS-485
③
④

通信
⑦
⑧

CT1CT

B(+)

A(－)

RS-485
③
④

通信
⑦
⑧

EV1

③
④

イベント入力
⑦
⑧

(－) ③
④EV1

イベント入力
(－) ⑦

⑧
CT1CT
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 端子配列外観
形 E5DC-B の端子配列は、制御出力 1、センサ入力、補助出力、入力電源、オプションの 5 つに
分類されます。

使用上の注意

• ご購入時は K熱電対（入力種別＝ 5）に設定されています。センサが異なる場合は、入力異常
（s.err）が発生することがあります。入力種別を確認してください。

• 形 E5DCとは端子配列が異なります。端子配列を確認して、配線してください。

 形式の見方
「制御出力 1」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細

2-2-7 形 E5DC-B の端子配列

制御出力 1

記号 出力種別 仕様
RX リレー出力 1点タイプ AC250V 3A（抵抗負荷）
QX 電圧出力（SSR駆動用）1点タイプ DC12V 21mA
CX リニア電流出力 1点タイプ DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下

RX QX CX

1

2

5

6

9

10

13

14

3

4

7

8

11

12

15

16

 
 
 
 
 
 
 
 

入力電源  

制御出力1
 
 
 
 
 
 
 
 

センサ入力

オプション 

補助出力

 

E5DC-□□□□BM-□□□

制御出力1

制御出力1 リレー出力
③
④ 制御出力1 電圧電力

（SSR駆動用）
+

－

③
④
③
④

制御出力1 リニア電流出力+

－

③
④
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 形式の見方
形 E5DC-B の「センサ入力」は、フルマルチ入力のため形式の記号は「M」固定です。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

使用上の注意

EMC規格適合上、センサの長さは、30ｍ以内で使用してください。
30mを超えて使用される場合は EMC規格適合外となりますのでご注意ください。

形 E5DC-B の「補助出力」は、形式の以下の箇所で出力点数を識別します。

 端子配列の詳細

センサ入力

TC（熱電対） Pt（測温抵抗体） I（電流） V（電圧）

補助出力

記号 補助出力 仕様
0 なし なし
2 補助出力 2点タイプ 1a AC250V 2A

補助出力 2点

E5DC-□□□□BM-□□□

センサ入力

⑮
⑯

⑪
⑫

-

+
⑮
⑯

⑪
⑫

A B

B

+

－⑮⑪
⑫

mA

⑯

⑮
⑯⑫

⑪
+

－
V

E5DC-□□□□BM-□□□

補助出力

⑬⑨
補助出力1 補助出力2

⑭⑩
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 形式の見方
形 E5DC-B の「入力電源」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細

 形式の見方
形 E5DC-B の「オプション」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

入力電源

記号 仕様 消費電力
A AC100 ～ 240V（50/60Hz） 4.9VA以下
D AC24V（50/60Hz）

DC24V（極性なし）
2.8VA以下 /1.5W以下

AC100 ～ 240V AC/DC 24V

オプション

記号 仕様
000 なし
002 通信（RS-485）

CT1
015 通信（RS-485）

002 015

E5DC-□□□□BM-□□□

入力電源

～
①
②

①
② ～

（極性なし）

E5DC-□□□□BM-□□□

オプション

B(+)

A(－)

RS-485

CT1

通信

CT

⑤
⑥
⑦
⑧

B(+)

A(－)

RS-485通信
⑤
⑥
⑦
⑧
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 端子配列外観
形 E5GCの端子配列は、制御出力 1、センサ入力、補助出力、入力電源、オプションの 5つに分類
されます。

使用上の注意

ご購入時は K 熱電対（入力種別＝ 5）に設定されています。センサが異なる場合は、入力異常
（s.err）が発生することがあります。入力種別を確認してください。

 形式の見方
「制御出力 1」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細

2-2-8 形 E5GCの端子配列

制御出力 1

記号 出力種別 仕様
RX リレー出力 1点タイプ AC250V 2A（抵抗負荷）
QX 電圧出力（SSR駆動用）1点タイプ DC12V 21mA
CX リニア電流出力1点タイプ DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下

RX QX CX

入力電源 制御出力 1 補助出力

⑨ ⑩ ⑪ ⑫⑦ ⑧

③ ④ ⑤ ⑥① ②

センサ入力オプション

E5GC-□□　□　□　□　M-□□□

制御出力1

リレー出力

制御出力1
③ ④

+ －
電圧出力（SSR駆動用）

制御出力1
③ ④

+ －
リニア電流出力

制御出力1
③ ④
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 形式の見方
形 E5GCの「センサ入力」は、フルマルチ入力のため形式の記号は「M」固定です。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

使用上の注意

EMC規格適合上、センサの長さは、30ｍ以内で使用してください。
30mを超えて使用される場合は EMC規格適合外となりますのでご注意ください。

 形式の見方
形 E5GCの「補助出力」は、形式の以下の箇所で出力点数を識別します。

 端子配列の詳細

センサ入力

TC（熱電対） Pt（測温抵抗体） I（電流） V（電圧）

補助出力

記号 補助出力 仕様
0 なし なし
1 補助出力 1点タイプ 1a AC250V 2A
2 補助出力 2点タイプ 1a AC250V 2A

補助出力 1点 補助出力 2点

E5GC-□□　□　□　□　M-□□□

センサ入力

－ +

⑪⑩ ⑫
A B B

⑪⑩ ⑫

+
－

mA

⑪⑩ ⑫
+V－

⑪⑩ ⑫

E5GC-□□　□　□　□　M-□□□

補助出力点数

補助
出力 1

⑤ ⑥
補助出力 1

補助出力 2

⑨

⑤ ⑥
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 形式の見方
形 E5GCの「入力電源」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細

入力電源

記号 仕様 消費電力
A AC100～ 240V

（50/60Hz）
5.9VA以下

D AC24V（50/60Hz）
DC24V（極性なし）

3.2VA以下 /1.8W以下

AC100 ～ 240V AC/DC 24V

E5GC-□□　□　□　□　M-□□□

入力電源

②①
～

②①

（極性なし）
～
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 形式の見方
形 E5GCの「オプション」は、形式の以下の箇所で識別します。

 端子配列の詳細
グレー表示の端子へは接続しないでください。

＊ 補助出力 2を使用する場合は、9番端子に接続します。
（注） イベント入力は、無電圧入力で使用してください。

(-) は、無接点入力時の極性です。

オプション

記号 仕様
000 なし
015 通信（RS-485）
016 イベント入力 1
023 CT1
024 イベント入力 1、2

015 016

023 024

E5GC-□□　□　□　□　M-□□□

オプション

⑧⑦ ⑨
B(+) A(－) ＊

RS-485
通信

⑧⑦ ⑨
(－)

EV1

イベント入力

＊

⑧⑦ ⑨

CT1

＊
⑧⑦ ⑨

EV1

EV2
イベント入力

(－)
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• ノイズの影響を避けるため、信号線と電力線は別配線にしてください。
• ねじ端子部には圧着端子を使用して配線してください。
• 配線材および圧着工具は、圧着端子に適合したものをご使用ください。
• 端子ねじは、締付トルクを 0.43 ～ 0.58N・mにしてください。ただし、形 E5CC-U は 0.5N・mです。

 形E5CC/EC/AC/DC/GC（ねじ端子台タイプ）・形E5CC-U（プラグインタイプ）について
配線材
配線材は下表の仕様のものをご使用ください。

• 圧着端子使用時の電線被覆剥きしろは、使用する圧着端子のメーカが推奨する長さにしてください。
• ノイズの影響を避けるために、信号線にはシールド付きツイストペア線をご使用ください。

圧着端子
形 E5CC/EC/AC/DC/GCの圧着端子はM3の次の形状を使用してください。

1端子への配線は、絶縁被覆付圧着端子 2枚まで接続可能ですが、絶縁被覆経の大きいものはご使
用することができません。

下の図を参考にして、締め付け可能な圧着端子を選定してください。（形 E5CC-U は除く）

圧着端子によっては圧着部が大きいものがあり、その場合は、図のようにあらかじめ曲げ加工をし
て、端子ねじと端子台の端子面が垂直になるようにゆっくりと締め付けてください。

形 E5CC-U の圧着端子はM3.5 の次の形状を使用してください。

2-2-9 配線時のお願い

形式 推奨電線 電線被覆剥きしろ
形 E5CC/EC/AC/DC/GC
（ねじ端子台タイプ）

AWG24－ AWG18
（0.21-0.82mm2）

6～ 8mm(圧着端子未使用時）

形 E5CC-U
AWG24－ AWG14
（0.21-2.08mm2）

5～ 6mm(圧着端子未使用時）

5.8mm以下 

5.8mm以下 

【形 E5CC/EC/ACの時】 【形 E5GC/DCの時】
＊ 端子台が斜めになっていますので
締め付け方向にご注意ください。

7.2mm以下 

7.2mm以下 
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• 形 E5DCで圧着端子を使用される場合は、絶縁被覆が付いた圧着端子をご使用ください。裸圧着
端子をそのままご使用されると、上下端子間が短絡する恐れがあります。裸圧着端子をご使用さ
れる場合は、絶縁性能のあるマークチューブで圧着部分をカバーしてください。また、マーク
チューブがずれないように、マークチューブを固定するなどしてご使用ください。

形 E5DCの推奨絶縁被覆付圧着端子

 形E5GC（スクリューレスクランプ端子台）について
１．スクリューレスクランプ端子台への接続方法
接続方法は、より線／単線／棒端子（フェルール端子）ともに同じです。

● 端子台の各部の名称

● 接続方法
(1) マイナスドライバで、プッシャーを押し込んでください。

(2) プッシャーをマイナスドライバで押し込んだ状態で、端子穴に電線を挿入してください。

(3) マイナスドライバをプッシャーから離してください。

● 接続の確認方法
挿入後、軽く引っ張って電線が抜けないこと（端子台に固定されていること）を確認してください。

メーカ名 型番
日本圧着端子製造（株） V1.25-B3A

V0.5-3A

プッシャー

端子（挿入）穴

（1）

（2）

（3）
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2．スクリューレスクランプ端子台からの取り外し方法
取り外し方法は、より線／単線／棒端子（フェルール端子）ともに同じです。

(1) マイナスドライバをプッシャーに押し込んでください。

(2) プッシャーをマイナスドライバで押し込んだ状態で、電線を端子穴から抜いてください。

(3) マイナスドライバをプッシャーから離してください。

3．推奨の配線材・棒端子（フェルール端子）
● 配線材
配線材は下表の仕様のものをご使用ください。

● 棒端子（フェルール端子）
棒端子を使用する際は、太さはφ0.8 ～φ1.4mmとしてください。
また、端子に挿入する露出導電部の長さは、8～ 12mmとしてください

推奨棒端子（フェルール端子）

推奨電線 電線被覆剥きしろ
AWG24～ AWG18
（0.21-0.82mm2）

8～ 12mm

メーカ名 型番
Altech Corp. 2623.0
大同端子製造（株） AVA-0.5
日本圧着端子製造（株） TUB-0.5
（株）ニチフ シングル

（1本）
TGNTC-1.25-9T
TGVTC-1.25-11T
TGNTC-1.25-11T
TC0.3-9.5
TC1.25-11S-ST
TC1.25-11S
TC2-11S

ダブル
（2本）

TGWVTC-1.25-9T
TGWVTC-1.25-11T

（1）

（2）

（3）

0.8～1.4mm 

8～12mm

棒端子
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 形E5□ C-B（プッシュインPlus 端子台タイプ）について
１．プッシュインPlus 端子台への接続
● 端子台の各部の名称

● フェルール端子付き電線、単線の接続方法
端子台に接続するときは、単線またはフェルール端子の先端が端子台に突き当たるまでまっすぐ
挿入してください。

細い単線で接続しにくい場合は、より線の接続方法同様にマイナスドライバを使用してください。

● より線の接続方法
端子台に接続するときは、以下の手順により行ってください。
(1) マイナスドライバを斜めにし、リリースホールに押し込んでください。
押し込み角度は、10°～ 15°が適切です。マイナスドライバを正しく押し込むと、リリー
スホール内のバネの反発を感じます。

(2) リリースホールにマイナスドライバを押し込んだ状態で、電線の先端が端子台に突き当た
るまでまっすぐ挿入してください。

(3) マイナスドライバをリリースホールから抜いてください。

形E5CC-B/EC-B 形 E5DC-B

形 E5CC-B/EC-B 形 E5DC-B

形 E5CC-B/EC-B

形 E5DC-B

リリースホール

端子（挿入）穴
リリースホール
端子（挿入）穴

フェルール端子
または単線 フェルール端子

または単線

細い単線で接続しにくい
場合は、より線の接続方法
同様にマイナスドライバを
使用してください。

(1)(2)

(3)

マイナスドライバ

10～15°

2

3

1

∗
製品側面図

マイナス
ドライバ

10～ 15°

30°

∗ 製品側面図
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● 接続確認
• 挿入後、軽く引っ張って電線が抜けないこと（端子台に固定されていること）を確認してください。
• 導体長さ 10mmフェルール端子を使用し、端子台に挿入後、導体部の一部が見える場合もありま
すが、製品の絶縁距離は満足しています。

２．プッシュインPlus 端子台からの取り外し
電線を端子台から取り外すときは、以下の手順により行ってください。
取り外し方法は、より線／単線／フェルール端子とも同じです。

(1) マイナスドライバを斜めにし、リリースホールに押し込んでください。

(2) リリースホールにマイナスドライバを押し込んだ状態で、電線を端子（挿入）穴から抜い
てください。

(3) マイナスドライバをリリースホールから抜いてください。

形E5CC-B/EC-B

形 E5DC-B

(1)(2)

(3)

マイナスドライバ

10～15°

2

3

1

∗
製品側面図

マイナス
ドライバ

10～ 15°

30°

∗ 製品側面図
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３．推奨の配線材と工具
● 推奨配線材（より線 /単線）

● 推奨フェルール端子

（注）1 電線被覆外径は推奨フェルール端子の絶縁スリーブ内径より小さいことを確認してください。
2 フェルール端子の加工寸法は、以下の形状に従っていることを確認してください。

    推奨電線 電線被覆剥きしろ（フェルール端子未使用時）
    0.25-1.5mm2/AWG24-16 8mm

適用電線 フェルール
導体長さ
（mm）

被覆剥きしろ
(mm)

（フェルール
端子使用時）

推奨フェルール端子

（mm2） （AWG） フエニックス・
コンタクト製

ワイド
ミュラー製 ワゴ製

0.25 24 8 10 AI 0,25-8 H0.25/12 FE-0.25-8N-YE
10 12 AI 0,25-10 ― ―

0.34 22 8 10 AI 0,34-8 H0.34/12 FE-0.34-8N-TQ
10 12 AI 0,34-10 ― ―

0.5 20 8 10 AI 0,5-8 H0.5/14 FE-0.5-8N-WH
10 12 AI 0,5-10 H0.5/16 FE-0.5-10N-WH

0.75 18 8 10 AI 0,75-8 H0.75/14 FE-0.75-8N-GY
10 12 AI 0,75-10 H0.75/16 FE-0.75-10N-GY

1/1.25 18/17 8 10 AI 1-8 H1.0/14 FE-1.0-8N-RD
10 12 AI 1-10 H1.0/16 FE-1.0-10N-RD

1.25/1.5 17/16 8 10 AI 1,5-8 H1.5/14 FE-1.5-8N-BK
10 12 AI 1,5-10 H1.5/16 FE-1.5-10N-BK

推奨圧着工具 CRIMPFOX6
CRIMPFOX6T-F
CRIMPFOX10S

PZ6 roto Variocrimp4

8～10mm

1.9mm以下 2.6mm以下
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● 推奨マイナスドライバ
電線の接続と取り外しには、マイナスドライバを使用します。
マイナスドライバは、下表のものを使用してください。

＊ SZF 0-0,4×2,5（フエニックス・コンタクト製）は、オムロンの専用購入形式（XW4Z-00B）より手配
可能です。

接続図については、端子番号の左側が本体内部、右側が外部を表します。

 電源
消費電力

＊ 1 形 E5CC-Uは、オプションNo.000 以外はありません。

• 入力電源―リレー出力―その他の端子相互間は強化絶縁されています。

 入力
配列は 「2-2-1 形E5CCの端子配列」、「2-2-2 形E5CC-Uの端子配列」、「2-2-3 形E5CC-B
の端子配列」、「2-2-4 形 E5EC/AC の端子配列」、「2-2-5 形 E5EC-B の端子配列」、「2-2-6
形 E5DCの端子配列」、「2-2-7 形 E5DC-B の端子配列」、「2-2-8 形 E5GCの端子配列」を参
照してください。
熱電対のリード線を延長される場合は熱電対の種類に合わせ、必ず補償導線をご使用ください。
測温抵抗体のリード線を延長される場合は抵抗値の小さいリード線を使用して、3 線のリード線の
抵抗値を等しくしてください。

形式 メーカ
ESD 0,40×2,5 ウェラ製
SZS 0,4×2,5

SZF 0-0,4×2,5 ＊
フエニックス・コンタクト製

0.4×2.5×75 302 ビーハ製
AEF.2,5×75 ファコム製
210-719 ワゴ製

SDI 0.4×2.5×75 ワイドミュラー製

2-2-10  配線

入力電源
形E5CC/CC-U/CC-B ＊ 1 形 E5EC/EC-B 形 E5AC

形 E5DC/
DC-B 形 E5GCオプション

No.000
オプション
No.000 以外

オプション
No.000

オプション
No.000 以外

オプション
No.000

オプション
No.000 以外

AC100-240V 
50/60Hz

5.2VA
以下

6.5VA
以下

6.6VA
以下

8.3VA
以下

7.0VA
以下

9.0VA
以下

4.9VA
以下

5.9VA
以下

AC24V 
50/60Hz

3.1VA
以下

4.1VA
以下

4.1VA
以下

5.5VA
以下

4.2VA
以下

5.6VA
以下

2.8VA
以下

3.2VA
以下

DC24V
（極性なし）

1.6W以下 2.3W以下 2.3W以下 3.2W以下 2.4W以下 3.4W以下 1.5W以下 1.8W以下

0.4mm

φ2.5mm

2.5mm

側面 正面



2   準備

2 - 64 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 制御出力 1/2
機種ごとの出力種別と内部の等価回路は次のとおりです。

形E5CC

＊ 制御出力 1－制御出力 2間は絶縁されていません。

形E5CC-U

RX
（リレー）

QX
（電圧（SSR駆動用）） CX（電流）

QQ
（電圧（SSR駆動用）

2点）

CQ
（リニア電流・電圧（SSR駆

動用））

記号 出力種別 仕様
RX リレー 1a AC250V 3A（抵抗負荷）電気的寿命：10万回
QX 電圧（SSR駆動用） PNPタイプ DC12V±20％ 21mA（短絡保護回路付）
CX リニア電流 DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下 

分解能：約10,000
QQ＊ 電圧（SSR駆動用）2点 PNPタイプ DC12V±20％ 21mA（短絡保護回路付）
CQ ＊ リニア電流 (制御出力 1) DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下

分解能：約10,000
電圧 (SSR駆動用 )( 制御出力 2) PNPタイプ DC12V±20％ 21mA（短絡保護回路付）

RW
（リレー、1c）

QX
（電圧（SSR駆動用）） CX（リニア電流）

記号 出力種別 仕様
RW リレー（1c） 1c AC250V 3A（抵抗負荷）電気的寿命：10万回
QX 電圧（SSR駆動用） PNPタイプ DC12V±20％ 21mA（短絡保護回路付）
CX リニア電流 DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下 

分解能：約10,000
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②
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

2-2  端
子
部
の
使
い
方

2

2-2-10  配
線

形E5CC-B

形 E5EC/AC

＊ 制御出力 1－制御出力 2間は、絶縁されていません。

RX（リレー） QX（電圧（SSR駆動用）） CX（リニア電流）

記号 出力種別 仕様
RX リレー 1a AC250V 3A（抵抗負荷）電気的寿命：10万回
QX 電圧（SSR駆動用） PNPタイプ DC12V±20％ 21mA（短絡保護回路付）
CX リニア電流 DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下 

分解能：約 10,000

RX（リレー） QX
（電圧（SSR駆動用）） CX（リニア電流） RRまたは PR

（リレー 2点）

QQ
（電圧（SSR駆動用）2点）

QR
（電圧（SSR駆動用）・リレー） CC（リニア電流 2点） CQ

（リニア電流・電圧（SSR駆動用））

記号 出力種別 仕様
RX リレー 1a AC250V 5A（抵抗負荷）電気的寿命：10万回
QX 電圧（SSR駆動用） PNPタイプ DC12V±20％ 40mA（短絡保護回路付）

CX リニア電流 DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下 
分解能：約 10,000

RR、PR リレー 2点 1a AC250V 5A（抵抗負荷）電気的寿命：10万回
QQ＊ 電圧（SSR駆動用） 2 点 PNPタイプ DC12V±20％ 21mA（短絡保護回路付）

QR
電圧（SSR駆動用）（制御出力 1） PNPタイプ DC12V±20％ 21mA（短絡保護回路付）
リレー（制御出力２） 1a AC250V 5A（抵抗負荷）電気的寿命：10万回

CC＊ リニア電流 2点 DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下 
分解能：約 10,000

CQ ＊
リニア電流 (制御出力 1) DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下

分解能：約 10,000
電圧 (SSR駆動用 )( 制御出力 2) PNP タイプ DC12V±20％ 21mA（短絡保護回路付）

①
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2 - 66 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

形 E5EC-B

形 E5DC

形 E5DC-B

RX（リレー） QX（電圧（SSR駆動用）） CX（リニア電流）

記号 出力種別 仕様
RX リレー 1a AC250V 5A（抵抗負荷）電気的寿命：10万回
QX 電圧（SSR駆動用） PNPタイプ DC12V±20％ 40mA（短絡保護回路付）
CX リニア電流 DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下 

分解能：約10,000

RX（リレー） QX（電圧（SSR駆動用）） CX（リニア電流）

記号 出力種別 仕様
RX リレー 1a AC250V 3A（抵抗負荷）電気的寿命：10万回
QX 電圧（SSR駆動用） PNPタイプ DC12V±20％ 21mA（短絡保護回路付）
CX リニア電流 DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下 

分解能：約10,000

RX（リレー） QX（電圧（SSR駆動用）） CX（リニア電流）

記号 出力種別 仕様
RX リレー 1a AC250V 3A（抵抗負荷）電気的寿命：10万回
QX 電圧出力（SSR駆動用） PNPタイプ DC12V±20％ 21mA（短絡保護回路付）
CX リニア電流 DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下 

分解能：約10,000
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

2-2  端
子
部
の
使
い
方

2

2-2-10  配
線

形E5GC

 補助出力 1・2・3・4
• 形 E5CC/CC-U/CC-B/DC/DC-B では、制御出力が 1点の場合、加熱冷却制御を選択すると、補
助出力 2が制御出力（冷却側）に割り付けられます（ただし、補助出力 1点の機種の場合、制御
出力（冷却側）は自動で割り付きません）。

• 形 E5EC/EC-B/ACでは、制御出力が1点の場合、加熱冷却制御を選択すると、補助出力4が制御
出力（冷却側）に割り付けられます（ただし、補助出力 2点の機種の場合は補助出力 2が制御出
力（冷却側）となります )。

• 形 E5GCでは、加熱冷却制御を選択すると、補助出力 1が制御出力（冷却側）に割り付けられます。

RX（リレー） QX（電圧（SSR駆動用）） CX（リニア電流）

記号 出力種別 仕様
RX リレー 1a AC250V 2A（抵抗負荷）電気的寿命：10万回
QX 電圧（SSR駆動用） PNPタイプ DC12V±20％ 21mA（短絡保護回路付）
CX リニア電流 DC4-20mA/DC0-20mA 負荷：500Ω以下 

分解能：約 10,000
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2 - 68 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 イベント入力
オプション番号 001、004 ～ 014、016、017、024 がイベント入力対応機種となっております。

形E5CC

形 E5CC-B

有接点入力のとき 無接点入力のとき
オプション番号：001、006、007

オプション番号：004

オプション番号：005

有接点入力のとき 無接点入力のとき
オプション番号：001、006

オプション番号：004

EV1

EV2

⑬
⑭
⑮

⑬
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＋
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＋
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⑯
⑰
⑱
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⑭
⑮

⑯

⑰

⑱

⑬

⑭
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－

＋
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＋

－

＋
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EV2
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⑰
⑱
⑲
⑳
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⑰
⑱
⑲
⑳

－

－

＋

＋

⑰21
⑰22
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EV4
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⑰21
⑰22
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－

－

＋

＋
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

2-2  端
子
部
の
使
い
方

2

2-2-10  配
線

形E5EC/AC

有接点入力のとき 無接点入力のとき
オプション番号：004、008、009

オプション番号：005、010

オプション番号：011、013

オプション番号：012、014
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2 - 70 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

形 E5EC-B

形 E5DC

形 E5DC-B
イベント入力はありません。

有接点入力のとき 無接点入力のとき
オプション番号：004、008

オプション番号：010

オプション番号：011

オプション番号：014

有接点入力のとき 無接点入力のとき
オプション番号：016、017
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

2-2  端
子
部
の
使
い
方

2

2-2-10  配
線

形E5GC

• イベント入力は、無電圧入力で使用してください。
• イベント入力は、次の条件で使用してください。
流出電流は約 7mA です。

（注） 形 E5CC-Uに、イベント入力はありません。

 CT 入力
オプション番号 001 ～ 003、008 ～ 012、017、023 が CT入力対応機種となっております。
（注） 形 E5CC-Uに、CT入力はありません。

 伝送出力
オプション番号 006、011 ～ 014 が伝送出力対応機種となっております。

形E5CC

形 E5CC-B

有接点入力のとき 無接点入力のとき
オプション番号：016

オプション番号：024

有接点入力ON：1kΩ以下、OFF：100kΩ以上
無接点入力ON：残留電圧 1.5V以下、OFF：漏れ電流 0.1mA以下

オプション番号：006

オプション番号：006
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⑧

⑦
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＋
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2 - 72 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

形 E5EC/AC

形 E5EC-B

（注）形 E5CC-U/DC/DC-B/GC に伝送出力はありませんが、制御出力がリニア電流出力の場合、
制御出力を簡易伝送出力として使用することができます。操作方法の詳細については、
「5-13 現在値や目標値などを伝送出力するには」（5-34 ペ－ジ）をご覧ください。
＊ 形E5CC-U は 2014 年 5月当社工場生産分（Ver.2.2）より、形 E5DCは 2014 年 7月当社工場生
産分（Ver.2.2）より対応。

  リモート SP 入力
 オプション番号 007、011 ～ 014 がリモート SP入力対応機種となっております。

（注） 形 E5CC-U/CC-B/DC/DC-B/GCに、リモートSP 入力はありません。

リモート SP 入力は内部回路と電気的に絶縁されていませんのでセンサ入力に接地タイプの熱電対
を使用する場合は、リモート SP 入力端子のいずれかにアースを接続しないでください。（接続し
ますと回り込み電流により、測定温度に誤差が発生します。）

  ポテンショメータ入力
位置比例タイプで使用できます。最大開度は 100 ～ 10kΩまで計測できます。
（注） 形 E5CC/CC-U/CC-B/EC-B/DC/DC-B/GCに、ポテンショメータ入力はありません。

オプション番号：011、012、013、014

オプション番号：011、014

出力種別 仕 様
リニア電流 DC4-20mA 負荷 500Ω以下 分解能 10000
リニア電圧 DC1-5V 負荷 1KΩ以上 分解能 10000

入力種別 仕 様
リニア電流 DC4-20mA 、DC0-20mA 入力インピーダンス 150Ω以下
リニア電圧 DC1-5V、DC0-5V、DC0-10V、 入力インピーダンス 1MΩ以上
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32

電流 リニア電圧
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31
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43
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

2-2  端
子
部
の
使
い
方

2

2-2-10  配
線

 通信
RS-485
オプション番号 002 ～ 004、008、009、012、014、015 が RS-485 対応機種となっております。
形 E5CC/AC/ECは端子番号 13、14 間に、E5CC-B/EC-B は端子番号 17または 18、19 または
20間に、形 E5DCは端子番号 3、4 間に、E5DC-B は端子番号 5、6間に、形 E5GCは端子番号
7、8 間に通信ケーブルを接続してください。

通信ユニット接続図

形 E5CC/EC/AC

形 E5CC-B/EC-B

形 E5DC

ターミネータ（120Ω 1/2W）

－
+

FG
No. 略称
14 A(－)
13 B(+)

No. 略称
14 A(－)
13 B(+)

RS-485

形E5CC/EC/AC(No.1）

RS-485

形E5CC/EC/
AC(No.31）

RS-485

100Ω

上位コンピュータ
シールド線

A<B：「1」マーク
A>B：「0」スペース

ターミネータ（120Ω 1/2W）

－
+

FG
No. 略称
20 A(－)
19 A(－)
18 B(+)
17 B(+)

No. 略称
20 A(－)
19 A(－)
18 B(+)
17 B(+)

RS-485

形E5CC-B/EC-B(No.1）

RS-485

形E5CC-B/EC-B
(No.31）

RS-485

100Ω

上位コンピュータ
シールド線

シールド線

A<B：「1」マーク
A>B：「0」スペース

ターミネータ（120Ω 1/2W）

－
+

FG
No. 略称
4 A(－)
3 B(+)

No. 略称
4 A(－)
3 B(+)

RS-485

形E5DC(No.1）

RS-485

形E5DC(No.31）

RS-485

100Ω

上位コンピュータ
シールド線

A<B：「1」マーク
A>B：「0」スペース
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2 - 74 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

形 E5DC-B

形 E5GC

• 接続形態は、1：1または 1：Nです。1：N接続時は上位コンピュータを含めて最大 32台まで接続
できます。ケーブル長は、合計で最大 500mです。ケーブルには、シールド付ツイストペア線を
ご使用ください。

（注） 形 E5CC-U に、通信はありません。

 ショートバーによる配線について
形 E5DCは、ショートバー 形 Y92S-P11 を使用して、電源や通信の配線ができます。
ショートバーを電源用のねじ端子または通信用のねじ端子に取り付けます。

ターミネータ（120Ω 1/2W）

－
+

FG
No. 略称
6 A(－)
5 B(+)

RS-485
RS-485

形E5DC-B(No.1）
RS-485

100Ω

上位コンピュータ

A<B：「1」マーク
A>B：「0」スペース

連結コネクタでの
内部接続

No. 略称
6 A(－)
5 B(+)

RS-485

形E5DC-B(No.31）

ターミネータ（120Ω 1/2W）

－
+

FG
No. 略称
8 A(－)
7 B(+)

No. 略称
8 A(－)
7 B(+)

RS-485

形E5GC(No.1）

RS-485

形E5GC(No.31）

RS-485

100Ω

上位コンピュータ
シールド線

A<B：「1」マーク
A>B：「0」スペース

導体部分の断面積
（詳細は、 「2-2-9 配線時のお願い」(2-57 ページ）を
参照してください。）
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2-3 絶縁ブロック図
絶縁ブロック図は以下のとおりです。

形E5CC/EC/EC-B/AC

 補助出力 2点タイプ

 補助出力 3点タイプ（形E5CCのみ）

 補助出力 4点タイプ

センサ入力／CT入力／ポテンショメータ入力／リモートSP入力

通信／イベント入力

電圧出力（SSR駆動用）／リニア電流出力／伝送出力

リレー出力

補助出力1

補助出力2

：強化絶縁

：機能絶縁

電源

センサ入力／CT入力／リモートSP入力

通信／イベント入力

電圧出力（SSR駆動用）／リニア電流出力／伝送出力

リレー出力

補助出力1、2、3

：強化絶縁

：機能絶縁

電源

センサ入力／CT入力／ポテンショメータ入力／リモートSP入力

通信／イベント入力

電圧出力（SSR駆動用）／リニア電流出力／伝送出力

リレー出力

補助出力1、2

補助出力3、4

：強化絶縁

：機能絶縁

電源
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形 E5CC-B

形 E5DC/GC

形 E5DC-B

センサ入力／CT入力

通信／イベント入力

電圧出力（SSR駆動用）／リニア電流出力／伝送出力

リレー出力

補助出力1、2

：強化絶縁

：機能絶縁

電源

センサ入力／CT入力

通信／イベント入力

電圧出力（SSR駆動用）／リニア電流出力

リレー出力

補助出力1、2

：強化絶縁

：機能絶縁

電源

センサ入力／CT入力

通信

電圧出力（SSR駆動用）／リニア電流出力

リレー出力

補助出力1、2

：強化絶縁

：機能絶縁

電源
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形 E5CC-U

センサ入力

電圧出力（SSR駆動用）／リニア電流出力

リレー出力

補助出力1、2

：強化絶縁

：機能絶縁

電源
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2-4 設定ツール用ポートの使い方
CX-Thermo（形 EST2-2C-MV4 以降）等の設定ツールを使用する際、パソコンとデジタル調節計を
接続するために使用します。
接続には専用のUSB- シリアル変換ケーブル（形 E58-CIFQ2*1）が必要です。
CX-Thermo の対応機種については当社営業担当者までお問い合わせください。
＊1 形 E5EC/EC-B/AC/DC/DC-Bの前面設定ツール用ポート、および形 E5GCの下面設定ツール用ポートに

接続する場合は、別途形 E58-CIFQ2-E が必要です。

USB- シリアル変換ケーブルとデジタル調節計を接続すると、デジタル調節計本体の電源が入っていな
い場合でも次の動作が可能です。
• パソコンを使ったデジタル調節計の設定（専用のソフトウェアが必要です。）
• デジタル調節計のキー操作による設定値変更
• デジタル調節計の現在温度表示
ただし、デジタル調節計本体の電源が入っていない場合は、デジタル調節計の制御出力、警報、伝送出
力、イベント入力、外部通信は動作しません。

USB- シリアル変換ケーブル（形 E58-CIFQ2）を使用して、形 E5□ Cとパソコンを接続します。
USB- シリアル変換ケーブルは、パソコンのUSBポートを仮想COMポートとして通信します。

 設定ツール用ポートと接続ケーブル
形E5CC/CC-B/CC-Uの設定ツール用ポートの位置と使用する接続ケーブルは以下のとおりです。

2-4-1 使用方法

2-4-2 接続方法

形E5CC/CC-B/CC-U の場合

設定ツール用ポート 接続ケーブル

・本体上面部：

上面設定ツール用
ポート

USB-シリアル変換ケーブル
形E58-CIFQ2
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 接続手順

 設定ツール用ポートと接続ケーブル
形 E5EC/EC-B/ACの設定ツール用ポートの位置と使用する接続ケーブルは以下のとおりです。
本体上面部と本体前面部にそれぞれ設定ツール用ポートがあります。

＊ 前面設定ツール用ポートで接続する場合にのみ必要となります。

 接続手順
• 上面ポートの場合

1 本体上面の設定ツール用ポー
トにUSB- シリアル変換ケーブ
ルのシリアルコネクタを接続
します。

形 E5EC/EC-B/ACの場合

設定ツール用ポート 接続ケーブル

1 本体上面部の設定ツール用
ポートにシリアルコネクタを
接続します。

シリアルコネクタ

上面設定
ツール用ポート

・本体上面部： ・本体前面部：

前面設定
ツール用ポート

変換ケーブル
形E58-CIFQ2-E ＊

USB-シリアル変換ケーブル
形E58-CIFQ2

シリアルコネクタ
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• 前面ポートの場合

1 USB- シリアル変換ケーブル
（形 E58-CIFQ2）と、変換ケー
ブル（形 E58-CIFQ2-E）のコ
ネクタ同士を接続します。

2 前面設定ツール用ポートのカ
バーを開け、変換ケーブルのプ
ラグを接続します。

USB-シリアル変換ケーブル
（形E58-CIFQ2）

変換ケーブル
（形E58-CIFQ2-E）

接続面に△印あり

USB-シリアル変換ケーブル側の小型コネクタの 　と
本製品側の小型コネクタの△印の位置を合わせて接続します。

ポートカバー

変換ケーブル



2 - 81

2   準備

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

2-4  設
定
ツ
ー
ル
用
ポ
ー
ト
の
使
い
方

2

2-4-2  接
続
方
法

 設定ツール用ポートと接続ケーブル
形 E5DC/DC-B の設定ツール用ポートの位置と使用する接続ケーブルは以下のとおりです。
本体下面部と本体前面部にそれぞれ設定ツール用ポートがあります。

＊ 前面設定ツール用ポートで接続する場合にのみ必要となります。

 接続手順
• 下面ポートの場合

形 E5DC/DC-B の場合

設定ツール用ポート 接続ケーブル

1 本体下面部の設定ツール用
ポートにシリアルコネクタを
接続します。

・メインユニット下面部： ・メインユニット前面部：

下面設定
ツール用ポート

前面設定
ツール用ポート

変換ケーブル
形E58-CIFQ2-E ＊

USB-シリアル変換ケーブル
形E58-CIFQ2
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• 前面ポートの場合

1 USB- シリアル変換ケーブル
（形 E58-CIFQ2）と、変換ケー
ブル（形 E58-CIFQ2-E）のコ
ネクタ同士を接続します。

2 前面設定ツール用ポートのカ
バーを開け、変換ケーブルのプ
ラグを接続します。

USB-シリアル変換ケーブル
（形E58-CIFQ2）

変換ケーブル
（形E58-CIFQ2-E）

接続面に△印あり

USB-シリアル変換ケーブル側の小型コネクタの 　と
本製品側の小型コネクタの△印の位置を合わせて接続します。

ポートカバー

変換ケーブル
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 設定ツール用ポートと接続ケーブル
形 E5GCの設定ツール用ポートの位置と使用する接続ケーブルは以下のとおりです。
本体左面部と本体下面部にそれぞれ設定ツール用ポートがあります。

＊ 下面設定ツール用ポートで接続する場合にのみ必要となります。

 接続手順
• 左面ポートの場合

形 E5GCの場合

設定ツール用ポート 接続ケーブル

1 本体左面部の設定ツール用
ポートにシリアルコネクタを
接続します。

・本体下面部：・本体左面部：

左面設定
ツール用ポート

下面設定
ツール用ポート

変換ケーブル
形E58-CIFQ2-E ＊

USB-シリアル変換ケーブル
形E58-CIFQ2
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• 下面ポートの場合

使用上の注意

• ケーブルの抜き差しは、コネクタ部を持って行ってください。
• コネクタの接続の際は、コネクタの向きを確認して正しく接続してください。スムーズに入
らない場合は、無理に押し込まないでください。無理な力により、破壊が起こる恐れがあり
ます。

• ２つの設定ツール用ポートに同時にケーブルを接続しないでください。故障や誤動作の原因
となります。

1 USB- シリアル変換ケーブル
（形 E58-CIFQ2）と、変換ケー
ブル（形 E58-CIFQ2-E）のコ
ネクタ同士を接続します。

2 下面設定ツール用ポートに、変
換ケーブルのプラグを接続し
ます。

USB-シリアル変換ケーブル
（形E58-CIFQ2）

変換ケーブル
（形E58-CIFQ2-E）

接続面に△印あり

USB-シリアル変換ケーブル側の小型コネクタの 　と
本製品側の小型コネクタの△印の位置を合わせて接続します。

変換ケーブル
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1. パソコンのUSBポートとデジタル調節計の設定ツール用ポートをケーブルで接続します。

2. ドライバの入手方法
デジタル調節計サポートソフトウェア（CX-Thermo）をインストールすると以下のフォルダに本製品
のドライバがコピーされます。
C:\Program Files\OMRON\Drivers\USB\E58-CIF
※本製品のドライバは弊社ホームページからもダウンロードが可能です。
http://www.fa.omron.co.jp

3. ドライバのインストール
パソコンで本ケーブルを使用するために、ドライバをインストールします。
• インストール
ケーブルをパソコンに接続すると、OSが新しいデバイスとして、本製品を検知します。このとき、
ウィザードにしたがってドライバをインストールします。

（注）1 初めにパソコンの各USBポート個別にドライバをインストールすることを推奨します。
本製品では、パソコンの各 USB ポートに対して COM ポート番号が割り当てられます。同じ USB ポー
トであれば、異なるケーブルを接続しても、同じCOMポート番号で使用することできます。

2 インストールを途中でキャンセルした場合、ドライバが完全にインストールされません。
ドライバが完全にインストールされていない場合、正常に通信できません。
ドライバが完全にインストールされていない場合、ドライバをアンインストールした後、再度、正しくイ
ンストールしてください。

4. 設定ツールの通信条件の設定
CX-Thermo などの設定ツールが使用する通信ポート（COM ポート）番号を、USB－シリアル変換
ケーブルが割り当てられた通信ポート（COMポート）番号に設定してください。
USB- シリアル変換ケーブルが割り当てられた通信ポートの詳細な確認方法は、形 E58-CIFQ2（USB
－シリアル変換ケーブル）の取扱説明書およびセットアップマニュアルを参照してください。
また、設定ツール用ポートの通信条件は、以下のように固定設定となっています。CX-Thermo などの
設定ツールの通信条件を以下のように設定してください。

2-4-3 ドライバのインストール方法

項目 設定値
通信ユニットNo. 01
通信速度 38.4 (kbps)
通信データ長 7 ( ビット )
通信ストップビット 2 ( ビット )
通信パリティ 偶数
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3-1 使用の基本フロー 
以下に、使用の基本フローを示します。

電源投入

入力種別などの初期設定をする

・入力種別

・制御方式

・警報種別など

目標値を設定する

警報設定値を設定する

設定した値で運転する

＊時分割比例動作のとき

調節感度を設定する 制御周期（＊）、PID定数を設定する

＜ON/OFF制御をするとき＞ ＜PID制御をするとき＞

「3-4 電源投入後の操作手順」（3-12 ページ）参照
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3-2 電源を入れる
形 E5□ Cは、電源を入れるとすぐに、運転を開始します。
工場出荷時は、以下の設定で運転を開始します。
標準タイプの場合

電源を入れると、約 1秒間全点灯した後、運転画面が表示されます。
上が現在値、下が目標値です。

• 入力種別 5：K熱電対
• ON/OFF 制御動作 ＊ 1
• 警報：上限警報＊2
• 目標値：0℃

＊ 1　位置比例タイプは、初期値がフローティング制御動作となります。
＊ 2 ヒータ断線・SSR 故障検出機能ありの機種は、工場出荷状態では「補

助出力 1 割付」の初期値が「ヒータ警報」となります。そのため警
報 1機能が無効になり「警報 1 種別」が表示されません。警報 1 機
能を有効にするには出力割付で警報 1 を割り付けてください。

s.err
 0

25
 0

C

・測温抵抗体が接続されているとき
　または
・温度センサ自体が接続されていないとき

・熱電対が接続されているとき

温度センサが計測した現在値

目標値
　※初期値は0℃。

s.err：
入力異常を示します。

約1秒間
全点灯

初期値では入力種別が「K熱電対」となっています。

運転画面になります。運転レベル

K熱電対のとき：
　正しい温度が表示されます。
K熱電対以外のとき：
　正しい温度は表示されません。 

電源ON

K熱電対以外のセンサをご使用の場合初期
設定レベルで入力種別をご使用のセンサ種
別に設定してください。
3-12 ページの手順 2を参照してください。

• 初期設定レベルで入力種別を測温抵抗体
にしてください。
または
• 温度センサを接続してください。
3-12 ページの手順 2を参照してください。
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3-3 各部の名称・機能と設定レベル

3-3-1 各部の名称・機能

形E5CC/E5CC-U/E5CC-B

形 E5EC/E5EC-B

フロントパネル

Oキーを1回押すと、
調整レベルへ

Oキーを3秒以上押すと、
初期設定レベルへ Mキーで、、設定項目を切り替える

動作表示 第1表示

第2表示

温度単位

Sキーで桁を移動する（工場出荷時）

本体上面から

UDキーで設定する

上面設定ツール用ポート

現在値、または設定項目

目標値、または設定項目データ

動作表示

温度単位

前面設定ツール用ポート

Sキーで桁を移動する（工場出荷時）

Mキーで、設定項目を切り替える

第1表示

第2表示

第3表示

Oキーを1回押すと、調整レベル

Oキーを3秒以上押すと、初期設定レベルへ

現在値、または設定項目

目標値、または設定項目データ

操作量など

UDキーで設定する

上面設定
ツール用
ポート 

本体上面から

フロントパネル
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形 E5AC

形 E5DC/E5DC-B

動作表示

Sキーで桁を移動する（工場出荷時）

Mキーで、設定項目を切り替える

第1表示

第2表示

第3表示

Oキーを1回押すと、調整レベルへ

Oキーを3秒以上押すと、初期設定レベルへ

現在値、または設定項目

目標値、または設定項目データ

操作量など

UDキーで設定する 上面設定
ツール用
ポート 

形E5AC上面から

フロントパネル

前面設定ツール用ポート

温度単位

フロントパネル

形E5DC下面から

動作表示

M

下面設定
ツール用
ポート

キーで、
設定項目を切り替える

第1表示

第2表示

前面設定ツール用ポート

Oキーを3秒以上押すと、
初期設定レベルへ

Oキーを1回押すと、
調整レベルへ

Sキーで桁を移動する（工場出荷時）
UDキーで設定する

現在値、または設定項目

目標値、または設定項目データ
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＊ 形 E5DC/DC-B では単位シール 形 Y92S-L2（別売）を使用することができます。

形E5GC

表示の説明

名称 概要
第 1表示 現在値、またはモニタ／設定の項目が、表示されます。
第 2表示 目標値、またはモニタ／設定の値が、表示されます。
第 3 表示
（形 E5EC/EC-B/AC のみ）

操作量 ( バルブ開度 )、ソーク残り時間、マルチ SPNo.、内部目標値（ラン
プ SP）、警報値 1 のいずれかが、表示されます（高機能設定レベルの「現在
値／目標値」表示画面選択設定による）。

温度単位 ＊
（形 E5DC/DC-B を除く）

温度単位 (C または F）が表示されます。

動作表示の説明

動作表示 名称 概要
補助出力1～ 4
（補助出力 3は、
形E5CC/EC/EC-B/ACのみ）
（補助出力4 は、
形 E5EC/EC-B/ACのみ）

補助出力1～ 4への割付機能がONのとき点灯します。

制御出力 1、2
（制御出力 1は、形E5CC/
CC-U/CC-B/EC/EC-B/ACのみ）
（制御出力 2は、形 E5CC/
EC/ACのみ）

制御出力1、2への割付機能がONのとき点灯します。
（リニア電流出力の場合、出力が０％より小さいときに消
灯します。）
位置比例タイプの場合は、オープン側出力がONのとき
OUT1が、クローズ側出力がONのときOUT2が点灯します。

制御出力
(形 E5DC/DC-B/GCのみ )

制御出力への割付機能がON のとき点灯します。
（リニア電流出力の場合、出力が０％より小さいときに消
灯します。）

通信書込 通信書込許可で点灯します。

マニュアル マニュアルモード時に点灯します。

ストップ 運転停止時に点灯します。

AT・ST実行中 AT（オートチューニング）実行中に点灯します。
ST（セルフチューニング）実行中に点滅します。

リモートSP
（形 E5CC/EC/EC-B/AC）

「SPモード」がリモートSPのときに点灯します。
リモートSPモードでRSP入力異常のときに点滅します。

設定変更プロテクト 設定変更プロテクトがONのとき点灯します。

フロントパネル

現在値、
または 設定項目

目標値、
または設定項目データ

Mキーで、設定項目を
切り替える

第2表示

Oキーを1回押すと、
調整レベルへ

Oキーを3秒以上押すと、
初期設定レベルへ

Sキーで桁を移動する
（工場出荷時）

第1表示

動作表示

温度単位 左面設定
ツール用
ポート

形E5GC左面から

形E5GC下面から

下面設定
ツール用
ポートUDキーで

設定する
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キーの説明

キー 名称 概要 説明

O

レベルキー 設定レベルを切り
替えます。

押す時間に応じて、
移行先の設定レベ
ルが異なります。

• 運転レベルにて
• 1 回（1秒未満）押す：調整レベルへ
• 3 秒以上押し続ける：初期設定レベルへ

• 調整レベルにて
• 1 回（1秒未満）押す：運転レベルへ
• 3 秒以上押し続ける：初期設定レベルへ

• 初期設定レベルにて
• 1 秒以上押す：運転レベルへ

M
モードキー 設定レベル内の

項目を移動します。
• 1 回押すと、次へ移動します。
• 押し続けると、逆へ移動します。

D

U

ダウン／
アップキー

値を設定します。 • 押し続けると、速く増減します。
• 設定値は、設定後、以下のときに反映されます

• 3 秒以上経過したとき
• Mキーを押したとき
• Oキーでレベル移行したとき

S

シフトキー
（PFキー）

ユーザ定義のファン
クションキーです。

• Sキーを 1 回（1 秒未満）押すごとに、桁シフト
キーとして変更する桁を選択することができます
（工場出荷時）。

• Sキーは、高機能設定レベルの「PF 設定」で以下
の機能を割り当てることができます。
ラン／ストップ反転、オート／マニュアル反転、
AT（オートチューニング）実行、警報ラッチ解除、
モニタ／設定項目の表示、桁シフト（工場出荷時）

例）高機能レベルの「PF 設定」を「stop」に設定し
ているとき、Sキーを 1 秒以上押すと、運転が
停止します。

• モニタ／設定項目「pfdf」に設定しているとき、
Sキーを 1 回（1 秒未満）押すごとに、高機能設
定レベルの「PF モニタ／設定項目 1 ～ 5」で設定
した項目を切り替えて表示します。

設定ツール用ポートの説明

設定ツール用
ポート 名称 説明

設定ツール用ポート
（カードエッジタイ
プ）

USB- シリアル変換ケーブル（形 E58-CIFQ2）を使用して形 E5 □ C と
パソコン（ツールCX-Thermo）を接続します。
形 E5CC/CC-B/EC/EC-B/AC： 上面部にあります。
形 E5DC/DC-B： 下面部にあります。
形 E5GC： 左面部にあります。

設定ツール用ポート
（ピンジャックタイプ）

USB- シリアル変換ケーブル（形 E58-CIFQ2）と変換ケーブル
（形E58-CIFQ2-E）を使用して形E5EC/EC-B/AC とパソコン（ツール
CX-Thermo）を接続します。
形 E5EC/EC-B/AC：前面部にあります。

設定ツール用ポート
（ピンジャックタイプ）

USB- シリアル変換ケーブル（形 E58-CIFQ2）と変換ケーブル
（形E58-CIFQ2-E）を使用して形E5DC/GC とパソコン（ツールCX-Thermo）
を接続します。
形 E5DC/DC-B：前面部にあります。
形 E5GC：下面部にあります。
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UDキーによる数値変更後、① 3秒以上経過したとき、または②M キーを押したとき、または
③O キーでレベル移行したときに、数値が確定します。

使用上の注意

形 E5□ Cの電源をOFFにするときは、その前に必ず上記の①～③のいずれかで数値の確定操
作をしてください。
UDキー操作のみで3秒未満に電源をOFFにすると、設定値が変更されていないことがあります。

シフトキー（PFキー）を使用して、変更する桁を指定して値を変更することができます。
桁数が多い数値入力のときに有効です。
シフトキーを押すごとに、桁が左にひとつ移動します。変更対象の数値の桁が、1 の位→ 10 の位→
100の位→ 1000 の位→ 1の位に移動します。その後、UDキーによって値を変更します。

3-3-2 数値入力の方法

数値の確定方法

桁の移動方法（桁シフト）

al-1
23

al-1
23

al-1
0023

al-1
23

al-1
0023

al-1
23

al-1
0023

al-1
23

al-1
0023

Sキー押下 Sキー押下

Sキー押下

Sキー押下 Sキー押下
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形 E5 □ C では、使用する局面に応じて、設定項目をレベルで分類しています。このレベルを「設定
レベル」と呼びます。設定レベルは、大きく基本とその他の 2つからなります。

以下に設定レベルの全体像を示します。「基本的な設定レベル」（網かけ）と「その他の設定レベル」
（白抜き）から構成されます。
初期設定レベル、通信設定レベル、高機能設定レベル、校正レベルは、制御停止状態でのみ使用でき
ます。
これらのレベルに切り替えると制御が停止しますのでご注意ください。

＊1 「PF設定」を「a-m（オート／マニュアル）」に設定してください。
＊ 2 途中 1秒以上で第 1表示が点滅します。
＊ 3 「PF設定」を「pfdp（モニタ／設定項目）」に設定してください。

3-3-3 設定レベル

設定レベルの遷移の全体

Oキーを1秒未満押す
（通信機能タイプのみ）

����（校正レベル移行）で、
パスワード1201を入力

通信設定レベル

高機能設定レベル

電源ON

応用的な設定

初期設定レベル

運転レベル
調整レベル

入力種別などの基本的
な初期設定 通信の設定

目標値／警報値などの
基本設定・モニタ

モニタ／
設定項目レベル
指定したモニタ／
設定項目を表示

調節用のパラメータ
（PID定数、調節感度
など）を変更

操作のプロテクトの
状態を設定

Oキーを3秒以上押す

Oキー1秒以上押す

OキーとMキーを
1秒以上押す

OキーとMキーを
3秒以上押す

Oキーを3秒以上押す

Sキー1秒以上押す

「A-M」画面表示中に

Oキー３秒以上押す

Oキー1秒以上または

Sキー１秒以上押す

直前がマニュアルモード時のみ

自動移行

Sキーを押す Sキーを押す

プロテクトレベル

校正レベル

マニュアル
制御レベル

操作量を手動で設定

Oキー1回押す

Oキー1秒以上押す
プロテクトを解除した
上で、amoV（高機能
設定レベル移行）で、
パスワード－169を入力

運
転
中

停
止
中

＊2

＊3
＊3

＊2

＊2

＊1

＊1

OキーとMキーを
3秒以上押す＊2
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 運転レベル
電源を投入すると自動的にこのレベルとなります。
目標値／警報値などの基本設定、モニタをするレベルです。
運転中は通常このレベルにしておいてください。

 調整レベル
PID 定数、AT実行などのチューニング用の設定レベルです。
運転中に設定値などを変更できる点が、初期設定レベル、高機能設定レベルと異なります。

 初期設定レベル
基本的な初期設定をするレベルです。
必ずこのレベルで入力種別などを設定してから使用します。
入力種別、警報種別など、基本機能の初期設定をします。

 高機能設定レベル
応用的な設定をするレベルです。
制御出力、補助出力の割付などをします。
工場出荷時では、高機能設定レベルに移行できなくなっています。
そのため、まず初期／通信プロテクト設定を解除した後、初期設定レベルで「高機能設定レベル移
行（amov）」にパスワード -169 を入力して高機能設定レベルに移行します。

以下の手順で、高機能設定レベルに移行します。

〈手順 1〉プロテクトレベルへ移り、
〈手順 2〉icpt（初期／通信プロテクト）を表示させ、0を設定します。
〈手順 3〉運転レベルにもどり、
〈手順 4〉初期設定レベルに移り、
〈手順 5〉amoV（高機能設定レベル移行）を表示させ　-169 を入力します。
以降は、手順 1.2.3 は不要です。手順 4から操作し、高機能設定レベルに移行します。

基本的な設定レベル

高機能設定レベル

電源ON

応用的な設定

〈手順5〉   amoVにて－－169を選択
高機能設定レベル移行

パスワード「-169」を入力　初期値：0

運転レベル
目標値／警報値などの
基本設定・モニタ

〈手順4〉Oキーを
3秒以上

〈手順1〉 OキーとMキーを
同時に3秒以上押し続ける

〈手順3〉 OキーとMキーを
1秒以上押す

自動移行

初期設定レベル
入力種別などの基本的
な初期設定

操作のプロテクトの
状態を設定

プロテクトレベル

0

icpt 初期／通信プロテクト

「0」を設定　初期値：1

〈手順2〉 Mキーで項目を移動してicptにて0を設定

amov
0

a
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その他のレベルは、マニュアル制御レベル、プロテクトレベル、通信設定レベル、校正レベル、
モニタ／項目設定レベルの 5つです。

 マニュアル制御レベル
操作量を手動で設定するレベルです。工場出荷時はマニュアル制御レベルへは移行できません。
• Sキーでマニュアル制御レベルへ移行する場合「PF設定」を「a-m」に変更してください。
•「オート／マニュアル切替」画面でレベルキーを使ってマニュアル制御レベルへ移行する場合
「オート／マニュアル切替表示追加」（高機能設定レベル）をONに変更してください。

• イベント入力により、マニュアル制御レベルへ移行する場合「イベント入力割付 1～ 6」設定のい
ずれかを「manu」に変更してください。

 プロテクトレベル
前面キーからの各種操作または表示に制限を加えるレベルです。たとえば、運転レベルおよび調整
レベルにて、目標値（SP）およびその他設定値を変更できないようにします。
運転レベルまたは調整レベルから移行します。
高機能設定レベルに移行するときに、必ずこのレベルで設定プロテクトを解除することが必要です。

 通信設定レベル
通信の初期設定をするレベルです。初期設定レベルから移行します。

 校正レベル
デジタル調節計の校正をするレベルです。高機能設定レベルから移行します。

 モニタ／設定項目レベル
Sキーを「モニタ／設定項目」の表示指示に使用する場合は「PF設定」を「pfdp」に設定してください。
また、モニタ／設定項目レベルで何を表示するかは「モニタ／設定項目 1～ 5」で指定します。

その他のレベル
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3-4 電源投入後の操作手順

電源投入後、以下のフローで基本的な操作をします。

以下に、基本的な操作手順を示します。

1 電源投入

2 入力種別の設定

3-4-1 基本操作のフロー

１．電源投入
↓
２．入力種別の設定
↓
３．制御方式の設定
↓
４．警報種別の設定
↓
５．目標値の設定
↓
6．警報設定値の設定

3-4-2 基本的な操作手順

25
 0

s.err
 0

←センサ未接続、またはセンサ種別が
異なる場合は、s.err（S.ERR）：入力異常
が点滅表示されます。
センサ未接続の場合は、センサを接続して
ください。

運転レベル

25
 0

in-t
 5

in-t
 0

UD（アップダウン）
キーで値を変更します

←in-t（IN-T）：入力種別を示します

←初期値は5（5）：
K熱電対-200～1300℃と
なっています

初期設定レベル ←in-t（IN-T）と表示されます
初期設定レベルに入ったことを示します

初期設定レベル

←点滅します

（完了後、O（レベル）キーを1秒以上押すと運転画面に戻ります）

←入力種別：
例）0：測温抵抗体Pt100 -200～850℃ 

O（レベル）キーを
3秒以上押し続けます
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初期値は「5」です。
＊ 形 E5CC-Uのみ選択できます（2014 年 5月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。

入力種別一覧

センサの種類 センサ仕様 設定値 温度範囲（℃） 温度範囲（°Ｆ）
測温抵抗体 Pt100 0 -200 ～ 850 -300 ～ 1500

1 -199.9 ～ 500.0 -199.9 ～ 900.0
2 0.0 ～ 100.0 0.0 ～ 210.0

JPt100 3 -199.9 ～ 500.0 -199.9 ～ 900.0
4 0.0 ～ 100.0 0.0 ～ 210.0

熱電対 K 5 -200 ～ 1300 -300 ～ 2300
6 -20.0 ～ 500.0 0.0 ～ 900.0

J 7 -100 ～ 850 -100 ～ 1500
8 -20.0 ～ 400.0 0.0 ～ 750.0

T 9 -200 ～ 400 -300 ～ 700
10 -199.9 ～ 400.0 -199.9 ～ 700.0

E 11 -200 ～ 600 -300 ～ 1100
L 12 -100 ～ 850 -100 ～ 1500
U 13 -200 ～ 400 -300 ～ 700

14 -199.9 ～ 400.0 -199.9 ～ 700.0
N 15 -200 ～ 1300 -300 ～ 2300
R 16 0 ～ 1700 0 ～ 3000
S 17 0 ～ 1700 0 ～ 3000
B 18 100 ～ 1800 300 ～ 3200
C/W 19 0 ～ 2300 0 ～ 3200
PL Ⅱ 20 0 ～ 1300 0 ～ 2300

非接触温度センサ
形 ES1B

10 ～ 70℃ 21 0 ～ 90 0 ～ 190
60 ～ 120 ℃ 22 0 ～ 120 0 ～ 240
115 ～ 165 ℃ 23 0 ～ 165 0 ～ 320
140 ～ 260 ℃ 24 0 ～ 260 0 ～ 500

電流 4～ 20mA 25 スケーリングにより次のいずれかの範囲
-1999～ 9999
-199.9 ～ 999.9
-19.99 ～ 99.99
-1.999 ～ 9.999

0 ～ 20mA 26
電圧 1～ 5V 27

0 ～ 5V 28
0 ～ 10V 29
0 ～ 50mV ＊ 30
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3 制御方式の設定

O（レベル）
キーを3秒
以上押し続けます

M（モード）キーを数回
押し、cntl（CNTL）を
表示させます

←

←

cntl（CNTL）：制御方式を示します
初期値はonof（ONOF）：ON/OFF
制御となっています

初期設定レベル運転運転レベル

←in-t（IN-T）と表示されます
初期設定レベルに入ったことを
示します

初期設定レベル

初期設定レベル

←点滅します

pid（PID制御）が表示されていた場合、
D（ダウン）キーでonof（ONOF）：
ON/OFF制御に変更してください。

ON/OFF制御

PID制御

onof（ON/OFF制御）が表示されていた場合、
U（アップ）キーでpid（PID）：PID制御に
変更してください。

←cntl（CNTL）：制御方式を示します

初期設定レベル clfl（CLFL）：クローズ／フローティングを
示します

標準タイプの場合

クローズ／フローティング制御
位置比例タイプの場合

25
 0

in-t
 5

cntl
 onof

cntl
 pid

flot

clfl
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3-4  電
源
投
入
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の
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手
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3

3-4-2  基
本
的
な
操
作
手
順

4 警報種別の設定

＊ ヒータ断線・SSR故障検出機能ありの機種は工場出荷状態では「警報 1種別」が表示されません。
警報 1機能を有効にするには、出力割付で警報１を割り付けてください。詳細については  「4-6-3 
出力割付機能（制御出力割付は位置比例タイプでは使用できません）」を参照してください。

必要に応じて、M（モード）キーと UD（アップダウン）キーで操作を繰り返し、alt2

（ALT2）：警報 2、alt3（ALT3）：警報 3、alt4（ALT4）：警報 4 にもそれぞれ、警報種別を
設定します。（機種により警報点数は異なりますので、表示されない場合があります）

（完了後、O（レベル）キーを 1秒以上押すと運転画面に戻ります）

M（モード）キーを数回押し、
alt1（ALT1）を表示させます）

UD（アップダウン）
キーで値を変更します

←警報種別： 
例）7：下限待機シーケンス付 

←alt1（ALT1）：警報 1を示します＊ 
←初期値は（2：上限警報）
と なっています 

初期設定レベル

初期設定レベル

25
 0

in-t
 5

alt1
 2

alt1
 7

O（レベル）
キーを3秒
以上押し続けます

初期設定レベル運転運転レベル

←in-t（IN-T）と表示されます
初期設定レベルに入ったことを
示します

←点滅します
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警報種別一覧

設定値 警報種別 説明 動作
　0 警報機能なし 警報はなし。 －
 1 上下限 上限警報点以上で警報がON ､下

限警報点以下で警報がONとな
ります。

 2 上限 上限警報点以上で警報がONと
なります｡

 3 下限 下限警報点以下で警報がONと
なります｡

 4 上下限範囲 上限警報点以下､下限警報点以上
で警報がONとなります｡

 5 上下限待機
シーケンス付

待機シーケンス付の警報です。
上限警報点以上で警報がON ､下
限警報点以下で警報がONとな
ります。

 6 上限待機
シーケンス付

待機シーケンス付の警報です。
上限警報点以上で警報がONと
なります｡

 7 下限待機
シーケンス付

待機シーケンス付の警報です。
下限警報点以下で警報がONと
なります｡

例）

OFF 温度
下限警報点
（例:80℃）

上限警報点
（例:130℃）

（例:20℃）
警報下限値 警報上限値

目標値
（例:100℃）

（例:30℃）

ON

ON

例）

OFF 温度
上限警報点
（例:120℃）

警報上限値（例:20℃）

目標値
（例:100℃）

ON

例）

OFF 温度
下限警報点
（例:80℃）

目標値
（例:100℃）

警報下限値（例:20℃）

例）

OFF 温度
下限警報点
（例:80℃）

上限警報点
（例:130℃）

（例:20℃）
警報下限値 警報上限値

目標値
（例:100℃）

（例:30℃）

ON

例）

OFF 温度
下限警報点
（例:80℃）

上限警報点
（例:130℃）

（例:20℃）
警報下限値 警報上限値

目標値
（例:100℃）

（例:30℃）

ON

ON

例）

OFF 温度
上限警報点
（例:120℃）

警報上限値（例:20℃）

目標値
（例:100℃）

ON

OFF 温度
下限警報点
（例:80℃）

目標値
（例:100℃）

警報下限値（例:20℃）

例）
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 8 絶対値上限 警報値以上で警報がONとなり
ます｡

 9 絶対値下限 警報値以下で警報がONとなり
ます｡

10 絶対値上限待機
シーケンス付

待機シーケンス付の警報です。
警報値以上で警報がONとなり
ます。

11 絶対値下限待機
シーケンス付

待機シーケンス付の警報です。
警報値以下で警報がONとなり
ます。

12 ループ断線警報
LBA（標準タイ
プ、警報 1の
み有効）

制御ループが断線したとき、警
報がONとなります｡

偏差（目標値ー現在値）の絶対値が
LBA検出閾値以上で、現在値が一定時
間内に一定幅（LBA検出幅）減少しな
いとき、ループ断線とみなして警報を出
します。LBA検出時間と LBA検出幅
を設定します。

設定値 警報種別 説明 動作

ON

OFF
0

温度
上限警報点
（例:100℃）

警報値（例:100℃）

例）

ON

OFF
0

温度
下限警報点
（例:100℃）

例）

警報値（例:100℃）

ON

OFF
0

温度
上限警報点
（例:100℃）

警報値（例:100℃）

例）

ON

OFF
0

温度
下限警報点
（例:100℃）

例）

警報値（例:100℃）

ON

目標値

操作量

ループ断線警報

現在値

100%

0%

OFF 時間

時間

時間
LBA検出時間

LBA検出幅

LBA検出閾値
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13 PV変化率警報 指定演算周期ごとのPVの変化
が、ある幅以上のとき、ONとな
ります｡

PV変化率演算周期と警報値を設定
14 SP絶対値上限 警報値以上で警報がONとなり

ます。

15 SP絶対値下限 警報値以下で警報がONとなり
ます。

16 MV絶対値上限 警報値以上で警報がONとなり
ます。

17 MV絶対値下限 警報値以下で警報がONとなり
ます。

18 RSP絶対値上限
（リモートSP入力
ありのときのみ）

警報値以上で警報がONとなり
ます。

19 RSP絶対値下限
（リモートSP入力
ありのときのみ）

警報値以下で警報がONとなり
ます。

設定値 警報種別 説明 動作

 

現在値

PV変化率警報

PV変化率演算周期

PV変化幅

ON

OFF 時間

時間

ON

OFF
0

目標値
警報上限点
（例:100℃）

警報値（例:100℃）

例）

ON

OFF
0

目標値
下限警報点
（例:100℃）

例）

警報値（例:100℃）

ON

OFF
0

操作量
上限警報点
（例:60%）

警報値（例:60%）

例）標準制御時

ON

OFF
0

操作量
下限警報点
（例:80%）

例）標準制御時

警報値（例:80%）

ON

OFF
0

RSP
上限警報点
（例:100℃）

警報値（例:100℃）

例）

ON

OFF
0

RSP
下限警報点
（例:100℃）

例）

警報値（例:100℃）
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5 目標値の設定

6 警報設定値の設定

これで、入力種別、警報種別、制御方式、目標値、警報設定値が設定できました。
ON/OFF 制御の調節感度や、PID 定数の設定、さらにヒータ断線や SSR故障警報などの各設定に
ついては、  「第 4章 基本的な使い方」、  「第 5章 応用的な使い方」を参照してください。

UD（アップダウン）キー
S(シフト)キー
で値を変更します

※UD（アップダウン）キーを押し続けると、数値が速く増減します。

運転画面

目標値：例）500℃

25
 0

25
 500

al-1
 0

al1h
 0

al1l
 0

警報種別：1,4,5
（上下限警報、上下限範囲警報）の場合

警報種別：2,3,6,7,8,9,10,11
（上限警報、下限警報）の場合

M（モード）キーで項目を移動します。

運転レベル

M（モード）キーを
数回押し、al-1
（AL-1）を表示させます

警報上限値の場合、 
M（モード)キーを
数回押し、al1h

（AL1H）を表示させます

警報下限値の場合、 
M（モード)キーを
数回押し、al1l

（AL1L）を表示させます
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4-1  各
設
定
レ
ベ
ル
へ
移
行
す
る
に
は

4

4-1-1  初
期
設
定
レ
ベ
ル
へ
移
行
す
る
と
き

4-1 各設定レベルへ移行するには
デジタル調節計の電源を投入すると、初めに運転レベルが表示されます。各パラメータを表示させる
ためには、以下の各設定レベルへ移行する必要があります。
• 運転レベル（電源投入時）
• 初期設定レベル
• 調整レベル
• プロテクトレベル
• 高機能設定レベル
• 通信設定レベル

運転レベルを基点として各設定レベルへ移行する操作手順は、以下のとおりです。

4-1-1 初期設定レベルへ移行するとき

運転レベル→初期設定レベルへ移行するとき

1 運転レベルでOキーを 3秒以上押します。
途中 1秒以上で第 1表示が点滅します。

運転レベル

｢運転レベル｣から｢初期設定レベル｣に移行します。 初期設定レベル

初期設定レベル→運転レベルへ移行するとき

1 初期設定レベルでOキーを 1秒以上押します。 初期設定レベル

｢初期設定レベル｣から｢運転レベル｣に移行します。 運転レベル 

0

  25

5

in-t 入力種別

5

in-t

0

25 現在値／目標値



4   基本的な使い方

4 - 4 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

4-1-2 調整レベルへ移行するとき

運転レベル→調整レベルへ移行するとき

1 運転レベルでOキーを押します（1秒未満）。 運転レベル

｢運転レベル｣から｢調整レベル｣に移行します。
＊ 調整レベル移行時に「l.adj」が 1回のみ表示されます。

調整レベル

調整レベル→運転レベルへ移行するとき

1 調整レベルでOキーを押します（1秒未満）。 調整レベル

｢調整レベル｣から｢運転レベル｣に移行します。 運転レベル 

4-1-3 プロテクトレベルへ移行するとき

運転レベル→プロテクトレベルへ移行するとき

1 「運転レベル」でOキーとMキーを同時に3秒＊以上押します。
途中 1秒以上で第 1表示が点滅します。
＊ キーを押し続ける時間は「プロテクトレベル移行時間」
（高機能設定レベル）で変更できます。

運転レベル

「プロテクトレベル」に移行します。 プロテクトレベル

プロテクトレベル→運転レベルへ移行するとき

1 「プロテクトレベル」でOキーとMキーを同時に1秒以上押します。 プロテクトレベル

0

  25

   

l.adj

 0.0

ins PV入力補正値

0

25 現在値／目標値

0

  25

0

oapt 運転／調整

プロテクト

0

oapt
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4   基本的な使い方

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）
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｢プロテクトレベル｣から｢運転レベル｣に移行します。 運転レベル 

0

25 現在値／目標値



4   基本的な使い方

4 - 6 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

はじめにプロテクトレベルに入り、「icpt：初期／通信プロテクト」を「0」（高機能設定レベル移行可
能）に設定することが必要です（プロテクトの解除）。

 プロテクトの解除

4-1-4 高機能設定レベルへ移行するとき

初めて高機能設定レベルへ移行するとき（工場出荷時設定のとき）

1 「運転レベル」でOキーとMキーを同時に3秒＊以上押します。
途中 1秒以上で第 1表示が点滅します。
＊ キーを押し続ける時間は「プロテクトレベル移行時間」
（高機能設定レベル）で変更できます。

「プロテクトレベル」に移行します。

運転レベル

2 「運転／調整プロテクト」でMキーを 1回押します。
「初期／通信プロテクト」に移行します。

プロテクトレベル

3 「初期／通信プロテクト」でDUキーを押して設定値を 0（高機
能設定レベル移行可能）に変更します。
これで初期設定レベルの「amov：高機能設定レベル移行」を表示
させることができます。
初期値は 1（高機能設定レベル移行不可能）に設定されています。

4 「プロテクトレベル」でOキーとMキーを同時に1秒以上押します。 プロテクトレベル

｢プロテクトレベル｣から｢運転レベル｣に移行します。 運転レベル 

0

  25

0

oapt 運転／調整

プロテクト

1

icpt
初期／通信
プロテクト
1：高機能設定
レベル移行
不可能

0

icpt 初期／通信
プロテクト

0

25 現在値／目標値
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4   基本的な使い方

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

4-1  各
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「icpt：初期／通信プロテクト」を「0」（高機能設定レベル移行可能）に設定した後は、初期設定
レベルから「amov：高機能設定レベル移行」を選択します。

 高機能設定レベルへ移行

 高機能設定レベル→運転レベルへ移行するとき

プロテクトを解除した後で、高機能設定レベルへ移行するとき

1 運転レベルでOキーを 3秒以上押します。
途中 1秒以上で第 1表示が点滅します。
｢運転レベル｣から｢初期設定レベル｣に移行します。

運転レベル 

2 「初期設定レベル」でMキーを複数回押して「高機能設定レベル
移行」を表示させます。
amov（高機能設定レベル移行）を表示します。

初期設定レベル 

3 「高機能設定レベル移行」でDUキーを押して設定値を-169に変
更します。
＊ DUキーを押し続けることで、設定値は高速カウントアップ／
ダウンします。

初期設定レベル

4 Mキーを 1回押すか、そのまま 2秒以上経過させます。

「高機能設定レベル」に移行します。 高機能設定レベル 

1 高機能設定レベルでOキーを 1秒以上押します。
｢高機能設定レベル｣から｢初期設定レベル｣に移行します。

高機能設定レベル 

2 初期設定レベルでOキーを 1秒以上押します。 初期設定レベル 

｢初期設定レベル｣から｢運転レベル｣に移行します。 運転レベル 

0

  25

5

in-t 入力種別

0

amov 高機能設定
レベル移行

-169

amov
高機能設定
レベル移行
-169:高機能設定

レベル移行
パスワード

off

init 設定値初期化

off

init

5

in-t 入力種別

0

25 現在値／目標値



4   基本的な使い方

4 - 8 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 運転レベル→通信設定レベルへ移行するとき

 通信設定レベル→運転レベルへ移行するとき

4-1-5 通信設定レベルへ移行するとき

1 運転レベルでOキーを 3秒以上押します。
途中 1秒以上で第 1表示が点滅します。
｢運転レベル｣から｢初期設定レベル｣に移行します。

運転レベル 

2 初期設定レベルでOキーを押します（1秒未満）。 初期設定レベル

｢初期設定レベル｣から｢通信設定レベル｣に移行します。 通信設定レベル

1 通信設定レベルでOキーを押します（1秒未満）。
｢通信設定レベル｣から｢初期設定レベル｣に移行します。

通信設定レベル 

2 初期設定レベルでOキーを 1秒以上押します。 初期設定レベル

｢初期設定レベル｣から｢運転レベル｣に移行します。 運転レベル 

0

25

5

in-t 入力種別

cwf

psel プロトコル選択

cwf

psel

5

in-t 入力種別

0

25 現在値／目標値



4 - 9

4   基本的な使い方

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

4-2  初
期
設
定
例

4

4-2 初期設定例
センサ入力種別、警報種別、制御周期などの初期設定を、設定画面にて行います。設定画面の切り替
えはOキーとMキーを使用して行い、キーを押す時間によりレベル移行先を切り替えています。こ
こでは代表的な使用例を 3つ挙げ説明しています。

＊ ヒータ断線・SSR 故障検出機能ありの機種は、工場出荷状態では「補助出力 1割付」の初期値が「ヒータ
警報」となります。そのため警報 1機能が無効になり「警報 1種別」が表示されません。警報 1機能を有
効にするには出力割付で警報 1を割り付けてください。
詳細については 「4-6-3 出力割付機能（制御出力割付は位置比例タイプでは使用できません）」を参照し
てください。

代表的使用例の見方

代表的使用例 1

0

in-t

onof

intl

100

in-h

0

in-l

onof

intl
0

  25

は続いて設定データがあることを意味します。
目的とする設定データに切り替わるまで
Mキーを押し続けます。

M
M

M

設定データの変更

数値の変更

各画面の数値データ選択肢は
UDにて変更できます。

0

  25

センサ配線前に
電源投入すると s.err

が表示されます

Oキーを 3秒以上押す
制御が停止します

現在値／目標値

入力種別 5

100

M

M

M

M

M

M

入力種別を確認します

ON/OFF 制御である
ことを確認します

警報の種別を
確認します

UDキーで目標値を
100℃に設定します。

UDキーで警報値を
20℃に設定します。

ラン状態であること
を確認します。

ON/OFF制御のとき
PID のとき

警報 1種別＊

pid

2

stop

20

現在値／目標値

ランのとき
ストップのとき

警報値 1

初期設定レベル

：5(K熱電対 -200～ 1300℃)
：ON/OFF 制御
：2 ( 上限 )
：20℃（偏差を設定します）
：100℃

入力種別
制御方式
警報種別
警報値 1
目標値

設定手順

電源投入

入力種別の設定

制御方式の設定

警報種別の設定

電源投入

運転レベル

目標値・警報値の設定

運転開始 運転開始

運転レベル

運転レベル

初期設定レベル

5

in-t

onof

cntl

2

alt1

100

  25

run

r-5

20

al-1

onof

run

Oキーを 1秒以上押す
制御が開始します
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4 - 10 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

代表的使用例 3（形 E5EC/AC 位置比例タイプのみ）

0

  25

Oキーを 3秒以上押す
制御が停止します

現在値／目標値

入力種別

M

M

入力種別
を確認します。

フローティング制御
であることを確認
します。

UDキーで目標値を
250℃に設定します。

初期設定レベル

：5(K 熱電対 -200 ～ 1300℃)
：フローティング制御
：EU/ 分
：45秒
：10 EU（℃）
：250℃

入力種別
制御方式
SPランプ時間単位
トラベルタイム
SPランプ設定値
目標値

設定手順

電源投入

入力種別の設定

制御方式の設定

トラベルタイムの
設定

電源投入

調整レベル

SPランプの設定

運転開始

運転レベル

運転レベル

初期設定レベル

5

in-t

flot

clfl

250

  25

UDキーでトラベル
タイムを 45秒に設定
します。

UDキーで
SPランプ設定値を
10℃に設定します。

トラベルタイム

SPランプ設定値

45

mot
45

Oキーを 1秒以上押す
制御が開始します

5

250

250

10

現在値／目標値

調整レベル

Oキーを押す (1秒未満 )

Oキーを押す (1秒未満 )

M

M

ラン状態であること
を確認します。 stop

ランのとき
ストップのとき

運転開始

運転レベル

250

  25

run

r-5

M

off

at

10

sprt

run

現在値／目標値

フローティング
制御のとき
クローズ制御
のとき

flot

clo5

運転レベル

目標値の設定

センサ配線前に
電源投入するとs.err

が表示されます
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4   基本的な使い方

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

4-2  初
期
設
定
例

4

4-1-5  通
信
設
定
レ
ベ
ル
へ
移
行
す
る
と
き

＊ ヒータ断線・SSR 故障検出機能ありの機種は、工場出荷状態では「補助出力 1 割付」の初期値が「ヒータ警報」と
なります。そのため警報 1機能が無効になり「警報 1種別」が表示されません。警報 1機能を有効にするには出力割
付で警報 1 を割り付けてください。
詳細については 「4-6-3 出力割付機能（制御出力割付は位置比例タイプでは使用できません）」を参照してください。

代表的使用例 2

0

  25

センサ配線前に電源投入すると
s.errが表示されます

Oキーを 3秒以上押す
制御が停止します

現在値／目標値

入力種別

M

M

M

UDキーで入力種別
を確認します

UDキーでPID 制御
を選択します。

警報の種別を
確認します

UDキーで目標値を
150℃に設定します。

警報 1種別＊ 2

初期設定レベル

：9(T 熱電対 -200 ～ 400℃)
：PID 制御

：2 ( 上限 )
：30℃
：150℃

入力種別
制御方式
AT（オートチューニング）実行によりPID 定数を求めます。
警報種別
警報値 1
目標値

設定手順

電源投入

入力種別の設定

制御方式の設定

警報種別の設定

電源投入

M

調整レベル

ATの実行

運転レベル

警報値の設定

運転開始

運転レベル

運転レベル

初期設定レベル

9

in-t

pid

cntl

2

alt1

150

  25

M

UDキーでSTを
OFFにします。

ST実行するとき
ST停止するとき

on
off

st

off

制御周期
を確認します。

制御周期（加熱）
（単位・秒）20

cp

20

Oキーを 1秒以上押す
制御が開始します

9

150

150

off

現在値／目標値

ATを実行します。

調整レベル

off

at
at-2

at-1

Oキーを押す (1秒未満 )

（PID 制御の場合）

Oキーを押す (1秒未満 )

AT実行時は動作表示
「TUNE」が点灯します。

PID の時 pidを
設定します。

リレー出力の場合は 20秒、
電圧出力（SSR 駆動用）のときは
2 秒を推奨します。
リニア電流出力の場合は、制御周期は
使用できません。

100%ATを実行

40％ATを実行

ATを中止

M

M

M

目標値が 150℃である
ことを確認します。

UDキーで警報値を
30℃に設定します。

ラン状態であること
を確認します。 stop

30

ランのとき
ストップのとき

警報値 1

運転開始

運転レベル

150

  25

run

r-5

30

al-1

run

現在値／目標値

ON/OFF制御のとき
PID のとき pid

onof

運転レベル

目標値の設定



4   基本的な使い方

4 - 12 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

4-3 入力の種別を設定するには
入力種別は測温抵抗体、熱電対、非接触温度センサ、アナログ入力があります。使用するセンサに応
じた入力種別を設定してください。

参考参考

キー操作は、OキーまたはMキーを押すと操作が確定します。またはキー操作を止めて
3秒以上待つと操作が確定します。

4-3-1 入力種別

「6：熱電対 Kの -20.0 ～ 500.0 ℃仕様」を設定します。

【操作手順】

1 Oキーを 3秒以上押し「運転レベル」から「初期設定レベル」へ
移行すると、「in-t：入力種別」が表示されます。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「6：K熱電対（-20.0～500.0℃）」を選択します。
初期値は「5：熱電対 K（-200 ～ 1300 ℃）」が設定されています。

5

in-t 入力種別

6

in-t
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4   基本的な使い方

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

4-3  入
力
の
種
別
を
設
定
す
る
に
は

4

4-3-1  入
力
種
別

入力種別一覧

初期値は「5」です。
＊ 形 E5CC-Uのみ選択できます（2014 年 5月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。

使用上の注意

センサ未接続、またはセンサ種別が異なる場合は、「s.err（S.ERR）：入力異常」が点滅表示さ
れます。センサ未接続の場合は、センサを接続してください。

センサ仕様 設定値 温度範囲（℃） 温度範囲（°Ｆ）

測温抵抗体

Pt100 0 -200 ～ 850 -300 ～ 1500

1 -199.9 ～ 500.0 -199.9 ～ 900.0

2 0.0 ～ 100.0 0.0 ～ 210.0

JPt100 3 -199.9 ～ 500.0 -199.9 ～ 900.0

4 0.0 ～ 100.0 0.0 ～ 210.0

熱電対

K 5 -200 ～ 1300 -300 ～ 2300

6 -20.0 ～ 500.0 0.0 ～ 900.0

J 7 -100 ～ 850 -100 ～ 1500

8 -20.0 ～ 400.0 0.0 ～ 750.0

T 9 -200 ～ 400 -300 ～ 700

10 -199.9 ～ 400.0 -199.9 ～ 700.0

E 11 -200 ～ 600 -300 ～ 1100

L 12 -100 ～ 850 -100 ～ 1500

U 13 -200 ～ 400 -300 ～ 700

14 -199.9 ～ 400.0 -199.9 ～ 700.0

N 15 -200 ～ 1300 -300 ～ 2300

R 16 0 ～ 1700 0 ～ 3000

S 17 0 ～ 1700 0 ～ 3000

B 18 100 ～ 1800 300 ～ 3200

C/W 19 0 ～ 2300 0 ～ 3200

PLⅡ 20 0 ～ 1300 0 ～ 2300

非接触温度
センサ
形 ES1B

10 ～ 70 ℃ 21 0 ～ 90 0 ～ 190

60 ～ 120 ℃ 22 0 ～ 120 0 ～ 240

115 ～ 165 ℃ 23 0 ～ 165 0 ～ 320

140 ～ 260 ℃ 24 0 ～ 260 0 ～ 500

電流
4～ 20mA 25 スケーリングにより次のいずれかの範囲

　-1999～ 9999　
　-199.9 ～ 999.9　
　-19.99 ～ 99.99　
　-1.999 ～ 9.999　

0～ 20mA 26

電圧

1～ 5V 27

0 ～ 5V 28

0 ～ 10V 29

0 ～ 50mV＊ 30

0.0 

s.err 
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4-4 温度単位を選択するには

•「℃」/「°Ｆ」を選択できます。
•「初期設定レベル」の「d-u：温度単位」で設定してください。初期値は、「c：℃」です。

℃を選択します。

＊ 形E5DC/DC-Bには温度単位表示はありません。

4-4-1 温度単位

【操作手順】

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、「d-u：温度単位」を選
択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「℃」を選択します。
初期値は：「c：℃」が設定されています。
c：℃　f：°Ｆ

c

d-u 温度単位

c

d-u
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4-5 PID 制御とON/OFF 制御を選択するに
は（位置比例タイプでは使用できませ
ん）

制御方式として 2自由度 PID 制御とON/OFF 制御があります。2自由度 PID 制御とON/OFF 制御の
切り替えは「初期設定レベル」の「PID・ON/OFF」で行います。設定内容が「pid」のとき 2自由度
PID 制御、「onof」のときON/OFF 制御になります。初期値は「onof」になっています。

 2 自由度 PID 制御
PID 制御の設定はAT（オートチューニング）、ST（セルフチューニング）、マニュアル設定で行い
ます。
PID制御では「比例帯（p）」「積分時間（i）」「微分時間（d）」を設定します。
加熱冷却制御の場合は、さらに「比例帯（冷却）（c-p）」「積分時間（冷却）（c-i）」「微分時間（冷
却）（c-d)」を設定します。

 ON/OFF制御
ON/OFF 制御とは現在の目標値より低いときは制御出力を ON にし、目標値以上のときは制御出
力をOFFにする制御をいいます。（逆動作のとき）
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4-6 出力仕様の設定

4-6-1 制御周期（位置比例タイプでは使用できません）

• 出力の周期（制御周期）を設定します。制御周期は短い方が制御性が良いで
すが、リレーの場合は寿命を考慮して 20秒以上で使用されることをお勧め
します。初期設定時に設定した後、必要に応じて試運転などで再調整してく
ださい。

• 制御周期は、「制御周期（加熱）」「制御周期（冷却）」（初期設定レベル）で
設定してください。初期値は、リレー出力「20秒」、電圧出力（SSR駆動
用）「2秒」です。

•「制御周期」は PID制御選択時のみ使用できます。
•「制御周期（冷却）」は加熱冷却制御時のみ使用できます。
• 制御出力がリニア電流出力の場合、「制御周期」は使用できません。

4-6-2 正／逆動作

• 現在値の増加に対応して操作量を増加させる制御を正動作、現在値の減少に
対応して操作量を増加させる制御を逆動作といいます。

たとえば、加熱制御では目標値（SP）より現在値（PV）が低いとき、その差
が大きいほど操作量を大きくします。つまり、加熱制御は「逆動作」で、加熱
制御と反対の動作をする冷却制御は、「正動作」です。「正動作」「逆動作」ど
ちらの場合も、制御出力 1割付は「o：制御出力（加熱側）」に設定します。
•「正／逆動作」（初期設定レベル）で設定してください。
初期値は、「or-r：逆動作」です。

正／逆動作および制御周期（加熱）を確認します。
「正／逆動作」＝「or-r：逆動作」
「制御周期（加熱）」＝「20（秒）」

【操作手順】
「制御周期（加熱）」の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、「cp：制御周期（加熱）」
を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「20」に設定します。
初期値はリレー出力の場合、「20」（秒）が設定されています。

cp 制御周期（加熱）

c-cp 制御周期（冷却）

orev

温度低い

操作量

100％

0％

設定値
正動作

温度高い 温度低い

操作量

100％

0％

設定値
逆動作

温度高い

20

cp 制御周期（加熱）

20

cp
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• 制御出力割付、補助出力割付の設定変更により、機能の割り当てを変更することができます。
• 初期状態では各出力に以下のような機能が割付けられています。

• 各出力に割り付けられる機能については  「制御出力1～2割付」（6-72ページ）、「補助出力1～4
割付」（6-73 ページ）を参照してください。

• また、標準／加熱冷却を切替えることにより、各出力は以下のように自動で初期化されます。

出力割付機能
補助出力点数が３点以下の場合

補助出力点数が４点の場合

＊1 ヒータ断線・SSR 故障検出機能ありの機種は初期値が「ヒータ警報（HA）」となります。そのため警報 1
機能が無効になり「警報 1 種別」が表示されません。警報 1 機能を有効にするには出力割付で警報 1 を割
り付けてください。プログラムパターンをOFF以外に変更した場合は、プログラム END出力となります。

＊ 2 形 E5GC で加熱冷却制御を使用される場合は、補助出力 1が制御出力（冷却側）となります。

「正／逆動作」の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、「orev：正／逆動作」を
選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「or-r：逆動作」を選択します。
初期値は「or-r：逆動作」が設定されています。

4-6-3 出力割付機能（制御出力割付は位置比例タイプでは使用できません）

パラメータ名 記号 初期状態
制御出力 1割付 out1 制御出力（加熱側）
制御出力 2割付 ( 形 E5CC/EC/AC のみ ) out2 割付なし
補助出力 1割付 sub1 警報 1＊ 1
補助出力 2割付 sub2 警報 2
補助出力 3割付 ( 形 E5CC/EC/EC-B/ACのみ ) sub3 警報 3
補助出力 4割付形 ( 形 E5EC/EC-B/AC のみ ) sub4 警報 4

パラメータ名 記号
制御出力 2なし 制御出力 2あり

標準 加熱冷却 標準 加熱冷却
制御出力 1割付 out1 制御出力（加熱側） 制御出力（加熱側） 制御出力（加熱側） 制御出力（加熱側）
制御出力 2割付 out2 － － 割付なし 制御出力（冷却側）
補助出力 1割付 sub1 警報 1　＊ 1 警報 1　＊ 1 警報 1　＊ 1 警報 1　＊ 1
補助出力 2割付 sub2 警報 2 制御出力

（冷却側）＊ 2
警報 2 警報 2

補助出力 3割付 sub3 警報 3 警報 3 警報 3 警報 3

パラメータ名 記号
制御出力 2なし 制御出力 2あり

標準 加熱冷却 標準 加熱冷却
制御出力 1割付 out1 制御出力（加熱側） 制御出力（加熱側） 制御出力（加熱側） 制御出力（加熱側）
制御出力 2割付 out2 － － 割付なし 制御出力（冷却側）
補助出力 1割付 sub1 警報 1　＊ 1 警報 1　＊ 1 警報 1　＊ 1 警報 1　＊ 1
補助出力 2割付 sub2 警報 2 警報 2 警報 2 警報 2
補助出力 3割付 sub3 警報 3 警報 3 警報 3 警報 3
補助出力 4割付 sub4 警報 4 制御出力（冷却側） 警報 4 警報 4

or-r

orev 正／逆動作

or-r

orev
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 警報機能について
本文中では、制御出力 1/2 割付または補助出力 1 ～ 4 割付のいずれかに警報機能が割り付けられ
ているときに警報機能を有するものとして表記しています。
例： 制御出力 1割付に警報 1を割り付けている場合 → 警報 1機能あり

また、制御出力 1/2 割付または補助出力 1 ～ 4 割付のいずれかに「内部補助リレー」を割り付け
た場合、警報機能を有するものとして表記しています。
例： 補助出力 1割付に内部補助リレー 1を割り付けている場合 → 警報 1～ 4機能あり

制御出力と補助出力の割付を設定します。
制御出力 1：制御出力（加熱側） 制御出力 2：制御出力（冷却側）
補助出力 1：警報 1 補助出力 2：警報 2

【操作手順】
「加熱冷却」の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、「s-hc：標準／加熱冷
却」を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーで「h-c」に設定します。
初期値は「stnd：標準」が設定されています。

＊ 各出力の割付内容の確認手順は以下のとおりです。
標準／加熱冷却を切替えると出力割付が自動で割り付くため、設定作業は不要です。 

「制御出力 1」の設定

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、「out1：制御出力 1 割
付」を選択します。

高機能設定レベル

2 ｢ o：制御出力（加熱側）」に設定します。
初期値は｢ o：制御出力（加熱側）を出力する ｣に設定されています。

「制御出力 2」の設定

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、「out2：制御出力 2 割
付」を選択します。

高機能設定レベル

2 「c-o：制御出力（冷却側）」に設定します。
｢標準／加熱冷却｣で｢ h-c：加熱冷却｣を選択した時点で、
｢ c-o ：制御出力（冷却側）を出力する｣に自動で変更されます。

「補助出力 1」の設定

1 「高機能設定レベル」で、Mキーを数回押し、「sub1：補助出力 1
割付」を選択します。

高機能設定レベル

2 UDキーで「alm1」を選択します。
初期値は｢ alm1：警報 1 ｣に設定されています。
ヒータ断線・SSR 故障検出機能ありの機種は初期値は「ha: ヒー
タ警報」に設定されています。

標準／

加熱冷却
stnd

5-hc

h-c

5-hc

制御出力 1割付

o

out1

o

out1

制御出力 2割付

c-o

out2

c-o

out2

補助出力 1割付

alm1

sub1

alm1

sub1
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• 励磁の場合、補助出力機能の状態がそのまま出力されます。非励磁の場合は、補助出力機能の状態
が反転して出力されます。

• 補助出力ごとに独立に設定できます。
• 励磁／非励磁は「補助出力 1～ 4非励磁」（高機能設定レベル）で設定します。
• 初期値は「n-o：励磁」です。

• 電断時および電源投入後、約2秒間は励磁／非励磁に関係なく警報はOFF（リレー接点開放）です。

「補助出力 2」の設定

1 高機能設定レベルでMキーを数回押し、「sub2：補助出力 2割付」
を選択します。

高機能設定レベル

2 UDキーで「alm2」を選択します。
初期値は｢ alm2：警報 2 ｣に設定されています。

4-6-4 補助出力の励磁／非励磁

補助出力機能 1～ 4 補助出力 動作表示（SUB1～ 4）

励磁（n-o） ON ON 点灯
OFF OFF 消灯

非励磁 (n-c) ON OFF 点灯
OFF ON 消灯

補助出力 2割付

alm2

sub2

alm2

sub2
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4-7 目標値を設定するには

•「運転／調整プロテクト」の設定値が「3」のときは、目標値が変更できません。
詳細については  「5-7 プロテクトをかけるには」（5-18 ページ）を参照してください。

• 変更する場合は、「現在値／目標値」（運転レベル）または「目標値／ SP（キャラクタ）」（運転レベ
ル）でUDキーを押して目的の値を設定してください。指定後 3秒で変更後の目標値に切り替わり
ます。

• マルチ SPを使用して、目標値８点を切り替えられます。
詳細については  「5-4 イベント入力を使うには」（5-10 ページ）を参照してください。

参考参考

• 桁数の多い数値の場合は、Sキー（シフトキー）を使用して、桁を指定して数値を変更する
ことができます。
例）「1000」℃を「1200」℃に変更するとき

運転レベル 電源投入時は「運転レベル」を表示します。工場出荷時は第１表示が現在値、
第２表示が目標値、第３表示が操作量（形 E5EC/EC-B/AC のみ）となって
います。

「現在値／目標値」表示画面選択（高機能設定レベル）で設定した内容が表示
されます。
詳細については  「4-13-1 「現在値／目標値」表示画面選択」（4-50 ペー
ジ）を参照してください。

4-7-1 目標値の変更

目標値を温度 0℃から 200 ℃に変更します。

【操作手順】

1 「運転レベル」でUDキーを数回押し、目標値「200」に設定し
ます。初期値は目標値が 0℃に設定されています。

運転レベル 

1 Sキーを 3回押します。
3桁目が点滅します。

運転レベル

2 Uキーを 2回押して「1200」に設定します。 運転レベル

0

  20

0

50.0

  20

200

  30

1000

30

1200

30
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4-8 ON/OFF 制御をするには
（位置比例タイプでは使用できません）
ON/OFF 制御とはあらかじめ目標値を設定し、制御中の温度が、目標値になると制御出力が OFF に
なる制御をいいます。操作量がOFF になると温度が下がり始め、再びONになります。ある位置でこ
の動作を繰り返し行います。そのとき、どれくらい温度が下がったときにONにするかを調節感度（加
熱）で設定します。また、現在値の増加もしくは減少に対応して操作量を増加させるか減少させるか
は「正／逆動作」で決定します。

• 2 自由度 PID 制御とON/OFF 制御の切り替えは「PID・ON/OFF」（初期設定レベル）で行います。設
定内容が「pid」のとき 2 自由度 PID 制御、「onof」のとき ON/OFF 制御になります。初期値は
「onof」になっています。

 調節感度
• ON/OFF 制御では、ONとOFFの切り替わり時にヒステリシスを持たせて、動作を安定させてい
ます。ヒステリシスの幅を「調節感度」と呼んでいます。制御出力（加熱側）機能、制御出力
（冷却側）機能について、それぞれ「調節感度（加熱）」「調節感度（冷却）」で設定します。

• 標準制御（加熱または冷却制御）では、調整レベルのヒステリシス設定において加熱・冷却制御
にかかわらず「調節感度（加熱）」での設定となります。

設定データ

4-8-1 ON/OFF 制御

記号 設定データ 用途 レベル
s-hc 標準／加熱冷却 制御方式指定 初期設定レベル
cntl PID・ON/OFF 制御方式指定 初期設定レベル
oreV 正／逆動作 制御方式指定 初期設定レベル
c-db デッドバンド 加熱冷却制御 調整レベル
hys 調節感度（加熱） ON/OFF 制御 調整レベル
chys 調節感度（冷却） ON/OFF 制御 調整レベル

調節感度

逆動作の場合

OFF OFFOFF

時間

ONON ONON

目標値

ヒータ
0

温度



4   基本的な使い方

4 - 22 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

ON/OFF 制御をするには「目標値」、「PID・ON/OFF」、「調節感度」の設定を行います。

PID・ON/OFF の設定

目標値の設定

調節感度の設定

4-8-2 設定

「初期設定レベル」で「PID・ON/OFF」が「onof」になっているか
確認します。

【操作手順】

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、「cntl：PID・ON/OFF」
を選択します。
初期値は「onof：ON/OFF 制御」に設定されています。

初期設定レベル 

目標値 200 ℃を設定します。設定値（目標値）は下段に表示されます。

【操作手順】

1 「運転レベル」で「現在値／目標値」を選択します。 運転レベル 

2 UDキーを押し、目標値を「200」に設定します。
初期値は｢ 0 ｣に設定されています。
設定値はMキーを押すか、設定後、3 秒以上たつと確定されます。

調節感度を 2.0 ℃に設定します。

【操作手順】

1 「調整レベル」でMキーを数回押し、「hys：調節感度（加熱）」を
選択します。

調整レベル 

2 UDキーを押し、調節感度を「2.0」に設定します。
初期値は「1.0」に設定されています。
設定値はMキーを押すか、設定後 3 秒以上たつと確定されます。

PID・ON/OFF

onof

cntl

現在値／目標値

100

  25

200

  25

調節感度（加熱）

1.0

 hys

2.0

 hys
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4-9 PID 定数を決めるには
（AT、ST、マニュアル設定）

 ATの動作説明
ATは「at-2：100%AT実行」「at-1：40%AT実行」を指定すると開始します。実行中は動作表
示「TUNE」が点灯します。
AT 実行中は「通信書込」「ラン／ストップ」「AT 実行／中止」「プログラムスタート」のみ変更可
能です。他の設定データは変更できません。

AT算出ゲイン
AT で PID 値を算出するときのゲインを設定します｡速応性を重視する場合は設定値を小さく､安定
性を重視する場合は設定値を大きくします｡

ATヒステリシス
AT実行中のリミットサイクル動作について､ ON、OFF 切り替え時にヒステリシスを持たせていま
す｡このパラメータは､そのヒステリシスを設定します｡

リミットサイクル操作量振幅
AT実行中のリミットサイクル動作時の操作量振幅を設定します。
＊ 100％ATでは無効です。

4-9-1 AT（オートチューニング）

• ＡTを実行すると、実行時の目標値に対する最適な PID定数を自動設定しま
す。操作量を強制的に変化させて制御対象の特性を求める方法（リミットサ
イクル法といいます）を採用しています。

• ATはリミットサイクルの操作量変化幅により、40%ATまたは100%ATを選
択して実行出来ます。「AT実行／中止」から「at-2：100%AT実行」
「at-1：40%AT実行」を指定してください。また、AT実行を中止したいと
きは「off：AT中止」を指定してください。

• 加熱冷却制御時または位置比例タイプのフローティング制御時は100％ATの
み実行可能です。

• 加熱冷却チューニング方式を「0（加熱と共通）」以外に設定すると、加熱側
と冷却側の両方の PID定数を自動設定します。

• STOP中およびON/OFF 制御中はAT（オートチューニング）を実行できま
せん。

• ATの結果は「調整レベル」の「比例帯（P）」「積分時間（I）」「微分時間
(D)」「比例帯（冷却）（C-P）」「積分時間（冷却）（C-I）」「微分時間（冷却）
(C-D)」に反映されます。

調整レベル

at

比例帯

8.0

   p

積分時間

233

i

微分時間

40

d

比例帯 (冷却 )

8.0

 c-p

積分時間 (冷却 )

233

c-i

微分時間 (冷却 )

40

c-d
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 40％AT
• リミットサイクルの操作量変化幅を『リミットサイクル操作量振幅』で変更することができます。
ただし、100％ATに比べてAT実行時間が長くなる事があります。
リミットサイクルを発生させるタイミングは、オートチューニングが実行開始時の偏差（DV）が
10％FS 未満かどうかで異なります。

 100％AT
• AT 実行開始時の偏差（DV）に関係なく下図のように動作します。AT実行時間を短くしたい場合
は 100％ATを選択してください。

使用上の注意

AT を実行するには、「ラン / ストップ」を「ラン」（初期値：ラン）、および「PID・ON/OFF
制御」を「PID」（初期値：ON/OFF) に設定する必要があります。「ラン / ストップ」が「ス
トップ」または「PID・ON/OFF」が「ON/OFF」の場合は、AT実行 /中止の設定データは表
示されません。

100％AT を実行します。

【操作手順】

1 「調整レベル」でMキーを数回押し、「at：AT実行 /中止」を選択
します。

調整レベル 

2 UDキーを押し、「at-2：100％AT実行」を選択します。
＊ AT実行中は動作表示「TUNE」が点灯します。

3 AT が終了すると「AT実行 /中止」は「off」に設定されます。 調整レベル 

現在値

目標値

AT開始 AT終了
時間

偏差 10％FS

偏差≧10％FS
リミットサイクル
操作量振幅 40%

現在値

目標値

AT開始 AT終了
時間

偏差 10％FS

偏差＜10％FS
リミットサイクル
操作量振幅 40%

現在値

目標値

AT開始 AT終了
時間

リミットサイクル
操作量振幅 100%

＊『リミットサイクル操作量振幅』は無効です。

AT実行／中止

off

at

at-2

at

off

at AT実行／中止
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■AT動作の補足説明
• ATは、制御する目標値に設定し、かつヒータなどの出力側の電源を入れた状態で、実行して
ください。

• ATは、どの現在温度から開始しても問題ありません。

参考参考

• PID 定数
制御特性がすでにわかっている場合は直接 PID 定数を設定して制御の調整を行います。
PID 定数は、「比例帯」（P）、「積分時間」（I）、「微分時間」（D）、「比例帯（冷却）」（C-P)、
「積分時間（冷却）」（C-I）、「微分時間（冷却）」（C-D）、（調整レベル）で設定します。

• 積分 /微分時間単位
AT を実行した結果、微分時間（D) が 10 秒未満になる場合は、制御性能をより良くするた
めに、「積分 /微分時間単位」（高機能設定レベル）を「0.1 秒」に設定し、再度ATを実行す
ることをお勧めします。
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参考参考

PID 定数
制御特性がすでにわかっている場合は直接PID 定数を設定して制御の調整を行います。
PID定数は、「比例帯」（P）、「積分時間」（I）、「微分時間」（D）、「比例帯（冷却）」（C-P)、「積
分時間（冷却）」（C-I）、「微分時間（冷却）」（C-D）、（調整レベル）で設定します。

 起動条件
運転開始時および目標値変更時に、次の条件を全て満たすときステップ応答法によるSTが起動します。

＊ 1 前回 SRT実施目標値は前回の SRTで PID定数を求めた目標値をいいます。
＊ 2 測定値が ST整定帯内にある状態。
＊ 3 60 秒ごとの現在値の変化幅がST整定帯以下である状態。

以下の場合、STにより PID 定数は変更されません。
（1）マニュアルにて PID 定数を変更した場合
（2）ATを実行した場合

上記操作後、再度STを起動したい場合は、STを一旦「OFF」に設定後、再度「ON」に設定してください。

4-9-2 ST（セルフチューニング）（位置比例タイプでは使用できません）

ST（セルフチューニング）とはデジタル調節計の運転開始時と目標変更時に
ステップ応答法（SRT）によりPID 定数を求める機能です。
一度STで PID 定数を求めたあとは、目標値が変更されない限り、次回の運転
開始時にSTは実行されません。
「初期設定レベル」で「ST」が「ON」のとき実行されます。
セルフチューニングを使用される場合は、デジタル調節計と負荷（ヒータな
ど）の電源を同時、あるいは負荷の電源を先に投入してください。デジタル調
節計の電源を投入してから負荷の電源を投入すると正しいセルフチューニング
および最適な制御ができなくなります。

STを実行します。

【操作手順】

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、「st：ST」を選択します。 初期設定レベル

2 UDキーを押し、「on：ST機能ON」を選択します。
初期値は「ON」に設定されています。
＊ ST実行中は動作表示「TUNE」が点滅します。

運転開始時 目標値変更時
1. 運転開始時の目標値が前回SRT実施目標値
（＊ 1）と異なる。

2. 運転開始時の温度と目標値の差が、（現状の比例
帯×1.27 ＋ 4℃）または（ST整定帯）の大き
い方より大きい。

3. 運転開始時の温度が逆動作のとき目標値より小
さく、正動作のとき目標値より大きい。

4. 入力異常からの復帰ではない。

1. 変更後の目標値が前回SRT実施目標値（＊ 1）
と異なる。

2. 目標値の変更幅が、（現状の比例帯×1.27 ＋ 4℃）
または（ST整定帯）の大きい方より大きい。

3. 逆動作のとき変更後の目標値が変更前の目標値
より大きく、正動作のとき変更後の目標値が変
更前の目標値より小さい。

4. 温度が整定状態（＊ 2）である（電源投入時出力
量が 0％のときは、平衡状態（＊ 3）でもよい）。

st

ST

on

st

on

st
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 ST整定帯

 RTの特長説明
• 通常モードでのAT/STによるPID定数でハンティングが発生した場合でも、RTモードでAT/ST
を行うとハンティングが起こりにくくなります。

• 通常モードでのAT/STによる PID定数で、目標値の手前で温度（PV）が停滞する現象が発生し
た場合、RTモードでAT/ST を行うと改善する傾向があります。

ST 整定帯は STが働く条件を決める設定値です。
整定帯幅を 20 ℃に設定します。

【操作手順】

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、「st-b：ST 整定帯」
を選択します。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、「20.0」に設定します。
初期値は「15.0」に設定されています。

4-9-3 RT（ロバストチューニング）（ATまたは STで使用します）

• RTを選択した状態でATやSTを実行すると、制御対象の特性が変化しても制
御性能が劣化しにくい PID定数を自動設定することができます。

• RTは「PID 制御」が選択された状態で高機能設定レベルから設定できます。
•「アナログ入力」が選択された状態ではRTモードは選択できません。
• つぎのような場合にはRTモードを選択してください。ハンティングが起こ
りにくくなります。
• 設定温度が固定でなく広い範囲で変更される場合
• 日中と夜間の気温差や季節変動などにより周囲温度の変動が大きい場合
• 周囲の風量や気流の変動が大きい場合
• 温度によりヒータ特性が変わる場合
• 位相制御型電力調整器など入出力が比例しないアクチュエータを使用する場合
• 昇温の速いヒータを使う場合
• 制御対象やセンサのむだ時間が大きい場合
• その他、通常モードでハンティングが起こる場合
＊ RTモードの切替により PID定数は工場出荷値に初期化されます。
＊ RTモードに変更した場合は、「積分／微分時間単位」設定が 0.1 秒単位と
なります。

ST整定帯

15.0

st-b

20.0

st-b

rt

温度
ハンディング大

設定値

制御開始
時間

温度
ハンディング改善

設定値

制御開始
時間

温度

設定値

制御開始
時間

温度

設定値

制御開始
時間
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• 操作量（MV）が飽和した場合、通常モードでのAT/ST による PID 制御と比較して、外乱に対す
るオーバーシュート量が多少大きくなることがあります。

RT を選択します。

【操作手順】

1 「高機能設定レベル」で M キー数回押し、「rt：RT（ロバスト
チューニング）」を選択します。

高機能設定レベル 

2 UDキーを押し、「on：RT機能ON」を選択します。
初期値は「off」に設定されています。

RT

off

rt

on

rt
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PID 定数のマニュアル設定は「調整レベル」の「比例帯（P）」「積分時間（I）」「微分時間（D）」を個
別に行います。

参考参考

比例動作
PID 定数の I（積分時間）、D（微分時間）を 0にすると比例動作となります。初期値では比例帯
の中央が目標値となります。
関連設定データ「マニュアルリセット値」（調整レベル）

4-9-4 マニュアル設定

「比例帯」＝「10.0」、「積分時間」＝「250」、「微分時間」＝「45」に
設定します。

【操作手順】
「比例帯」の設定

1 「調整レベル」でMキーを数回押し、「p：比例帯」を選択します。 調整レベル

2 UDキーを押し、「10.0」に設定します。
初期値は以下に設定されています。
・温度入力（℃または°Ｆ）：「8.0」
・アナログ入力（％FS）：「10.0」

「積分時間」の設定

1 「調整レベル」でMキーを数回押し、「i：積分時間」を選択します。 調整レベル

2 UDキーを押し、「250」に設定します。
初期値は以下に設定されています。
・「積分／微分時間単位」が 1s：233
・「積分／微分時間単位」が 0.1s：233.0

「微分時間」の設定

1 「調整レベル」でMキーを数回押し、「d：微分時間」を選択します。 調整レベル

2 UDキーを押し、「45」に設定します。
初期値は以下に設定されています。
・「積分／微分時間単位」が 1秒：40
・「積分／微分時間単位」が 0.1 秒：40.0

比例帯

8.0

   p

10.0

   p

積分時間

233

 i

250

 i

微分時間

40

 d

45

 d
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P（比例帯）を変化させたとき

I（積分時間）を変化させたとき

D（微分時間）を変化させたとき

大きくすると ゆっくりと立ち上がり整定時間が長くかかりますが
オーバーシュートしないようになります。

小さくすると オーバーシュートがおこりハンティングもありますが
早く設定値に到達し、安定します。

大きくすると
設定値になるまでの時間が長くなります。
整定時間がかかりますがハンティングやオーバー
シュート、アンダーシュートが小さくなります。

小さくすると
オーバーシュート、アンダーシュートがおこります。
ハンティングが生じます。
早く立ち上がります。

大きくすると
オーバーシュート、アンダーシュート整定時間とも小
さくなりますが自分自身の変化に細かいハンティング
を生じます。

小さくすると オーバーシュート、アンダーシュートが大きくなり、
設定値に戻るまで時間がかかります。

設
定
値

設
定
値

設
定
値

設
定
値

設
定
値

設
定
値
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4-10 警報を出すには
• 警報は、補助出力から出力されます。またリレー出力、電圧出力（SSR駆動用 )の場合は「制御出力
1/2 割付」に警報 1～ 4を割り付ける事でも警報を使用する事が出来ます。警報は、「警報種別」「警
報値」「警報ヒステリシス」「待機シーケンス」の組み合わせで警報条件が決まります。
詳細については  「4-11 警報ヒステリシス」（4-37 ページ）を参照してください。

• ここでは「警報種別」「警報値」「警報上限値」「警報下限値」について説明します。

4-10-1 警報種別

　

• 警報種別は「警報 1 ～ 4 種別」（初期設定レベル）で、警報ごとに個
別に設定します。

• 設定できる警報種別は下表のとおりです。
• ｢ 12：LBA ｣は警報 1のみで使用できます。ただし、位置比例タイプ
では無効です。

• ヒータ断線・SSR 故障検出機能ありの機種は、工場出荷状態では
「補助出力 1割付」の初期値が「ヒータ警報」となります。そのため
警報 1機能が無効になり「警報 1 種別」が表示されません。警報 1 
機能を有効にするには出力割付で警報 1 を割り付けてください
（ 「4-6-3 出力割付機能（制御出力割付は位置比例タイプでは使用
できません）」）。

　

設定値 警報種別
警報機能

機能説明
警報値（X）が正 警報値（X）が負

0 警報機能なし 出力OFF 警報機能なし。
1 上下限 ＊ 1 ＊ 2 目標値 (SP) に対する上方

の偏差を警報上限値 (H)、
下方の偏差を警報下限値
(L) で設定します。偏差外
でONとなります。

2
(初期値 )

上限 目標値 (SP) に対する上方
の偏差を警報値 (X) で設定
します。偏差以上でONと
なります。

3 下限 目標値 (SP) に対する下方
の偏差を警報値 (X) で設定
します。偏差以下でONと
なります。

4 上下限範囲 ＊ 1 ＊ 3 目標値 (SP) に対する上方
の偏差を警報上限値 (H)、
下方の偏差を警報下限値
(L) で設定します。偏差内
でONとなります。

5 上下限待機シーケ
ンス付 ＊ 1

＊ 5

＊ 4 ｢ 1: 上下限｣の警報動作に待
機シーケンスが付きます。
＊ 6

6 上限待機シーケン
ス付

｢ 2: 上限｣の警報動作に待機
シーケンスが付きます。＊ 6

7 下限待機シーケン
ス付

｢ 3: 下限｣の警報動作に待機
シーケンスが付きます。＊ 6

alt1 警報 1種別

alt2 警報 2種別

alt3 警報 3種別

alt4 警報 4種別

ON
OFF PV

L H

SP

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

L H

SP
PV

ON
OFF

L H

SP
PV

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

X

SP
PV
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4 - 32 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

＊ 1 設定値 1、4、5は警報種別の上・下限値が個別に設定でき、L,H で表しています。

8 絶対値上限 目標値 (SP) に関係なく、
現在値 (PV) が警報値 (X)
より大きいときに警報が
ON となります。

9 絶対値下限 目標値 (SP) に関係なく、
現在値 (PV) が警報値 (X)
より小さいときに警報が
ONとなります。

10 絶対値上限待機
シーケンス付

｢8:絶対値上限｣の警報動作に
待機シーケンスが付きます。
＊ 6

11 絶対値下限待機
シーケンス付

｢9:絶対値下限｣の警報動作に
待機シーケンスが付きます。
＊ 6

12 LBA（警報 1種別
のみ）

＊ 7

13 PV変化率警報 ＊ 8

14 SP絶対値上限 目標値 (SP) が警報値 (X)
より大きいときに警報が
ON となります。

15 SP絶対値下限 目標値 (SP) が警報値 (X)
より小さいときに警報が
ON となります。

16
　

MV絶対値上限＊ 9 標準制御時 標準制御時 操作量 (MV) が警報値 (X)
より大きいときに警報が
ON となります。

加熱冷却制御時
(加熱側操作量 )

加熱冷却制御時
(加熱側操作量 )

常時ON

17
　

MV絶対値下限＊ 9 標準制御時 標準制御時 操作量 (MV) が警報値 (X)
より小さいときに警報が
ON となります。

加熱冷却制御時
(冷却側操作量 )

加熱冷却制御時
(冷却側操作量 )

常時ON

18 RSP 絶対値上限
＊ 10

リモートSP(RSP) が警報
値 (X) より大きいときに警
報がONとなります。

19 RSP 絶対値下限
＊ 10

リモートSP(RSP) が警報
値 (X) より小さいときに警
報がONとなります。

設定値 警報種別
警報機能

機能説明
警報値（X）が正 警報値（X）が負

ON
OFF

0

X

PV
ON
OFF

0

X

PV

ON
OFF

0

X

PV
ON
OFF

0

X

PV

ON
OFF

0

X

PV
ON
OFF

0

X

PV

ON
OFF

0

X

PV
ON
OFF

0

X

PV

ON
OFF

0

X

SP
ON
OFF

0

X

SP

ON
OFF

0

X

SP
ON
OFF

0

X

SP

ON
OFF

0

X

MV
ON
OFF

0

X

MV

ON
OFF

0

X

MV

ON
OFF

0

X

MV
ON
OFF

0

X

MV

ON
OFF

0

X

MV

ON
OFF RSP

0

X ON
OFF

0

X

RSP

ON
OFF

0

X

RSP
ON
OFF

0

X

RSP
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4-10  警
報
を
出
す
に
は

4

4-10-1  警
報
種
別

＊ 2 設定値 1　上下限警報

＊ 3 設定値 4　上下限範囲

＊ 4 設定値 5　上下限待機シーケンス付警報
※上記　上下限警報で
・ケース 1.2 の場合、ヒステリシスが上限・下限で重なる場合は、常時OFF
・ケース 3の場合、 常時OFF

＊ 5 設定値 5　上下限待機シーケンス付警報
・ヒステリシスが上限・下限で重なる場合は、常時OFF

＊ 6 待機シーケンスの動作については 「待機シーケンス再起動」（6-58 ページ）を参照してください。
＊ 7 「5-11-1 ループ断線警報 (LBA)」 (5-27 ページ )を参照してください。
＊ 8 「● PV変化率警報」 (4-35 ページ )を参照してください。
＊ 9 加熱冷却制御時、ＭＶ絶対値上限警報は加熱側操作量のみに、またＭＶ絶対値下限警報は冷却側操

作量のみに機能します。
＊ 10 リモート SP入力ありの時に表示されます。SP モードがローカル SP／リモートSP いずれであっ

ても機能します。

L H SP

H<0、L>0

｜H｜＜｜L｜

ケース 1 ケース 2 ケース 3（常時ON）

L HSP

H＞0、L＜0

｜H｜＞｜L｜

H LSP

H＜0、L＜0

H＜0、L＞0

｜H｜≧｜L｜

H>0、L＜０

｜H｜≦｜L｜
H LSP

H L SP

L H SP
H＜0、L>0

｜H｜＜｜L｜

ケース 1 ケース 3（常時OFF）

H LSP

H＜0、L＜0

H＜0、L＞0

｜H｜≧｜L｜

H>0、L＜０

｜H｜≦｜L｜

H LSP

H L SP

L HSP
H>0、L<0

｜H｜>｜L｜

ケース 2
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警報 1を上限警報に設定します。目標値（SP）に対して現在値（PV）が 10 ℃超えると警報を出力し
ます（温度単位は℃）。
「警報 1種別」＝「2：上限」    
「警報値 1」＝「10」

4-10-2 警報値

• 警報値は、警報種別の表中に「X」で表されています。上・下限値を個別に設
定する場合、上限値については「H」、下限値については「L」で表されてい
ます。

• 偏差の上・下限警報にする場合、「警報上限値 1～ 4」「警報下限値 1～ 4」（運転
レベル）で、上限値および下限値をそれぞれ設定してください。

【操作手順】
「警報 1種別」の選択

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、「alt1：警報 1 種別」を
選択します。＊

初期設定レベル 

2 UDキーを押し、設定値「2」を設定します。
初期値は「2：上限」に設定されています。

「警報値」の設定

1 「運転レベル」でMキーを数回押し、「al-1：警報値 1」を
選択します。

運転レベル

2 UDキーを押し、設定値「10」を設定します。
初期値は「10」に設定されています。

警報下限値al1l

al2l

al3l

al4l

警報上限値al1h

al2h

al3h

al4h

警報値al-1

al-2

al-3

al-4

警報 1種別

2

alt1

2

alt1

0

al-1 警報値 1

10

al-1
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

4-10  警
報
を
出
す
に
は

4

4-10-2  警
報
値

＊ ヒータ断線・SSR 故障検出機能ありの機種は、工場出荷状態では「補助出力 1 割付」の初期値が「ヒータ警報」とな
ります。そのため警報1機能が無効になり「警報1種別」が表示されません。警報1機能を有効にするには出力割付で
警報1 を割り付けてください。詳細については 「4-6-3 出力割付機能（制御出力割付は位置比例タイプでは使用でき
ません）」を参照してください。

 PV変化率警報
PV 入力値に対して、任意に設定した周期ごとの変化幅を求めることができます。設定周期ごとに
前回値との差を演算し、演算結果が警報値を越えると警報を出力します。PV変化率の演算周期は、
「PV変化率演算周期」により 50ms 単位毎に設定出来ます。
警報値に正の値を設定すると、PV が上昇方向への変化率警報として働き、負の値を設定すると下
降方向への変化率警報として働きます。
警報値が「0」の場合、PV変化率警報は無効となります。

使用上の注意

PV 変化率演算周期を短く設定すると、PV 変化率警報機能を割付けた出力が短い周期で
ON/OFF を繰り返す動作になる可能性があります。そのため、PV変化率警報は警報ラッチON
で使用される事を推奨します。

設定データ 設定範囲 単位 初期値
PV変化率演算周期 1～ 999 サンプリング周期 20（1s）

警報値
0

警報機能

PV変化率演算周期毎のPV変化幅

時間

OFF

PV

OFF

ON ON
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4 - 36 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

 SP警報
目標値（SP）に対して「SP絶対値上限」、「SP絶対値下限」警報を設定可能です。
警報動作点の設定は「警報値 X」で行います。「警報 SP 選択」の設定により、対象 SP をランプ
SPまたは、ターゲット SPから選択可能です。
「警報ヒステリシス」設定も有効です。

 MV警報
操作量（MV）に対して「MV絶対値上限」、「MV絶対値下限」警報を設定可能です。
警報動作点の設定は「警報値X」で行います。「警報ヒステリシス」設定も有効です。

 RSP 警報
リモート SP入力に対して「RSP絶対値上限」「RSP絶対値下限」警報を設定可能です。
警報動作点の設定は「警報値X」で行います。「警報ヒステリシス」設定も有効です。

SP絶対値上限警報 SP絶対値下限警報

設定値以上で警報がONとなります。 設定値以下で警報がONとなります。

MV絶対値上限警報 MV絶対値下限警報

設定値以上で警報がONとなります。 設定値以下で警報がONとなります。

RSP 絶対値上限警報 RSP絶対値下限警報

設定値以上で警報がONとなります。 設定値以下で警報がONとなります。

ON

OFF
0

目標値
警報上限点
（例:100℃）

警報値（例:100℃）

例）

ON

OFF
0

目標値
警報下限点
（例:100℃）

例）

警報値（例:100℃）

ON

OFF
0

操作量
警報上限点
（例:80%）

警報値（例:80%）

例）標準制御時

ON

OFF
0

操作量
警報下限点
（例:20%）

例）標準制御時

警報値（例:20%）

ON

OFF
0

RSP
警報上限点
（例:100℃）

警報値（例:100℃）

例）

ON

OFF
0

RSP
警報下限点
（例:100℃）

例）

警報値（例:100℃）
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

4-11  警
報
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス

4

4-11-1  待
機
シ
ー
ケ
ン
ス

4-11 警報ヒステリシス
• 警報は、次のようにON/OFF 切り替え時にヒステリシスを設定できます。

• 警報ヒステリシスは「警報1～4ヒステリシス」（初期設定レベル）で、警報ごとに独立して設定します。
• MV警報以外の場合の初期値は、温度入力で「0.2（℃または °Ｆ）」、アナログ入力で「0.02％FS」です。
MV警報の場合の初期値は「0.50（％）」です。

• 現在値が一度、警報範囲外になって、次に警報範囲内に入るまで警報を出さない機能を「待機シー
ケンス」といいます。

• たとえば「下限」の場合、一般には電源投入時の現在値が目標値より小さいので警報範囲内になっ
て、そのままでは警報が ON になります。そこで「下限待機シーケンス付」を選ぶと、現在値が一
度警報設定値を上回って警報範囲外に出て、再び現在値が警報値を下回ったとき、初めて警報がON
になります。

 再起動
• 警報が出力されると待機シーケンスは解除されますが、その後「待機シーケンス再起動」（高機
能設定レベル）に従って再起動（リセット）されます。
詳細については  「第 6 章 設定データ」の「待機シーケンス再起動」（6-58 ページ）を参照
してください。

4-11-1 待機シーケンス

ON
警報ヒステリシス

警報値

上限警報

OFF

ON
警報ヒステリシス

警報値

下限警報

OFF
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• 警報ラッチとは、警報がいったんONになると、警報ラッチの解除操作をするまで温度にかかわりな
く、常にONとなる機能です。

警報ラッチの解除には以下の方法があります。
• 電源のOFF による解除（ただし、初期設定レベル、通信設定レベル、高機能設定レベル、校正レ
ベルへ切り替えた場合も解除されます）。

• PF キーからの解除。
• イベント入力からの解除

PFキーの設定方法については  「5-18 PF キーを設定するには」（5-51 ページ）・イベントの設定
方法については  「5-4 イベント入力を使うには」（5-10 ページ）を参照してください。

 警報動作のまとめ
警報についての動作をまとめると次の例（下限待機シーケンス付、励磁の場合）のようになります。

設定データ

＊ 1～ 4

4-11-2 警報ラッチ

記号 設定データ 用途 レベル
alh＊ 警報 1～ 4ヒステリシス 警報 初期設定レベル
rest 待機シーケンス再起動 警報 高機能設定レベル

警報値

警報

出力

ON

PV

時間

警報ヒステリシス

警報種別：下限待機シーケンス付

待機シーケンス
解除

OFF
ON（閉）
OFF（開）
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4
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4-12 ヒータ断線警報またはSSR故障警報を
使うとき
（位置比例タイプでは使用できません）
この機能は、ヒータ断線・SSR 故障検出機能付きの機種で使用できます。

 ヒータ断線警報とは
CTセンサを使って、制御出力がONしているときのヒータ電流値を測定し、ヒータ電流値が「ヒー
タ断検出」を下回ったら、警報を出力する機能です。

制御出力 (冷却側 )では使用できません。
工場出荷状態では「補助出力 1割付」に「ヒータ警報」が割り付けられています。そのため警報 1
機能が無効になり「警報 1種別」が表示されません。警報の出力先は出力割付により変更すること
ができます。詳細については  「4-6-3 出力割付機能（制御出力割付は位置比例タイプでは使用
できません）」（4-17 ページ）を参照してください。
警報 1～ 4などとOR出力したい場合は、「総合警報」に割り付けます。
「総合警報」については、  「5-9 複数の警報を OR 出力させたいとき」（5-23 ページ）を参照し
てください。

 設定項目

4-12-1 ヒータ断線警報

設定／モニタ項目 第 1表示 値 第 2表示 レベル
ヒータ断使用 hbu OFF、ON

（初期値ON）
off、
on

高機能設定レベル

ヒータ断ラッチ hbl OFF( 初期値 )、ON off、on
ヒータ断
ヒステリシス

hbh 0.1 ～ 50.0A
（初期値 0.1A）

0.1 ～ 50.0

ヒータ断検出
（警報電流値）

hb1

hb2

0.0 ～ 50.0A
（初期値 0.0A）

0.0 ～ 50.0 調整レベル

ヒータ電流値
モニタ

ct1

ct2

0.0 ～ 55.0A 0.0 ～ 55.0

補助出力割付 sub1 ～ sub4 HB：ヒータ断線警報
または
HA：ヒータ警報

hbまたは ha 高機能設定レベル

温度センサ 
  形 E5□C

SSR 

電圧出力 
（SSR駆動） 

CT 

電流値 補助出力 
（ヒータ断線警報を割付） 

× ヒータ断線 
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上図で Ton の間に、ヒータ電流値が「hb1」「hb2」（ヒータ断検出（警報電流値））より大きい場
合、通電有り（正常）とし、ヒータ断線警報はOFFとなります。
Ton の間に、ヒータ電流値が「hb1」「hb2」（ヒータ断検出（警報電流値））以下の場合、ヒータ断
線警報はONとなります。
なお、制御出力（加熱側）の ON 時間（Ton）が 100ms（制御周期 0.1s、0.2s の場合は 30ms）
以下の場合、ヒータ断線の検出を行いません。

• ヒータ電源は、形E5□Cの電源に対して同時または先に投入してください。ヒータ電源が後から
投入されると、ヒータ断線警報が出力されます。

• ヒータ断線警報時も、制御は継続して行われます。
• ヒータの定格電流値と実際にヒータに流れる電流値とは一致しないことがあります。
「ヒータ電流値 1モニタ」「ヒータ電流値 2モニタ」で実使用状態の電流値を確認してください。

• 正常時と異常時の電流値が小さいと検出が不安定となります。検出を安定させるためには電流値
の差が、10.0A 未満のヒータでは 1.0A 以上、10.0A 以上のヒータでは 2.5A 以上になるように
設定してください。ヒータ電流が小さい場合は負荷線を下図のように複数回貫通するように巻い
てください。1回巻けば検出電流は 2倍となります。

使用上の注意

UL認証上、形 E54-CT1L または形 E54-CT3L の CT は、工場配線（盤内配線）で使用して
ください。工場配線（盤内配線）ではなく現場配線（盤外配線）では、ULカテゴリ：XOBA
または XOBA7 でリスティング認証を受けたCTを使用してくだい。

制御出力（加熱）

OFF

ON

Ton Toff

負荷線

CT
ヒータ断検出 1/2 設定値　＝

(正常時の電流値 + 断線時の電流値 )×貫通回数
2
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 操作手順

「高機能設定レベル」の「ヒータ断使用：ON」と調整レベルの
「ヒータ断検出 1」を設定します。
「ヒータ断検出 1」＝「2.5」

【操作手順】
「ヒータ断使用」の確認

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、「hbu」（ヒータ断使
用）を選択します。

高機能設定レベル

2 設定値が「on：有効」( 初期値 ) に設定されているか確認します。

「ヒータ電流値」の確認

1 「調整レベル」でMキーを数回押し、「ct1：ヒータ電流値 1 モニ
タ」を選択します。

調整レベル

2 ヒータ断線を検知するCT入力からのヒータ電流値を確認します。
モニタ範囲は、0.0 ～ 55.0A です。

「ヒータ断検出」の設定

1 「調整レベル」でMキーを数回押し、「hb1：ヒータ断検出 1」を選
択します。

調整レベル

2 UDキーを押し、設定値を「2.5」に設定します。
 「4-12-4 検出電流値の求め方」（4-45 ページ）を参照して値

を設定します。

ヒータ断使用

on

hbu

on

hbu

ヒータ電流値 1

モニタ0.0

ct1

0.0

ct1

ヒータ断検出 1

0.0

hb1

2.5

hb1
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 SSR 故障警報とは
CT センサを使って、制御出力が OＦＦ しているときのヒータ電流値を測定し、ヒータ電流値が
「SSR 故障検出」を上回ったら、警報を出力する機能です。

制御出力 (冷却側 )では使用できません。
工場出荷時には、SSR 故障警報の状態は補助出力 1 に出力されます。出力割付により出力先を変
更することができます。
警報 1～ 4などとORを出力したい場合は、「総合警報」に割り付けます。「総合警報」については、
 「5-9 複数の警報をOR出力させたいとき」（5-23 ページ）を参照してください。

 設定項目

4-12-2 SSR 故障警報

制御出力（加熱側） ヒータへの通電 SSR故障警報
OFF 有（SSR故障状態） ON

無（正常） OFF

設定／モニタ項目 第 1表示 値 第 2表示 レベル
SSR故障使用 hsu OFF、

ON( 初期値 )
off、on 高機能設定レベル

SSR故障ラッチ hsl OFF( 初期値 )、
ON

off、on

SSR故障
ヒステリシス

hsh 0.1 ～ 50.0A
（初期値 0.1A）

0.1 ～ 50.0

SSR故障検出
（警報電流値）

hs1

hs2

0.0 ～ 50.0A
（初期値 50.0A）

0.0 ～ 50.0 調整レベル

漏れ電流値モニタ lcr1

lcr2

0.0 ～ 55.0A 0.0 ～ 55.0

補助出力割付 sub1～ sub4 HS：SSR
故障警報
または
HA：ヒータ警報

hsまたは ha 高機能設定レベル

温度センサ 
形 E5□C  

SSR 

電圧出力 
（SSR駆動） 

CT 

電流値 補助出力 
（SSR故障警報を割付） 

× SSR故障 
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上図で Toff の間に、漏れ電流値が「hs1」「hs2」（SSR故障検出（警報電流値））未満の場合、通
電無し（正常）とし、SSR故障警報はOFFとなります。
Toff の間に、漏れ電流値が「hs1」「hs2」（SSR故障検出（警報電流値））以上の場合、SSR故障
警報はONとなります。
なお、制御出力（加熱側）のOFF 時間（Toff）が 100ms（制御周期 0.1s、0.2s の場合は 35ms）
以下の場合、SSR故障の検出を行いません。
• SSR故障警報時も、制御は継続して行われます。
• ヒータの定格電流値と実際にヒータに流れる電流値とは一致しないことがあります。
「漏れ電流値 1モニタ」「漏れ電流値 2モニタ」で実使用状態の電流値を確認してください。

「高機能設定レベル」の「SSR 故障使用：ON」と調整レベルの「SSR
故障検出 1」を設定します。
「SSR 故障検出 1」＝「2.5」

【操作手順】
「SSR 故障使用」の設定

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、「hsu：SSR故障使用」
を選択します。

高機能設定レベル

2 設定値が「on：有効」( 初期値 ) に設定されているか確認します。

「漏れ電流値モニタ」の設定

1 「調整レベル」でMキーを数回押し、「lcr1：漏れ電流値 1 モニ
タ」を選択します。

調整レベル

2 SSRの短絡故障を検知するCT入力からのヒータの電流値をモニタ
します。
モニタ範囲は、0.0 ～ 55.0A です。

「SSR故障検出」の設定

1 「調整レベル」でMキーを数回押し「hs1：SSR 故障検出 1」を
選択します。

調整レベル

2 UDキーを押し、設定値を「2.5」に設定します。
  「4-12-4 検出電流値の求め方」（4-45 ページ）を参照して値
を設定します。

制御出力（加熱）

OFF

ON

Ton Toff

SSR故障使用

on

hsu

on

hsu

漏れ電流値 1 

モニタ0.0

lcr1

1.0

lcr1

SSR故障検出 1

50.0

hs1

2.5

hs1
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• 正常時と異常時の電流値が小さいと検出が不安定となります。検出を安定させるためには電流値
の差が、10.0A 未満のヒータでは 1.0A 以上、10.0A 以上のヒータでは 2.5A 以上になるように
設定してください。ヒータ電流が小さい場合は負荷線を下図のように複数回貫通するように巻い
てください。1回巻けば検出電流は 2倍となります。

使用上の注意

UL認証上、形 E54-CT1L または形 E54-CT3L の CT は、工場配線（盤内配線）で使用して
ください。工場配線（盤内配線）ではなく現場配線（盤外配線）では、ULカテゴリ：XOBA
または XOBA7 でリスティング認証を受けたCTを使用してくだい。

• この機能はヒータ断線・SSR故障警報付きの機種で使用できます。
形 E5CCでは CTを端子 16、17（CT1）または 17、18（CT2）に、形 E5CC-B では CTを 21、
22（CT1）に、形 E5EC/ACではCTを端子 19、20（CT1）または 20、21（CT2）に、形 E5EC-B
では CT を 25、26（CT1）に、形 E5DC/DC-B/GC では CT を端子 7、8（CT1）にあらかじめ
接続してCTの穴にヒータ電線を通します。使用できるCTの仕様・形式・外形寸法については 
「A-2 CT について」（A-9 ページ）を参照してください。

(1) 単相の場合
単相の場合：CTは下図の位置に設置してください。

(2) 三相の場合
3 相電源を使用した場合、ヒータ断線／SSR故障を検出するためには、結線の種類にかか
わらず 2個のCTが必要です。

(a) デルタ結線：CTの取り付け位置は下図を参照してください。
＊ヒータの電圧変動が考慮されていませんので検出電流の設定にはご注意ください。

4-12-3 CT（電流検出器）の取り付けについて

負荷線

CT
SSR故障検出 1/2 設定値　＝

(（出力OFF時の）漏れ電流値＋SSR故障時の電流値 )× 貫通回数
2

CT

負荷 負荷：ヒータなど

ACライン

製品
CT入力へ

CT

負荷：ヒータなど
ACライン

製品
CT入力へ

CT
ACライン

製品
CT入力へ

負荷

負
荷

負
荷
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(b) スター結線：CTの取り付け位置は下図を参照してください。
＊ヒータの電圧変動が考慮されていませんので検出電流の設定にはご注意ください。

(c) V 結線：CTの取り付け位置は下図を参照してください。
＊ヒータの電圧変動が考慮されていませんので検出電流の設定にはご注意ください。

次の式で設定値を求めてください。

• ヒータを2本以上CTに通したときの断線時の電流値は、最も小さい電流値のヒータが断線したとき
の値としてください。（すべて同じ電流値のときは 1本が断線したときの値）

例：

• 次の条件を満足するようにしてください。
10.0A 未満のヒータ： 正常時の電流値－断線時の電流値≧ 1A

1A未満のときは検出が不安定になります。
10.0A 以上のヒータ： 正常時の電流値－断線時の電流値≧ 2.5A

2.5A 未満のときは検出が不安定になります。
• 設定値の範囲は 0.1 ～ 49.9A です。設定値が「0.0」または「50.0」のときは、ヒータ断線・SSR故
障検出を行いません。
「0.0」のときは、

ヒータ断線警報＝「OFF」、SSR故障警報＝「ON」
「50.0」のときは、

ヒータ断線警報＝「ON」、SSR故障警報＝「OFF」となります。
• ヒータの正常電流値の合計は50A以下としてください。55.0Aを超えるときは「ヒータ電流値1/2モ
ニタ」「漏れ電流値 1/2 モニタ」では「ffff」を表示します。

4-12-4 検出電流値の求め方

CT

負荷：ヒータなど

ACライン

製品
CT入力へ

CT
製品
CT入力へ

負
荷

負
荷

負
荷

CT

負荷：ヒータなど

ACライン

製品
CT入力へ

CT
製品
CT入力へ

負
荷

負
荷

ヒータ断検出 1/2 設定値　＝
正常時の電流値 + 断線時の電流値

2

SSR故障検出 1/2 設定値 ＝
（出力OFF時の）漏れ電流値 + SSR故障時の電流値

2

ヒータ断検出 1/2 設定値 ＝
（正常時の電流値＋断線時の電流値）×貫通回数

2
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(1) 単相の場合
（例）AC200V、1kWのヒータ 1本を使用する場合

正常時の電流のヒータ電源は 5A、断線時の電流が 0Aであるためヒータ断線検出電流値は

（例）AC200V、1kWのヒータ 3本を使用する場合

正常時の電流のヒータ電源は 15A、断線時の電流が 10A であるためヒータ断線検出電流
値は

4-12-5 使用例

【正常時】 【断線時】

【正常時】 【断線時】

CT

5A

5A

負荷

ACライン

製品
CT入力へ

200V

CT

0A

負荷 負荷：ヒータなど

ACライン

製品

断線

CT入力へ

200V

∴ヒータ断線検出電流値　＝
正常時の電流値 + 断線時の電流値

2

＝ ＝　2.5［A］となります。
5 + 0
2

CT

15A

15A

負荷

製品
CT入力へ

200V 負荷 負荷

CT

10A

10A

負荷

製品
CT入力へ

200V 負荷 負荷
断線

∴ヒータ断線検出電流値　＝
正常時の電流値 + ヒータ断線時の電流値

2

＝ ＝ 12.5［A］となります。
15 + 10
2
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(2) 三相の場合

(a) デルタ結線
（例）AC200V、2kWのヒータ 3本を使用したとき

各相の正常時の電流は 17.3A（≒√ 3×10A）となります。

負荷線側で断線したときのヒータ断線検出電流値は
ヒータ断線検出電流値＝（17.3 ＋ 15）/2 ＝ 16.15［A］

負荷側で断線したときのヒータ断線検出電流値は
ヒータ断線検出電流値＝（17.3 ＋ 10）/2 ＝ 13.65［A］

となり、いずれの場合でも検出できるようにするためには、16.1A をヒータ断線検出
電流とします。

【正常時】

【断線時】 【断線時】

断線時の電流＝10A×√ 3×（√ 3/2）＝ 15A 断線時の電流＝10A×√ 3×（1/√ 3）＝ 10A

CT製品
CT入力へ

CT
製品
CT入力へ

負荷

負
荷

負
荷

17.3A

17.3A

17.3A

200V

200V

200V

CT製品
CT入力へ

CT
製品
CT入力へ

負荷

負
荷

負
荷

15A

15A

200V

200V

200V

断線

CT製品
CT入力へ

CT
製品
CT入力へ

負荷

負
荷

負
荷

10A

断線

17.3A

10A

200V

200V

200V
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(b) スター結線
（例）AC200V、2kWのヒータ 3本を使用したとき

各相の正常時の電流は　5.8A（≒ 10A×（1/ √ 3））となります。

本結線の場合のヒータ断線検出電流は　5.4A（＝（5.8 ＋ 5）/2）となります。

【正常時】

【断線時】 【断線時】

断線時の電流＝ 10A×（1/ √ 3）×
（√ 3/2）＝ 5A

断線時の電流＝ 10A×（1/ √ 3）×
（√ 3/2）＝ 5A

CT

負荷：ヒータなど

製品
CT入力へ

CT
製品
CT入力へ

負
荷

負
荷

負
荷

5.8A

5.8A

5.8A

200V

200V

200V

CT

負荷：ヒータなど

製品
CT入力へ

CT
製品
CT入力へ

負
荷

負
荷

負
荷

5A

5A

200V

200V

200V

断線

CT

負荷：ヒータなど

製品
CT入力へ

CT
製品
CT入力へ

負
荷

負
荷

負
荷

5A

5A

200V

200V

200V

断線
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(c) V 結線
（例）AC200V、2kWのヒータ 2本を使用したとき

コモン側で断線したときのヒータ断線検出電流値は
ヒータ断線検出電流値＝（10＋ 5）/2 ＝ 7.5［A］

負荷側で断線したときのヒータ断線検出電流値は
ヒータ断線検出電流値＝（10＋ 0）/2 ＝ 5［A］

となり、いずれの場合でも検出できるようにするためには、7.5A をヒータ断線検出電
流とします。

【正常時】

【断線時】 【断線時】

断線時の電流＝ 10A×（1/2）＝ 5A 断線時の電流＝ 0A

CT
製品
CT入力へ

CT
製品
CT入力へ

負
荷

負
荷

10A

17.3A

10A

200V

200V

200V
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製品
CT入力へ

CT
製品
CT入力へ

負
荷

負
荷

5A

5A

200V

200V

200V

断線
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製品
CT入力へ
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製品
CT入力へ

負
荷

負
荷

10A

10A

200V

200V

200V

断線
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4-13「現在値／目標値」表示をカスタマイズ
するには

「現在値／目標値」表示画面選択の設定により第 1 表示、第 2 表示および第 3 表示には以下内容が表
示されます。

「現在値／目標値」表示画面選択（高機能設定レベル）の設定により、第 1表示、第 2表示、および第
3表示には以下の内容が表示されます。

＊ 警報 1種別設定により、「警報値 1」が無効の場合も警報値 1が表示されますが、値は無効です。

温度入力時の小数点位置は、選択したセンサにより自動的に設定され、アナログ入力時は「小数点位
置」の設定に従います。

「現在値／目標値」表示画面選択

 加熱冷却制御時の操作量の表示について ( 位置比例タイプでは使用できません )
加熱冷却制御時に「現在値／目標値／操作量」で表示する操作量を「操作量（加熱）」「操作量（冷
却）」から選択します。
この設定データは、加熱冷却制御の場合で「現在値／目標値」表示画面選択、またはモニタ／設定
項目で「現在値／目標値／操作量」が選択されている場合のみ表示されます。

4-13-1 「現在値／目標値」表示画面選択

設定値 第 1表示 第 2表示 第 3表示（形 E5EC/EC-B/AC のみ）
0 表示なし 表示なし 表示なし
1 現在値 目標値 表示なし
2 現在値 表示なし 表示なし
3 目標値 SP（キャラクタ表示） 表示なし
4 現在値 目標値 操作量

（位置比例タイプはバルブ開度）
5 現在値 目標値 マルチ SPNo.
6 現在値 目標値 ソーク残り時間
7 現在値 目標値 内部目標値（ランプ SP）
8 現在値 目標値 警報値 1＊

　 モニタ範囲 単位

現在値 温度入力：各センサの指示範囲に従う
アナログ入力：スケーリング下限値－5%FS～スケーリング上限値＋5%FS EU

　 設定（モニタ）範囲 単位
目標値 　目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 EU

記号 　設定データ 初期値 レベル
spd1 「現在値／目標値 (1)」表示画面選択 4 高機能設定レベル
spd2 「現在値／目標値 (2)」表示画面選択 0

記号 設定データ 設定値 表示内容 レベル
odsl 操作量表示選択 o 操作量（加熱） 高機能設定レベル

c-o 操作量（冷却）



5 - 1形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

5
5-1 入力値を補正するには . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5-3

5-2 スケーリングの上下限設定 （アナログ入力）をするには . . . . . . . . . . . . . . .5-5

5-3 加熱冷却をするには （位置比例タイプでは使用できません）  . . . . . . . . . . . .5-7
5-3-1 加熱冷却制御 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5-7

5-4 イベント入力を使うには  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5-10
5-4-1 イベント入力の設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-10
5-4-2 マルチ SPの使用方法  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-10
5-4-3 マルチ SP以外の動作指令について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-11

5-5 目標値に上下限設定範囲を設定するには  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5-14
5-5-1 目標値リミッタ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-14
5-5-2 設定  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-15

5-6 SP ランプ機能（目標値の変化率制限）を行うには . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5-16
5-6-1 SPランプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-16

5-7 プロテクトをかけるには  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5-18
5-7-1 プロテクト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-18
5-7-2 プロテクトレベル移行パスワード設定  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-19

5-8 変更したパラメータのみを表示するには  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5-21
5-8-1 変更パラメータ表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-21

5-9 複数の警報をOR出力させたいとき . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5-23
5-9-1 総合警報  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-23

5-10 警報ディレー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5-25
5-10-1 警報ディレー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-25

5-11 ループ断線警報 （位置比例タイプでは使用できません） . . . . . . . . . . . . . . .5-27
5-11-1 ループ断線警報（LBA） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-27

5-12 マニュアル制御を行うには . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5-30
5-12-1 マニュアル操作量  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-30

5-13 現在値や目標値などを伝送出力するには  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5-34
5-13-1 伝送出力機能 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-34
5-13-2 簡易伝送出力機能  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-37

応用的な使い方



5   応用的な使い方

5 - 2 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

5-14 簡易プログラムを使うには . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-40
5-14-1 簡易プログラム機能  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-40
5-14-2 プログラムエンド時の動作  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-42
5-14-3 応用的な簡易プログラムの使用例  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-44

5-15 出力の調整関連機能  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-45
5-15-1 出力リミット  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-45
5-15-2 ストップ時操作量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-46
5-15-3 異常時操作量  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-46

5-16 開平演算を使用するには . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-48
5-16-1 開平演算 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-48

5-17 操作量の変化幅を設定するには . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-49
5-17-1 操作量変化率リミット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-49

5-18 PF キーを設定するには  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-51
5-18-1 PF設定  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-51

5-19 PV/SV ステータスを表示するには  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-54
5-19-1 PV/SVステータス表示機能  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-54

5-20 リモートSP 機能を使用するには . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-56

5-21 バルブを制御するには（位置比例タイプで使用できます）  . . . . . . . . . . . . . 5-59

5-22 簡易演算機能について  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-61
5-22-1 簡易演算機能とは（CX-Thermo） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-61
5-22-2 簡易演算を使うには  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-61
5-22-3 ステータス表示メッセージを使うには . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-69

5-23 設定値を初期化するには . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-71



5 - 3

5   応用的な使い方

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

5-1  入
力
値
を
補
正
す
る
に
は

5

  

5-1 入力値を補正するには

 入力補正
PVの補正をするために、「PV入力傾き補正係数」「PV入力補正値」が設定できます。

• PV入力傾き補正係数と PV入力補正値演算の詳細
演算入力を PVi、演算結果を PVo、PV 入力傾き補正係数を INRT、PV 入力補正値を INS で表
すと PVo=(PVi×INRT) ＋ INS  となります。

 移動平均
• ノイズ成分などによる入力の急激な変化を抑えるための機能として、入力に移動平均を用意して
います。

• 移動平均には「移動平均回数」の設定がありOFF/2/4/8/16/32 回の中から選択します。
• 初期値はOFF( 無効状態 )です。

設定データ 設定範囲 単位 初期値

PV入力補正値
温度：-199.9 ～ 999.9 ℃または °Ｆ 0.0

アナログ：-1999～ 9999 EU 0

PV入力傾き補正係数 0.001 ～ 9.999 なし 1.000

設定データ 設定範囲 単位 初期値
入力移動平均回数 OFF、2、4、8、16、32 回 OFF

入力データ 演算結果

時間
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 PV入力補正の方法

(1) 補正したい点を 2点抽出し、それぞれの点の補正後の現在値を決めます。
例）補正前現在値：500℃→補正後現在値：550 ℃
補正前現在値：1000 ℃→補正後現在値：970 ℃

(2) 上記結果より、「PV入力傾き補正係数」を求めます。
（970 － 550）/（1000 － 500）=0.840 
※このとき「PV入力傾き補正係数」はデジタル調節計にはまだ設定しないでください。

(3) デジタル調節計の現在値表示が補正したい点になるようにします。
例）現在温度が 500 ℃になるようにします。

(4) （3）の後、「PV入力傾き補正係数」に（2）で求めた値を設定します。
例）PV入力傾き補正係数を「0.840」に設定します。

(5) 設定後の現在値（PV）を読み取ります。
例）現在値が 420℃と表示されます。

(6) 期待する補正後の現在値と（5）で求めた現在値との差を求めます。
例）550℃－ 420℃＝ 130 ℃

(7) 「PV 入力補正値」に（6）で求めた値を設定します。
例）「PV入力補正値」に 130 ℃を設定します。

補正後

970℃

補正前500℃ 1000℃－200℃ 1300℃

1000℃を970℃に補正

500℃

550℃

1000℃

500℃を550℃に補正
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5-2 スケーリングの上下限設定
（アナログ入力）をするには
 アナログ入力の場合

• アナログ入力の場合は、制御内容に合わせたスケーリングが可能です。
• スケーリングには「スケーリング上限値」「スケーリング下限値」「小数点位
置」（初期設定レベル）を設定します。これらの設定データは、温度入力種
別が選択されているときは使用できません。

•「スケーリング上限値」は、入力の上限値で表される物理量、「スケーリング
下限値」は、入力の下限値で表される物理量を設定します。また、「小数点
位置」は、小数点以下の桁数を指定します。

• 次の図は、アナログ入力タイプの 4～ 20mA入力のスケーリング例です。ス
ケーリング後は温度を直読できます。また、小数点位置＝ 1とします。

入力が 4 ～ 20mA で 10.0％～ 95.0％を表示するように設定します。

【操作手順】
「入力種別」の設定

1 「初期設定レベル」へ移行し、先頭の「in-t：入力種別」を表示し
ます。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「25」を設定します。
初期値は「5」が設定されています。

「スケーリング上限値」の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、「in-h：スケーリング上
限値」を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「950」を設定します。
初期値は「100」が設定されています。

「スケーリング下限値」の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、「in-l：スケーリング下
限値」を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「100」を設定します。
初期値は「0」が設定されています。

in-h

in-l

小数点位置dp

スケーリング
上限値

スケーリング
下限値

表示
（温度）

入力（mA）
4

20

上限値（95.0％）

下限値（10.0％）

入力種別

5

in-t

25

in-t

スケーリング

上限値100

in-h

950

in-h

スケーリング

下限値0

in-l

100

in-l
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「小数点位置」の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、「dp：小数点位置」を選
択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「1」を設定します。
初期値は「0」が設定されています。

小数点位置

0

dp

1

dp
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5-3 加熱冷却をするには
（位置比例タイプでは使用できません）

この機能は制御出力 2、補助出力 1～ 4のいずれかがある機種で使用できます。加熱冷却制御は、「標
準／加熱冷却」で「h-c：加熱冷却」が選択されたときに動作します。
出力の割付は初期状態では以下のような機能が割り付けられています。

また、標準／加熱冷却を切り替える事により各出力割付は以下のように自動で初期化されます。

出力割付機能

補助出力点数が３点以下の場合

補助出力点数が４点の場合

＊1 ヒータ断線・SSR故障検出機能ありの機種は初期値が「ha: ヒータ警報」となります。また、プログラ
ムパターンをOFF以外に変更した場合は、プログラムEND出力となります。

＊ 2 形 E5GCで加熱冷却制御を使用される場合は、補助出力 1が制御出力（冷却側）となります。

5-3-1 加熱冷却制御

パラメータ名 記号 初期状態
制御出力 1割付 out1 制御出力（加熱側）
制御出力 2割付（形 E5CC/EC/AC のみ ) out2 割付なし
補助出力 1割付 sub1 警報 1　＊ 1
補助出力 2割付 sub2 警報 2
補助出力 3割付（形 E5CC/E5EC/EC-B/ACのみ ) sub3 警報 3
補助出力 4割付（形 E5EC/EC-B/ACのみ） sub4 警報 4

パラメータ名 記号
制御出力 2なし 制御出力 2あり

標準 加熱冷却 標準 加熱冷却
制御出力 1割付 out1 制御出力

（加熱側）
制御出力
（加熱側）

制御出力
（加熱側）

制御出力
（加熱側）

制御出力 2割付 out2
－ － 割付なし 制御出力

（冷却側）
補助出力 1割付 sub1 警報 1　＊ 1 警報 1　＊ 1 警報 1　＊ 1 警報 1　＊ 1
補助出力 2割付 sub2 警報 2 制御出力

（冷却側）　＊ 2
警報 2 警報 2

補助出力 3割付 sub3 警報 3 警報 3 警報 3 警報 3

パラメータ名 記号
制御出力 2なし 制御出力 2あり

標準 加熱冷却 標準 加熱冷却
制御出力 1割付 out1 制御出力

（加熱側）
制御出力
（加熱側）

制御出力
（加熱側）

制御出力
（加熱側）

制御出力 2割付 out2
－ － 割付なし 制御出力

（冷却側）
補助出力 1割付 sub1 警報 1　＊ 1 警報 1　＊ 1 警報 1　＊ 1 警報 1　＊ 1
補助出力 2割付 sub2 警報 2 警報 2 警報 2 警報 2
補助出力 3割付 sub3 警報 3 警報 3 警報 3 警報 3
補助出力 4割付 sub4 警報 4 制御出力

（冷却側）
警報 4 警報 4
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•「正／逆動作」を「正動作」に切り替えることにより、制御出力の加熱と冷却の動作が切り替わ
ります。

•「イベント入力割付 1～ 6」に「DRS」（正／逆動作反転）を割り付けている場合、イベント入力
が「ON」になると「正／逆動作」で設定した内容を反転した制御を開始します。「OFF」になる
と「正／逆動作」で設定したとおりの制御を行います。イベント入力と「正／逆動作」と組み合
わせた制御の詳細については  5-4 イベント入力を使うには「●正／逆動作反転制御するには」
（5-12 ページ）を参照してください。

• 加熱冷却制御を選択すると、「デッドバンド」および「比例帯（冷却）」、「積分時間（冷却）」、「微
分時間（冷却）」、「加熱冷却チューニング方式」が使用できます。

 デッドバンド
• 加熱冷却制御では、デッドバンドは目標値を中心として設定されます。デッドバンド幅は「調整
レベル」の「デッドバンド」で設定します。設定値が負の場合は、オーバーラップバンドになり
ます。

• オーバーラップバンドが設定されている場合、マニュアル動作とオート動作の切り替え時のバン
プレス機能が働かないことがあります。

• 初期値は温度入力が「0.0EU」、アナログ入力は「0.00％FS」です。

  加熱冷却 PID制御
加熱冷却 PID 制御では、加熱側と冷却側の PID を、それぞれ独立して設定できます。
それぞれの PID 定数は、「加熱冷却チューニング方式」により冷却側の制御特性に応じた調整法を
選択しAT（オートチューニング）を実行することで自動設定されます。

＊ 設定単位は、「積分／微分時間単位」の設定によります。
「積分／微分時間単位」が変更されると、「P（比例帯（冷却））」「I（積分時間（冷却））」「D（微分時間（冷
却））」は初期化されます。

設定データ  設定範囲  初期値 レベル

加熱冷却チューニング方式

0：加熱と共通

0 高機能設定レベル
1：リニア

2：空冷

3：水冷

設定データ 設定範囲 単位 初期値 レベル

比例帯（冷却）
温度入力

0.1 ～ 999.9
℃または °Ｆ 8.0

調整レベル

アナログ入力 %FS 10.0

積分時間（冷却）＊

「積分／微分時間
単位」が「1s」 0～ 9999 秒 233

「積分／微分時間
単位」が「0.1s」 0.0 ～ 999.9 秒 233.0

微分時間（冷却） ＊

「積分／微分時間
単位」が「1s」 0～ 9999 秒 40

「積分／微分時間
単位」が「0.1s」 0.0 ～ 999.9 秒 40.0

0 PV

デッドバンド
：デッドバンド幅＝正

目標値

出力

加熱側 冷却側

0 PV

デッドバンド
：デッドバンド幅＝負

目標値

出力

加熱側 冷却側
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空冷／水冷 
非線形な冷却特性を持つアプリケーション（プラスチック成形機など）に対応した制御を行います。
即応性がよく、安定した応答特性が得られます。

リニア 
線形（リニア）な冷却特性を持つアプリケーションに対応した制御を行います。

 三位置制御
•「PID・ON/OFF」を「onof」に設定し、かつ「標準／加熱冷却」を「h-c」に設定することで
三位置制御となります。

•「デッドバンド」を設定することで加熱側および冷却側のどちらにも操作量0のエリアを設定でき
ます。

冷却特性

空冷水冷

リニア

100

1000 操作量（冷却）［％］

冷却

能力

［％］

目標値

OFF

ON

加熱側 冷却側

PV

逆動作の場合

調節感度（冷却）調節感度（加熱）

デッドバンド
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5-4 イベント入力を使うには

• イベント入力ありの機種で使用することができます。
形式により使用できるイベント入力点数が異なります。
形 E5EC/EC-B/AC イベント入力最大 6点
形 E5CC イベント入力最大 4点
形 E5GC/CC-B イベント入力最大 2点
形 E5DC イベント入力最大 1点
＊ 形 E5DC-B にはイベント入力付きの機種はありません。

• イベント入力はラン/ストップ、オート/マニュアル、プログラムスタート、正/逆動作反転、SPモー
ド切替、100%AT 実行 / 中止、40%AT 実行 / 中止、設定変更許可 / 禁止、通信書込許可 / 禁止、
警報ラッチ解除、マルチ SPNo. 切替のいずれかを選択して使用できます。

マルチ SP ではあらかじめ調整レベルで 8 つの目標値（SP0 ～ 7）を設定しておき、目標値をフロン
トからキー操作で切り替えたり、外部からの入力信号（イベント入力）で切り替えて使用します。

 イベント入力で使用する場合
マルチ SP No. 切替 ( ビット 0) ～ ( ビット 2) の ON ／ OFF の組み合わせと選択される目標値と
の関係は以下のとおりです。

（注） イベント入力に割りついていないビットは「OFF」の扱いになります

 キー操作で使用する場合
「マルチ SP」の設定値を変更することにより、「目標値 0～ 7」を切り替えることができます。
「マルチ SP」の表示条件は以下のとおりです。
• イベント入力機能なしの機種でマルチ SP使用点数≠OFF のとき。
• イベント入力機能ありの機種でマルチ SP 使用点数≠ OFF、イベント入力割付 1 ～ 6 ≠マルチ
SPNo. 切替（ビット 0）～（ビット 2）のとき。

「マルチ SP」の設定値と、選択される目標値の関係を下表に示します。

（注） 通信機能で切り替えることもできます。

5-4-1 イベント入力の設定

5-4-2 マルチ SPの使用方法

選択される
目標値

マルチSPNo. 切替
ビット 0 ビット 1 ビット 2

目標値 0 OFF OFF OFF
目標値 1 ON OFF OFF
目標値 2 OFF ON OFF
目標値 3 ON ON OFF
目標値 4 OFF OFF ON
目標値 5 ON OFF ON
目標値 6 OFF ON ON
目標値 7 ON ON ON

マルチSP 選択される目標値
0 目標値 0
1 目標値 1
2 目標値 2
3 目標値 3
4 目標値 4
5 目標値 5
6 目標値 6
7 目標値 7
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イベント入力割付 1～ 6が表示されている場合に割り付けられる機能は以下のようになります。

＊1 「PRST（プログラムスタート）｣は、｢プログラムパターン｣が OFF の場合でも設定できますが、機能は無
効になります。

＊ 2 リモートSP入力機能のある機種のみ有効となります。
＊ 3 加熱冷却制御または位置比例タイプのフローティング制御の場合でも設定できますが、機能は無効になりま

す。
＊ 4 通信機能のある機種のみ選択できます。また、「イベント入力データ」として「内部補助リレー」を選択し

た場合は、「通信書込許可／禁止」を選択できません。
＊ 5 PFキーに同様の機能を割り付けた場合、イベント入力の方が優先され、PFキーは無効となります。

イベント入力のON／OFF切り替えは通電中に行ってください。50ms以上の入力に対しON／OFF
判定を行います。

機能の詳細は以下のようになります。

 ラン／ストップ制御するには
「イベント入力割付」の設定が「STOP」（RUN/STOP）の場合、イベント入力が「OFF」になる
と制御を開始します。「ON」になると制御を停止します。ただし、警報は、現在温度に応じて出力
されます。
制御停止中はSTOP（ストップ）の動作表示が点灯します。

 オート／マニュアル制御するには
「イベント入力割付」の設定が、「MANU」（オート／マニュアル）の場合、イベント入力が「ON」
になるとマニュアル制御を開始します。「OFF」になるとオートモードで運転を開始します。
マニュアル制御中は、「MANU」（マニュアル）の動作表示が点灯します。

5-4-3 マルチ SP以外の動作指令について

設定内容 機能
none なし
stop ラン／ストップ　＊ 5
manu オート／マニュアル　＊ 5
prst プログラムスタート　＊ 1
drs 正／逆動作反転
rsp SP モード切替　＊2
at-2 100%AT実行／中止　＊ 5
at-1 40%AT実行／中止　＊ 3＊ 5
wtpt 設定変更許可／禁止
cmwt 通信書込許可／禁止　＊ 4
lat 警報ラッチ解除　＊ 5
msp0 マルチ SPNo. 切替（ビット 0）
msp1 マルチ SPNo. 切替（ビット 1）
msp2 マルチ SPNo. 切替（ビット 2）

設定 入力接点 状態
イベント入力 ON STOP
イベント入力 OFF RUN

設定 入力接点 状態
イベント入力 OFF オート
イベント入力 ON マニュアル
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 簡易プログラムの起動を制御するには
「イベント入力割付」の設定が、「PRST」（プログラムのリセット／スタート）の場合、イベント入
力が「ON」になるとプログラムがスタートします。「OFF」になるとプログラムがリセットし、
RUN/STOP状態はこれに連動し、自動的に STOPモードに切り替わります。またプログラム END
出力がONの場合は、プログラム END出力がOFF します。

 正／逆動作反転制御するには
「イベント入力割付」の設定が、「DRS」（正／逆動作反転）で「正／逆動作」パラメータが「逆動
作」の場合、イベント入力が「ON」になると反転制御（冷却制御）を開始します。「OFF」になる
と非反転制御（加熱制御）で運転を開始します。

 SPモード切替するには
「イベント入力割付」の設定が、「RSP」（SP モード切替）の場合、イベント入力が「ON」になる
とリモート SPで運転を開始します。「OFF」になるとローカル SPで運転を開始します。
リモート SPモード中は、「RSP」の動作表示が点灯します。

 100％AT実行／中止を切替えるには
「イベント入力割付」の設定が、「AT-2」（100％AT 実行／中止）の場合、イベント入力が「ON」
になると 100%ATを実行します。「OFF」になるとATを中止します。

 40％AT実行／中止を切替えるには
「イベント入力割付」の設定が、「AT-1」（40％AT実行／中止）の場合、イベント入力が「ON」に
なると 40％ATを実行します。「OFF」になるとATを中止します。

設定 入力接点 状態
イベント入力 OFF リセット
イベント入力 ON スタート

設定 入力接点 正／逆動作パラメータ 状態

イベント入力 OFF
正動作（冷却動作） 正動作（冷却動作）
逆動作（加熱動作） 逆動作（加熱動作）

イベント入力 ON
正動作（冷却動作） 逆動作（加熱動作）
逆動作（加熱動作） 正動作（冷却動作）

設定 入力接点 状態
イベント入力 OFF ローカルSP
イベント入力 ON リモートSP

設定 入力接点 状態
イベント入力 OFF 100％AT中止
イベント入力 ON 100％AT実行

設定 入力接点 状態
イベント入力 OFF 40％AT中止
イベント入力 ON 40％AT実行
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 設定変更許可／禁止を切替えるには
「イベント入力割付」の設定が、「WTPT」（設定変更許可／禁止）の場合、イベント入力が「ON」
になると設定変更を禁止します。「OFF」になると設定変更を許可します。

 通信書込み許可／禁止を切替えるには
「イベント入力割付」の設定が、「CMWT」（通信書込み許可／禁止）の場合、イベント入力が「ON」
になると通信書込みを許可します。「OFF」になると通信書込みを禁止します。

 警報ラッチの解除を切替えるには
「イベント入力割付」の設定が、「LAT」（警報ラッチ解除）の場合、イベント入力が「ON」になる
と全警報ラッチ（警報 1～ 4／ヒータ断／ SSR故障ラッチ）を解除します。

設定データ

設定 入力接点 状態
イベント入力 OFF 許可
イベント入力 ON 禁止

設定 入力接点 状態
イベント入力 OFF 禁止
イベント入力 ON 許可

設定 入力接点 状態
イベント入力 OFF －
イベント入力 ON 解除

記号 設定データ 用途 レベル
eV-1 イベント入力割付 1

イベント入力の機能

初期設定レベル
eV-2 イベント入力割付 2 初期設定レベル
ev-3 イベント入力割付 3 初期設定レベル
ev-4 イベント入力割付 4 初期設定レベル
ev-5 イベント入力割付 5 初期設定レベル
ev-6 イベント入力割付 6 初期設定レベル
mspu マルチ SP使用点数 高機能設定レベル
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5-5 目標値に上下限設定範囲を設定するには

目標値の設定範囲に制限をつけます。誤って異常な目標値を設定することを防止するために使用しま
す。
目標値リミッタの上下限値は初期設定レベルの「目標値リミット上限値」および「目標値リミット下
限値」で設定します。ただし、「目標値リミット上限値」および「目標値リミット下限値」を変更した
結果、目標値（SP）が「目標値リミッタ」の範囲外になる場合は、範囲内になるよう目標値（SP）が
強制的に変更されます。目標値リミッタを再設定すると再設定の結果目標値がリミッタ範囲外になる
場合は、目標値リミッタの上下限値のいずれかに強制的に変更されます。
また、入力種別および温度単位またはスケーリング上下限値を変更すると、目標値リミッタは強制的
に入力設定範囲またはスケーリング上下限値に再設定されます。

設定データ

5-5-1 目標値リミッタ

記号 設定データ 用途 レベル
sl-h 目標値リミット上限値 SP設定の制限 初期設定レベル
sl-l 目標値リミット下限値 SP設定の制限 初期設定レベル

上限値に
変更

A
○

C

B
○（設定可）

入力種別変更すると 目標値

目標値 リミッタ上下限値

リミッタ上限変更 目標値

リミッタ変更前 目標値

入力設定範囲

目標値リミッタ

センサ上下限値

B
×（設定不可）



5 - 15

5   応用的な使い方

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

5-5  目
標
値
に
上
下
限
設
定
範
囲
を
設
定
す
る
に
は

5

5-5-2  設
定

目標値に上下限設定範囲を設定するには「初期設定レベル」の「目標値リミット上限値」と「目標値
リミット下限値」を設定します。この例では入力種別を K：-200 ～ 1300 ℃として説明しています。

5-5-2 設定

目標値の上下限値をそれぞれ設定します。
「目標値リミット上限値」＝「1000」
「目標値リミット下限値」＝「-100」

【操作手順】
「目標値リミット上限値」の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、「sl-h：目標値リミット
上限値」を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「1000」に設定します。
初期値は「1300」が設定されています。

「目標値リミット下限値」の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、「sl-l：目標値リミット
下限値」を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「-100」を設定します。
初期値は「-200」が設定されています。

入力設定範囲

目標値リミッタ

-200

-100

1300

1000

1300

sl-h 目標値リミット
上限値

1000

sl-h

-200

sl-l 目標値リミット
下限値

-100

sl-l
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5-6 SP ランプ機能（目標値の変化率制限）
を行うには

SP ランプ機能は、目標値の変化率を制限します。したがって、SP ランプ機能を有効にすると、変更
幅が指定された変化率を超えている場合、次の図のように目標値が制限される区間ができます。
SPランプ中は変更された目標値ではなく、変化率で制限された値（ランプ目標値）に対して制御され
ます。

SP ランプ中の変化率は「SP ランプ設定値」「SP ランプ設定値（下降値）」「SP ランプ時間単位」で
指定します。「SP ランプ設定値」の初期値は「OFF」、「SP ランプ設定値（下降値）」の初期値は
「SAME」で SPランプ機能は無効になっています。
ランプ目標値は「ランプ目標値モニタ」（運転レベル）により確認できるので、ランプ中の制御に利用
してください。
マルチSPでの目標値の切り替え時も同時に動作します。

設定データ

使用上の注意

SP ランプ機能を使用するには、「ST（セルフチューニング）」を「OFF」にする必要がありま
す（初期値は「ON」です）。
「ST」＝「ON」の場合、SPランプ機能の設定データは表示されません。

5-6-1 SP ランプ

記号 設定データ 用途 レベル
sprt SPランプ設定値 SP変化の制限 調整レベル
sprl SPランプ設定値（下降値） SP変化の制限 調整レベル
spru SPランプ時間単位 SP設定の単位 高機能設定レベル
alsp 警報SP選択 警報SPの選択 高機能設定レベル

変更点

変更後の目標値

変更前の目標値
時間

SP
SPランプ

SPランプ設定値

SPランプ時間単位（秒／分／時）
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 スタート時の動作
電源投入時およびストップからランへの切り替え時に SP ランプ機能が有効であれば、目標値変更
時と同じように SP ランプを経て目標値に到達します。この場合は、現在値を変更前の目標値とみ
なして動作します。
スタート時のSPランプ動作は、現在値と目標値の関係により次のようになります。

 SPランプ中の制限
• ATは、SPランプ終了を待って実行を開始します。
• ストップ時、エラー発生時は、SPランプ機能が無効になります。

 SPランプ中の警報動作について
SP ランプ中の警報動作は、対象をランプ中 SPとするか、ターゲット SPとするかによって動作が
異なります（下図参照）。対象となるSPをどちらにするかは、｢警報SP選択｣によって設定できます。

PV<SP のとき PV＞ SPのとき

警報SP選択がランプSPの場合（警報種別は上下限 1）

警報SP選択がダーゲットSPの場合（警報種別は上下限 1）

SP

電源投入

目標値

PV

SPランプ

上昇中

時間

SP

時間
電源投入

目標値

PV

SPランプ

下降中

温度

時間

警報ON

警報ON

温度

時間

警報ON

警報ON
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5-7 プロテクトをかけるには

• プロテクトレベルに移行するには「運転レベル」・「調整レベル」からOキーとMキーを同時に3秒＊
以上押します。
＊ キー押下時間は「プロテクトレベル移行時間」（高機能設定レベル）で変更できます。

• 運転中に変更することがない設定データについては、運転開始までにプロテクトして、不用意な変
更を避けます。
プロテクトには「運転／調整プロテクト」「初期／通信プロテクト」「設定変更プロテクト」「PFキー
プロテクト」があります。

• プロテクトの設定値により使用できる設定データの範囲が限定されます。

 運転／調整プロテクト
運転レベルの設定データ表示 /変更と調整レベルへの移行を制限します。
設定値とプロテクト範囲の関係は以下のとおりです。

 初期／通信プロテクト
初期設定レベル／通信設定レベル／高機能設定レベルへの移行を制限します。

使用例：目標値のみを設定可能とする場合は、「運転 / 調整プロテクト」と「初期 / 通信プロテク
ト」をどちらも「2」に設定します。

 設定変更プロテクト
キー操作をプロテクトします。

5-7-1 プロテクト

• 設定値「0」のときはプロテクトがかかりません。
• 初期値は「0」です。

• 初期値は「1」です。

• 初期値は「OFF」です。
• 設定変更プロテクトを「ON」すると「 」表示が点灯します。

0

oapt レベル
設定値

0 1 2 3
運転
レベル

現在値 ○ ○ ○ ○ ◎：表示／設定変更可能
○：表示のみ可能
×：表示またはレベル移
行不可能

現在値／目標値 ◎ ◎ ◎ ○
その他 ◎ ◎ × ×

調整レベル ◎ × × ×

1

icpt 設定値 初期設定
レベル

通信設定
レベル

高機能設定
レベル

0 ○ ○ ○ ○：移行可能
×：移行不可能1 ○ ○ ×

2 × × ×

off

wtpt 設定値 内　容
OFF キー操作での設定変更可
ON キー操作での設定変更不可（但し、プロテクトレベルについては可）
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 PF キープロテクト
PF キー操作をプロテクトします。

• プロテクトレベル移行時にパスワード画面を表示し、正しいパスワードが入力された時点でプロテ
クトレベルへ移行します。（パスワードは｢プロテクト移行パスワード｣でユーザが任意の値に設定す
ることができます。）パスワードが設定されていない場合（「プロテクトレベル移行パスワード」に
「0」が設定されている場合）は「プロテクトレベル移行」のパスワード入力画面を表示せず、プロ
テクトレベルへ移行します。

 パスワードがまだ設定されていない場合

 パスワードがすでに設定されている場合

• 初期値は「OFF」です。

5-7-2 プロテクトレベル移行パスワード設定

プロテクトレベルへ移行し、パスワードを設定します。
パスワード例：「1234」

【操作手順】

1 ｢運転レベル｣でO＋Mキーを同時に3秒（初期値）以上押します。
（＊ 1）
パスワードが設定されていない場合、｢プロテクトレベル｣に移行
し、｢ oapt：運転／調整プロテクト｣が表示されます。

プロテクトレベル

2 ｢プロテクトレベル｣でMキーを数回押し、｢prlp：プロテクトレベ
ル移行パスワード｣を選択します。

3 O＋Uキーを同時に押し、「1234」を設定します。（パスワード入力）
（パスワードの誤設定を防止するため、ここでの設定は U キーと
Oキー、またはDキーとOキーの同時押しにて設定します。）
＊ 1 キー押下時間は｢ prlt：プロテクトレベル移行時間｣（高機能設定レベル）で変更可能です。

（設定範囲：1～ 30秒。初期値：3秒）

パスワードの解除（パスワード解除例：「5678」）

1 ｢運転レベル｣でO＋Mキーを同時に3秒（初期+値）以上押します。
（＊ 1）
｢ pmov：プロテクトレベル移行｣が表示されます。

プロテクトレベル

2 UDキーを押し、パスワード「5678」を設定します。（パスワード
入力）

3 OまたはMキーを押すか2秒間キー操作なしでプロテクトレベルへ
移行し、｢運転／調整プロテクト｣を表示します。（パスワード解除）

off

pfpt 設定値 内　容
OFF PF キーは有効
ON PFキーは無効

（ファンクションキーとしての操作を禁止）

0

oapt 運転／調整
プロテクト

0

prlp
プロテクト
レベル移行
パスワード

1234

prlp

0

pmov プロテクト
レベル移行

5678

pmov

0

oapt 運転／調整
プロテクト
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使用上の注意

パスワードを忘れた場合は、プロテクトによる制限の解除、変更ができなくなるのでご注意く
ださい。万一、パスワードを忘れた場合は、弊社までご連絡ください。

 通信動作指令「プロテクトレベル移行」について
• 通信動作では、変数書込にて「プロテクトレベル移行」にパスワードを書き込みます。そして、
正しいパスワードが書き込まれた時点で表示が「運転／調整プロテクト」に切替わり、プロテク
トレベルの各パラメータの書込が可能となります。

（注）1 正しいパスワードが書き込まれた後、変数書込にて「プロテクトレベル移行」に誤ったパスワード
が書き込まれた場合は、「プロテクトレベル移行」を表示し、プロテクトレベルの各パラメータの
変数書込は「動作エラー」となります。

2 パスワードが設定されていない場合、または「0」が設定されている場合は、「運転／調整プロテク
ト」が表示され、この時点でプロテクトレベルの各パラメータの書込が可能となります。

パスワード再設定（パスワード例：「1234」）

1 パスワード「1234」を再設定します。
｢プロテクトレベル｣でMキーを数回押し、｢ prlp：プロテクトレ
ベル移行パスワード｣を選択します。

2 O＋Uキーを同時に押し、「1234」を設定します。（パスワード入力）
（パスワードの誤設定を防止するため、ここでの設定は U キーと
Oキー、またはDキーとOキーの同時押しにて設定します。）
＊1 キー押下時間は｢ prlt：プロテクトレベル移行時間｣（高機能設定レベル）で変更可能です。

（設定範囲：1～ 30秒。初期値：3秒）

0

prlp
プロテクト
レベル移行
パスワード

1234

prlp
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5-8 変更したパラメータのみを表示するには
　

初期値から変更があったパラメータのみを表示します。変更していないパラメータは表示されないた
め、どのパラメータを変更したかが一目で分かり、パラメータの変更漏れや誤設定の確認が簡単にな
ります。
パラメータの多い、初期設定レベルや高機能設定レベルで特に有効です。
また、必要なパラメータを変更した後、不要なパラメータを表示しないようプロテクトをかけたいと
きにも使用します。
プロテクトレベルにて、「chgp」（変更パラメータ表示）をONに設定します。

5-8-1 変更パラメータ表示

記号 設定データ 値 レベル
chgp 変更パラメータ表示 OFF：無効（初期値）、

ON：有効
プロテクトレベル

01

02

11

01

01

02

ユーザが変更した
パラメータ

設定レベル内の設定データ
（パラメータ）

変更パラメータ表示
：ON（有効）

初期値から変更した
パラメータのみ表示

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

01

02

11
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5 - 22 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

使用上の注意

• 本機能は、必要な設定を行った後にお使いください。
• 以下のパラメータは本機能に関係なく表示されます。

• モニタ用のパラメータ（現在値やパラメータ名に「モニタ」が付いたもの）
• 動作を切り替えるパラメータ（ラン／ストップ、オート／マニュアル切替、マルチ SP、プ
ログラムスタート、AT 実行／中止、通信書込、SP モード、設定値初期化、コピー、モー
タキャリブレーション）

• レベル表示や、レベル移行用のパラメータ（調整レベル表示、高機能設定レベル移行、校
正レベル移行など）

• マニュアル操作量
• あるパラメータの変更により自動初期化されるパラメータは、初期化後の値を「初期値」と
みなして判定します。
例）入力種別を 7に変更した場合、目標値リミット上限値の初期値を 850 とみなして判定

します。自動初期化されるパラメータについては、 A-6-9 設定データ変更による初
期化一覧（A-37 ページ）を参照してください。

• 本機能の使用中にパラメータを初期値に戻すと、そのパラメータは表示されなくなります。再
度表示したい場合は、本機能をOFF してから再設定してください。

• 本機能をOFFにしてもパラメータが表示されない場合、そのパラメータの有効条件を確認し
てください。

• 初期値に関係なく、表示するパラメータを選択したい場合は、パラメータマスク機能をお使
いください。パラメータマスク機能を使うには、設定ツール（CX-Thermo）が必要です。

【操作手順】

1 ｢プロテクトレベル｣でMキーを数回押し、｢ chgp：変更パラメータ
表示｣を選択します。

プロテクトレベル

2 UDキーを押し、「on：ON」に設定します。
O＋Mキーを 1秒以上押すと、運転レベルに戻ります。
これで変更した設定データ（パラメータ）のみが表示されます。

off

chgp 変更パラメータ
表示

on

chgp
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5-9 複数の警報をOR出力させたいとき

総合警報機能により、警報 1～ 4、ヒータ断線警報、SSR故障警報、入力異常、RSP入力異常を組み
合わせて OR 出力させることが可能です。総合警報割付（alma）を設定した上で、総合警報（alm）
を補助出力または制御出力に割り付けます。

 設定項目

5-9-1 総合警報

設定／モニタ
項目

第 1
表示 値 第 2

表示 レベル

制御出力割付 out1 ～
out2

ALM：総合警報（別途、総合警報割付
が必要）

alm 高機能設定レベル

補助出力割付 sub1 ～
sub4

ALM：総合警報（別途、総合警報割付
が必要）

alm 高機能設定レベル

総合警報割付 alma 以下をOR出力の対象とするとき、各
数値を加算する。0～最大 255
＋ 1：警報 1
＋ 2：警報 2
＋ 4：警報 3
＋ 8：警報 4
＋ 16：ヒータ断線警報
＋ 32：SSR故障警報 
＋ 64：入力異常
＋ 128：RSP入力異常
（初期値は 49：警報 1、ヒータ断線警
報、SSR故障警報」のOR）

0～最
大 255

高機能設定レベル
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 操作手順

参考

総合警報割付の設定値については、「第 6章 設定データ」の総合警報割付（6-74 ページ）を
参照してください。

以下の警報を補助出力 2 に OR出力させます。
• 警報 1
• ヒータ断線警報（hb）
高機能設定レベルにて設定します。

【操作手順】
補助出力への割り付け

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、「sub2：補助出力 2割
付」を選択します。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、「alm：総合警報」を選択します。
初期値は「alm2：警報 2」です。

総合警報割付への設定

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、「alma：総合警報割付」
を選択します。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、警報 1（＋ 1）とヒータ断線警報（＋ 16）を足し
た 17 を設定します。
初期値は「49」です。（警報 1（＋ 1）＋ヒータ断線警報（＋ 16）
＋ SSR故障警報（＋ 32）＝ 49）

alm2

sub2 補助出力 2割付

alm 

sub2

49

alma 総合警報割付

17

alma
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5-10 警報ディレー

• 警報ディレーは、警報に対する遅延設定です。警報 1～ 4個別にON/OFFディレーが設定できます。
警報 1 ～ 4 の ON/OFF ディレーは、SUB1 ～ 4 の単発光表示、通信ステータスにも有効となりま
す。電源投入時、または初期設定レベルから運転レベルへの移行時（ソフトリセット）にも警報ON
ディレーは働きます。初期設定レベル移行時、または AD コンバータ異常発生時の警報はすぐに全
OFFとなりOFFディレーを行いません。

 警報ONディレー／OFFディレー動作（上限警報の場合）

• 警報ONの区間がONディレー設定以下の場合は、警報はONしません。同様に、警報OFFの区間
がOFF ディレー設定以下の場合は、警報はOFF しません。

• ONディレー中に警報がON→OFF→ONした場合、最後に警報がONした時点から計測し直しま
す。同様に、OFFディレー中に警報がOFF→ ON→ OFFした場合、最後に警報がOFFした時
点から計測し直します。

 警報ディレーに関するパラメータ

（注）1 工場出荷値は「0」でON/OFF ディレーは無効となります。
2 設定値は警報機能があり、「警報種別」が「0：なし」「12：LBA」「13：PV変化率警報」でない場合
に表示されます。

5-10-1 警報ディレー

パラメータ名 記号 設定／モニタ範囲 レベル
警報 1 ONディレー a1on 0 ～ 999（秒） 高機能設定レベル
警報 2 ONディレー a2on 0 ～ 999（秒）
警報 3 ONディレー a3on 0 ～ 999（秒）
警報 4 ONディレー a4on 0 ～ 999（秒）
警報 1 OFF ディレー a1of 0 ～ 999（秒）
警報 2 OFF ディレー a2of 0 ～ 999（秒）
警報 3 OFF ディレー a3of 0 ～ 999（秒）
警報 4 OFF ディレー a4of 0 ～ 999（秒）

PV

警報設定

警報ステータス

ONディレー
設定時間 OFFディレー

設定時間

警報ラッチ＝「OFF」の場合

ONしない

警報ヒステリシス

ONディレー
設定時間
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警報 1 に対してON/OFF ディレーを設定します。
設定値はON ディレーを 5 秒、OFF ディレーを 10 秒とします。

【操作手順】
警報 1ONディレーの設定

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、｢ a1on：警報 1ON ディ
レー｣を選択します。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、「5」を設定します。
初期値は「0」です。

警報 1OFFディレーの設定

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、｢ a1of：警報1OFFディ
レー｣を選択します。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、「10」を設定します。
初期値は「0」です。

0

a1on 警
ディレー
報 1ON

5

a1on

0

a1of 警
ディレー
報 1OFF

10

a1of
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5-11 ループ断線警報
（位置比例タイプでは使用できません）

• ループ断線警報は、制御偏差（SP-PV）が「LBA検出閾値」以上の状態で、制御偏差が LBA検出時
間内で「LBA検出幅」以上減少しないときは、制御ループのどこかで異常があるものとして警報を
出す機能です。

• LBA検出は以下のようなときに行います。

①～②の区間では、制御偏差が小さくなり（目標値に近づき）、かつ制御偏差の減少幅が「LBA 検
出幅」より大きいため、LBAはOFF のままです。
③～④では、PVが「LBA検出閾値」内のため、LBA検出を行いません。（LBAは OFFのままです。）
④～⑤では、PVが「LBA検出閾値」外で、かつ LBA検出時間内に「LBA検出幅」より大きい制
御偏差の減少が見られないため、LBAは ONとなります。
⑤～⑥では、制御偏差は目標値に近づく方向であり、かつ「LBA検出幅」より大きく制御偏差が減
少しているため、LBAはOFF します。
⑥～⑦では、制御偏差は目標値に近づく方向ですが、制御偏差の減少幅が「LBA検出幅」より小さ
いため、LBAはONします。

•「LBA検出時間」、「LBA検出閾値」、「LBA検出幅」および「PID」の設定値が不適切な場合、本
来検出すべきでない箇所での誤検出や、検出すべき箇所で検出できないことがあります。

• 想定外の過大な外乱が継続的に発生し、大きな偏差が減少しない場合は、LBA検出することがあ
ります。

• 周囲温度に近い目標値の場合、断線故障があっても定常状態での偏差が LBA 検出閾値以内とな
り、検出できないことがあります。

• 飽和操作量でも到達不可能なほど過大な、または過少な目標値を設定すると定常状態での制御偏
差が残り、LBA検出される場合があります。

• 昇温制御中の昇温方向の故障（例えば SSR短絡故障）は検出できません。
• 降温制御中の降温方向の故障（例えばヒータ断線故障）は検出できません。

5-11-1 ループ断線警報（LBA）

目標値

LBA OFF LBA ON LBA ONLBA OFF

LBA検出
時間 LBA検出時間 LBA検出時間LBA検出時間

LBA検出幅 LBA検出幅

LBA検出閾値

LBA検出閾値

LBA検出を
しない区間

① ④ ⑤ ⑦⑥② ③

LBA検出幅
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 LBAに関連するパラメータ

• LBA 出力は警報 1種別により「12」（LBA）を選択したときに有効となります。
• 警報 2種別・警報 3種別・警報 4種別では「12」（LBA）は選択できますが無効となります。
• SP ランプ中は LBAの検出は行いません。
• AT 中、マニュアル操作中、ストップ時は LBA検出を行いません。
• 警報 1ラッチを「ON」にしていた場合、LBAに対してラッチ機能が有効となります。
• リモート SP 時は LBA の検出は行いません。

 LBA検出時間の自動設定
• LBA 検出時間は、ATにより自動設定を行います。
（加熱冷却制御時は自動設定を行いません。）

• AT により、最適な LBA検出時間が得られないときは、｢ LBA検出時間｣（高機能設定レベル）で
設定してください。

 LBA検出時間の決定
• LBA検出時間をマニュアルで設定する場合は、以下に示すLBA基準時間の2倍である値を「LBA
検出時間」として設定します。

(1) 出力を最大にします。

(2) 入力の変化幅が、LBA検出幅に達するまで時間を測定します。

(3) 測定時間の 2倍を「LBA検出時間」とします。

 LBA検出閾値
• 制御ループが正しく動作している場合の制御偏差幅を設定します。
• 初期値は温度入力で「8.0（℃または °Ｆ）」、アナログ入力で「10.00％FS」です。

パラメータ名 記号 設定範囲 備考 レベル
LBA検出時間 lba 0 ～ 9999（秒） 0のときはLBA

機能が無効となり
ます。

高機能設定レベル

LBA検出閾値 lbal 温度入力 0.1 ～ 999.9
（℃または °Ｆ）

初期値は 8．0
（℃または °Ｆ）

アナログ入力 0．01～ 99.99
（％FS）

初期値は 10.00
％FS

LBA検出幅 lbab 温度入力 0.0 ～ 999.9
（℃または °Ｆ）

初期値は 3.0
（℃または °Ｆ）

アナログ入力 0．00～ 99.99（
％FS）

初期値は 0.20％
FS

PV

LBA検出幅

MV=100%

時間

温度 測定時間Tm

LBA検出時間＝Tm × 2
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 LBA検出幅
• 制御偏差が「LBA検出閾値」以上の状態で、制御偏差が「LBA検出幅」以上変化しないときは、
制御ループのどこかで異常があるものとして警報をONします。

• 初期値は温度入力で「3.0（℃または °Ｆ）」、アナログ入力で「0.20％FS」です。

LBA を使用します。
関連する設定データは以下のようになります。
LBA 検出時間：10
LBA 検出閾値：8.0
LBA 検出幅：3.0

【操作手順】
 LBAの設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、｢ alt1：警報 1 種別｣を選
択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「12：LBA」を選択します。
初期値は「2：上限」です。

 LBA検出時間の設定

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、｢ lba：LBA検出時間｣
を選択します。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、「10」を設定します。
初期値は「0」（秒）です。

 LBA検出閾値の設定

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、｢ lbal：LBA検出閾値｣
を選択します。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、「8.0」を設定します。
初期値は「8.0」（℃ / °F）です。

 LBA検出幅の設定

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、｢ lbab：LBA検出幅｣
を選択します。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、「3.0」を設定します。
初期値は「3.0」（℃ / °F）です。

2

alt1 警報 1種別

12

alt1

0

lba LBA検出時間

10

lba

8.0

lbal LBA検出閾値

8.0

lbal

3.0

lbab LBA検出幅

3.0

lbab
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5-12 マニュアル制御を行うには
PID 制御時、または位置比例タイプで使用できます。

 標準タイプまたは位置比例タイプ（クローズ制御で「位置比例操作量ダイレクト設
定」がON）
マニュアルモードに移行すると「マニュアル操作量」が表示され、この値が操作量として出力され
ます。「マニュアル操作量」を変更することで、操作量を任意の値に設定できます（変更値は即反映
されます）。移行時の「マニュアル操作量」の初期値は、「マニュアル出力方式」の設定により以下
のようになります。
HOLD  ：マニュアルモード移行直前の操作量
INIT  ：「マニュアル操作量初期値」の設定値

マニュアル動作中に電源を再投入すると、電断前の「マニュアル操作量」で動作を再開します。
また、「マニュアル操作量リミット有効」を「ON( 有効 )」にすると、「マニュアル操作量」の設定範
囲が操作量リミット上限値～下限値になります。
オートモードに戻る時は、操作量が急変しないように、切り替え直前の値を引き継ぎ、徐々に切り
替え後の値に近づけます (これをバランスレスバンプレスといいます )。

「マニュアル出力方式」が「HOLD」の場合マニュアル動作は次のようになります。

位置比例タイプで、ポテンショメータ入力異常が発生した場合は以下のようになります。
「マニュアル操作量リミット有効」＝OFF の場合
マニュアル操作量≧ 100 オープン側出力がON
マニュアル操作量≦ 0 クローズ側出力がON
マニュアル操作量が上記以外の場合は、オープン側出力・クローズ側出力ともにOFF し
ます。

「マニュアル操作量リミット有効」＝ON の場合
マニュアル操作量＝操作量リミット上限値 オープン側出力がON
マニュアル操作量＝操作量リミット下限値 クローズ側出力がON
マニュアル操作量が上記以外の場合は、オープン側出力・クローズ側出力ともにOFF し
ます。

5-12-1 マニュアル操作量

操作量（％）

操作量切替
0

マニュアル ONOFF
時間

オート

バランスレスバンプレス

電断
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 位置比例タイプ（フローティング制御、または「位置比例操作量ダイレクト設定」
がOFF）
マニュアルモードに移行すると「バルブ開度モニタ」が表示されます。
UP キーを押すとオープン側、DOWN キーを押すとクローズ側出力がON します。

使用上の注意

• マニュアルモード中、表示自動復帰機能は働きません。
• オート／マニュアル切り替え回数は最大 100 万回です。

 関連する表示／パラメータ

＊ 1 マニュアル操作量リミット有効がONの場合、操作量リミット上限値～リミット下限値になります。
＊ 2 位置比例タイプの場合はON になります。
（注） 5-15 出力の調整関連機能 (5-45 ページ )に操作量の優先順位を示しています。

パラメータ名 記号 設定範囲 初期値 レベル
オート／マニュアル切替 Aa-m オート／マニュアルのモード切替 － 運転
現在値／操作量
（マニュアル操作量）

－ 標準、位置比例：-5.0 ～ 105.0
加熱冷却：-105.0 ～ 105.0
 ＊ 1

－ マニュアル制御

オート／マニュアル
切替表示追加

amad OFF：非表示
ON：表示

OFF
＊ 2

高機能設定

マニュアル出力方式 mant HOLD
INIT

HOLD

マニュアル操作量初期値 mani 標準、位置比例：-5.0 ～ 105.0
加熱冷却：-105.0 ～ 105.0
 ＊ 1

0.0

マニュアル操作量
リミット有効

manl OFF：無効
ON：有効

OFF

位置比例操作量
ダイレクト設定

pmVd OFF：無効
ON：有効

OFF
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 マニュアル制御レベルへの移行方法
• キー操作からの移行

• 運転レベルの「オート／マニュアル切替」表示で、Oキーを 3秒以上押すとマニュアルモー
ドとなり、マニュアル制御レベルに移行します。マニュアル操作中は「現在値／操作量（マ
ニュアル操作量）」表示以外の表示には移行できません。マニュアル制御レベルの「現在値／
操作量」表示で、Oキーを 1秒以上押すとオートモードとなり、運転レベルに移行し、運転
レベルの先頭パラメータを表示します。

•「オート／マニュアル切替」（運転レベル）を有効にするには、｢オート／マニュアル切替表示
追加｣（高機能設定レベル）をONにしておく必要があります。

• PF キーからのマニュアル制御レベル移行方法
•「PF設定」を「A-M」（オート／マニュアル）に設定すると、調整レベルまたは運転レベルか
ら PFキーを 1秒以上押すとマニュアルモードとなり、マニュアル制御レベルに移行します。
マニュアル操作中は「現在値／操作量（マニュアル操作量）」表示以外の表示には移行できま
せん。マニュアル制御レベルの「現在値／操作量」表示で、SキーまたはOキーを 1秒以
上押すとオートモードとなり、運転レベルに移行し、運転レベルの先頭パラメータを表示し
ます。

（注）1 マニュアル操作と他機能との優先度
STOP中もマニュアル操作量が優先されます。
ATまたは ST中にマニュアルモードに移行した場合は、ATまたはSTは中止されます。

2 マニュアル操作とSPランプ
SPランプ中にマニュアルモードに移行した場合も SPランプ動作は継続されます。

• イベント入力からマニュアル制御レベルへの移行方法
• イベント入力割付で「MANU」（オート／マニュアル）を選択するとイベント入力によりオー
ト／マニュアルのモード切替ができます。

運転レベル

Oキー１秒以上

Oキー 3秒以上
＊１秒以上で
a-m表示が点滅

マニュアル制御レベル

M

M

M

20

  25

100

  25 現在値／目標値

現在値／操作量

  

a-m オート／マニュアル切替

  

a-m

0

m-sp マルチSP
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＊ 1 マニュアル操作量も 「数値の確定方法」（3-8 ページ）にて確定しますが、制御出力にはキー操作により
変更された値が即時に反映されます。

「PF 設定」＝「A-M」（オート／マニュアル）に設定します。

【操作手順】
「PID」の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、「cntl：PID・ON/OFF」
を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「PID」に設定します。

「オート／マニュアル」の設定

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、「pf：PF設定」を選択
します。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、「a-m：オート／マニュアル」に設定します。

「Sキーによるマニュアル操作量」の設定

1 「運転レベル」でSキーを押し、「マニュアル制御レベル」に移行
します。

運転レベル

2 UDキーを押し、「マニュアル操作量」を設定します。
ここでは操作量を 50％に設定します。（＊ 1）

onof

cntl PID・ON/OFF

pid

cntl

a-m

pf PF 設定

a-m

pf

現在値／操作量
0.0

  25

50.0

  25
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5-13 現在値や目標値などを伝送出力するには

伝送出力ありの機種で使用することができます。ただし、形 E5CC-U ＊と形 E5DC ＊と形 E5DC-B
と形 E5GCで制御出力がリニア電流出力の場合は、制御出力を簡易伝送出力として使用することがで
きます。簡易伝送出力機能については、  「5-13-2 簡易伝送出力機能」 を参照してください。
＊ 形 E5CC-U は 2014 年 5 月当社工場生産分（Ver.2.2）より、形 E5DC は 2014 年 7 月当社工場生産分
（Ver.2.2）より対応。

 精度とユーザ校正

＊ 校正方法の詳細については、  「第 6章 設定データ」を参照してください。

 伝送出力信号種別（初期設定レベル）
「伝送出力信号種別」により伝送出力を電流で出力するか電圧で出力するか選択できます。

端子配列

 伝送出力種別（初期設定レベル）
伝送出力は「伝送出力種別」設定で次の 6種類のデータから選択して出力できます。

＊ 1 目標値を選択した場合、「SP モード」がリモートSP に選択されている間はリモートSP が出力されま
す。

＊ 2 位置比例タイプでも設定できますが機能は無効になります。
＊ 3 標準制御、位置比例タイプでも設定できますが機能は無効になります。
＊ 4 位置比例タイプでポテンショメータ入力がある場合のみ表示されます。

5-13-1 伝送出力機能

精度 ユーザ校正
±0.3%FS あり　＊

設定範囲 初期値
4-20：4～ 20mA

4-20
1-5v：1-5V

伝送種別 記号 設定範囲
OFF（初期値） off －
目標値　＊ 1 sp 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値
ランプ目標値 sp-m 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値
現在値 pV 入力設定範囲下限値～入力設定範囲上限値

または、スケーリング下限値～スケーリング上限値
操作量（加熱）　＊ 2 mV -5.0 ～ 105.0（加熱冷却制御のときは、0.0 ～ 105.0）
操作量（冷却）　＊ 3 c-mV 0.0 ～ 105.0
バルブ開度　＊ 4 v-m -10.0 ～ 110.0

+

+

－

V

I
伝送出力

+

+

－

V

I
伝送出力

31

33

32

形 E5CC-B
オプション形式：-006

形 E5EC-B
オプション形式：-011、-014

+

+

－

V

I

⑯

⑱
⑰伝送出力

形 E5CC
オプション形式：-006

形 E5EC/AC
オプション形式：
-011、-012、-013、-014

22

23

24

+

+

－

V

I
伝送出力

42

43

44
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 伝送スケーリング
•「伝送出力下限値」を「伝送出力上限値」より大きく設定することで、逆スケーリングも可能で
す。また、「伝送出力上限値」＝「伝送出力下限値」とした場合、伝送出力は 0％を常に出力します。

•「目標値」「ランプ目標値」「現在値」を選択している場合、「入力種別」「スケーリング上下限値」
「目標値リミッタ上下限値」「温度単位」のパラメータ変更により「伝送出力上限値」「伝送出力
下限値」はそれぞれ設定範囲の上下限に強制的に初期化されます。
「操作量（加熱）」、「操作量（冷却）」を選択している場合、「標準／加熱冷却」のパラメータ変更
により標準制御と加熱冷却制御の切替が行われたときは、「伝送出力上限値」「伝送出力下限値」
はそれぞれ「100.0」「0.0」に初期化されます。

• 伝送出力信号種別が4-20mAで、｢伝送出力上限値｣が｢90.0｣、｢伝送出力下限値｣が｢10.0｣の場合
の出力電流値は下図のようになります。

• 0.0～100.0％でスケーリングを行った場合、-5.0～0.0での出力は0.0％、100.0～105.0での出
力は 100.0％と同じ値になります。

出力電流値（mA）

操作量（％）

伝送出力下限値

（伝送出力信号種別の設定が 4～ 20mAの場合）

伝送出力上限値

20

1009010

4

0
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設定例：現在値（-50 ～ 200℃、入力種別「５」） を1～5Vで出力します。

【操作手順】
伝送出力信号種別の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、｢ trst：伝送出力信号種
別｣を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「1-sv：1-5V」を選択します。
初期値は「4-20」です。

伝送出力種別の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、｢ tr-t：伝送出力種別｣を
選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「pv：現在値」を選択します。
初期値は「off」です。

伝送出力上限値の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、｢ tr-h：伝送出力上限値｣
を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「200」を設定します。
初期値は「1300」です。

伝送出力下限値の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、｢ tr-l：伝送出力下限値｣
を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「-50」を設定します。
初期値は「-200」です。

4-20

trst 伝送出力信号種別

1-sv

trst

off

tr-t 伝送出力種別

pv

tr-t

1300

tr-h 伝送出力上限値

200

tr-h

-200

tr-l 伝送出力下限値

-50

tr-l
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形 E5CC-U ＊と形 E5DC/DC-B ＊と形 E5GCで制御出力がリニア電流出力の場合、制御出力を簡易
伝送出力として使用することができます。
＊ 形 E5CC-U は 2014 年 5 月当社工場生産分（Ver.2.2）より、形 E5DC は 2014 年 7 月当社工場生産分
（Ver.2.2）より対応。

 精度とユーザ校正

＊ ただし、0-20mA出力仕様の 0-4mA間は±1%FS

制御出力 1信号種別（初期設定レベル）
「制御出力 1 信号種別」により簡易伝送出力を 4 ～ 20mA 出力とするか 0 ～ 20mA 出力とするか
選択できます。

端子配列

 制御出力 1割付（高機能設定レベル）
簡易伝送出力を使用する場合は、「制御出力 1 割付」で次の 5 種類の設定データのいずれかを選択
してください。

＊ 標準制御でも設定できますが機能は無効になります。

5-13-2 簡易伝送出力機能

精度 ユーザ校正
±0.3%FS ＊ なし

設定範囲 初期値
4-20：4～ 20mA

4-20
0-20：0～ 20mA

簡易伝送種別
（制御出力 1割付） 記号 設定範囲

簡易伝送目標値　 t-sp 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値
簡易伝送ランプ目標値 tspm 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値
簡易伝送現在値 t-pV 入力設定範囲下限値～入力設定範囲上限値

または、スケーリング下限値～スケーリング上限値
簡易伝送操作量（加熱） t-mV -5.0 ～ 105.0（加熱冷却制御のときは、0.0 ～ 105.0）
簡易伝送操作量（冷却）＊ tcmV 0.0 ～ 105.0

リニア電流
出力 +

－

⑤⑤ ⑥

④④
制御出力1

+ －

④③

リニア電流出力

制御出力 1

形 E5DC

形 E5GC

形 E5CC-U

⑤
⑥

+
－

制御出力 1 リニア電流
出力

形 E5DC-B

③
④

+
－

制御出力 1 リニア電流
出力
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 簡易伝送スケーリング
•「簡易伝送出力 1下限値」を「簡易伝送出力 1上限値」より大きく設定することで、逆スケーリン
グも可能です。また、「簡易伝送出力 1 上限値」＝「簡易伝送出力 1 下限値」とした場合、簡易
伝送出力は 0％を常に出力します。

•「簡易伝送目標値」「簡易伝送ランプ目標値」「簡易伝送現在値」を選択している場合、「入力種別」
「スケーリング上下限値」「目標値リミッタ上下限値」「温度単位」のパラメータ変更により「簡
易伝送出力 1 上限値」「簡易伝送出力 1 下限値」はそれぞれ設定範囲の上下限に強制的に初期化
されます。
「簡易伝送操作量（加熱）」、「簡易伝送操作量（冷却）」を選択している場合、「標準／加熱冷却」
のパラメータ変更により標準制御と加熱冷却制御の切替が行われたときは、「簡易伝送出力 1 上
限値」「簡易伝送出力 1下限値」はそれぞれ「100.0」「0.0」に初期化されます。

• 制御出力1信号種別が4-20mAで、｢簡易伝送出力1上限値｣が｢90.0｣、｢簡易伝送出力1下限値｣が
｢ 10.0 ｣の場合の出力電流値は下図のようになります。

• 0.0～100.0％でスケーリングを行った場合、-5.0～0.0での出力は0.0％、100.0～105.0での出
力は 100.0％と同じ値になります。

出力電流値（mA）

操作量（％）

簡易伝送出力 1下限値

（制御出力 1信号種別の設定が 4～ 20mAの場合）

簡易伝送出力 1上限値

20

1009010

4

0
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簡易伝送目標値を -50 ～ 200 の範囲で出力します。

【操作手順】
制御出力 1割付の設定

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、｢ out1：制御出力 1割
付｣を選択します。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、「t-sp：簡易伝送目標値」を選択します。
初期値は「o」です。

簡易伝送出力 1上限値の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、｢ o1th：簡易伝送出力 1上
限値｣を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「200」を設定します。
初期値は「1300」です。

簡易伝送出力 1下限値の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、｢ o1tl：簡易伝送出力 1下
限値｣を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「-50」を設定します。
初期値は「-200」です。

o

out1 制御出力1割付

t-sp

out1

o1th 簡易伝送出力1
上限値

1300

200

o1th

o1tl 簡易伝送出力1
下限値

-200

-50

o1tl
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5-14 簡易プログラムを使うには

• 以下のような簡易プログラム機能が実装されています。

•「プログラムスタート」の「RSET」→「STRT」への変更でプログラムはスタートします。ウェイ
ト幅内に「ソーク時間」滞在の後、第 2 表示に「END」が表示され、プログラム END 出力に割り
当てられた出力がONします。また、プログラム END時に STOPモードに移行するか、RUNが継
続するかについては｢プログラムパターン｣にて選択が可能です。

 簡易プログラム機能に関連するパラメータ

＊ 1 「秒」は形 E5DC/DC-B/GCのみ対応（形 E5DCは、2014 年 7月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。
＊ 2 「ウェイト幅」は、アナログ入力の場合、設定単位は％FSとなりOFF、0.01 ～ 99.99 の設定範囲とな

ります。

 プログラムパターン
プログラムパターンは、2種類の内いずれかを選択します。「プログラムパターン」設定をOFF に
設定すると簡易プログラムの動作は行われません。

(1) パターン 1（＝ STOP）
プログラムエンド時に制御を停止（STOPモードへ移行）する。

5-14-1 簡易プログラム機能

パラメータ名 記号 設定範囲／モニタ範囲 単位 表示レベル
プログラムパターン ptrn OFF、STOP、CONT － 初期設定レベル
プログラムスタート prst RSET、STRT － 運転レベル
ソーク時間 soak 1 ～ 9999 分 / 時間 /秒＊ 1 調整レベル
ソーク時間単位 t-u m（分）/h（時間）/s（秒）

＊ 1
－ 高機能設定レベル

ウェイト幅 wt-b OFF、0．1～ 999.9 ＊ 2 ℃または °Ｆ＊ 2 調整レベル
ソーク残り時間モニタ sktr 0 ～ 9999 分 / 時間 /秒＊ 1 運転レベル

ソーク時間 END表示
END出力

STOPまたは
RUN継続の選択可

RSET→STRT

PV

目標値

SP

ウェイト幅
ウェイト幅

ソーク時間 END表示
END出力

自動的にRUN→STOP
RSET→STRT

PV

目標値

SP

ウェイト幅
ウェイト幅
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(2) パターン 2（＝ CONT）
プログラムエンド時に制御を継続する（RUNモードのまま）。

 起動方法
簡易プログラムを起動する方法として以下の 3つがあります。
• プログラムスタートの設定を｢ STRT ｣にする。
• イベント入力をONする。（プログラムスタートの割付が必要　＊）
• 通信の動作指令で起動させる。（イベントに割付けられていない場合）
＊ リセットまたはスタートの切替えを行う場合、不揮発性メモリへの書込みが発生しますので不揮発性メモ
リの書込み寿命（100万回）を考慮してご使用ください。またイベント入力割付を「プログラムスタート」
に設定されている際、プログラムスタートはモニタ表示となり、イベント入力によりリセットまたはス
タートされていることを｢RSET｣/｢STRT｣の表示にて確認することができます。この時、設定値はモニタ
表示のため変更することはできません。また、「プログラムパターン」を「OFF」に設定した場合、イベ
ント入力割付設定は「割付なし」に初期化されます。

 ソーク時間とウェイト幅

ウェイト幅とは、PV が目標値に対し整定し、ソーク時間計時中となる整定幅のことで、ソーク時
間を計時するタイマは、PV が目標値 ± ウェイト幅内に滞在するときのみ計時動作を行います。
従って上図のSTART ～①、②～③、④～⑤の区間では計時動作は停止し、①～②、③～④、⑤～
の区間で計時動作が行われます。

＊ ただし、ウェイト幅を「OFF」に設定すると、ウェイト幅を無限大とみなし、｢ RSET ｣→｢ STRT ｣移行時
から、無条件で計時動作を行います。

ソーク時間 END表示
END出力

RUN継続
RSET→STRT

PV

目標値

SP

ウェイト幅
ウェイト幅

RSET→STRT

PV

① ② ③ ④ ⑤

目標値

目標値

ソーク
残り時間

目標値

ウェイト幅

ウェイト幅
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• プログラムエンド時の表示
プログラムエンド時は、第 1 表示に現在値を表示している画面（＊）の第 2 表示部に、目標値と
「end」表示を 0.5s 周期で交互に表示させます。
＊ 「現在値／目標値」、「現在値のみ」、「現在値／マニュアル操作量」画面のこと

• プログラムエンド出力
プログラムエンド出力は、出力割付パラメータにより、任意の出力に割り当てることも可能です。プ
ログラムエンド出力は、通信ステータスにも用意されています。

「プログラムパターン」設定を OFF から STOP、または CONT に変更することで「補助出力 1 割
付」設定が自動で「END 出力」に割り当てられます（ただし形 E5GC で加熱冷却を使用する場合
は、制御出力 (冷却側 )の割り当てが優先されます )。逆に STOP、CONTからOFFへの設定変更
で「ALM1」（ヒータ断線・SSR故障検出機能ありの機種は「HA」）に初期化されます。

• プログラムエンドの解除
「プログラムスタート」を「STRT」→「RSET」とすることで、プログラムエンド出力、プログラ
ムエンド表示の解除を行うことができます。「プログラムスタート」パラメータを表示させた状態で、
設定値の変更（STRT→ RSET）操作を行います。
また、イベントからの解除も可能です。ただし、イベントに「プログラムスタート」を割付した場
合、「プログラムスタート」パラメータがモニタ表示になるため、キーからの解除動作が行えなくな
ります。

5-14-2 プログラムエンド時の動作

end

120.1
120.0

交互表示
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簡易プログラムを使用します。
関連する設定データは以下のようになります。
プログラムパターン：STOP
ソーク時間：10 分
ウェイト幅：3

【操作手順】
プログラムパターンの設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、｢ ptrm：プログラムパター
ン｣を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「stop：ストップ」を選択します。
初期値は「off」です。

ソーク時間の設定

1 「調整レベル」でMキーを数回押し、｢ soak：ソーク時間｣を選択し
ます。

調整レベル

2 UDキーを押し、「10」を設定します。
初期値は「1」（単位はソーク時間単位による）です。

ウェイト幅の設定

1 「調整レベル」でMキーを数回押し、｢ wt-b：ウェイト幅｣を選択し
ます。

調整レベル

2 UDキーを押し、「3.0」を設定します。
初期値は「off」です。

ソーク時間=10分 END表示
END出力STOPRSET→STRT

PV

目標値 ウェイト幅=3

off

ptrn プログラム
パターン

stop

ptrn

1

soak ソーク時間

10

soak

off

wt-b ウェイト幅

3.0

wt-b
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プログラムのスタートは、｢プログラムスタート｣の切替操作で開始します。
プログラムパターンを｢ STOP ｣とした場合の使用例を以下に示します。

5-14-3 応用的な簡易プログラムの使用例

タイミング 説明
① • イベントまたはキーから「プログラムスタート」をRSETから STRTに切替。

• RUN/STOP状態は、上記操作に連動し、自動的にRUNモードに切り替わる。
② • ソーク時間経過前にイベントまたはキーから「プログラムスタート」をSTRTからRSETに切替。

• RUN/STOP状態は、上記操作に連動し、自動的にSTOPモードに切り替わる。
③ • イベントまたはキーから再度「プログラムスタート」をRSETから STRTに切替。

• RUN/STOP状態は、上記操作に連動し、自動的にRUNモードに切り替わる。
④ • ソーク時間経過後、自動的にRUN/STOP状態は STOPモードへ切り替わる。

• 第 2表示が「END」表示をフラッシュし、プログラム END出力がONする。
⑤ • イベントまたはキーから「プログラムスタート」を STRTからRSETに切替。

•「END」表示が解除され、プログラム END出力もOFF する。
⑥ •「プログラムスタート」がRSET（停止）状態で、キーよりRUN/STOP状態をRUNに切替。

• 通常の制御動作を開始する。
⑦ • PV整定後、イベントまたはキーから「プログラムスタート」をRSETから STRTに切替。

• RUN/STOP状態はRUNのままとなる。
⑧ • キーよりRUN/STOP状態を STOPに切替。（プログラム運転中）

• ウェイト幅内では、ソーク時間の計時を継続。
（ウェイト幅を外れるとソーク時間の計時を中止）

⑨ • キーよりRUN/STOP状態をRUNに切替。
• ウェイト幅内で、ソーク時間の計時を継続（⑦～⑨の区間の計時値を引き継ぐ）。

⑩ • 計時時間の合計がソーク時間に達した時点で自動的に STOPモードに切り替わる。
• 第 2表示が「END」表示をフラッシュし、プログラム END出力がONする。

①

プログラム
スタート

RUN/STOP
状態

END表示
END出力

目標値 ウェイト幅

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

PV

STRT STRTRSET RSET

STOP

RUN RUN

STRT

ソーク時間 ソーク時間 ソーク時間
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5-15 出力の調整関連機能

• 計算された操作量に対して上限と下限の制限を行って出力する機能です。
• 次の操作量は操作量リミットより優先されます。
マニュアル操作量　＊
ストップ時操作量
異常時操作量

＊ ただし、マニュアル操作量リミット有効が「ON」の場合、マニュアル操作量は操作量リミットにより制限さ
れます。

• 加熱冷却制御の場合は、加熱冷却全体で上限値・下限値を設定します。
（個別の設定はできません）

5-15-1 出力リミット

出力

操作量リミット
上限値

操作量リミット
下限値 0％

100％

出力

操作量リミット
下限値

操作量リミット
上限値

加熱側
操作量

冷却側
操作量
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制御停止時の操作量を設定します。
ストップ時操作量を設定する場合は「ストップ時 /異常時操作量追加」（高機能設定レベル）を「ON」
に設定します。
• 標準タイプ
加熱冷却制御では、冷却側の操作量を負の値としていますので、正の値の場合は加熱側、負の値の
場合は冷却側に出力されます。また出荷設定は「0.0」のため「標準制御」「加熱冷却制御」ともに
出力はされません。

• 位置比例タイプ
フローティング制御時または「位置比例操作量ダイレクト設定」をOFF に設定すると、オープン、
クローズ、ホールド状態を選択できます。オープン状態ではオープン側出力のみ ON、クローズ状
態ではクローズ側出力のみON、ホールド状態ではオープン側出力、クローズ側出力ともにOFF に
なります。出荷設定は「ホールド」のため出力はされません。
クローズ制御時に「位置比例操作量ダイレクト設定」をON に設定するとバルブ開度を指定する事
ができます。出荷設定は「0.0」のためバルブ開度が 0 になるようにオープン側とクローズ側出力
を調整します。

＊ マニュアル操作量、異常時操作量との優先順位は
「マニュアル操作量」＞「ストップ時操作量」＞「異常時操作量」
とします。

•「位置比例操作量ダイレクト設定」がON の時にポテンショメータ入力異常が発生した場合の動作は
以下のようになります。

ストップ時操作量≧ 100 オープン側出力がON
ストップ時操作量≦ 0 クローズ側出力がON

ストップ時操作量が上記以外の場合は、オープン側出力・クローズ側出力ともにOFF します。

入力異常とRSP 入力異常とポテンショメータ入力異常（クローズ制御のみ）のとき固定操作量を出力
します。
異常時操作量を設定する場合は「ストップ時 / 異常時操作量追加」（高機能設定レベル）を「ON」に
設定します。
ストップ状態ではストップ時操作量、マニュアルモードではマニュアル操作量が優先します。
• 標準タイプ
加熱冷却制御では、冷却側の操作量を負の値としていますので、正の値の場合は加熱側、負の値の
場合は冷却側に出力されます。また出荷設定は「0.0」のため「標準制御」「加熱冷却制御」ともに
出力はされません。

5-15-2 ストップ時操作量

設定データ 設定範囲 単位 初期値
ストップ時操作量 標準制御：-5.0 ～ 105.0

加熱冷却制御 -105.0 ～ 105.0
％または
なし

0.0
または
HOLD位置比例制御

クローズ制御で位置比例ダイレクト設定がON：
-5.0 ～ 105.0
フローティング制御または位置比例ダイレクト設定がOFF：
CLOS（制御出力 2 が ON）
HOLD（制御出力 1/2 ともOFF）
OPEN（制御出力 1 が ON）

5-15-3 異常時操作量
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• 位置比例タイプ
フローティング制御時または「位置比例操作量ダイレクト設定」をOFF に設定すると、オープン、
クローズ、ホールド状態を選択できます。オープン状態ではオープン側出力のみ ON、クローズ状
態ではクローズ側出力のみON、ホールド状態ではオープン側出力、クローズ側出力ともにOFF に
なります。出荷設定は「ホールド」のため出力はされません。
クローズ制御時に「位置比例操作量ダイレクト設定」をON に設定するとバルブ開度を指定する事
ができます。出荷設定は「0.0」のためバルブ開度が 0 になるようにオープン側とクローズ側出力
を調整します。

＊ マニュアル操作量、ストップ時操作量との優先順位は
「マニュアル操作量」＞「ストップ時操作量」＞「異常時操作量」
とします。

•「位置比例操作量ダイレクト設定」がON の時にポテンショメータ入力異常が発生した場合の動作は
以下のようになります。

異常時操作量≧ 100 オープン側出力がON
異常時操作量≦ 0 クローズ側出力がON

異常時操作量が上記以外の場合は、オープン側出力・クローズ側出力ともにOFF します。

• 操作量の優先順位を図示すると以下のようになります。

（注）「マニュアル操作量リミット有効」が「ON」の場合、マニュアル操作量の設定範囲は操作量リミット下限
値～操作量リミット上限値になります。

設定データ 設定範囲 単位 初期値
異常時操作量 標準制御：-5.0 ～ 105.0

加熱冷却制御：-105.0 ～ 105.0
％または
なし

0.0
または
HOLD位置比例制御

クローズ制御で位置比例ダイレクト設定がON：
-5.0 ～ 105.0
フローティング制御または位置比例ダイレクト設定がOFF：
CLOS（制御出力 2 が ON））
HOLD（制御出力 1/2 ともOFF）
OPEN（制御出力 1 が ON）

PID 計算

操作量リミット
上限値

異常時操作量

ストップ時操作量

マニュアル操作量　＊

入力異常
RSP入力異常
ポテンショメータ入力異常
（クローズ制御）

ラン／ストップ

オート／マニュアル

出力

操作量

時間

操作量リミット
下限値
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5-16 開平演算を使用するには

5-16-1 開平演算

開平演算有効

開平演算ローカット点

• アナログ入力の場合、差圧式流量計の信号を直接入力できるように、入力に
開平演算を用意しています。

• 開平演算は、初期値は無効状態にあるため使用時には「開平演算有効」を
ONに設定し有効状態とします。

• 開平演算前の PV入力が 0.0％より大きく、かつ開平演算ローカット点より小
さい場合、開平演算結果は 0.0％になります。開平演算前のPV入力が 0.0
％以下、または 100.0％以上の場合、開平演算をしないので開平演算結果
は、開平演算前の PV入力になります。ローカット点は各入力の入力設定範
囲下限値を 0.0、入力設定範囲上限値を 100.0 とする正規化データで設定し
ます。

設定データ 設定範囲 単位 初期値 レベル
開平演算有効 OFF：無効 / ON：有効 － OFF 初期設定レベル
開平演算ローカット点 0.0 ～ 100.0 ％ 0.0 調整レベル

「開平演算ローカット点」＝「10.0％」に設定します。
入力種別がアナログ入力のみ有効です。

【操作手順】
開平演算有効の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、｢ sqr：開平演算有効｣を
選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「on：有効」を選択します。
初期値は「off：無効」です。

開平演算ローカット点の設定

1 「調整レベル」でMキーを数回押し、｢ sqrp：開平演算ローカット点
｣を選択します。

調整レベル

2 UDキーを押し、「10.0」を設定します。
初期値は「0.0」（％）です。

off

sqr

0.0

sqrp

演算結果
100％FS

引数 1（入力データ）
100％FS0

開平演算ローカット点

off

sqr 開平演算有効

on

sqr

0.0

sqrp 開平演算
ローカット点

10.0

sqrp
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5-17 操作量の変化幅を設定するには

5-17-1 操作量変化率リミット

操作量変化率リミット • 操作量変化率リミットは、操作量（位置比例タイプはバルブ開度）の 1秒あ
たりの最大許容変化幅を設定します。この設定値を超える操作量の変化が
あった場合、1秒あたりの変化幅分だけ変化しながら計算上の値に到達しま
す。設定値「0.0」の場合、この機能は無効になります。

• 操作量変化率リミットは、下記の状態のときは動作しません。
• マニュアルモード
• ST 実行中（ST＝ONのとき設定不可）
• AT実行中
• ON/OFF 制御
• ストップ中（ストップ時操作量出力中）
• 異常時操作量出力中

設定データ 設定範囲 単位 初期値 レベル
操作量変化率リミット 0.0 ～ 100.0 %／秒 0.0 調整レベル

0.0

orl
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操作量変化率リミットを 5.0％／秒に設定します。
関連する設定データは以下のようになります。
「PID・ON/OFF」＝「PID」
「ST」＝「OFF」

【操作手順】
 2 自由度 PID 制御の設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、｢ cntl：PID・ON/OFF ｣
を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「pid：2自由度 PID 制御」を選択します。
初期値は「onof：ON/OFF 制御」です。

ST（セルフチューニング）のOFF設定

1 「初期設定レベル」でMキーを数回押し、｢ st：ST（セルフチュー
ニング）｣を選択します。

初期設定レベル

2 UDキーを押し、「off」を設定します。
初期値は「on」です。

操作量変化率リミットの設定

1 「調整レベル」でMキーを数回押し、｢ orl：操作量変化率リミット
｣を選択します。

調整レベル

2 UDキーを押し、「5.0」を設定します。
初期値は「0.0」（％/秒）です。

onof

cntl PID・ON/OFF

pid

cntl

on

st ST

off

st

0.0

orl 操作量変化率
リミット

5.0

orl
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5-18 PF キーを設定するには

＊ 1 AT中止指示の場合は、現在実行中のATが 100％ATか 40％ATかに関係なくAT中止を指示します。
＊ 2 警報 1～ 4／ヒータ断／SSR故障ラッチを解除します。
＊ 3 PFキーからのオート／マニュアル操作についての詳細は 5-12 マニュアル制御を行うには（5-30ペー

ジ）を参照してください。
＊ 4 加熱冷却制御または位置比例のフローティング制御時も「AT-1」を選択する事は出来ますが機能は無効と

なります。
＊ 5 イベント入力に同様の機能を割り付けた場合、PFキーは無効となります。イベント入力割付の初期値状態

は、  イベント入力割付 1～ 6（6-51 ページ）を参照してください。
（注）1 PFキーを 1秒以上押し続けると設定値に従った動作をします（桁シフトに設定されている場合は１秒未

満）。「モニタ／設定項目」を選択した場合は、キーを押すごとにモニタ／設定項目 1 ～ 5 の順に表示が
切り替わります。

2 「PFキープロテクト」がOFFの場合にのみ有効です。

5-18-1 PF 設定

PF 設定（高機能設定レベル） • PFキーを 1秒以上押し続けると「PF設定」の設定値に従った動作を行います。
初期値は「SHFT（桁シフト）」です。

設定値 記号 設定内容 機能
OFF off 無効 PFキーとして機能しません。
RUN run ラン ランを指示します。＊ 5
STOP stop ストップ ストップを指示します。＊ 5
R-S r-s ラン／ストップ反転 ラン／ストップの運転状態を反転指示します。＊ 5
AT-2 at-2 100%AT実行／中止 100％AT実行／中止の状態を反転指示します。　＊ 1，＊ 5
AT-1 at-1 40%AT実行／中止 40％AT実行／中止の状態を反転指示します。　 

＊ 1，＊ 4，＊ 5
LAT lat 警報ラッチ解除 全警報ラッチ解除を指示します。　＊ 2，＊ 5
A-M a-m オート／マニュアル オート／マニュアルの状態を反転指示します。　＊ 3，＊ 5
PFDP pfdp モニタ／設定項目 モニタ／設定項目の表示を指示します。

「モニタ／設定項目 1」～「モニタ／設定項目 5」（高機能設
定レベル）によりモニタ／設定項目を選択します。

SHFT shft 桁シフト 設定値変更時に桁シフト機能として使用します。

shft

pf
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 モニタ／設定項目

＊ 1 形 E5CC/CC-U/CC-B/DC/DC-B/GCは、現在値／目標値のみが表示されます。
＊ 2 警報 1種別設定が警報機能なしの場合も警報値 1が表示されますが、値は無効です。

モニタ／設定項目 1
（高機能設定レベル）

「PF設定」を「モニタ／設定項目」に設定することで、Sキーによるモニ
タ／設定項目の表示ができます。
設定内容は下表のようになります。設定（モニタ）範囲は、該当する設定
データを参照してください。

設定値 設定内容
備考

モニタ／設定 記号
0 無効 　 －
1 現在値／目標値／マルチSP 設定可（目標値）＊ 1 －
2 現在値／目標値／操作量 (位置比例タイプは「バルブ開度」) 設定可（目標値）＊ 1 －
3 現在値／目標値／ソーク残り時間 設定可（目標値）＊ 1 －
4 比例帯 設定可 p

5 積分時間 設定可 i

6 微分時間 設定可 d

7 警報値１ 設定可 al-1

8 警報上限値１ 設定可 al1h

9 警報下限値１ 設定可 al1l

10 警報値２ 設定可 al-2

11 警報上限値２ 設定可 al2h

12 警報下限値２ 設定可 al2l

13 警報値３ 設定可 al-3

14 警報上限値３ 設定可 al3h

15 警報下限値３ 設定可 al3l

16 警報値４ 設定可 al-4

17 警報上限値４ 設定可 al4h

18 警報下限値４ 設定可 al4l

19 現在値／目標値／内部目標値 設定可（目標値）＊ 1 －
20 現在値／目標値／警報値 1＊ 2 設定可（目標値）＊ 1 －
21 比例帯（冷却側） 設定可 c-p

22 積分時間（冷却側） 設定可 c-i

23 微分時間（冷却側） 設定可 c-d

モニタ／設定項目 5

0

pfd51

pfd1
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モニタ／設定項目の設定方法
運転／調整レベルでSキーを押すと対応するモニタ／設定項目が表示されます。
Sキーを順次押すことで、「モニタ／設定項目 1」～「モニタ／設定項目 5」が表示され、「モニタ／設
定項目5」の表示後は、運転レベルの先頭パラメータに表示が切り替わります。

（注）1 「モニタ／設定項目 1」～「モニタ／設定項目 5」の内、『無効』に設定されている項目は表示されず、
次の有効な設定の表示に切り替わります。

2 モニタ／設定項目の表示中にMキー、またはOキーが押された場合は、運転レベルの先頭パラメー
タに表示が切り替わります。

「PF 設定」＝「PFDP」（モニタ／設定項目）
「モニタ／設定項目 1」＝「7」（警報値 1）に設定します。

【操作手順】
PF キーの設定

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、｢ pf：PF設定｣を選択
します。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、「pfdp：モニタ／設定項目」を選択します。
初期値は「shft：桁シフト」です。

モニタ／設定項目の設定

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、｢ pfd1：モニタ／設定
項目 1 ｣を選択します。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、「7」（警報値 1）を設定します。
初期値は「1」（現在値／目標値／マルチ SPNo.）です。

3 「運転レベル」に戻ってSキーを押すと「al-1：警報値 1」が表示
されます。

モニタ／設定項目レベル

shft

pf PF 設定

pfdp

pf

1

pfd1 モニタ／設定
項目 1

7

pfd1

0

al-1 モニタ／設定
項目表示１
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5-19 PV/SVステータスを表示するには

 PVステータス表示機能（高機能設定レベル）
第 1 表示に「現在値」を表示する画面で、PV ステータス表示機能で指定した制御・警報の状態表
示と第１表示内容を 0.5 秒周期で交互に表示します。　＊1
•「現在値」
•「現在値／目標値」　＊2
•「現在値／マニュアル操作量 (バルブ開度 )」
•「現在値／目標値／マニュアル操作量 (バルブ開度 )」
＊ 1 「現在値／目標値(1)」表示画面選択、「現在値／目標値(2)」表示画面選択により表示される画面を含みます。
＊ 2 モニタ／設定項目、「現在値／目標値」画面選択により表示される画面を含みます。

（注） 初期値は「OFF」になります。
＊ 形 E5DC/DC-B/GCのみ選択できます（形 E5DCは、2014 年 7月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。

例）「PVステータス表示機能」で「STOP」を選択した場合

5-19-1 PV/SV ステータス表示機能

設定値 記号 機能
OFF off PVステータス表示なし
マニュアル manu マニュアル中に「MANU」を交互表示
ストップ stop ストップ中に「STOP」を交互表示
警報 1 alm1 警報 1状態がONであるとき「ALM1」を交互表示
警報 2 alm2 警報 2状態がONであるとき「ALM2」を交互表示
警報 3 alm3 警報 3状態がONであるとき「ALM3」を交互表示
警報 4 alm4 警報 4状態がONであるとき「ALM4」を交互表示
警報 1～ 4 OR 状態 alm 警報 1～ 4状態のいずれかがONであるとき「ALM」を交互表示
ヒータ警報 ha ヒータ断線警報、SSR故障警報がONであるとき「HA」を交互表示
ステータス表示
メッセージ＊

wr 内部補助リレー（WR1～ 8）のいずれかがONであるとき、最も大
きいリレー番号に対応したメッセージを交互表示

25
交互表示

100

stop
100

  25現在値／目標値

通常時 RUN/STOPが STOP時
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 SVステータス表示機能（高機能設定レベル）
第 1 表示に「現在値」を表示する画面で、SV ステータス表示で指定した制御・警報の状態と第 2
表示を 0.5 秒周期で交互に表示します。　＊1
•「現在値」
•「現在値／目標値」　＊2
•「現在値／マニュアル操作量 (バルブ開度 )」
•「現在値／目標値／マニュアル操作量 (バルブ開度 )」
＊ 1 「現在値／目標値(1)」表示画面選択、「現在値／目標値(2)」表示画面選択により表示される画面を含みます。
＊ 2 モニタ／設定項目、「現在値／目標値」画面選択により表示される画面を含みます。

（注）  初期値は「OFF」になります。
＊ 形 E5DC/DC-B/GCのみ選択できます（形 E5DCは、2014 年 7月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。

例）「SVステータス表示機能」で「ALM1」を選択した場合

参考

第 2表示の点滅表示／交互表示の優先順位について
点滅表示／交互表示の優先順位は以下のようになります。
① SVステータス表示での交互表示
② プログラムエンド出力中の交互表示

設定値 記号 機能
OFF off SVステータス表示なし
マニュアル manu マニュアル中に「MANU」を交互表示
ストップ stop ストップ中に「STOP」を交互表示
警報 1 alm1 警報 1状態がONであるとき「ALM1」を交互表示
警報 2 alm2 警報 2状態がONであるとき「ALM2」を交互表示
警報 3 alm3 警報 3状態がONであるとき「ALM3」を交互表示
警報 4 alm4 警報 4状態がONであるとき「ALM4」を交互表示
警報 1～ 4 OR 状態 alm 警報 1～ 4状態のいずれかがONであるとき「ALM」を交互表示
ヒータ警報 ha ヒータ断線警報、SSR故障警報がONであるとき「HA」を交互表示
ステータス表示
メッセージ＊

wr 内部補助リレー（WR1～ 8）のいずれかがONであるとき、最も大
きいリレー番号に対応したメッセージを交互表示

「PVステータス表示機能」＝「ALM1」に設定します。

【操作手順】

1 「高機能設定レベル」でMキーを数回押し、｢ pvst：PVステータス
表示機能｣を選択します。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、「alm1：警報 1」を選択します。
初期値は「off」です。

3 「運転レベル」で警報 1状態がONの場合は、「現在値」と「alm1：
警報 1」が交互表示されます。

運転レベル

100
交互表示

alm1

  25
100

  25現在値／目標値

通常時 ALM1状態ONのとき

off

pvst PVステータス
表示機能

alm1

pvst

100

  25 alm1



5   応用的な使い方

5 - 56 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

5-20 リモート SP 機能を使用するには
リモート SPありの機種で使用することができます。
リモート SP とは、リモート SP 入力（DC4 ～ 20mA、DC0 ～ 20mA、DC1 ～ 5V、DC0 ～ 5V、
DC0～ 10V）をリモート SP 上下限値でスケーリングし目標値とする機能です。
「リモート SP 有効」（高機能設定レベル）を「ON」にし、「SP モード」（調整レベル）設定でリモー
ト SPを選択することで機能します。
イベント入力からの SPモード切替も可能です。

使用上の注意

• リモート SP機能を使用するには、「ST（セルフチューニング）」を「OFF」にする必要があり
ます（初期値は「ON」です）。
「ST」＝「ON」の場合、リモート SP機能の設定データは表示されません。
ST（セルフチューニング）を「ON」にすると、「SP モード」は強制的に「LSP」になります。

• AT 中は、リモート SP 入力の取り込みを停止します。AT は AT 開始時のリモート SP に対し
て実行されます。

• リモート SP 時のリモートSP 値の変更は、待機シーケンス付警報の待機シーケンス再起動条
件にはなりません。

設定データ 設定範囲 単位 初期値 レベル
リモートSP有効（rspu） OFF：無効 / ON：有効 なし OFF 高機能設定レベル
リモートSP入力種別（rs-t） DC4～ 20mA、DC0～ 20mA、

DC1 ～ 5V、DC0 ～ 5V、
DC0 ～ 10V

－ DC4～
20mA

高機能設定レベル

リモートSP上限値（rsph） 温度入力：入力設定範囲下限～
入力設定範囲上限
アナログ入力：スケーリング下限値～
スケーリング上限値

EU 1300 高機能設定レベル

リモートSP下限値（rspl） EU -200 高機能設定レベル

SPトラッキング（sptr） OFF：無効 /ON：有効 なし OFF 高機能設定レベル
SPモード（spmd） LSP：ローカルSP / 

RSP：リモート SP
なし LSP 調整レベル

リモートSPモニタ（rsp） リモート SP下限値 -10％～
リモート SP上限値+10％

EU － 運転レベル

リモートSP入力補正値（rss） 温度入力：-199.9 ～ 999.9 ℃または °Ｆ 0.0 調整レベル
アナログ入力：-1999 ～ 9999 EU 0

リモートSP入力傾き補正係数（rsrt） 0.001 ～ 9.999 EU 1.000 調整レベル
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 リモートSP スケーリング
• リモート SP 入力は、「リモート SP 上／下限値」により PV 入力レンジに合わせたスケーリング
が可能です。

• リモート SP 入力のリモート SP下限値 -10％～リモート SP上限値+10％まで入力可能です。
この範囲を超えた入力は範囲外入力（RSP 入力異常）として上限値または下限値にクランプさ
れ、リモート SP モード時は、単発光「RSP」が点滅表示します。また SP モードにかかわらず
「リモート SPモニタ」の第 2表示も点滅表示されます。

• リモート SP入力値を、制御用の目標値として採用する際には、目標値リミット下限値、目標値リ
ミット上限値で制限されます。

リモート SP入力種別：4～ 20mAの場合

  SP モード
SP モードにより「ローカル SP」と「リモート SP」の切り替えを行います。
SPモードで「リモート SP」を選択している場合、単発光「RSP」が点灯します。

  リモート SP モニタ
• リモート SP入力値は、「リモート SPモニタ」（運転レベル）で確認できます。
•「SPモード」で「リモート SP」を選択している場合、「現在値／目標値」画面の「目標値」にも
リモート SP入力値が表示されます。
このリモート SP 入力値の表示は制御用の目標値として「目標値リミット下限値～目標値リミッ
ト上限値」に制限された値です。

リモートSP下限値

リモートSP 上限値

リモートSP下限値 -10%

リモートSP上限値+10%

RSP

4.0
2.4(-10%) 21.6(110%)

20.0
入力 (mA)
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  SP トラッキング
• SPトラッキング機能が有効であれば、リモートSPからローカルSPに切り替えたとき、ローカルSP
はリモート SPの値を引き継ぎます。SPトラッキング機能を有効にする場合は、「SPトラッキング」
を「ON」に設定して下さい。

• SP トラッキングは以下のように動作します。

(1) 目標値が「LSP1」のときリモート SPに切り替えると、「RSP2」に切り替わります。

(2) リモート SP入力に従って推移します。

(3) ローカル SP に切り替えると、SP トラッキング機能が有効であれば、目標値は「LSP2」
になります。無効であれば「LSP1」のままです。

• ローカルSPからリモートSPに切り替えたとき、SPランプ機能が有効であれば、SPランプ動作しま
す。

 リモートSP入力補正
リモート SP 入力補正値とリモート SP 入力傾き補正係数を設定することで、リモート SP の入力
補正ができます。

LSP1
LSP2

RSP2

SPモード LSP LSPRSP
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5-21 バルブを制御するには（位置比例タイ
プで使用できます）

コントロールモータのついたバルブを制御する場合に使用します。
位置比例制御には、クローズ制御とフローティング制御があります。

使用上の注意

位置比例制御では以下の機能は使用できません。
• ON/OFF 制御
• フローティング制御時の P、PD 制御
• フローティング制御時の 40％AT
• ST
• LBA
• ヒータ断線、SSR 故障

 制御方式

 モータキャリブレーションとバルブ開度モニタ
バルブ位置を校正し、「トラベルタイム」（全開から全閉までの時間）を自動設定します。実行後は、
バルブ開度を「バルブ開度モニタ」で確認できるようになります。
「モータキャリブレーション」を「ON」にすると、バルブを全開、全閉し、計測が終了すると「OFF」
になります。但し、実行中に以下が発生すると「ERR」になります。「ERR」が発生した場合は配
線などを見直し、再度実行してください。

• 配線ミスにより全開、全閉時のポテンショメータ入力値が変化しない、または逆転している
• ポテンショメータ入力が、断線やノイズなどで異常値になった

※キャリブレーション中、他のパラメータには移行できません。

 トラベルタイム
バルブが全開した状態から、全閉するまでの時間を設定します。
「モータキャリブレーション」を実行すると、自動設定されます。

※「トラベルタイム」の設定だけでは、バルブ開度をモニタできません。バルブ開度をモニタする
場合は、必ずモータキャリブレーションを実行してください。

クローズ
制御

ポテンショメータを接続し、バルブ開度とトラベルタイムを使って制御します。必ず
モータキャリブレーションを実行してから使用してください。

フローティング
制御

ポテンショメータを使用せず、トラベルタイムからバルブ開度を予想して制御しま
す。必ずトラベルタイムを設定してから使用してください。
バルブ開度をモニタしたい場合は、ポテンショメータを接続し、モータキャリブレー
ションを実行してください。
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 位置比例デッドバンドと開閉ヒステリシス
操作量とバルブ開度の偏差が「位置比例デッドバンド」内に入った時、バルブの開閉を停止し、バ
ルブが劣化するのを防止します。また「開閉ヒステリシス」で開閉それぞれの ON/OFF 点をずら
します。詳しくは下図を参照してください。

 PV デッドバンド
現在値（PV）が「PV デッドバンド」内に入った時、不必要な出力を出さないようにし、バルブが
劣化するのを防止します。

 マニュアル操作量、ストップ時 /異常時操作量
以下を参照してください。
マニュアル操作量：5-12-1 マニュアル操作量
ストップ時 /異常時操作量：5-15 出力の調整関連機能

 関連する表示 /パラメータ

＊ モータキャリブレーション未実施、ポテンショメータ未接続、ポテンショメータ入力異常

パラメータ名 記号 設定 /モニタ範囲 初期値 レベル
クローズ /フローティング clfl FLOT：フローティング

CLOS：クローズ
FLOT 初期設定

モータキャリブレーション calb OFF
ON
ERR（異常発生時）

OFF

トラベルタイム mot 0 ～ 999 秒 30
バルブ開度モニタ V-m 正常時：-10.0 ～ 110.0 %

異常時：---- ＊
－ 運転

位置比例デッドバンド db クローズ：
0.1 ～ 10.0 %

4.0 調整

フローティング：
0.1 ～ 10.0 %

2.0

開閉ヒステリシス oc-h 0.1 ～ 20.0 0.8
PV デッドバンド p-db 0 ～ 9999 0.0 高機能設定

0

位置比例
デッドバンド

-100%

OFF

ON

100%

操作量－バルブ開度

開閉ヒステリシス

SP 

PV 

この区間は不必要な出力を出し
ません

PVデッドバンド
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5-22 簡易演算機能について

• デジタル調節計のステータス（警報、SP ランプ状態、ラン／ストップ、オート／マニュアルなど）
や外部イベント入力の状態を「1」または「0」として論理演算を行い、その結果を内部補助リレー
に出力します。内部補助リレーの状態を、補助出力や制御出力に出力したり、内部補助リレーの状
態に応じて動作の状態を切替える事もできます。

• 内部補助リレーの演算は1～8まで設定できます。内部補助リレーを使用しない場合は「演算なし（常
時OFF）」（初期値）に設定してください。

• 簡易演算使用時には、調整レベル表示画面の第 2表示の２桁目と１桁目の間に「.」が表示されます。

（注） 第 2表示には製品の形式を特定するための数字４桁が表示されます。

簡易演算はCX-Thermo より設定します。

 起動方法
起動方法は、2通りあります。
• CX-Thermo のツリーの「簡易演算設定」を選択し、起動ボタンをクリックします。

• CX-Thermo のメニューの「オプション」から「簡易演算設定」を選択します。

5-22-1 簡易演算機能とは（CX-Thermo）

5-22-2 簡易演算を使うには

123.4

l.adj
調整レベル表示

調整レベル

「.」を表示
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 設定方法
簡易演算画面には以下の内容が表示されますので、各パラメータを設定します。

(1) ライブラリのインポート画面の表示
ライブラリには、特定のケースを想定した簡易演算のサンプルがあらかじめ設定されてい
ます。
「ライブラリ一覧」から選択し、「OK」ボタンをクリックする事により、特定のケースの設
定例が読み込まれます。

【例】ライブラリ 1を選択した場合

(2) 内部補助リレーの演算の切り替え
設定する内部補助リレーの演算を「内部補助リレー1の演算」～「内部補助リレー8の演
算」より選択します。
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(3) 演算方式の選択
演算方式は 1 ～ 4 まであります。内部補助リレーを使用しない場合は、「演算なし（常時
OFF）」（初期値）に設定してください。

・演算なし
（常時OFF）

・演算 1

（A and B）or（C 
and D）
条件Aと条件Bまた
は条件Cと条件D
を満たす場合

・演算 2

（A or C）and（B or D）
条件Aまたは条件C
と条件Bまたは条件
Dを満たす場合

・演算 3

A or B or C or D
条件A、条件B、条
件C、条件Dいずれか
を満たす場合

・演算 4

A and B and C and D
条件A、条件B、条
件C、条件D全てを満
たす場合
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(4) 入力割付の選択
内部補助リレーの演算の入力割付を以下の設定範囲より選択します。

＊ 使用出来るイベント入力は機種により異なります。

(5) 入力 A～ Dの非反転・反転
クリックする事により入力A～Dの、非反転・反転を切り替えます。

パラメータ名 設定範囲
内部補助リレー 1 入力割付A 0. 常時OFF

1. 常時ON
2. 電源投入時ワンサイクルON
3. イベント入力 1（外部入力）　＊
4. イベント入力 2（外部入力）　＊
5. イベント入力 3（外部入力）　＊
6. イベント入力 4（外部入力）　＊
7. イベント入力 5（外部入力）　＊
8. イベント入力 6（外部入力）　＊
9. 警報 1
10.警報 2
11.警報 3
12.警報 4
13.制御出力（加熱側）
14.制御出力（冷却側）
15.入力異常
16.RSP 入力異常
17.HB（ヒータ断線）警報
18.HS（SSR故障）警報
19.オート／マニュアル
20.ラン／ストップ
21.RSP/LSP
22.プログラムスタート
23.AT 実行／中止
24.SP ランプ中
25.マルチ SPNo. 切替（ビット 0）
26.マルチ SPNo. 切替（ビット 1）
27.マルチ SPNo. 切替（ビット 2）
28.プログラムエンド出力
29.内部補助リレー 1
30.内部補助リレー 2
31.内部補助リレー 3
32.内部補助リレー 4
33.内部補助リレー 5
34.内部補助リレー 6
35.内部補助リレー 7
36.内部補助リレー 8

内部補助リレー 1 入力割付B 内部補助リレー 1 入力割付Aと同じ
内部補助リレー 1 入力割付C 内部補助リレー 1 入力割付Aと同じ
内部補助リレー 1 入力割付D 内部補助リレー 1 入力割付Aと同じ

～ ～
内部補助リレー 8 入力割付D 内部補助リレー 1 入力割付Aと同じ

非反転 反転
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(6) 内部補助リレーの非反転・反転
クリックする事により内部補助リレーの、非反転・反転を切り替えます。

(7) ONディレー時間の設定
ON/OFF ディレーの入力がONするとき、設定した遅延時間経過後に出力がONします。
設定範囲は、0～ 9999 になります。初期値は「0（無効）」になります。

(8) OFF ディレー時間の設定
ON/OFFディレーの入力がOFFするとき、設定した遅延時間経過後に出力がOFFします。
設定範囲は、0～ 9999 になります。初期値は「0（無効）」になります。

(9) ON/OFF ディレー時間単位の切り替え
ON/OFF ディレー時間単位を、秒（s）または分（min）より選択します。
初期値は「秒（s）」になります。
「内部補助リレー＊演算方式」を「OFF」以外に設定すると該当する「内部補助リレー＊
ON ディレー」「内部補助リレー＊ OFF ディレー」設定値が調整レベルに表示され、キー
操作による設定値変更ができます。

(10) イベント入力データの変更
イベント入力条件を以下の設定範囲より選択します。

（注）イベント入力端子（外部入力）がない場合でも、内部イベントを初期値から変更する事により
本体表示部にイベント入力割付のパラメータが表示され、本体からも設定が可能になります。

非反転 反転

パラメータ名 設定範囲
内部イベント 1 0. 割付なし

1. イベント入力 1（外部入力）
2. イベント入力 2（外部入力）
3. イベント入力 3（外部入力）
4. イベント入力 4（外部入力）
5. イベント入力 5（外部入力）
6. イベント入力 6（外部入力）
7. 内部補助リレー 1
8. 内部補助リレー 2
9. 内部補助リレー 3
10.内部補助リレー 4
11.内部補助リレー 5
12.内部補助リレー 6
13.内部補助リレー 7
14.内部補助リレー 8

内部イベント 2 イベント入力データ 1と同じ
内部イベント 3 イベント入力データ 1と同じ
内部イベント 4 イベント入力データ 1と同じ
内部イベント 5 イベント入力データ 1と同じ
内部イベント 6 イベント入力データ 1と同じ
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(11) イベント入力割付機能の変更
イベント入力割付の設定値を選択します。
「内部イベント」として「内部補助リレー」を選択した場合、「イベント入力割付」には「通
信書込許可／禁止」を選択できません。

(12) 制御出力・補助出力設定の変更
制御出力・補助出力の出力割付の変更ができます。機種により変更できる項目が異なりま
す。詳細については  4-6 出力仕様の設定の「出力割付機能（制御出力割付は位置比例
タイプでは使用できません）」（4-17 ページ）を参照してください。
また、本文中では制御出力・補助出力に「内部補助リレー」を割り付けた場合、警報機能
を有するものとして表記しています。
例：補助出力 1割付に内部補助リレー 1を割り付けている場合 → 警報 1～ 4機能あり

(13) パラメータガイドの表示
パラメータの説明を表示します。

(14) 内部補助リレーの利用先の表示
内部補助リレーの利用先一覧を表示します。

【操作手順】 イベント入力 2によりラン／ストップを変更します。
イベント入力 2＝ONの時はラン
イベント入力 2＝OFF の時はストップ

1. CX-Thermo のツリーの「簡
易演算設定」を選択し、起動
ボタンをクリックします。

イベント2

常時OFF

反転

内部補助リレー1

常時OFF

常時OFF
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2. 簡易演算設定画面が表示され
ます。「内部補助リレー 1」
の画面が表示されている事を
確認し、「演算方式」より
「演算3」を選択します。

3. 演算を設定します。
内部補助リレー 1入力割付
A＝ 4：
イベント入力 2（外部入力）
内部補助リレー 1入力割付
B＝ 0：常時OFF
内部補助リレー 1入力割付
C＝ 0：常時OFF
内部補助リレー 1入力割付
D＝ 0：常時OFF
を選択します。

4. 内部補助リレー 1を反転さ
せます。
内部補助リレー1  （非

反転）をクリックし、  
（反転）に変更します。

5. イベント入力 2にラン／ス
トップを割付ます。
イベント入力 2のイベント
入力データ＝「5：内部補助
リレー 1」、「イベント入力割
付」＝「ラン／ストップ」に
設定します。

6. 「簡易演算設定」を終了します。
「閉じる」ボタンをクリック
します。

CX-Thermo上でのパラメータ
編集は以上で終了ですが、デジ
タル調節計に設定するには設定
データを転送して下さい。
操作手順の詳細については
「CX-Thermoのヘルプ」
（CX-Thermoの「ヘルプ」メ
ニューから起動できます）を参
照してください。
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【操作手順】 補助出力 1に、警報 1の状態をラン中にだけ出力します。
ライブラリを使用して設定します。

1. CX-Thermo のツリーの「簡
易演算設定」を選択し、起動
ボタンをクリックします。

2. 「ライブラリのインポート」
をクリックします。

3. ライブラリ一覧より「ライ
ブラリ 1」を選択し「OK」
ボタンをクリックします。
内部補助リレー 1演算方式
＝演算 1
内部補助リレー 1入力割付
A＝ 7：警報 1
内部補助リレー 1入力割付
B＝ 19：ラン／ストップで
反転
内部補助リレー 1入力割付
C＝ 0：常時OFF
内部補助リレー 1入力割付
D＝ 0：常時OFF
補助出力 1＝内部補助リ
レー 1
に設定されている事を確認
し、「OK」ボタンをクリッ
クします。

警報 1

常時OFF 常時OFF

ラン／ストップ
内部補助リレー 1
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ステータス表示メッセージは、形 E5DC/DC-B ＊と形 E5GCのみ使用できます。
＊ 形 E5DCは、2014 年 7月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応。

ステータス表示メッセージは、内部補助リレー（WR1～ 8）のいずれかがONであるとき、最も大き
いリレー番号に対応したメッセージ交互表示することができます。
「PV ステータス表示機能」または「SV ステータス表示機能」（高機能設定レベル）で、「WR: ステー
タス表示メッセージ」が選択されたときに動作します。
ステータス表示メッセージは、CX-Themo（Ver.4.62 以上で対応）より設定します。

例）「PVステータス表示機能」で内部補助リレー1（WR1）がONした場合（登録メッセージはWR1）

  ステータス表示メッセージの仕様
• 使用できる文字は、半角のA～ Z、0～ 9、スペース、ハイフンで、最大 4文字の設定が可能です。
• メッセージ欄に何も入力していない、あるいは 4 文字すべてがスペースに設定されているメッ
セージは無効となり、何も表示されません。

4. 「簡易演算設定」を終了します。
「閉じる」ボタンをクリック
します。

CX-Thermo上でのパラメータ
編集は以上で終了ですが、デジ
タル調節計に設定するには設定
データを転送して下さい。
操作手順の詳細については
「CX-Thermoのヘルプ」
（CX-Thermoの「ヘルプ」メ
ニューから起動できます）を参
照してください。

5-22-3 ステータス表示メッセージを使うには

25 25100現在値／目標値
交互表示

通常時

wr1 100

内部補助リレー1
（WR1）がON
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  操作手順

1 簡易演算設定画面で、下図に示す各内部補助リレーに対応した入力欄にメッセージを入力
します。

各内部補助リレーのメッセージの初期値は、以下のとおりです。

＊ 初期値のアンダーバー "_" は、スペースを示しています。

参考

ステータス表示メッセージの優先順位について
ステータス表示メッセージの優先順位は、リレー番号の大きい方が優先となります。

名称 初期値＊
内部補助リレー１ステータス表示メッセージ _WR1
内部補助リレー２ステータス表示メッセージ _WR2
内部補助リレー３ステータス表示メッセージ _WR3
内部補助リレー４ステータス表示メッセージ _WR4
内部補助リレー５ステータス表示メッセージ _WR5
内部補助リレー６ステータス表示メッセージ _WR6
内部補助リレー７ステータス表示メッセージ _WR7
内部補助リレー８ステータス表示メッセージ _WR8
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5-23 設定値を初期化するには
「設定値初期化」（高機能設定レベル）を、「fact：マニュアル記載の工場集荷時に初期化」にするこ
とで、設定値をすべて工場出荷時の状態に戻すことができます。
初期値は、「OFF」です。

＊ パラメータマスクの設定は、設定値初期化を実行しても初期化されません。
詳細は、 「 パラメータマスク有効」（6-5ページ )を参照してください。

【操作手順】

●高機能設定レベルへ移行
＊高機能設定レベルに初めて移行される方は、 「4-1-4 高機能設定レベルへ移行するとき」（4-6 ページ）を参
照してください。

1 「運転レベル」でOキーを 3秒以上押します。
途中 1 秒以上で第 1 表示が点滅します。
｢運転レベル｣から｢初期設定レベル｣に移行します。

運転レベル

2 「初期設定レベル」でMキーを複数回押して「高機能設定レベル移
行」を表示させます。
amov（高機能設定レベル移行）を表示します。

初期設定レベル

3 「高機能設定レベル移行」でUDキーを押して設定値を、-169に
変更します。
＊ UDキーを押し続けることで、設定値は高速カウントアップ／ダウン
します。

初期設定レベル

4 Mキーを1回押すか、そのまま2秒以上経過させると、「高機能設定
レベル」へ移行し、「init：設定値初期化」が表示されます。

●「設定値初期化」の設定

1 「高機能設定レベル」で、先頭パラメータの「init : 設定値初期
化」を表示させます。

高機能設定レベル

2 UDキーを押し、「fact：マニュアル記載の工場出荷時に初期化」
を選択すると、設定値が初期化されます。
初期値は「off」です。

0

25

5

in-t 入力種別

0

amov 高機能設定
レベル移行

-169

amov
高機能設定
レベル移行
-169：高機能設定

レベル移行
パスワード

off

init 設定値初期化

fact

init
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6-1 この章の見方 

 この章で使用する指示マーク

 関連設定データの表示条件について
表示部には、各設定データの右側に示す「使用条件」を満たしているときのみ表示されます。ただ
し、プロテクトされている設定データは、設定内容は有効ですが、使用条件に関わらず表示されま
せん。

 設定データの記載順序について
レベルごとに分けて記載しています。
各レベルの先頭ページには、設定データ切り替え操作手順と各設定データを説明しているページを
記載しています。

 警報機能について
本文中では、制御出力 1/2 割付または補助出力 1 ～ 4 割付のいずれかに警報機能が割り付けられ
ているときに警報機能を有するものとして表記しています。
例：制御出力 1割付に警報 1を割り付けている場合　→　警報 1機能あり

また、制御出力 1/2 割付または補助出力 1 ～ 4 割付のいずれかに「内部補助リレー」を割り付け
た場合も警報機能を有するものとして表記しています。
例：補助出力 1割付に内部補助リレー 1を割り付けている場合　→　警報 1～ 4機能あり

設定データの意味と機能を説明します。

設定内容または設定値について、設定範囲、初期値などを記載します。

モニタ専用の設定データに使用します。

動作指令などの設定データで、操作手順などを説明します。

この設定データを使った説明箇所と関連する設定データ名を記載します。

at AT実行／中止 ラン中、2自由度 PID制御時

表示記号 設定データ名 使用条件
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6-2 プロテクトレベル
プロテクトは「運転／調整プロテクト」「初期／通信プロテクト」「設定変更プロテクト」「PF キープ
ロテクト」の 4 種類あり、それぞれ目的にあったプロテクトをかけることにより不用意な操作を防ぎ
ます。

プロテクトレベル移行のためのパスワードを設定します。

pmoV プロテクトレベル移行 プロテクトレベル移行パスワード（0以外）
が設定されているとき

• 正しいパスワードが設定されると｢運転／調整プロテクト｣へ表示が移行します。

 関連設定データ
 ｢プロテクトレベル移行パスワード｣（プロテクトレベル）（6-6 ページ）

プロテクトレベル

プロテクトのかけられた設定メニューは表示

されず設定値の変更ができなくなります。

  25
プロテクトレベル移行
パスワード設定があれば表示

運転／調整プロテクト

初期／通信プロテクト

設定変更プロテクト

PFキープロテクト

0

oapt

0

prlp

on

pmsk

off

pfpt

off

wtpt

1

icpt

0

pmov

off

 chgp 変更パラメータ表示

パラメータマスク有効
パラメ－タマスク設定
時のみ表示

プロテクトレベル移行
パスワード

M

M

M

M

M

M

M

M

参照

ページ運転レベル 調整レベル

プロテクトレベル

Oキー
1秒未満

O＋Mキーで点滅

O＋Mキー
3秒＊以上

O＋Mキー
1秒以上

＊ キー押下時間は
「プロテクトレベル
移行時間」で変更
できます。運転レベルまたは調整レベルからプロテクトレベルに移行

するにはO＋Mキーを 3秒＊以上押してください。

制御中

0

電源投入

6-3

6-4

6-4

6-4

6-5

6-5

6-6

6-5
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プロテクトする設定データの範囲を指定します。

キー操作での設定変更を制限します。

oapt 運転／調整プロテクト

icpt 初期／通信プロテクト

 運転／調整プロテクト

• 設定値「0」のときはプロテクトがかかりません。

 初期／通信プロテクト
初期設定レベル／通信設定レベル／高機能設定レベルへの移行を制限します。

wtpt 設定変更プロテクト イベント入力 1割付～イベント入力 6割付≠設定変更
許可／禁止

 設定変更プロテクト
イベント入力 1 割付～イベント入力 6 割付で設定変更許可／禁止を選択している場合
は、この設定データを表示しません。

• 設定値「ON」のときは「 」表示が点灯します。

レベル
設定値

0( 初期値 ) 1 2 3

運転レベル
現在値 ○ ○ ○ ○
現在値／目標値 ◎ ◎ ◎ ○ ◎：表示／設定変更可能

○：表示のみ可能
×： 表示またはレベル移行不可能

その他 ◎ ◎ × ×
調整レベル ◎ × × ×

設定値 初期設定レベル 通信設定レベル 高機能設定レベル
0 ○ ○ ○

1( 初期値 ) ○ ○ × ○：移行可能
×：移行不可能2 × × ×

設定値 内　容
OFF( 初期値 ) キー操作での設定変更可

ON キー操作での設定変更不可（但し、プロテクトレベルについては可）
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＊ 本機能使用中にパラメータを初期値に戻すと、そのパラメータは表示されなくなります。再度表示したい場合
は、本機能をOFF してから再設定してください。

＊ パラメータマスク機能とは、表示する必要のない設定項目を非表示にする機能で、設定ツールにより提供され
ます。
設定ツール：CX-Thermo（形 EST2-2C-MV4）

pfpt PF キープロテクト

 PF キープロテクト
PF キーの操作をプロテクトします。

chgp 変更パラメータ表示

初期値から変更のあったパラメータのみを表示します。

pmsk パラメータマスク有効 設定ツールによりパラメータマスク
設定を行ったときのみ表示

• パラメータマスク機能のON/OFF を設定します。
• パラメータマスクの設定は設定値初期化を実行しても初期化されません。
パラメータマスクの初期化は設定ツールにより行います。

設定値 内容
OFF( 初期値 ) PF キーは有効

ON PF キーは無効
（ファンクションキーとしての操作を禁止）

設定範囲 初期値
on：有効 / off：無効 off

設定範囲 初期値
on：有効 / off：無効 on
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プロテクトレベル移行のためのパスワードを設定します。

＊ パスワードを忘れた場合は、プロテクトによる制限の解除、変更ができなくなるのでご注意ください。
万一、パスワードを忘れた場合は、弊社までご連絡ください。

prlp プロテクトレベル移行パスワード

• パスワードの誤設定を防止するため、ここでの設定はUキーとOキー、またはDキーと
Oキーの同時押しにて設定できます。

パスワードを設定しない場合は 0を設定します。

 関連設定データ
 ｢プロテクトレベル移行｣（プロテクトレベル）（6-3 ページ）

設定範囲 初期値
-1999 ～ 9999 0
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6-3 運転レベル
運転を行うときはこのレベルを表示させます。警報値の設定や操作量のモニタなどが行えます。

  25

運転レベル 調整レベル

初期設定レベル 通信設定
レベル

Oキー
1秒未満

Oキー
1秒未満

Oキー
1秒以上

Oキー 1秒以上で点滅

Oキー 3秒以上

制御が停止します。

制御中

制御停止

電源を投入した直後はこのレベルを表示します。

電源投入

運転レベル

00

c-o

a-m

0

sktr

00

ct2

00

ct1

0

m-sp

rset

prst

run

r-s

0

sp-m

00

o

00

lcr1

00

lcr2

0

25

0

al1h

0

al2h

0

al3h

0

al1l

0

al2l

0

al3l

0

al-1

0

al-2

0

al-3

ラン／ストップ

警報値 1

警報上限値 1

警報下限値 1

警報値 2

警報上限値 2

警報下限値 2

警報値 3

警報上限値 3

警報下限値 3

操作量モニタ
（加熱）

操作量モニタ
（冷却）

現在値／目標値
(1)

0

25 現在値／目標値
(2)

オート／
マニュアル切替

マルチSP

0.0

Rrsp リモートSP
モニタ

ランプ目標値
モニタ

ヒータ電流値 1
モニタ

ヒータ電流値 2
モニタ

漏れ電流値 1
モニタ

漏れ電流値 2
モニタ

プログラム
スタート

ソーク残り時間
モニタ

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

0

al4h

0

al4l

0

al-4 警報値 4

警報上限値 4

警報下限値 4

M

M

M

M

M

M

M

参照
ページ

参照
ページ

バルブ開度
モニタ0.0

V-m

6-8

6-8

6-9

6-9

6-9

6-10

6-10

6-11

6-11

6-12

6-13

6-12

6-13

6-14

6-15

6-15

6-15

6-15

6-14

6-15

6-14

6-15

6-16

6-16

6-15

6-16

6-14

6-15
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現在値／目標値（1） 現在値／目標値（1）表示画面選択≠ 0

現在値／目標値（2） 現在値／目標値（2）表示画面選択≠ 0

「現在値／目標値」表示画面選択の設定により、第 1 表示、第 2 表示、および第 3 表示に
は以下の内容が表示されます。

＊ 1 警報 1種別設定により、「警報値 1」が無効の場合も警報値 1が表示されますが、値は無効です。

温度入力時の小数点位置は、選択したセンサにより自動的に設定され、アナログ入力時は
「小数点位置」の設定に従います。

「現在値／目標値」表示画面選択

 関連設定データ
 ｢「現在値／目標値」表示画面選択｣（高機能設定レベル）（6-83 ページ）

設定値 第 1表示 第 2表示 第 3表示（形E5EC/EC-B/ACのみ）
0 表示なし 表示なし 表示なし
1 現在値 目標値 表示なし
2 現在値 表示なし 表示なし
3 目標値 SP（キャラクタ表示） 表示なし
4 現在値 目標値 操作量

(位置比例タイプは「バルブ開度」)
5 現在値 目標値 マルチ SPNo.
6 現在値 目標値 ソーク残り時間
7 現在値 目標値 内部目標値（ランプ SP）
8 現在値 目標値 警報値 1＊ 1

　 モニタ範囲 単位
現在値 温度：各センサの指示範囲に従う

アナログ：スケーリング下限値－ 5%FS～スケーリング上限値＋ 5%FS EU

　 設定範囲 単位
目標値 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 EU

設定データ 初期値
「現在値 /目標値 (1)」表示画面選択 4
「現在値 /目標値 (2)」表示画面選択 0
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a-m オート／マニュアル切替

イベント入力 1割付～イベント入力 6割付≠オート／
マニュアル
かつオート／マニュアル切替表示追加＝ON
2 自由度 PID 制御時

• オート／マニュアルのモード切替を行います。
• ｢オート／マニュアル切替｣表示中にOキーを3秒以上押すと、マニュアル制御レベルに移
行し、マニュアルモードとなります。

• イベント入力でオート／マニュアルを選択しているときは、この設定データを表示しません。

 関連設定データ
 ｢ PID・ON/OFF ｣（初期設定レベル）（6-41 ページ）
 ｢オート／マニュアル切替表示追加｣（高機能設定レベル）（6-67 ページ）

m-sp マルチ SP（目標値 0～ 7）

マルチSP使用点数≠OFF
かつイベント入力 1割付～イベント入力 6割付≠
マルチSPNo. 切替（ビット 0）～
マルチSPNo. 切替（ビット 2）

マルチ SP ではあらかじめ調整レベルで 8 つの目標値（SP0 ～ 7）を設定しておき、目標
値をフロントからキー操作で切り替えて（マルチ SP 機能は外部からの入力信号（イベン
ト入力）で切り替えて使用することも可能）使用します。
この設定データで、目標値 0～ 7を選択します。

rsp リモート SPモニタ
リモートSP入力あり
ST（セルフチューニング）＝OFF（初期値：ON）
リモートSP有効 =ON（初期値：OFF）

リモート SPをモニタします。

 関連設定データ
 ｢ SP モード｣（調整レベル）（6-19 ページ）
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）
 ｢リモート SP有効｣（高機能設定レベル）（6-76 ページ）
 ｢リモート SP上限値｣（高機能設定レベル）（6-77 ページ）
 ｢リモート SP下限値｣（高機能設定レベル）（6-77 ページ）

モニタ範囲 単位
リモートSP下限値 -10％～リモートSP上限値+10％ EU
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ランプ中の目標値をモニタします。

ヒータの断線を検知するCT入力から、ヒータの電流値を測定します。

sp-m ランプ目標値モニタ
SPランプ設定値≠OFF またはSPランプ設定値（下
降値）≠ SAME or OFF
ST ＝OFF

ランプとは目標値の変化率を制限する機能です。
「SPランプ設定値」（調整レベル）に設定値を入力すると表示されます。
ランプ外では「現在値／目標値」の目標値と一致します。

 関連設定データ
 ｢現在値／目標値｣（運転レベル）（6-8 ページ）
 ｢ SP ランプ設定値｣（調整レベル）（6-31 ページ）
 ｢ SP ランプ設定値 （下降値）｣（調整レベル）（6-31 ページ）
 ｢目標値リミット上限値｣（初期設定レベル）（6-41 ページ）
 ｢目標値リミット下限値｣（初期設定レベル）（6-41 ページ）

ct1 ヒータ電流値 1モニタ ヒータ断線・SSR故障検出機能あり
ヒータ断使用＝ON

ヒータの電流値を測定し表示します。
• 制御出力（加熱側）のON時間が 100ms( 制御周期 0.1、0.2s 時は 30ms) 以下は、ヒータ
断線の検出を行いません。

• 55.0A を超えると「ffff」を表示します。
• ヒータ断検出1で警報が出力された場合、ヒータ電流値1モニタの第1表示が点滅します。

 関連設定データ
 ｢ヒータ断検出 1 ｣（調整レベル）（6-20 ページ）
 ｢ヒータ断検出 2 ｣（調整レベル）（6-21 ページ）
 ｢ヒータ断使用｣（高機能設定レベル）（6-59 ページ）
 エラー表示「ct1」（A-16 ページ）

モニタ範囲 単位
SP：目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 EU

モニタ範囲 単位
0.0 ～ 55.0 A
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ヒータの断線を検知するCT入力から、ヒータの電流値を測定します。

SSRの短絡故障を検知するCT入力から、ヒータの電流値を測定します。

ct2 ヒータ電流値 2モニタ ヒータ断線・SSR故障検出機能あり（CT2 点）
ヒータ断使用＝ON

ヒータの電流値を測定し表示します。
• 制御出力（加熱側）のON時間が 100ms( 制御周期 0.1、0.2s 時は 30ms) 以下は、ヒータ
断線の検出を行いません。

• 55.0A 超えると「ffff」を表示します。
• ヒータ断検出2で警報が出力された場合、ヒータ電流値2モニタの第1表示が点滅します。

 関連設定データ
 ｢ヒータ断検出 1 ｣（調整レベル）（6-20 ページ）
 ｢ヒータ断検出 2 ｣（調整レベル）（6-21 ページ）
 ｢ヒータ断使用｣（高機能設定レベル）（6-59 ページ）
 エラー表示「ct2」（A-16 ページ）

lcr1 漏れ電流値 1モニタ ヒータ断線・SSR故障検出機能あり
SSR故障使用＝ON

ヒータの電流値を測定し表示します。
• 制御出力（加熱側）のOFF時間が100ms(制御周期0.1、0.2s時は35ms)以下は、SSR故
障の検出を行いません。

• 55.0A を超えると「ffff」を表示します。
• SSR故障検出1で警報が出力された場合、漏れ電流値1モニタの第1表示が点滅します。

 関連設定データ
 ｢ SSR 故障検出 1 ｣（調整レベル）（6-22 ページ）
 ｢ SSR 故障検出 2 ｣（調整レベル）（6-23 ページ）
 ｢ SSR 故障使用｣（高機能設定レベル）（6-68 ページ）
 エラー表示「lcr1」（A-16 ページ）

モニタ範囲 単位
0.0 ～ 55.0 A

モニタ範囲 単位
0.0 ～ 55.0 A
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SSRの短絡故障を検知するCT入力から、ヒータの電流値を測定します。

簡易プログラムの起動や停止を行います。

lcr2 漏れ電流値 2モニタ ヒータ断線・SSR故障検出機能あり（CT2 点）
SSR故障使用＝ON

ヒータの電流値を測定し表示します。
• 制御出力（加熱側）のOFF時間が100ms(制御周期0.1、0.2s時は35ms)以下は、SSR故
障の検出を行いません。

• 55.0A を超えると「ffff」を表示します。
• SSR故障検出2で警報が出力された場合、漏れ電流値2モニタの第1表示が点滅します。

 関連設定データ
 ｢ SSR 故障検出 1 ｣（調整レベル）（6-22 ページ）
 ｢ SSR 故障検出 2 ｣（調整レベル）（6-23 ページ）
 ｢ SSR 故障使用｣（高機能設定レベル）（6-68 ページ）
 エラー表示「lcr2」（A-16 ページ）

prst プログラムスタート プログラムパターン≠OFFのとき

• 設定を｢ STRT ｣にすることで、｢ラン／ストップ｣が自動的にRUNに切替わります。
• 設定を｢ RSET ｣にすると、動作中の簡易プログラムが停止します。
• イベント入力でプログラムスタートを選択しているときは、この設定データは簡易プロ
グラムの起動／停止状態のモニタ表示となります。

 関連設定データ
 ｢ソーク残り時間モニタ｣（運転レベル）（6-13 ページ）
 ｢ラン／ストップ｣（運転レベル）（6-13 ページ）
 ｢ソーク時間｣（調整レベル）（6-29 ページ）
 ｢ウェイト幅｣（調整レベル）（6-29 ページ）
 ｢プログラムパターン｣（初期設定レベル）（6-43 ページ）
 ｢ソーク時間単位｣（高機能設定レベル）（6-75 ページ）

モニタ範囲 単位
0.0 ～ 55.0 A

設定範囲 初期値
RSET 簡易プログラムを停止します。 rset

STRT 簡易プログラムをスタートします。
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運転／停止を指定します。

sktr ソーク残り時間モニタ プログラムパターン≠OFF のとき

• 簡易プログラム機能のソーク時間の残り時間を計測し表示します。

＊「秒」は形 E5DC/DC-B/GCのみ対応（形 E5DCは、2014年 7月当社工場生産分（Ver.2.2）よ
り対応）。

 関連設定データ
 ｢プログラムスタート｣（運転レベル）（6-12 ページ）
 ｢ソーク時間｣（調整レベル）（6-29 ページ）
 ｢ウェイト幅｣（調整レベル）（6-29 ページ）
 ｢プログラムパターン｣（初期設定レベル）（6-43 ページ）
 ｢ソーク時間単位｣（高機能設定レベル）（6-75 ページ）

r-s ラン／ストップ イベント入力 1割付～イベント入力 6割付が
RUN/STOPでないとき

「run：ラン」を選択すると運転、「stop：ストップ」を選択すると停止します。停止時は
動作表示「STOP」が点灯します。
初期値は「run」です。

イベント入力でRUN/STOP を選択しているときは、この設定データを表示しません。

モニタ範囲 単位
0 ～ 9999 分 /時間 /秒＊
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4-10-1 警報種別の入力値 Xを設定します。

al-1 警報値 1

警報 1～ 4 機能あり
警報 1～ 4  種別≠ 0、1、4、5、12

al-2 警報値 2

al-3 警報値 3

al-4 警報値 4

• 警報 1～ 4 の警報値を設定します。
• 温度入力時の小数点位置は、選択したセンサにより自動的に設定され、アナログ入力の
ときは｢小数点位置｣（初期設定レベル）の設定に従います。

MV警報以外

MV警報

 関連設定データ
 ｢入力種別｣（初期設定レベル）（6-39 ページ）
 ｢スケーリング上限値｣｢スケーリング下限値｣｢小数点位置｣（初期設定レベル）（6-40 ページ）
 ｢警報 1 ～ 4種別｣（初期設定レベル）（6-44 ページ）
 ｢警報 1～ 4ヒステリシス｣（初期設定レベル）（6-47 ページ）
 ｢待機シーケンス再起動｣（高機能設定レベル）（6-58 ページ）
 ｢補助出力１～ 4非励磁｣（高機能設定レベル）（6-59 ページ）
 ｢警報 1～ 4ラッチ｣（高機能設定レベル）（6-64 ページ）

設定範囲 単位 初期値
-1999 ～ 9999  EU 0

設定範囲 単位 初期値
-199.9 ～ 999.9 ％ 0.0
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警報 1 ～ 4 種別（初期設定レベル）で上下限を設定するモードを選択した場合、上限値と下限値を個
別に設定します。

al1h 警報上限値 1

警報 1～ 4機能あり
警報 1～ 4種別＝ 1、4、5

al2h 警報上限値 2

al3h 警報上限値 3

al4h 警報上限値 4

al1l 警報下限値 1

al2l 警報下限値 2

al3l 警報下限値 3

al4l 警報下限値 4

• 警報 1～ 4の上・下限値を設定します。
• 温度入力時の小数点位置は、選択したセンサにより自動的に設定され、アナログ入力の
ときは｢小数点位置｣の設定に従います。

 関連設定データ
 ｢入力種別｣（初期設定レベル）（6-39 ページ）
 ｢スケーリング上限値｣｢スケーリング下限値｣｢小数点位置｣（初期設定レベル）（6-40 ページ）
 ｢警報 1～ 4 種別｣（初期設定レベル）（6-44 ページ）
 ｢警報 1～ 4ヒステリシス｣（初期設定レベル）（6-47 ページ）
 ｢待機シーケンス再起動｣（高機能設定レベル）（6-58 ページ）
 ｢補助出力 1～ 4非励磁｣（高機能設定レベル）（6-59 ページ）
 ｢警報 1～ 4ラッチ｣（高機能設定レベル）（6-64 ページ）

設定範囲 単位 初期値
-1999 ～ 9999 EU 0
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運転中の制御出力の加熱側操作量をモニタします。

運転中の制御出力の冷却側操作量をモニタします。

o 操作量モニタ（加熱） 操作量表示＝ＯＮ

• 標準制御時は操作量、加熱冷却制御時は制御出力（加熱側）の操作量を確認します。
• 初期値は操作量表示＝OFFとなっており操作量を表示しません。

 関連設定データ
 ｢操作量表示｣（高機能設定レベル）（6-63 ページ）

c-o 操作量モニタ（冷却） 加熱冷却制御時
操作量表示＝ON

• 加熱冷却制御時の制御出力（冷却側）の操作量を確認します。
• 初期値は操作量表示＝OFFとなっており、操作量を表示しません。

 関連設定データ
 ｢標準／加熱冷却｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）
 ｢操作量表示｣（高機能設定レベル）（6-63 ページ）

V-m バルブ開度モニタ 位置比例タイプ
「現在値 /目標値」表示画面選択≠ 4

• 位置比例制御時のバルブ開度をモニタします。
• ポテンショメータを接続し、「モータキャリブレーション」を実行することでバルブ開度
がモニタ出来るようになります。

 関連設定データ
 「モータキャリブレーション」（初期設定レベル）（6-53 ページ）
 「現在値 /目標値」表示画面選択（高機能設定レベル）（6-83 ページ）

制御 モニタ範囲 単位
標準 -5.0 ～ 105.0 ％
加熱冷却 0.0 ～ 105.0 ％

制御 モニタ範囲 単位
加熱冷却 0.0 ～ 105.0 ％

制御 モニタ範囲 単位
位置比例 -10.0 ～ 110.0 ％



6 - 17

6   設定データ

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

6-4  調
整
レ
ベ
ル

6

  

6-4 調整レベル
このレベルではAT（オートチューニング）の実行や制御のための設定を行います。
デジタル調節計の基本機能である PID 定数（比例帯・積分時間・微分時間）や加熱冷却制御などの設
定があります。

運転レベルから調整レベルに移行するにはOキーを1回押し
てください。
• 調整レベルでの目標値0～7はマルチSPで切り替えるため
の設定値です。

• ヒータ電流値モニタ、漏れ電流値モニタおよびヒータ断検
出、SSR 故障検出については CT 入力を備えた機種につい
て表示されます。

• 運転／調整プロテクトの設定値「0」で「調整レベル」が変更
できます。「1」～「3」では表示およびレベル移行ができませ
ん。プロテクト設定は「プロテクトレベル」で設定します。

運転レベル 調整レベル
Oキー

1秒未満

制御中

電源投入

調整レベル

調整レベル
表示

M

l.adj

AT実行／中止

M
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「調整レベル」へ移行したときに表示されます。第 2表示には、製品の形式を特定するための数字 4桁
が表示されます。
簡易演算の設定が行われている場合は、第 2表示に「.（ドット）」が表示されます。

AT（オートチューニング）を実行します。

l.adj 調整レベル表示

•「調整レベル」へ移行したことを示します。
（「調整レベル」の中で、Mキーを押し、設定項目を送っても「調整レベル表示」は再表示
されません。）

at AT実行／中止

ラン中（初期値：ラン）、
2自由度PID 制御時（初期値：ON/OFF）、
かつイベント入力＊割付が「AT実行 /中止」以外の
とき

• 目標値を中心に操作量を強制的に増減させ、制御対象の特性を求めます。求めた結果か
ら PID定数を算出し、「比例帯」、「積分時間」、「微分時間」を自動で設定します。

• ATには「100％AT」と「40％AT」があります。
加熱冷却制御時と位置比例のフローティング制御時は、100％AT のみ実行できます。

• 加熱冷却制御時は、加熱冷却チューニング方式により、冷却側の制御特性に応じた調整
法を選択してください。

• 工場出荷状態で AT を実行すると「比例帯（冷却）」「積分時間（冷却）」「微分時間（冷
却）」は加熱側と同じ値が設定されます。

• イベント入力で100％AT実行／中止、または40％AT実行／中止を選択しているときに
は、この設定データを表示しません。

• 通常は「off」になっています。Uキーを押し、「at-2」「at-1」を選択するとATを実
行します。
ストップ中およびON/OFF 制御中は実行できません。

• AT実行中は動作表示「TUNE」が点灯します。
• 実行終了すると、自動的に「off」に戻ります。

 関連設定データ
 ｢ラン／ストップ｣（運転レベル）（6-13 ページ）
 ｢比例帯｣｢積分時間｣｢微分時間｣（調整レベル）（6-26 ページ）
 ｢比例帯（冷却）｣｢積分時間（冷却）｣｢微分時間（冷却）｣（調整レベル）（6-27 ページ）
 ｢ PID・ON/OFF ｣（初期設定レベル）（6-41 ページ）
 ｢加熱冷却チューニング方式｣（高機能設定レベル）（6-80 ページ）
 クローズ /フローティング（初期設定レベル）（6-53 ページ）

設定範囲 初期値
OFF
AT-2
AT-1

：AT中止
：100%AT実行
：40%AT実行

OFF
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cmwt 通信書込 通信機能対応機種
イベント入力 1割付～イベント入力 6割付≠通信書込許可

• ホスト（パソコン）からデジタル調節計への設定データの書き込みを許可／禁止します。
• イベント入力 1割付～イベント入力 6割付で通信書込許可／禁止を選択しているときに
は、この設定データを表示しません。

•「プロトコル選択」をコンポ通信、上位リンク (FINS)、MC プロトコル（形式 4）、専用
プロトコル（形式 4）に設定すると、「通信書込」は自動でONになります。

 関連設定データ
 通信設定レベル（6-87 ページ）
 ｢プロトコル選択｣ ｢通信ユニットNo. ｣ ｢通信速度｣
 ｢通信データ長｣ ｢通信パリティ｣ ｢通信ストップビット｣

spmd SPモード

リモートSP入力あり
ST（セルフチューニング）＝OFF（初期値：ON）
リモートSP有効 =ON（初期値：OFF）
イベント入力 *割付が「SPモード切替」以外のとき

SPモードを選択します。
ローカル SP モードでは、デジタル調節計内部に設定されているローカル SP を目標値と
し、リモート SPモードでは、外部信号（4～ 20mAなど）により指定されるリモート SP
を目標値として制御に使用します。

 関連設定データ
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）
 ｢リモート SP有効｣（高機能設定レベル）（6-76 ページ）

設定範囲 初期値
ON
OFF

：書き込み許可
：書き込み禁止 OFF

設定範囲 初期値
LSP: ローカルSP / RSP: リモート SP LSP
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ヒータの断線を検知するCT入力から、ヒータの電流値を測定します。

ヒータ断線警報を出力するための電流値を設定します。

ct1 ヒータ電流値 1モニタ ヒータ断線・SSR故障検出機能あり
ヒータ断使用＝ON

出力がON時のヒータの電流値を測定し表示します。
• 制御出力（加熱側）のON時間が 100ms（制御周期 0.1、0.2s 時は 30ms）以下は、ヒー
タ断線の検出を行いません。

• 55.0A を超えると「ffff」を表示します。
• ヒータ断検出1で警報が出力された場合、ヒータ電流値1モニタの第1表示が点滅します。

 関連設定データ
 ｢ヒータ断検出 1 ｣（調整レベル）（6-20 ページ）
 ｢ヒータ断検出 2 ｣（調整レベル）（6-21 ページ）
 ｢ヒータ断使用｣（高機能設定レベル）（6-59 ページ）
 エラー表示「ct1」（A-16 ページ）

hb1 ヒータ断検出 1 ヒータ断線・SSR故障検出機能あり
ヒータ断使用＝ON

• ヒータ電流値がこの設定値を下回ると、ヒータ断線警報を出力します。
• 設定値が｢ 0.0 ｣のときはヒータ断線警報＝｢ OFF ｣、｢ 50.0 ｣のときはヒータ断線警報＝
｢ ON ｣となります。

 関連設定データ
 ｢ヒータ電流値 1モニタ｣（調整レベル）（6-20 ページ）
 ｢ヒータ断使用｣（高機能設定レベル）（6-59 ページ）
 ｢ヒータ断ラッチ｣（高機能設定レベル）（6-60 ページ）
 ｢ヒータ断ヒステリシス｣（高機能設定レベル）（6-60 ページ）

モニタ範囲 単位
0.0 ～ 55.0 A

設定範囲 単位 初期値
0.0 ～ 50.0 A 0.0
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ヒータの断線を検知するCT入力から、ヒータの電流値を測定します。

ヒータ断線警報を出力するための電流値を設定します。

ct2 ヒータ電流値 2モニタ ヒータ断線・SSR故障検出機能あり（CT2 点）
ヒータ断使用＝ON

出力がON時のヒータの電流値を測定し表示します。
• 制御出力（加熱側）のON時間が 100ms（制御周期 0.1、0.2s 時は 30ms）以下は、ヒー
タ断線の検出を行いません。

• 55.0A を超えると「ffff」を表示します。
• ヒータ断検出2で警報が出力された場合、ヒータ電流値2モニタの第1表示が点滅します。

 関連設定データ
 ｢ヒータ断検出 1 ｣（調整レベル）（6-20 ページ）
 ｢ヒータ断検出 2 ｣（調整レベル）（6-21 ページ）
 エラー表示「ct2」（A-16 ページ）

hb2 ヒータ断検出 2 ヒータ断線・SSR故障検出機能あり（CT2 点）
ヒータ断使用＝ON

• ヒータ電流値がこの設定値を下回ると、ヒータ断線警報を出力します。
• 設定値が｢ 0.0 ｣のときはヒータ断線警報＝｢ OFF ｣、｢ 50.0 ｣のときはヒータ断線警報＝
｢ ON ｣となります。

 関連設定データ
 ｢ヒータ電流値 2モニタ｣（調整レベル）（6-21 ページ）
 ｢ヒータ断使用｣（高機能設定レベル）（6-59 ページ）
 ｢ヒータ断ラッチ｣（高機能設定レベル）（6-60 ページ）
 ｢ヒータ断ヒステリシス｣（高機能設定レベル）（6-60 ページ）

モニタ範囲 単位
0.0 ～ 55.0 A

設定範囲 単位 初期値
0.0 ～ 50.0 A 0.0
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SSRの短絡故障を検知するCT入力から、ヒータの電流値を測定します。

SSR故障警報を出力するための電流値を設定します。

lcr1 漏れ電流値 1モニタ ヒータ断線・SSR故障検出機能あり
SSR故障使用＝ON

出力がOFF時のヒータの電流値を測定し表示します。
• 制御出力（加熱側）のOFF時間が 100ms（制御周期 0.1、0.2s 時は 35ms）以下は、SSR
故障の検出を行いません。

• 55.0A を超えると「ffff」を表示します。
• SSR故障検出1で警報が出力された場合、漏れ電流値1モニタの第1表示が点滅します。

 関連設定データ
 ｢ SSR 故障検出 1 ｣（調整レベル）（6-22 ページ）
 ｢ SSR 故障検出 2 ｣（調整レベル）（6-23 ページ）
 ｢ SSR 故障使用｣（高機能設定レベル）（6-68 ページ）
 エラー表示「lcr1」（A-16 ページ）

hs1 SSR故障検出 1 ヒータ断線・SSR故障検出機能あり
SSR故障使用＝ON

• 漏れ電流値がこの設定値を上回ると、SSR故障警報を出力します。
• 設定値が｢50.0｣のときはSSR故障警報＝｢OFF｣、｢0.0｣のときはSSR故障警報＝｢ON｣と
なります。

 関連設定データ
 ｢漏れ電流値 1モニタ｣（調整レベル）（6-22 ページ）
 ｢ SSR 故障使用｣（高機能設定レベル）（6-68 ページ）
 ｢ SSR 故障ラッチ｣（高機能設定レベル）（6-69 ページ）
 ｢ SSR 故障ヒステリシス｣（高機能設定レベル）（6-69 ページ）

モニタ範囲 単位
0.0 ～ 55.0 A

設定範囲 単位 初期値
0.0 ～ 50.0 A 50.0
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SSR の短絡故障を検知するCT入力から、ヒータの電流値を測定します。

SSR故障警報を出力するための電流値を設定します。

lcr2 漏れ電流値 2モニタ ヒータ断線・SSR故障検出機能あり（CT2 点）
SSR故障使用＝ON

出力がOFF時のヒータの電流値を測定し表示します。
• 制御出力（加熱側）のOFF時間が 100ms（制御周期 0.1、0.2s 時は 35ms）以下は、SSR
故障の検出を行いません。

• 55.0A を超えると「ffff」を表示します。
• SSR故障検出2で警報が出力された場合、漏れ電流値2モニタの第1表示が点滅します。

 関連設定データ
 ｢ SSR 故障検出 1 ｣（調整レベル）（6-22 ページ）
 ｢ SSR 故障検出 2 ｣（調整レベル）（6-23 ページ）
 ｢ SSR 故障使用｣（高機能設定レベル）（6-68 ページ）
 エラー表示「lcr2」（A-16 ページ）

hs2 SSR 故障検出 2 ヒータ断線・SSR故障検出機能あり（CT2 点）
SSR故障使用＝ON

• 漏れ電流値がこの設定値を上回ると、SSR故障警報を出力します。
• 設定値が｢50.0｣のときはSSR故障警報＝｢OFF｣、｢0.0｣のときはSSR故障警報＝｢ON｣と
なります。

 関連設定データ
 ｢漏れ電流値 2モニタ｣（調整レベル）（6-23 ページ）
 ｢ SSR 故障使用｣（高機能設定レベル）（6-68 ページ）
 ｢ SSR 故障ラッチ｣（高機能設定レベル）（6-69 ページ）
 ｢ SSR 故障ヒステリシス｣（高機能設定レベル）（6-69 ページ）

モニタ範囲 単位
0.0 ～ 55.0 A

設定範囲 単位 初期値
0.0 ～ 50.0 A 50.0



6   設定データ

6 - 24 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

マルチSP機能を使用するときの目標値を設定します。

sp-0 目標値 0

マルチ SP使用点数＝ 2～ 8
またはイベント入力 1割付～イベント入力 6割付＝
マルチSP切替（ビット 0）～マルチSP切替（ビット 2）

sp-1 目標値 1

sp-2 目標値 2

sp-3 目標値 3

sp-4 目標値 4

sp-5 目標値 5

sp-6 目標値 6

sp-7 目標値 7

目標値 0～ 7 で設定した値はフロントからのキー操作およびイベント入力により切り替え
られます。
• 目標値が変更されたとき、「目標値0～ 7」のうちマルチSP入力で選択されている設定値
も連動して変更されます。

• 小数点位置は、選択されているセンサに従います。アナログ入力では「小数点位置」の
設定に従います。

 関連設定データ
 ｢現在値／目標値｣（運転レベル）（6-8 ページ）
 ｢入力種別｣（初期設定レベル）（6-39 ページ）
 ｢イベント入力割付｣（初期設定レベル）（6-51 ページ）
 ｢マルチ SP使用点数｣（高機能設定レベル）（6-57 ページ）

設定範囲 単位 初期値
目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 EU 0
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ins PV入力補正値

現在値と実際の温度に差が生じることがあります。これを補正するために入力に補正値を
加えた値を現在値として表示し制御を行います。
入力範囲全域について、一定率の補正を行います。補正値を -1℃とすると実際の温度より
1℃引いた値に制御します。

＊ 小数点位置は「小数点位置」設定に従います。

 関連設定データ
 ｢入力種別｣（初期設定レベル）（6-39 ページ）

inrt PV入力傾き補正係数

現在値の補正をするために入力に対して加える（倍率）です。
この倍率を加えた値を現在値として表示し制御を行います。

rss リモート SP入力補正値
リモートSP入力あり
ST（セルフチューニング）＝OFF（初期値：ON）
リモートSP有効 =ON（初期値：OFF）

リモートSP入力の補正をするためにリモートSP入力に補正値を加えた値をリモートSP
入力値として表示し制御を行います。

＊ 小数点位置は「小数点位置」設定に従います。

 関連設定データ
 ｢入力種別｣（初期設定レベル）（6-39 ページ）
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）
 ｢リモート SP有効｣（高機能設定レベル）（6-76 ページ）

設定範囲 単位 初期値
温度入力 ：-199.9 ～ 999.9 ℃または°Ｆ 0.0
アナログ入力：-1999 ～ 9999 ＊ EU 0

設定範囲 初期値
0.001 ～ 9.999 1.000

設定範囲 単位 初期値
温度入力 ：-199.9 ～ 999.9 ℃または°Ｆ 0.0
アナログ入力：-1999 ～ 9999 EU 0
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PID を設定します。ATおよび STを実行すると自動的に各設定データが設定されます。

rsrt リモートSP入力傾き補正係数
リモート SP入力あり
ST（セルフチューニング）＝OFF（初期値：ON）
リモート SP有効 =ON（初期値：OFF）

リモート SP入力の補正をするためにリモート SP入力に対して加える（倍率）です。
この倍率を加えた値をリモート SP入力値として表示し制御を行います。

 関連設定データ
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）
 ｢リモート SP有効｣（高機能設定レベル）（6-76 ページ）

p 比例帯

2自由度PID 制御時i 積分時間

d 微分時間

P動作  ： 操作量が偏差に比例する動作をいいます。

I 動作 ： 偏差の時間積分値に比例した大きさを出力する制御動作です。比例動作ではオフ
セットが発生するため、積分動作を組み合わせて制御します。時間が経過するに
したがいオフセットがなくなり制御温度と目標値が一致するようになります。

D動作 ： 入力の時間微分差に比例した大きさを出力する制御動作です。比例動作や積分動
作は制御結果に対する訂正動作ですので急激な温度変化に対して応答が遅くな
ります。温度変化の傾斜に比例した操作量を追加して訂正動作を行います。

＊ 設定単位は、「積分／微分時間単位」の設定によります。
「積分／微分時間単位」が変更されると、「P（比例帯）」「I（積分時間）」「D（微分時間）」は初期
化されます。

 関連設定データ
 ｢ AT 実行／中止｣（調整レベル）（6-18 ページ）
 ｢積分／微分時間単位｣（高機能設定レベル）（6-61 ページ）

設定範囲 初期値
0.001 ～ 9.999 1.000

設定データ 設定範囲 単位 初期値
比例帯 温度入力 0.1 ～ 999.9 ℃または °F 8.0

アナログ入力 %FS 10.0
積分時間 ＊ 「積分／微分時間

単位」が「1s」
標準 /加熱冷却 /位置
比例（クローズ）

0～ 9999 秒 233

位置比例（フローティ
ング）

1 ～ 9999

「積分／微分時間
単位」が「0.1s」

標準 /加熱冷却 /位置
比例（クローズ）

0.0 ～ 999.9 秒 233.0

位置比例（フローティ
ング）

0.1 ～ 999.9

微分時間 ＊ 「積分／微分時間単位」が「1s」 0～ 9999 秒 40
「積分／微分時間単位」が「0.1s」 0.0 ～ 999.9 秒 40.0
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加熱冷却制御時の出力デッドバンド幅を設定します。負の値になるとオーバーラップバンドになります。

c-p 比例帯（冷却）

加熱冷却制御時 かつ 2 自由度 PID 制御時c-i 積分時間（冷却）

c-d 微分時間（冷却）

冷却側の PID を設定します。
加熱冷却チューニング方式の設定によっては、ATおよび STを実行すると自動的に各設定
データが設定されます。

＊ 設定単位は、「積分／微分時間単位」の設定によります。
「積分／微分時間単位」が変更されると、「P（比例帯（冷却））」「I（積分時間（冷却））」「D（微分
時間（冷却））」は初期化されます。

 関連設定データ
 ｢ AT 実行／中止｣（調整レベル）（6-18 ページ）
 ｢積分／微分時間単位｣（高機能設定レベル）（6-61 ページ）

c-db デッドバンド 加熱冷却制御時

• 加熱冷却制御において目標値を中心として制御量 0となるエリアを設定します。

設定データ 設定範囲 単位 初期値
比例帯 (冷却 ) 温度入力 0.1 ～ 999.9 ℃または °F 8.0

アナログ入力 %FS 10.0
積分時間 (冷却 ) 
＊

「積分／微分時間単位」
が「1s」

0～ 9999 秒 233

「積分／微分時間単位」
が「0.1s」

0.0 ～ 999.9 秒 233.0

微分時間 (冷却 ) 
＊

「積分／微分時間単位」
が「1s」

0～ 9999 秒 40

「積分／微分時間単位」
が「0.1s」

0.0 ～ 999.9 秒 40.0

設定範囲 単位 初期値
温度入力 -199.9 ～ 999.9 ℃または °F 0.0
アナログ入力 -19.99 ～ 99.99 ％FS 0.00
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ON/OFF 切り替え点で安定した動作を行うために調節感度（制御出力の ON/OFF 制御時のヒステリ
シス）を設定します。

of-r マニュアルリセット値 標準制御、２自由度ＰＩＤ制御時、積分時間 =0
または位置比例タイプ、積分時間 =0

• P、PD制御時に整定時の操作量を設定してオフセットを除きます。

 関連設定データ
 ｢積分時間｣（調整レベル）（6-26 ページ）
 ｢ PID・ON/OFF ｣（初期設定レベル）（6-41 ページ）

hys

chys

調節感度（加熱）
調節感度（冷却）

ON/OFF 制御時
加熱冷却制御時（調節感度（冷却））

• 標準制御では「調節感度（加熱）」を使用します。「調節感度（冷却）」は使用できません。
• 加熱冷却制御時は加熱、冷却を独立して設定できます。加熱側は「調節感度（加熱）」、冷
却側は「調節感度（冷却）」を使用します。

 関連設定データ
 ｢ PID・ON/OFF ｣（初期設定レベル）（6-41 ページ）
 ｢標準／加熱冷却｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）

設定範囲 単位 初期値
0.0 ～ 100.0 ％ 50.0

設定データ 設定範囲 単位 初期値
調節感度
（加熱）

温度入力 0.1 ～ 999.9 ℃または °F 1.0
アナログ入力 0.01 ～ 99.99 ％FS 0.10

調節感度
（冷却）

温度入力 0.1 ～ 999.9 ℃または °F 1.0
アナログ入力 0.01 ～ 99.99 ％FS 0.10
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soak ソーク時間 プログラムパターン≠OFF のとき

• 簡易プログラム機能を用いて制御を行う時間を設定します。

＊「秒」は形 E5DC/DC-B/GCのみ対応（形 E5DCは、2014年 7月当社工場生産分（Ver.2.2）よ
り対応）。

 関連設定データ
 ｢プログラムスタート｣（運転レベル）（6-12 ページ）
 ｢ソーク残り時間モニタ｣（運転レベル）（6-13 ページ）
 ｢ウェイト幅｣（調整レベル）（6-29 ページ）
 ｢プログラムパターン｣（初期設定レベル）（6-43 ページ）
 ｢ソーク時間単位｣（高機能設定レベル）（6-75 ページ）

wt-b ウェイト幅 プログラムパターン≠OFF のとき

• 簡易プログラム機能でソーク時間が計時中となる整定幅を設定します。

 関連設定データ
 ｢プログラムスタート｣（運転レベル）（6-12 ページ）
 ｢ソーク残り時間モニタ｣（運転レベル）（6-13 ページ）
 ｢ソーク時間｣（調整レベル）（6-29 ページ）
 ｢プログラムパターン｣（初期設定レベル）（6-43 ページ）
 ｢ソーク時間単位｣（高機能設定レベル）（6-75 ページ）

設定範囲 単位 初期値
1 ～ 9999 分 /時間 /秒＊ 1

設定範囲 単位 初期値
温度入力 OFF、0.1 ～ 999.9 ℃または °F off

アナログ入力 OFF、0.01 ～ 99.99 ％FS
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mV-s ストップ時操作量 2 自由度 PID 制御時、または位置比例タイプ
ストップ時／異常時操作量追加＝ONのとき

• ｢ラン／ストップ｣制御がラン状態からストップ状態に切り替わったときに作用する操作
量を設定します。

 関連設定データ
 ｢ラン／ストップ｣（運転レベル）（6-13 ページ）
 ｢クローズ /フローティング｣（初期設定レベル）（6-53 ページ）
 ｢ストップ時／異常時操作量追加｣（高機能設定レベル）（6-66 ページ）
 ｢位置比例操作量ダイレクト設定｣（高機能設定レベル）（6-79 ページ）

mV-e 異常時操作量 2 自由度 PID 制御時、または位置比例タイプ
ストップ時／異常時操作量追加＝ONのとき

• 入力異常が発生したときに作用する操作量を設定します。

 関連設定データ
 ｢クローズ /フローティング｣（初期設定レベル）（6-53 ページ）
 ｢ストップ時／異常時操作量追加｣（高機能設定レベル）（6-66 ページ）
 ｢位置比例操作量ダイレクト設定｣（高機能設定レベル）（6-79 ページ）

制御方式 設定範囲 単位 初期値
標準
位置比例（クローズで位置比例操作量ダイレクト設定がON） -5.0 ～ 105.0

％ 0.0
加熱冷却 -105.0 ～ 105.0
位置比例
（フローティングまたは位置比例操作量ダイレクト設定がOFF）

CLOS、HOLD、
OPEN なし HOLD

制御方式 設定範囲 単位 初期値
標準
位置比例（クローズで位置比例操作量ダイレクト設定がON） -5.0 ～ 105.0

％ 0.0
加熱冷却 -105.0 ～ 105.0
位置比例
（フローティングまたは位置比例操作量ダイレクト設定がOFF）

CLOS、HOLD、
OPEN なし HOLD
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sprt SPランプ設定値

ST（セルフチューニング） = OFF
（初期値：ON）

sprl
SPランプ設定値
（下降値）

•  SPランプ中の変化率を指定します。時間単位あたりの最大許容変化幅を｢SPランプ設定
値｣、｢ SP ランプ設定値 (下降値 ) ｣として設定します。ただし、｢ OFF ｣のときは、SPラ
ンプ機能が無効になります。

•  SPランプ設定値およびSPランプ設定値(下降値)の小数点位置は、温度入力時は選択さ
れているセンサ、アナログ入力時は「小数点位置」の設定に従います。

 関連設定データ
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）

ol-h 操作量リミット上限値 2自由度PID 制御時
ST＝OFF
位置比例タイプはクローズ制御の時

ol-l 操作量リミット下限値

• 操作量の上・下限値を設定します。本機の操作量計算値が、上下限値の範囲外の値になっ
た場合は、上限値または下限値を出力します。

• 操作量リミット上限値

• 操作量リミット下限値
加熱冷却制御時の冷却側操作量は負の値で表します。

 関連設定データ
 ｢ PID・ON/OFF ｣（初期設定レベル）（6-41 ページ）
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）
 ｢クローズ /フローティング｣（初期設定レベル）（6-53 ページ）

設定データ 設定範囲 単位 初期値
SP ランプ設定値 OFF、1～ 9999 EU/ 秒、EU/ 分、EU/ 時 OFF
SP ランプ設定値
（下降値）

SAME(SP ランプ設定値
と同じ )、OFF、1～
9999

EU/ 秒、EU/ 分、EU/ 時 SAME

制御方式 設定範囲 単位 初期値
標準
位置比例（クローズ） 操作量リミット下限値＋ 0.1 ～ 105.0

％ 100.0
加熱冷却 0.0 ～ 105.0

制御方式 設定範囲 単位 初期値
標準
位置比例（クローズ） -5.0 ～操作量リミット上限値－ 0.1

％
0.0

加熱冷却 -105.0 ～ 0.0 -100.0
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orl 操作量変化率リミット 2自由度PID 制御時
ST=OFF

• 操作量の1秒あたりの最大許容変化幅を設定します。この設定値を超える操作量の変化が
あった場合、1 秒あたりの変化幅分だけ変化しながら計算上の値に到達します。設定値
「0.0」の場合、この機能は無効になります。

• 操作量変化率リミットは、下記の状態のときは動作しません。
• マニュアルモード
• ST 実行中（ST＝ONのとき設定不可）
• AT実行中
• ON/OFF 制御中
• ストップ中（ストップ時操作量出力中）
• 異常時操作量出力中

 関連設定データ
 ｢比例帯｣（調整レベル）（6-26 ページ）

db 位置比例デッドバンド 位置比例タイプ

• 操作量とバルブ開度の偏差が「位置比例デッドバンド」内に入ったとき、バルブの開閉
を停止し、バルブが劣化するのを防止します。

 関連設定データ
 「開閉ヒステリシス」（調整レベル）（6-32 ページ）

oc-h 開閉ヒステリシス 位置比例タイプ

• オープンおよびクローズ出力のON、OFF切替点をずらし、出力がチャタリングするのを
防止します。

 関連設定データ
 「位置比例デッドハンド」（調整レベル）（6-32 ページ）

設定範囲 単位 初期値
0.0 ～ 100.0 %/ 秒 0.0

設定範囲 単位 初期値
クローズ：0.1 ～ 10.0 % 4.0
フローティング：0.1 ～ 10.0 % 2.0

設定範囲 単位 初期値
0.1 ～ 20.0 % 0.8
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sqrp 開平演算ローカット点 入力種別がアナログ入力かつ、
開平演算有効＝ONのとき

• 入力の開平演算のローカット点を設定します。開平演算後のデータは次のとおりです。
• 流量センサの開平演算に使われます。

 関連設定データ
 ｢開平演算有効｣（初期設定レベル）（6-54 ページ）

w1～ 8on

w1～ 8of

内部補助リレー 1～ 8ONディレー
内部補助リレー 1～ 8OFF ディレー 内部補助リレー 1～ 8演算方式≠OFF

• ONディレー
内部補助リレー論理演算結果がONとなるとき、設定した遅延時間経過後に内部補助
リレーがONします。

• OFF ディレー
内部補助リレー論理演算結果がOFF となるとき、設定した遅延時間経過後に内部補助
リレーがOFFします。

 関連設定データ
 ｢補助出力 1～ 4割付｣（高機能設定レベル）（6-73 ページ）

開平演算ローカット点

演算結果

100%FS

引数 1（入力データ）
100%FS0

設定範囲 単位 初期値
0.0 ～ 100.0 % 0.0

設定範囲 単位 初期値
0 ～ 999 秒 0



6   設定データ

6 - 34 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

plcm 通信モニタ
通信機能対応機種
プロトコル選択＝上位リンク (FINS) またはMCプロ
トコルまたは専用プロトコル

• 形 E5□C の通信周期（サイクルタイム）を表示します。
• PLCと通信ができない場合は「c.err」を表示し、通信ができるようになると、サイクル
タイムを表示します。

通信機能の解説については、『形 E5□C デジタル調節計 通信マニュアル』（Man.No.：
SGTD-741）を参照してください。

モニタ範囲 初期値
正常時：0～ 9999ms。9999ms を超えた場合は「]]]]」
異常時：c.err

-



6 - 35

6   設定データ

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

6-5  モ
ニ
タ
／
設
定
項
目
レ
ベ
ル

6

  

6-5 モニタ／設定項目レベル
「PF 設定」（高機能設定レベル）を「PFDP：モニタ／設定項目」に設定する事でファンクションキー
によるモニタ／設定項目の表示ができます。

pfd1～ 5 モニタ／設定項目表示 1～ 5 PF 設定＝ PFDP
かつモニタ／設定項目 1～ 5≠OFF

•  PF キーに「モニタ／設定項目」を設定した場合、PF キーを押すごとに、モニタ／設定
項目 1～ 5 の順に設定した内容が表示されます。
「モニタ／設定項目 1～ 5」の設定内容は下表のようになります。設定（モニタ）範囲は、
該当する設定データを参照してください。

＊1 形 E5CC/CC-U/CC-B/DC/DC-B/GCは、現在値／目標値のみが表示されます。
＊ 2 警報 1種別設定が警報機能なしの場合も警報値 1が表示されますが、値は無効です。

運転レベル 調整レベル
Oキー
1秒未満

Sキー

制御中

モニタ／設定項目
レベル

Sキー

電源投入

設定値 設定内容 備考
モニタ /設定 記号

0 無効 － －
1 現在値 /目標値 /マルチ SP 設定可（目標値）＊ 1 －
2 現在値 /目標値 /操作量

( 位置比例タイプは「バルブ開度」)
設定可（目標値）＊ 1 －

3 現在値 /目標値 /ソーク残り時間 設定可（目標値）＊ 1 －
4 比例帯 設定可 p

5 積分時間 設定可 i

6 微分時間 設定可 d

7 警報値１ 設定可 al-1

8 警報上限値１ 設定可 al1h

9 警報下限値１ 設定可 al1l

10 警報値２ 設定可 al-2

11 警報上限値２ 設定可 al2h

12 警報下限値２ 設定可 al2l

13 警報値３ 設定可 al-3

14 警報上限値３ 設定可 al3h

15 警報下限値３ 設定可 al3l

16 警報値４ 設定可 al-4

17 警報上限値４ 設定可 al4h

18 警報下限値４ 設定可 al4l

19 現在値 /目標値 /内部目標値 設定可（目標値）＊ 1 －
20 現在値 /目標値 /警報値 1＊ 2 設定可（目標値）＊ 1 －
21 比例帯（冷却） 設定可 c-p

22 積分時間（冷却） 設定可 c-i

23 微分時間（冷却） 設定可 c-d
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6-6 マニュアル制御レベル
マニュアルモードに移行すると「マニュアル操作量」が表示され、この値が操作量として出力されます。

設定方法の詳細については  「5-12 マニュアル制御を行うには」（5-30ページ）を参照してください。

• マニュアル操作中は、「MANU」の動作表示が点灯します。
• マニュアル操作中は｢現在値／操作量（マニュアル操作量）｣以外のパラメータには移行できません。

運転レベル

マニュアル制御レベル

調整レベル

電源投入

Oキー
1秒未満

Sキー 1秒以上＊

＊ PF 設定＝A-Mのとき

a-m

Oキー 1秒以上
または

Sキー 1秒以上
Oキー 1秒以上で点滅

Mキー 1秒未満

Oキー 3秒以上

運転レベルからマニュアル制御レベルへ移行するには
「オート /マニュアル切替」で、Oキーを 3秒以上押してください。
　　 エリアからの移行はSキーを 1秒以上押してください。
（ただし、PF設定がA-Mのときのみ）
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現在値／操作量（マニュアル操作量）

• マニュアル制御レベルの表示は以下のようになります。

形E5EC/EC-B/AC 形 E5CC/CC-U/CC-B/DC/DC-B 形 E5GC

＊ 1「マニュアル操作量リミット有効」が ON の場合は、操作量リミット下限値～操作量リミット
上限値になります。

＊ 2 バルブ開度モニタを表示し、UPキーを押すとオープン側、DOWNキーを押すとクローズ側出
力がONします。

 関連設定データ
 「5-12 マニュアル制御を行うには」（5-30 ページ）
   ｢標準／加熱冷却｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）

100

50.0

  25

現在値／目標値／マニュアル操作量

50.0

  25

現在値／マニュアル操作量
50.0  25

現在値／マニュアル操作量

モニタ範囲 単位
現在値 温度：各センサの指示範囲に従う

アナログ：スケーリング下限値－5%FS～スケーリング上限値＋ 5%FS、
( 「A-7 センサ入力の設定範囲･指示範囲･制御範囲」（A-40ページ）参照）

EU

目標値 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 EU

設定範囲 単位

操作量
（マニュアル操作量）

標準制御 -5.0 ～ 105.0 ＊ 1

％
加熱冷却制御 -105.0 ～ 105.0 ＊ 1
位置比例制御（クローズで
「位置比例操作量ダイレクト
設定」がON）

-105.0 ～ 105.0 ＊ 1

位置比例制御（フローティン
グ、または「位置比例操作量
ダイレクト設定」がOFF）

＊ 2 －
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6-7 初期設定レベル
デジタル調節計の基本仕様を設定するレベルです。接続するセンサ入力の種類を選択する「入力種別」
や目標値の設定範囲を制限したり、警報種別などをこのレベルで設定します。

運転レベルまたは調整レベルから初期設定レベルに移
行するには「オート／マニュアル切替」表示以外の表示
でOキーを 3秒以上押してください。
•「初期／通信プロテクト」の設定値が2のときは初期設
定レベルは表示されません。設定値 0 または 1 で使
用できます。

• 入力種別でアナログ入力を選択したとき「スケーリン
グ上限値」「スケーリング下限値」「小数点位置」が表
示されます。

  25
100

初期設定レベル

制御が停止します

Oキー
1秒以上

Oキー 1秒
以上で点滅

Oキー 3秒以上

制御中

制御停止

電源投入

運転レベル 調整レベル
Oキー
1秒未満

初期設定レベル

制御周期（加熱）

M

20

cp

M

入力種別
s

in-t

スケーリング
上限値

M

100

in-h

スケーリング
下限値

M

0

in-l

小数点位置

M

0

dp

温度単位

M

c

d-u

目標値リミット
上限値

M

1300

sl-h

目標値リミット
下限値

M

-200

sl-l

PID・ON/OFF

M

onof

cntl

標準／加熱冷却

M

stnd

s-hc

ST

M

on

st

プログラム
パターン

M

off

ptrn

参照
ページ

正／逆動作

M

or-r

orev

警報 1種別

M

2

alt1

警報 1
ヒステリシス

M

0.2

alh1

M

M

o1th

簡易伝送出力 1
下限値

簡易伝送出力 1
上限値

o1tl

警報 2種別

M

2

alt2

警報 2
ヒステリシス

M

0.2

alh2

警報 3種別

M

2

alt3

警報 3
ヒステリシス

M

0.2

alh3

警報 4種別

M

2

alt4

警報 4
ヒステリシス

M

0.2

alh4

制御出力 1
信号種別

M

4-20

o1st

制御出力 2
信号種別

M

4-20

o2st

参照
ページ

M

伝送出力上限値

M

100.0

tr-h

伝送出力下限値

M

0.0

tr-l

イベント入力
割付 1

M

msp0

ev-1

イベント入力
割付 2

M

stop

ev-2

イベント入力
割付 3

M

none

ev-3

イベント入力
割付 4

M

none

ev-4

イベント入力
割付 5

M

none

ev-5

イベント入力
割付 6

M

none

ev-6

クローズ／
フローティング

M

flot

clfl

モータキャリ
ブレーション

M

off

calb

制御周期（冷却）

M

20

c-cp

M

M

伝送出力種別

M

off

tr-t

伝送出力
信号種別4-20

trst
トラベルタイム

M

30

mot

開平演算有効
off

sqr

高機能設定
レベル移行0

amov
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in-t 入力種別

• 入力種別を設定します。
• この設定データを変更すると、目標値リミットは初期値に変更されます。再設定が必要
であれば、「目標値リミット上限値」「目標値リミット下限値」（初期設定レベル）で設定
してください。

• 測温抵抗体以外の設定で、誤って測温抵抗体を接続したときは「S.ERR」を表示します。
「S.ERR」を解除するには、配線を見直し、電源を入れ直してください。

＊ 形E5CC-U のみ選択できます（2014 年 5月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。

 関連設定データ
 ｢温度単位｣（初期設定レベル）（6-40 ページ）
 ｢目標値リミット上限値｣｢目標値リミット下限値｣（初期設定レベル）（6-41 ページ）

入力種別 センサ仕様 設定値 温度範囲（℃） 温度範囲（°F）

測温抵抗体
Pt100

0 -200 ～ 850 -300 ～ 1500
1 -199.9 ～ 500.0 -199.9 ～ 900.0
2 0.0 ～ 100.0 0.0 ～ 210.0

JPt100
3 -199.9 ～ 500.0 -199.9 ～ 900.0
4 0.0 ～ 100.0 0.0 ～ 210.0

熱電対

K
5（初期値） -200 ～ 1300 -300 ～ 2300

6 -20.0 ～ 500.0 0.0 ～ 900.0

J
7 -100 ～ 850 -100 ～ 1500
8 -20.0 ～ 400.0 0.0 ～ 750.0

T
9 -200 ～ 400 -300 ～ 700
10 -199.9 ～ 400.0 -199.9 ～ 700.0

E 11 -200 ～ 600 -300 ～ 1100
L 12 -100 ～ 850 -100 ～ 1500

U
13 -200 ～ 400 -300 ～ 700
14 -199.9 ～ 400.0 -199.9 ～ 700.0

N 15 -200 ～ 1300 -300 ～ 2300
R 16 0 ～ 1700 0 ～ 3000
S 17 0 ～ 1700 0 ～ 3000
B 18 100 ～ 1800 300 ～ 3200
C/W 19 0 ～ 2300 0 ～ 3200
PL Ⅱ 20 0 ～ 1300 0 ～ 2300

非接触温度
センサ
形 ES1B

10 ～ 70℃ 21 0 ～ 90 0 ～ 190
60 ～ 120℃ 22 0 ～ 120 0 ～ 240
115 ～ 165 ℃ 23 0 ～ 165 0 ～ 320
140 ～ 260 ℃ 24 0 ～ 260 0 ～ 500

電流
4～ 20mA 25 スケーリングにより次のいずれかの範囲

　-1999 ～ 9999
　-199.9 ～ 999.9
　-19.99 ～ 99.99
　-1.999 ～ 9.999

0 ～ 20mA 26

電圧

1～ 5V 27
0 ～ 5V 28
0 ～ 10V 29

0 ～ 50mV＊ 30
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＊ 形 E5DC/DC-Bには温度単位表示はありません。

in-h スケーリング上限値

入力種別がアナログ入力のときin-l スケーリング下限値

dp 小数点位置

•「小数点位置」は、単位が「EU」となっている設定データ（目標値など）の小数点位置
を指定します。

• スケーリング上限値、スケーリング下限値

• 小数点位置

 関連設定データ
 ｢入力種別｣（初期設定レベル）（6-39 ページ）

d-u 温度単位 入力種別が温度入力のとき

• 温度入力の単位を、摂氏（℃）または華氏（°F）のどちらかに設定します。

 関連設定データ
 ｢入力種別｣（初期設定レベル）（6-39 ページ）

設定データ 設定範囲 初期値
スケーリング上限値 スケーリング下限値＋1～ 9999 100
スケーリング下限値 -1999～スケーリング上限値－ 1 0

設定データ 設定範囲 初期値
小数点位置 0～ 3 0

設定値 設定内容 設定例
0 小数部桁数 0 1234
1 小数部桁数 1 123.4
2 小数部桁数 2 12.34
3 小数部桁数 3 1.234

設定範囲 初期値
c：℃ / f： °F c
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sl-h 目標値リミット上限値

sl-l 目標値リミット下限値

• 目標値設定時の上・下限値を制限します。目標値は「目標値リミット上限値」または「目
標値リミット下限値」の設定値を上・下限値とする範囲内で設定できます。ただし、こ
の設定データを再設定したために、範囲外となった既に設定した目標値は上・下限値の
どちらかに強制変更されます。

• 入力種別および温度単位を変更した場合は、センサの上・下限値に強制的に変更されます。
• 温度入力時の小数点位置は、選択されているセンサにより自動的に設定され、アナログ
入力時では「小数点位置」の設定に従います。

 関連設定データ
 ｢入力種別｣（初期設定レベル）（6-39 ページ）
 ｢温度単位｣（初期設定レベル）（6-40 ページ）

cntl PID・ON/OFF 標準タイプ

• 2 自由度 PID 制御 /ON/OFF 制御を選択します。
• チューニング機能は、2自由度 PID 制御ではAT、STが使用できます。

 関連設定データ
 ｢ AT 実行／中止｣（調整レベル）（6-18 ページ）
 ｢マニュアルリセット値｣（調整レベル）（6-28 ページ）
 ｢調節感度（加熱）｣｢調節感度（冷却）｣（調整レベル）（6-28 ページ）
 ｢ ST 整定帯｣（高機能設定レベル）（6-61 ページ）

設定データ 設定範囲 単位 初期値
目標値リミット
上限値

温度入力 目標値リミット下限値＋ 1
～入力設定範囲上限値

EU 1300

アナログ
入力

目標値リミット下限値＋ 1
～スケーリング上限値

EU 100

目標値リミット
下限値

温度入力 入力設定範囲下限値
～目標値リミット上限値－ 1

EU -200

アナログ
入力

スケーリング下限値
～目標値リミット上限値－ 1

EU 0

設定範囲 初期値
pid：2自由度 PID / onof：ON/OFF onof
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s-hc 標準／加熱冷却 標準タイプ

• 標準制御／加熱冷却制御を選択します。
• 形 E5CC/CC-B/CC-U/DC/DC-Bでは、制御出力が 1点の場合、加熱冷却制御を選択す
ると、補助出力 2が制御出力（冷却側）に割り付けられます（補助出力 1点の機種では
制御出力（冷却側）は自動で割り付きません）

• 形 E5EC/EC-B/ACでは、制御出力が 1点の場合、加熱冷却制御を選択すると、補助出力
4 が制御出力（冷却側）に割り付けられます（補助出力 2 点の機種は補助出力 2 が制御
出力（冷却側）となります )。

• 形 E5GCでは、加熱冷却制御を選択すると、補助出力 1が制御出力（冷却側）に割り付け
られます。

（注）標準制御を選択した場合、正動作（冷却用途）、逆動作（加熱用途）どちらの場合も制御出力１
割付は「o：制御出力（加熱側）」に設定してください。

 関連設定データ
 ｢操作量モニタ（加熱）｣（運転レベル）（6-16 ページ）
 ｢操作量モニタ（冷却）｣（運転レベル）（6-16 ページ）
 ｢デッドバンド｣（調整レベル）（6-27 ページ）
 ｢調節感度（加熱）｣｢調節感度（冷却）｣（調整レベル）（6-28 ページ）
 ｢制御周期（加熱）｣｢制御周期（冷却）｣（初期設定レベル）（6-43 ページ）
 ｢制御出力１～ 2割付｣（高機能設定レベル）（6-72 ページ）
 ｢補助出力 1～ 4割付｣（高機能設定レベル）（6-73 ページ）

st ST（セルフチューニング） 温度入力、標準制御、
2自由度PID 制御時

• ST（セルフチューニング）機能は運転開始からチューニングを行い制御対象に合ったPID
定数を求めます。ST 機能動作時は、制御出力に接続された負荷側の電源を、必ず形 E5
□ C運転開始と同時またはそれ以前に投入してください。

• ST中に AT（オートチューニング）も起動可能です。

 関連設定データ
 ｢入力種別｣（初期設定レベル）（6-39 ページ）
 ｢ PID・ON/OFF ｣（初期設定レベル）（6-41 ページ）
 ｢ ST 整定帯｣（高機能設定レベル）（6-61 ページ）

設定範囲 初期値
stnd：標準 / h-c：加熱冷却 stnd

設定範囲 初期値
off：ST機能OFF/on：ST機能ON on
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簡易プログラム機能を用いて行う制御の種類を設定します。

ptrn プログラムパターン

• ｢プログラムパターン｣が｢ off ｣のときは、簡易プログラムは行われません。
• ｢プログラムパターン｣が｢ stop ｣の場合、ソーク時間を過ぎると｢ラン／ストップ｣がラン
状態からストップに移ります。｢ cont ｣の場合、ソーク時間を過ぎてもそのままラン状態
を継続します。

 関連設定データ
 ｢プログラムスタート｣（運転レベル）（6-12 ページ）
 ｢ソーク残り時間モニタ｣（運転レベル）（6-13 ページ）
 ｢ラン／ストップ｣（運転レベル）（6-13 ページ）
 ｢ソーク時間｣（調整レベル）（6-29 ページ）
 ｢ウェイト幅｣（調整レベル）（6-29 ページ）
 ｢ソーク時間単位｣（高機能設定レベル）（6-75 ページ）

cp

c-cp

制御周期（加熱）
制御周期（冷却）

制御出力（加熱側）・制御出力（冷却側）割付ありで、
リレー出力または電圧出力（SSR 駆動用）の場合
2 自由度 PID 制御時
加熱冷却制御時（制御周期（冷却））

• 出力周期を設定します。制御性、リレーの電気的寿命などを考慮して設定してください。
• 標準制御では「制御周期（加熱）」を使用します。「制御周期（冷却）」は使用できません。
• 制御出力（加熱側）がリニア電流出力の場合、「制御周期（加熱）」は使用できません。
また制御出力（冷却側）がリニア電流出力の場合も、「制御周期（冷却）」は使用できません。

• 加熱冷却制御時は加熱と冷却を独立して制御周期を設定できます。制御出力（加熱側）は
「制御周期（加熱）」、制御出力（冷却側）は「制御周期（冷却）」を使用します。

 関連設定データ
 ｢ PID・ON/OFF ｣（初期設定レベル）（6-41 ページ）

設定範囲 初期値
off 簡易プログラム機能OFF off

stop プログラムエンド時、ストップモードに移行します
cont プログラムエンド時、ランモードを継続します

設定データ 設定範囲 単位 初期値
制御周期 (加熱 ) 0.1、0.2、0.5、1～ 99 秒  20  ( リレー出力 )

 2   ( 電圧出力 (SSR 駆動用 ))
制御周期 (冷却 ) 0.1、0.2、0.5、1～ 99 秒  20  ( リレー出力 )

 2   ( 電圧出力 (SSR 駆動用 ))
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oreV 正／逆動作

• 正動作に設定すると現在値の増加に対応して操作量を増加させ、逆動作に設定すると現
在値の減少に対応して操作量を増加させます。

alt1 警報 1 種別 警報 1 機能あり

alt2 警報 2 種別 警報 2 機能あり

alt3 警報 3 種別 警報 3 機能あり

alt4 警報 4 種別 警報 4 機能あり

• 警報種別は「警報 1 ～ 4 種別｣（初期設定レベル）で、警報ごとに個別に設定します。
• 設定できる警報種別は下表のとおりです。
• ｢ 12：LBA ｣は警報 1のみで使用できます。ただし、位置比例タイプでは無効です。
• ヒータ断線・SSR故障検出機能ありの機種は、工場出荷状態では「警報種別 1」が表示さ
れません。警報 1機能を有効にするには、出力割付で警報 1を割り付けてください（ 
「4-6-3 出力割付機能（制御出力割付は位置比例タイプでは使用できません）」）。

設定値 警報種別
警報機能

機能説明
警報値（X）が正 警報値（X）が負

0 警報機能なし 出力OFF 警報機能なし。
1 上下限 ＊ 1 ＊ 2 目標値 (SP) に対する上方

の偏差を警報上限値 (H)、
下方の偏差を警報下限値
(L) で設定します。偏差外
でONとなります。

2
（初期値）

上限 目標値 (SP) に対する上方
の偏差を警報値 (X) で設定
します。偏差以上でONと
なります。

3 下限 目標値 (SP) に対する下方
の偏差を警報値 (X) で設定
します。偏差以下でONと
なります。

4 上下限範囲 ＊ 1 ＊ 3 目標値 (SP) に対する上方
の偏差を警報上限値 (H)、
下方の偏差を警報下限値
(L) で設定します。偏差内
でONとなります。

5 上下限待機シーケ
ンス付 ＊ 1

＊ 5

＊ 4 ｢ 1: 上下限｣の警報動作に待
機シーケンスが付きます。
＊ 6

設定範囲 初期値
or-r：逆動作 /or-d：正動作 or-r

ON
OFF PV

L H

SP

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

L H

SP
PV

ON
OFF

L H

SP
PV
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＊ 1 設定値 1、4、5は警報種別の上・下限値が個別に設定でき、L,H で表しています。

6 上限待機シーケン
ス付

｢ 2: 上限｣の警報動作に待機
シーケンスが付きます。＊ 6

7 下限待機シーケン
ス付

｢ 3: 下限｣の警報動作に待機
シーケンスが付きます。＊ 6

8 絶対値上限 目標値 (SP) に関係なく、
現在値 (PV) が警報値 (X)
より大きいときに警報が
ON となります。

9 絶対値下限 目標値 (SP) に関係なく、
現在値 (PV) が警報値 (X)
より小さいときに警報が
ONとなります。

10 絶対値上限待機
シーケンス付

｢8:絶対値上限｣の警報動作に
待機シーケンスが付きます。
＊ 6

11 絶対値下限待機
シーケンス付

｢9:絶対値下限｣の警報動作に
待機シーケンスが付きます。
＊ 6

12 LBA（警報 1種
別のみ）

＊ 7

13 PV変化率警報 ＊ 8

14 SP絶対値上限 目標値 (SP) が警報値 (X)
より大きいときに警報が
ON となります。

15 SP絶対値下限 目標値 (SP) が警報値 (X)
より小さいときに警報が
ON となります。

16
　

MV絶対値上限＊ 9 標準制御時 標準制御時 操作量 (MV)が警報値 (X)
より大きいときに警報が
ON となります。

加熱冷却制御時
(加熱側操作量 )

加熱冷却制御時
(加熱側操作量 )

常時ON

17
　

MV絶対値下限＊ 9 標準制御時 標準制御時 操作量 (MV)が警報値 (X)
より小さいときに警報が
ON となります。

加熱冷却制御時
(冷却側操作量 )

加熱冷却制御時
(冷却側操作量 )

常時ON

18 RSP 絶対値上限
＊ 10

リモート SP(RSP) が警報
値 (X) より大きいときに警
報がONとなります。

19 RSP 絶対値下限
＊ 10

リモート SP(RSP) が警報
値 (X) より小さいときに警
報がONとなります。

設定値 警報種別
警報機能

機能説明
警報値（X）が正 警報値（X）が負

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

X

SP
PV

ON
OFF

0

X

PV
ON
OFF

0

X

PV

ON
OFF

0

X

PV
ON
OFF

0

X

PV

ON
OFF

0

X

PV
ON
OFF

0

X

PV

ON
OFF

0

X

PV
ON
OFF

0

X

PV

ON
OFF

0

X

SP
ON
OFF

0

X

SP

ON
OFF

0

X

SP
ON
OFF

0

X

SP

ON
OFF

0

X

MV
ON
OFF

0

X

MV

ON
OFF

0

X

MV

ON
OFF

0

X

MV
ON
OFF

0

X

MV

ON
OFF

0

X

MV

ON
OFF RSP

0

X ON
OFF

0

X

RSP
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OFF

0

X

RSP
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OFF

0

X
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＊ 2 設定値 1　上下限警報

＊ 3 設定値 4　上下限範囲

＊ 4 設定値 5　上下限待機シーケンス付警報
※上記　上下限警報で
・ケース 1.2 の場合、ヒステリシスが上限・下限で重なる場合は、常時OFF
・ケース 3の場合、常時OFF

＊ 5 設定値 5　上下限待機シーケンス付警報
・ヒステリシスが上限・下限で重なる場合は、常時OFF

＊ 6 待機シーケンスの動作については 「待機シーケンス再起動」（6-58ページ）を参照してください。
＊ 7 「5-11-1 ループ断線警報 (LBA)」 (5-27 ページ ) を参照してください。
＊ 8 「● PV変化率警報」 (4-35 ページ )を参照してください。
＊ 9 加熱冷却制御時、ＭＶ絶対値上限警報は加熱側操作量のみに、またＭＶ絶対値下限警報は冷却側操

作量のみに機能します。
＊ 10 リモートSP入力ありのときに表示されます。SP モードがローカルSP／リモートSP いずれであっ

ても機能します。

 関連設定データ
 ｢警報値 1～ 4 ｣（運転レベル）（6-14 ページ）
 ｢警報上限値 1～ 4 ｣｢警報下限値 1～ 4 ｣（運転レベル）（6-15 ページ）
 ｢警報 1～ 4ヒステリシス｣（初期設定レベル）（6-47 ページ）
 ｢待機シーケンス再起動｣（高機能設定レベル）（6-58 ページ）
 ｢補助出力 1～ 4非励磁｣（高機能設定レベル）（6-59 ページ）
 ｢警報 1～ 4ラッチ｣（高機能設定レベル）（6-64 ページ）

L H SP

H<0、L>0

｜H｜＜｜L｜

ケース 1 ケース 2 ケース 3（常時ON）

L HSP

H＞0、L＜0

｜H｜＞｜L｜

H LSP

H＜0、L＜0

H＜0、L＞0

｜H｜≧｜L｜

H>0、L＜０

｜H｜≦｜L｜
H LSP

H L SP

L H SP
H＜0、L>0

｜H｜＜｜L｜

ケース 1 ケース 3（常時OFF）

H LSP

H＜0、L＜0

H＜0、L＞0

｜H｜≧｜L｜

H>0、L＜０

｜H｜≦｜L｜

H LSP

H L SP

L HSP
H>0、L<0

｜H｜>｜L｜

ケース 2
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alh1 警報 1ヒステリシス 警報 1 機能あり、警報 1種別≠ 0、12、13

alh2 警報 2ヒステリシス 警報 2 機能あり、警報 2種別≠ 0、12、13

alh3 警報 3ヒステリシス 警報 3 機能あり、警報 3種別≠ 0、12、13

alh4 警報 4ヒステリシス 警報 4 機能あり、警報 4種別≠ 0、12、13

• 警報 1/2/3/4 のヒステリシスを設定します。

MV警報以外

MV警報

 関連設定データ
 ｢警報値 1～ 4 ｣（運転レベル）（6-14 ページ）
 ｢警報上限値 1～ 4 ｣｢警報下限値 1～ 4 ｣（運転レベル）（6-15 ページ）
 ｢警報 1～ 4種別｣（初期設定レベル）（6-44 ページ）
 ｢待機シーケンス再起動｣（高機能設定レベル）（6-58 ページ）
 ｢補助出力 1～ 4非励磁｣（高機能設定レベル）（6-59 ページ）
 ｢警報 1～ 4ラッチ｣（高機能設定レベル）（6-64 ページ）

o1st 制御出力 1信号種別 制御出力 1がリニア電流出力のとき

o2st 制御出力 2信号種別 制御出力 2がリニア電流出力のとき

リニア電流出力の信号種別を選択します。
• 信号種別を 4～ 20mA か 0 ～ 20mA か選択します。

設定範囲 単位 初期値
温度入力 0.1 ～ 999.9 ℃または °F 0.2
アナログ入力 0.01 ～ 99.99 ％FS 0.02

設定範囲 単位 初期値
0.01 ～ 99.99 ％ 0.50

設定範囲 初期値
4-20：4～ 20mA
0-20：0～ 20mA

4-20
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trst 伝送出力信号種別 伝送出力あり

伝送出力の信号種別を選択します。
• 4 ～ 20mA か 1 ～ 5V かを選択します。

tr-t 伝送出力種別 伝送出力あり

• 伝送出力の種別の設定をします。

＊ 1「SPモード」がリモートSPに選択されている間はリモート SPが出力されます。
＊ 2 位置比例タイプでも設定できますが機能は無効になります。
＊ 3 標準制御、位置比例タイプでも設定できますが機能は無効になります。
＊ 4 位置比例タイプのみ表示されます。

 関連設定データ
 ｢伝送出力上限値｣｢伝送出力下限値｣（初期設定レベル）（6-49 ページ）

設定範囲 初期値
4-20：4～ 20mA
1-5v：1～ 5V

4-20

伝送種別 初期値
OFF off off

目標値 ＊ 1 sp

ランプ目標値 sp-m

現在値 pV

操作量（加熱）＊ 2 mV

操作量（冷却）＊ 3 c-mV

バルブ開度 ＊ 4 v-m
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tr-h 伝送出力上限値
伝送出力あり
伝送出力種別がOFF 以外のとき

tr-l 伝送出力下限値

• 伝送出力の上・下限値を設定します。

＊1「SPモード」がリモートSPに選択されている間はリモートSPが出力されます。
＊ 2 位置比例タイプでも設定できますが機能は無効になります。
＊ 3 標準制御、位置比例タイプでも設定できますが機能は無効になります。
＊ 4 位置比例タイプのみ表示されます。

 関連設定データ
 ｢伝送出力種別｣（初期設定レベル）（6-48 ページ）

伝送種別 設定範囲
初期値

単位
伝送出力下限値 伝送出力上限値

目標値＊ 1 目標値リミット下限値～
目標値リミット上限値

目標値リミット
下限値

目標値リミット
上限値

EU

ランプ目標値 目標値リミット下限値～
目標値リミット上限値

現在値 温度入力 入力設定範囲下限値～
入力設定範囲上限値

入力設定
範囲下限値

入力設定
範囲上限値

アナログ
入力

スケーリング下限値
～スケーリング上限値

スケーリング
下限値

スケーリング
上限値

操作量
（加熱）＊ 2

標準 -5.0 ～ 105.0 0.0 100.0 ％
加熱冷却 0.0 ～ 105.0

操作量
（冷却）＊ 3
バルブ開度 ＊ 4 位置比例 -10.0 ～ 110.0
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o1th 簡易伝送出力 1上限値 形 E5CC-U/DC/DC-B/GCのみ
リニア電流出力あり
制御出力 1割付が簡易伝送目標値、
簡易伝送ランプ目標値、
簡易伝送現在値、
簡易伝送操作量（加熱）、
簡易伝送操作量（冷却）のいずれかのとき

o1tl 簡易伝送出力 1下限値

• 簡易伝送出力 1の上・下限値を設定します。
• 形 E5CC-U/DC/DC-B/GCのみ使用できます。
形 E5CC-U は 2014 年 5月当社工場生産分（Ver.2.2）より、形 E5DCは 2014 年 7月
当社工場生産分（Ver.2.2）より対応です。

＊ 標準制御でも設定できますが機能は無効になります。

 関連設定データ
 ｢制御出力 1割付｣（高機能設定レベル）（6-72 ページ）

伝送種別 設定範囲
初期値

単位
伝送出力下限値 伝送出力上限値

簡易伝送目標値 目標値リミット下限値～
目標値リミット上限値

目標値リミット
下限値

目標値リミット
上限値

EU

簡易伝送ランプ
目標値

目標値リミット下限値～
目標値リミット上限値

簡易伝送現在値 温度入力 入力設定範囲下限値～
入力設定範囲上限値

入力設定
範囲下限値

入力設定
範囲上限値

アナログ
入力

スケーリング下限値
～スケーリング上限値

スケーリング
下限値

スケーリング
上限値

簡易伝送操作量
（加熱）

標準 -5.0 ～ 105.0 0.0 100.0 ％
加熱冷却 0.0 ～ 105.0

簡易伝送操作量
（冷却）＊
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eV-1 イベント入力割付 1

イベント入力機能あり

eV-2 イベント入力割付 2

eV-3 イベント入力割付 3

eV-4 イベント入力割付 4

eV-5 イベント入力割付 5

eV-6 イベント入力割付 6

•  次の機能をイベント入力 1～ 6に割り付けます。
ラン／ストップ
オート／マニュアル
プログラムスタート
正／逆動作反転
SPモード切替
100%AT 実行／中止
40%AT 実行／中止
設定変更許可／禁止
通信書込許可／禁止
警報ラッチ解除
マルチSP No. 切替 ( ビット 0)
マルチ SP No. 切替 ( ビット 1)
マルチ SP No. 切替 ( ビット 2)

• 複数のイベント入力割付に同一の機能を割り付けないでください。

• 初期値： イベント入力割付 1  「msp0」
イベント入力割付 2  「stop」
イベント入力割付 3  「none」
イベント入力割付 4  「none」
イベント入力割付 5  「none」
イベント入力割付 6  「none」
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＊ 1 ｢ PRST（プログラムスタート）｣は、｢プログラムパターン｣が OFF の場合でも設定できま
すが、機能は無効になります。

＊ 2 リモート SPのある機種のみ選択できます。
＊ 3 加熱冷却制御または位置比例タイプのフローティング制御の場合でも設定できますが、機能

は無効になります。
＊ 4 通信機能のある機種のみ選択できます。また、「イベント入力データ」として「内部補助リ

レー」を選択した場合は、「通信書込許可／禁止」を選択できません。

＊ 5 マルチ SP No. 切替 ( ビット 0) ～ ( ビット 2) の ON/OFF の組み合わせと選択される目標
値との関係は以下のとおりです。

（注）イベント入力に割りついていないビットは「OFF」の扱いになります。

 関連設定データ
 ｢目標値 0～ 7 ｣（調整レベル）（6-24 ページ）

設定内容 機能
none なし
stop ラン／ストップ
manu オート／マニュアル
prst プログラムスタート　＊ 1
drs 正／逆動作反転
rsp SPモード切替　＊ 2
at-2 100%AT実行／中止
at-1 40%AT実行／中止　＊ 3
wtpt 設定変更許可／禁止
cmwt 通信書込許可／禁止　＊ 4
lat 警報ラッチ解除
msp0 マルチSP No. 切替 ( ビット 0)　＊ 5
msp1 マルチSP No. 切替 ( ビット 1)　＊ 5
msp2 マルチSP No. 切替 ( ビット 2)　＊ 5

選択される
目標値

マルチ SPNo. 切替
ビット 0 ビット 1 ビット 2

目標値 0 OFF OFF OFF
目標値 1 ON OFF OFF
目標値 2 OFF ON OFF
目標値 3 ON ON OFF
目標値 4 OFF OFF ON
目標値 5 ON OFF ON
目標値 6 OFF ON ON
目標値 7 ON ON ON
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clfl クローズ /フローティング 位置比例タイプ

• 位置比例タイプの制御方式を選択します

calb モータキャリブレーション 位置比例タイプ

バルブ位置を校正し、「トラベルタイム」（全開から全閉までの時間）を自動設定します。
実行後は、バルブ開度を「バルブ開度モニタ」で確認できるようになります。

「モータキャリブレーション」を「ON」にすると、バルブを全開、全閉し、計測が終了す
ると「OFF」になります。
ただし、実行中に以下が発生すると「ERR」になります。「ERR」が発生した場合は配線な
どを見直し、再度実行してください。
• 配線ミスにより全開、全閉時のポテンショメータ入力値が変化しない、または逆転して
いる

• ポテンショメータ入力が、断線やノイズなどで異常値になった
※キャリブレーション中、他のパラメータには移行できません。

 関連設定データ
 「トラベルタイム」（初期設定レベル）（6-53 ページ）

mot トラベルタイム 位置比例タイプ

バルブが全開した状態から、全閉するまでの時間を設定します。
「モータキャリブレーション」を実行すると、自動設定されます。

 関連設定データ
 「モータキャリブレーション」（初期設定レベル）（6-53 ページ）

設定範囲 初期値
flot：フローティング
clos：クローズ

flot

設定範囲 単位 初期値
1 ～ 999 秒 30
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sqr 開平演算有効 アナログ入力のとき

開平演算の有効・無効を設定します。

 関連設定データ
 ｢開平演算ローカット点｣（調整レベル）（6-33 ページ）

amoV 高機能設定レベル移行 初期／通信プロテクト＝ 0

• ｢高機能設定レベル移行｣の設定値を「-169」に設定します。
• MキーまたはOキーを押すか、キー操作を止めて2秒待つことにより｢高機能設定レベル｣
へ移行します。

 関連設定データ
 ｢初期／通信プロテクト｣（プロテクトレベル）（6-4 ページ）

設定範囲 初期値
on：有効 / off：無効 OFF
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6-8 高機能設定レベル

高機能設定レベルはデジタル調節計の性能を最大限
に活用するための設定です。
高機能設定レベルに移行するには「初期設定レベル」
でパスワード（-169）を入力します。
パスワードを入力するには、「プロテクトレベル」の
「初期／通信プロテクト」の設定値を 0にしておく必
要があります。

高機能設定レベルの移行方法

1 運転レベル  プロテクトレベルへ移行します。

2 初期／通信プロテクトを表示させます。

3 設定値を「0」に変更します。

4 プロテクトレベル  運転レベル  初期設定
レベルへ移行します。

5 高機能設定レベル移行を表示させます。

6 設定値を「-169」に設定します。

7 高機能設定レベルに入ります。
init（iNit）が表示されます。

•「初期／通信プロテクト」の設定値 0でこのレベル
の設定データを使用できます。

• 設定レベル間の切り替えはOキーを押してください。
• 設定値の変更はUDキーを押してください。

1

icpt 初期／通信プロテクト
「0」を設定　初期値：1

0

amov 高機能設定レベル移行
「-169」を設定 初期値：0

運転レベル 調整レベル

初期設定レベル

高機能設定レベル

制御が停止します

通信設定
レベル

Oキー
1秒未満

Oキー
1秒未満

Oキー
1秒以上

Oキー
1秒以上

パスワード入力
設定値 -169

Oキー 1秒
以上で点滅

Oキー 3秒以上

制御中

制御停止

  25
100

電源投入
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高機能設定レベル

M

設定値初期化
off

init

M

マルチSP使用

点数off

mspu

M

SPランプ

時間単位m

spru

M

待機シーケンス

再起動a

rest

M

補助出力 1

非励磁n-o

sb1n

M

補助出力 2

非励磁n-o

sb2n

M

補助出力 3

非励磁n-o

sb3n

M

補助出力 4

非励磁n-o

sb4n

M

ヒータ断使用
on

hbu

M

ヒータ断ラッチ
off

hbl

M

ヒータ断

ヒステリシス0.1

hbh

M

ST整定帯
15.0

st-b

M

α
0.65

alfa

M

積分／微分

時間単位1

tidu

M

AT算出ゲイン
0.8

at-g

M

AT

ヒステリシス0.8

at-h

M

リミットサイク

ル操作量振幅20.0

lcma

M

入力デジタル

フィルタ0.0

inf

M

移動平均回数
off

mav

M

操作量表示
off

o-dp

M

表示自動復帰

時間off

ret

M

表示輝度設定
3

brgt

M

警報 2ラッチ
off

a2lt

M

警報 3ラッチ
off

a3lt

M

警報 4ラッチ
off

a4lt

M

プロテクトレベ

ル移行時間3

prlt

M

冷接点補償方式
on

cjc

M

警報 1ON

ディレー0

a1on

M

警報 2ON

ディレー0

a2on

M

警報 3ON

ディレー0

a3on

M

警報 4ON

ディレー0

a4on

M

警報 1OFF

ディレー0

a1of

M

警報 2OFF

ディレー0

a2of

M

警報 3OFF

ディレー0

a3of

M

警報 4OFF

ディレー0

a4of

M

ストップ時／異

常時操作量追加off

mvse

M

オート／マニュアル

切替表示追加off

amad

M

マニュアル出力

方式hold

mant

M

マニュアル操作

量初期値0.0

mani

M

RT
off

rt

M

SSR故障使用
on

hsu

M

SSR故障ラッチ
off

hsl

M

SSR故障

ヒステリシス0.1

hsh

M

LBA検出閾値
8.0

lbal

M

LBA検出幅
3.0

lbab

M

制御出力 1割付
o

out1

M

制御出力 2割付
none

out2

M

補助出力 1割付
alm1

sub1

M

補助出力 2割付
alm2

sub2

M

補助出力 3割付
alm3

sub3

M

補助出力 4割付
alm4

sub4

M

総合警報割付
49

alma

M

ソーク時間単位
m

t-u

M

警報SP選択
sp-m

alsp

M

リモートSP

入力種別4-20

rs-t

M

リモートSP

有効off

rspu

M

リモートSP

上限値1300

rsph

M

リモートSP

下限値-200

Rrspl

M

SPトラッキング
off

sptr

M

PVデッド

バンド0

p-db

M

マニュアル操作

量リミット有効off

manl

M

位置比例操作量

ダイレクト設定off

pmvd

M

PV変化率演算

周期20

pvrp

M

加熱冷却チュー

ニング方式off

hctm

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

LCT冷却出力

最小ON時間0.2

Llcmt

M

校正レベル移行
0

cmov

参照
ページ

参照
ページ

参照
ページ

参照
ページ

M

1

pfd1

M

LBA検出時間
0

lba

M

警報 1ラッチ
off

a1lt

モニタ／設定

項目 2

モニタ／設定

項目 3

モニタ／設定

項目 4

モニタ／設定

項目 5

「現在値／目標
値（1）」表示
画面選択

「現在値／目標
値（2）」表示
画面選択

操作量表示選択

PV小数点表示

PVステータス

表示機能

SVステータス

表示機能

表示リフレッ

シュ周期

モニタ／設定

項目 1

shft

pf PF 設定

1.0

ompw 出力最小オン

オフ幅

0.25

d.ref

0

pfd4

0

pfd3

0

pfd2

0

pfd5

4

spd1

0

spd2

o

odsl

on

pvdp

off

pvst

off

svst
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init 設定値初期化

• 設定状態をすべて初期値の状態に戻すとき使用します。
• 初期化後、設定値は自動的に｢ off ｣になります。

mspu マルチ SP使用点数
イベント入力のない機種またはイベント入力 1割付～
イベント入力 6割付≠マルチSP No. 切替 ( ビット 0) ～
( ビット 2)

キー操作によるマルチSPの使用点数 (なし、2～ 8点 )を設定します。

spru SPランプ時間単位 ST＝OFF

• SP ランプ中の変化率の時間単位を設定します。

 関連設定データ
 ｢ランプ目標値モニタ｣（運転レベル）（6-10 ページ）
 ｢ SP ランプ設定値｣｢ SP ランプ設定値 （下降値）｣（調整レベル）（6-31 ページ）

設定範囲 初期値
off ：初期化動作を行いません off

fact ：マニュアル記載の工場出荷時に初期化

設定範囲 初期値
OFF、2～ 8 OFF

設定範囲 初期値
s：EU/ 秒、m：EU/ 分、h：EU/ 時 m
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rest 待機シーケンス再起動 警報 1種別～警報 4種別＝ 5、6、7、10、11

• 警報の待機シーケンスが解除された後、再度起動可能にする条件を選択します。
• 初期設定レベル、高機能設定レベル、通信設定レベル、校正レベルへ切り替えた場合、出
力はOFFされます。

• 条件A：
運転開始時（電源投入時含む）、警報値（警報上下限値）または PV 入力補正値、PV 入
力傾き補正係数を変更したとき、および目標値を変更したとき。
ただし、リモート SPで目標値変更しても待機シーケンスは再起動しません。

• 条件B：
電源投入時。

• 次の例は、下限待機シーケンス付の場合の動作です。

 関連設定データ
 ｢警報 1～ 4 種別｣（初期設定レベル）（6-44 ページ）
 ｢警報 1～ 4ラッチ｣（高機能設定レベル）（6-64 ページ）

警報：条件A

警報：条件B

警報点
（変更後）

警報点

目標値変更

条件Aのみ

条件Aのみ

警報ヒステリシス

：待機シーケンス解除点

：待機シーケンス再起動点

設定範囲 初期値
a：条件A/b：条件Ｂ a
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sb1n 補助出力 1非励磁 補助出力 1機能あり

sb2n 補助出力 2非励磁 補助出力 2機能あり

sb3n 補助出力 3非励磁 補助出力 3機能あり

sb4n 補助出力 4非励磁 補助出力 4機能あり

• 補助出力 1～ 4の出力状態を設定します。
• 励磁の場合、補助出力機能の状態がそのまま出力されます。非励磁の場合は、補助出力
機能の状態が反転して出力されます。補助出力機能、補助出力および動作表示（SUB1
～ 4）との関係は次のとおりです。

 関連設定データ
 ｢補助出力 1～ 4割付｣（高機能設定レベル）（6-73 ページ）

hbu ヒータ断使用

ヒータ断線・SSR故障検出機能あり
制御出力割付または補助出力割付のいずれかに「ヒー
タ警報」または「ヒータ断線警報」が設定されている
とき

• ヒータ断線警報を使用するときに設定します。

補助出力機能 補助出力 動作表示（SUB1 ～ 4）

励磁
ON ON 点灯
OFF OFF 消灯

非励磁
ON OFF 点灯
OFF ON 消灯

設定範囲 初期値
n-o：励磁 /  n-c：非励磁 n-o

設定範囲 初期値
on：有効 / off：無効 on
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hbl ヒータ断ラッチ ヒータ断線・SSR故障検出機能あり
ヒータ断使用＝ON

• この設定データがONのとき、ヒータ断線警報は以下の条件が成立するまで保持されます。
a　ヒータ断検出を 0.0A に設定する。
b　電源を切った後、再投入（電源リセット）する。
c　PFキーから解除する。（PF設定＝ LAT：警報ラッチ解除）
d　イベント入力から解除する。
（イベント入力 1割付～イベント入力 6割付＝ LAT：警報ラッチ解除）

• また初期設定レベルへ切り替えた場合も出力はOFFされます。

 関連設定データ
 ｢ヒータ断検出 1 ｣（調整レベル）（6-20 ページ）
 ｢ヒータ断検出 2 ｣（調整レベル）（6-21 ページ）
 ｢イベント入力 1～ 6割付｣（初期設定レベル）（6-51 ページ）
 ｢ヒータ断使用｣（高機能設定レベル）（6-59 ページ）
 ｢ PF 設定｣（高機能設定レベル）（6-81 ページ）

hbh ヒータ断ヒステリシス ヒータ断使用＝ON、ヒータ断ラッチ＝OFF
ヒータ断線・SSR故障検出機能あり

• ヒータ断線検出時のヒステリシスを設定します。

 関連設定データ
 ｢ヒータ断使用｣（高機能設定レベル）（6-59 ページ）

設定範囲 初期値
on：有効 /  off：無効 off

設定範囲 単位 初期値
0.1 ～ 50.0 A 0.1
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st-b ST整定帯 温度入力、標準制御、2自由度PID 制御時、
ST＝ON

•  ST が働く条件を決める設定値です。
「ST」が「OFF」のときは使用できません。

 関連設定データ
 ｢入力種別｣（初期設定レベル）（6-39 ページ）
 ｢ PID・ON/OFF ｣（初期設定レベル）（6-41 ページ）
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）

alfa α 2自由度PID 制御時、ST＝OFF

• この設定データは、通常、初期値のままで使用してください。
• 2 自由度 PID 定数αを設定します。

 関連設定データ
 ｢ PID・ON/OFF ｣（初期設定レベル）（6-41 ページ）
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）

tidu 積分／微分時間単位 2自由度PID 制御時

積分時間、積分時間（冷却）、微分時間および微分時間（冷却）の時間単位を設定します。

（注）RT( ロバストチューニング )を OFFからONに設定変更した場合、「積分／微分時間単位」は
「0.1」となります。

 関連設定データ
 ｢積分時間｣｢微分時間｣（調整レベル）（6-26 ページ）
 ｢積分時間（冷却）｣｢微分時間（冷却）｣（調整レベル）（6-27 ページ）

設定範囲 単位 初期値
0.1 ～ 999.9 ℃または °F 15.0

設定範囲 初期値
0.00 ～ 1.00 0.65

設定範囲 単位 初期値
1、0.1 秒 1



6   設定データ

6 - 62 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

at-g AT算出ゲイン

2自由度PID 制御時

at-h ATヒステリシス

lcma リミットサイクル操作量振幅 2 自由度 PID 制御時標準制御、クローズ制御（位置比例 )

• これらの設定データは、通常、初期値のままで使用してください。
•「AT算出ゲイン」はATで PID値を算出するときのゲインを設定します。適応性を重視す
る場合は設定値を小さく、安定性を重視する場合は設定値を大きくします。

•「ATヒステリシス」は、AT実行中のリミットサイクル動作について、ON、OFF 切替時
にヒステリシスを持たせています。この設定データは、そのヒステリシスを設定します。

•「リミットサイクル操作量振幅」は、AT 実行中のリミットサイクル動作時の操作量振幅
を設定します。

 関連設定データ
 ｢ AT 実行／中止｣（調整レベル）（6-18 ページ）

inf 入力デジタルフィルタ

• 入力用のデジタルフィルタ時定数を設定します。デジタルフィルタ通過後のデータは次
の図のとおりです。

設定データ 設定範囲 単位 初期値
AT算出ゲイン 0.1 ～ 10.0 － 標準タイプ：0.8

位置比例タイプ：1.0
AT ヒステリシス 温度入力：0.1 ～ 999.9 ℃ 0.8

°F 1.4
アナログ入力：0.01 ～ 9.99 %FS 0.20

リミットサイクル操作量振幅 5.0 ～ 50.0 % 20.0

入力デジタルフィルタ

（時定数）

フィルタ通過前のPV
A

フィルタ通過後のPV

時間

0.63A

設定範囲 単位 初期値
0.0 ～ 999.9 秒 0.0
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mav 移動平均回数

• 入力の移動平均回数を設定します。移動平均後のデータは次のとおりです。

• 急激な入力の変化を抑える際に使用します。

o-dp 操作量表示 標準タイプ

操作量を表示させます。
操作量モニタ（加熱）／（冷却）が、「ON」で表示、「OFF」で非表示となります。

 関連設定データ
 ｢操作量モニタ（加熱）｣（運転レベル）（6-16 ページ）
 ｢操作量モニタ（冷却）｣（運転レベル）（6-16 ページ）

ret 表示自動復帰時間

•「運転レベル」「調整レベル」「モニタ／設定項目レベル」のとき、この設定データで設定
した時間、キー操作がない場合、現在値／目標値画面に切り替わります。

•「OFF」のときは、この機能が無効になります。（自動画面切替しません）

入力データ 演算結果

時間

設定範囲 単位 初期値
OFF、2、4、8、16、32 回 OFF

設定範囲 初期値
on：表示 / off：非表示 off

設定範囲 単位 初期値
OFF、1～ 99 秒 off
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brgt 表示輝度設定

表示の明るさを３段階で調整できます。
明るすぎるときに調整してください。

a1lt 警報 1ラッチ 警報 1機能あり、警報 1種別≠ 0

a2lt 警報 2ラッチ 警報 2機能あり、警報 2種別≠ 0、12

a3lt 警報 3ラッチ 警報 3機能あり、警報 3種別≠ 0、12

a4lt 警報 4ラッチ 警報 4機能あり、警報 4種別≠ 0、12

• この設定データがONのとき、警報機能は以下の条件が成立するまで保持されます。
a　電源を切った後、再投入（電源リセット）する。
b　PFキーから解除する。
（PF設定＝ LAT：警報ラッチ解除）
c　イベント入力から解除する。
（イベント入力 1割付～イベント入力 6割付＝ LAT：警報ラッチ解除）

• また、初期設定レベル、高機能設定レベル、通信設定レベル、校正レベルへ切り替えた
場合も、出力はOFFされます。

• 補助出力が励磁設定のときは閉出力、非励磁設定のときは開出力が保持されます。
• 警報OFFディレーを設定している場合、bまたはcの方法で警報ラッチ解除を行ってもす
ぐには警報ラッチ解除されません。OFFディレー設定時間経過後に解除されます。

 関連設定データ
 ｢警報値 1～ 4 ｣（運転レベル）（6-14 ページ）
 ｢警報上限値 1～ 4 ｣｢警報下限値 1～ 4 ｣（運転レベル）（6-15 ページ）
 ｢警報 1 ～ 4種別｣（初期設定レベル）（6-44 ページ）
 ｢待機シーケンス再起動｣（高機能設定レベル）（6-58 ページ）
 ｢イベント入力 1～ 6割付｣（初期設定レベル）（6-51 ページ）
 ｢補助出力 1～ 4非励磁｣（初期設定レベル）（6-59 ページ）
 ｢警報 1～ 4ヒステリシス｣（初期設定レベル）（6-47 ページ）
 ｢ヒータ断使用｣（高性能設定レベル）（6-59 ページ）
 ｢ PF 設定｣（高性能設定レベル）（6-81 ページ）

設定範囲 初期値
1（暗い）～ 3（明るい） 3

設定範囲 初期値
on：有効 /off：無効 off
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警報 1/2/3/4 出力がONするとき、設定した遅延時間経過後にONします。

prlt プロテクトレベル移行時間

• 運転レベルまたは調整レベル・モニタ／設定項目レベルからプロテクトレベルに移行す
るために必要なキーの押下時間を設定します。

cjc 冷接点補償方式 入力種別が熱電対または
非接触温度センサのとき

• 入力種別設定値がNo.5～24のとき、冷接点補償をデジタル調節計の内部で行うか、外部
で行うかを指定します。

• 冷接点補償の外部設定は、熱電対または形ES1Bを2本使用して差温を測定する場合有効
です。

 関連設定データ
 ｢入力種別｣（初期設定レベル）（6-39 ページ）

a1on 警報 1ONディレー 警報 1機能あり、警報 1種別≠ 0、12、13

a2on 警報 2ONディレー 警報 2機能あり、警報 2種別≠ 0、12、13

a3on 警報 3ONディレー 警報 3機能あり、警報 3種別≠ 0、12、13

a4on 警報 4ONディレー 警報 4機能あり、警報 4種別≠ 0、12、13

• ONディレーが有効となる時間を設定します。
• 設定値が 0の場合ONディレーは無効となります。

 関連設定データ
 ｢警報 1～ 4 種別｣（初期設定レベル）（6-44 ページ）

設定範囲 単位 初期値
1 ～ 30 秒 3

設定範囲 初期値
on：内部 / off：外部 on

設定範囲 単位 初期値
0 ～ 999 秒 0
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警報 1/2/3/4 出力がOFFするとき、設定した遅延時間経過後にOFF します。

a1of 警報 1OFF ディレー 警報 1機能あり、警報 1種別≠ 0、12、13

a2of 警報 2OFF ディレー 警報 2機能あり、警報 2種別≠ 0、12、13

a3of 警報 3OFF ディレー 警報 3機能あり、警報 3種別≠ 0、12、13

a4of 警報 4OFF ディレー 警報 4機能あり、警報 4種別≠ 0、12、13

• OFFディレーが有効となる時間を設定します。
• 設定値が 0の場合OFF ディレーは無効となります。

 関連設定データ
 ｢警報 1～ 4 種別｣（初期設定レベル）（6-44 ページ）

mVse ストップ時／異常時操作量追加 2自由度PID 制御時

• ｢ストップ時操作量｣および｢異常時操作量｣の表示・非表示を設定します。

 関連設定データ
 ｢ストップ時操作量｣（調整レベル）（6-30 ページ）
 ｢異常時操作量｣（調整レベル）（6-30 ページ）

設定範囲 単位 初期値
0 ～ 999 秒 0

設定範囲 初期値
on：表示 /off：非表示 off
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amad オート／マニュアル切替表示追加 2自由度PID 制御時

• ｢オート／マニュアル切替｣の表示・非表示を設定します。

 関連設定データ
 ｢オート／マニュアル切替｣（運転レベル）（6-9 ページ）

mant マニュアル出力方式
2自由度PID 制御時
位置比例タイプ ( クローズ制御で
位置比例操作量ダイレクト設定がON)

オートモードからマニュアルモードへの移行時、「マニュアル出力方式」で「HOLD」を選
択した場合は、オートモードの最終操作量がマニュアル操作量の初期値として引継がれ、
「INIT」を選択した場合は、「マニュアル操作量初期値」で設定された操作量がマニュアル
操作量初期値となります。

 関連設定データ
 ｢マニュアル操作量初期値｣（高機能設定レベル）（6-67 ページ）

mani マニュアル操作量初期値
2自由度PID 制御時
位置比例タイプ ( クローズ制御で
位置比例操作量ダイレクト設定がON)

オートモードからマニュアルモードへの移行時の、マニュアル操作量初期値を設定します。

マニュアル操作量リミット有効が ON の場合、設定範囲は操作量リミット下限値～操作量
リミット上限値となります。

 関連設定データ
 ｢マニュアル出力方式｣（高機能設定レベル）（6-67 ページ）
 ｢マニュアル操作量リミット有効｣（高機能設定レベル）（6-79 ページ）

設定範囲 初期値
on：表示 /off：非表示 標準タイプ：off

位置比例タイプ：on

設定範囲 初期値
hold：HOLD、init：INIT hold

設定範囲 単位 初期値
 標準制御：-5.0 ～ 105.0 ％ 0.0
 加熱冷却制御：-105.0 ～ 105.0
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RT（ロバストチューニング）を実行します。

rt RT

2 自由度 PID 制御時
入力種別が温度入力のとき
｛標準／加熱冷却＝標準、
または
（標準／加熱冷却＝加熱冷却、
加熱冷却チューニング方式≠（空冷 or 水冷））
または
位置比例タイプ｝

• RTを選択した状態でATやSTを実行すると、制御対象の特性が変化しても制御性能が劣
化しにくい PID 定数を自動設定することができます。

• 通常モードでのAT/STによるPID定数でハンティングが発生した場合でも、RTモードで
AT/STを行うとハンティングが起こりにくくなります。

（注）RT( ロバストチューニング )を OFFからONに設定変更した場合、「積分／微分時間単位」
は「0.1」となります。

 関連設定データ
 ｢ AT 実行／中止｣（調整レベル）（6-18 ページ）
 ｢比例帯｣｢積分時間｣｢微分時間｣（調整レベル）（6-26 ページ）
 ｢比例帯（冷却）｣｢積分時間（冷却）｣｢微分時間（冷却）｣（調整レベル）（6-27 ページ）
 ｢ PID・ON/OFF ｣（初期設定レベル）（6-41 ページ）
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）
 ｢積分／微分時間単位｣（高機能設定レベル）（6-61 ページ）

hsu SSR故障使用

ヒータ断線・SSR故障検出機能あり
制御出力割付または、補助出力割付のいずれかに
「ヒータ警報」または「SSR 故障警報」が設定されて
いるとき

• SSR故障警報を使用するときに設定します。

設定範囲 初期値
on：RT機能ON / off：RT機能OFF off

設定範囲 初期値
on：有効 / off：無効 on
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hsl SSR 故障ラッチ ヒータ断線・SSR故障検出機能あり
SSR故障使用＝ON

• この設定データがONのとき、SSR故障警報は以下の条件が成立するまで保持されます。
a　SSR故障検出を 50.0A に設定する。
b　電源を切った後、再投入（電源リセット）する。
c　PFキーから解除する。
（PF設定＝ LAT：警報ラッチ解除）
d　イベント入力から解除する。
（イベント入力 1割付～イベント入力 6割付＝ LAT：警報ラッチ解除）

• また、初期設定レベル、高機能設定レベル、通信設定レベル、校正レベルへ切り替えた
場合も、出力はOFFされます。

 関連設定データ
 ｢ SSR 故障使用｣（高機能設定レベル）（6-68 ページ）
 ｢イベント入力 1～ 6割付｣（初期設定レベル）（6-51 ページ）
 ｢ヒータ断使用｣（高機能設定レベル）（6-59 ページ）
 ｢ PF 設定｣（高機能設定レベル）（6-81 ページ）

hsh SSR 故障ヒステリシス ヒータ断線・SSR故障検出機能あり
SSR故障使用＝ON、SSR故障ラッチ＝OFF

• SSR 故障検出時のヒステリシスを設定します。

 関連設定データ
 ｢ SSR 故障使用｣（高機能設定レベル）（6-68 ページ）

設定範囲 初期値
on：有効 / off：無効 off

設定範囲 単位 初期値
0.1 ～ 50.0 A 0.1
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LBA機能の有効・無効および検出する時間間隔の設定を行います。

lba LBA検出時間
標準タイプ
警報 1機能あり
警報 1種別＝ 12（LBA）

• 設定値が 0の場合、LBA機能は無効となります。

 関連設定データ
  ｢警報 1 ～ 4 種別｣（初期設定レベル）（6-44 ページ）
 ｢ LBA 検出閾値｣（高機能設定レベル）（6-70 ページ）
 ｢ LBA 検出幅｣（高機能設定レベル）（6-71 ページ）

lbal LBA検出閾値

標準タイプ
警報 1機能あり
警報 1種別＝ 12（LBA）
LBA検出時間≠ 0

• LBAの検出閾値を設定します。
• 目標値と現在値の偏差が｢LBA検出閾値｣の設定値以上となった場合、LBA検出を行います。

 関連設定データ
 ｢現在値／目標値｣（運転レベル）（6-8 ページ）
 ｢警報 1 ～ 4種別｣（初期設定レベル）（6-44 ページ）
 ｢ LBA 検出時間｣（高機能設定レベル）（6-70 ページ）
 ｢ LBA 検出幅｣（高機能設定レベル）（6-71 ページ）

設定範囲 単位 初期値
0 ～ 9999 秒 0

設定範囲 単位 初期値
温度入力 0.1 ～ 999.9 ℃または °F 8.0
アナログ入力 0.01 ～ 99.99 ％FS 10.00
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lbab LBA検出幅

標準タイプ
警報 1機能あり
警報 1種別＝ 12（LBA）
LBA検出時間≠ 0

• LBA の検出幅を設定します。
• LBA検出閾値以上の状態で、｢LBA検出幅｣の設定値より大きな制御偏差の減少がない場
合に LBAを検出します。

 関連設定データ
 ｢現在値／目標値｣（運転レベル）（6-8 ページ）
 ｢警報 1～ 4 種別｣（初期設定レベル）（6-44 ページ）
 ｢ LBA 検出時間｣（高機能設定レベル）（6-70 ページ）
 ｢ LBA 検出閾値｣（高機能設定レベル）（6-70 ページ）

設定範囲 単位 初期値
温度入力 0.0 ～ 999.9 ℃または °F 3.0
アナログ入力 0.00 ～ 99.99 ％FS 0.20



6   設定データ

6 - 72 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

out1 制御出力 1割付 標準タイプ

out2 制御出力 2割付 標準タイプ、制御出力 2 あり

•  制御出力 1、制御出力 2 に割り付ける機能を設定します。

＊ 1 形E5CC-U/DC/DC-B/GCのリニア電流出力タイプの場合で制御出力1割付のみ選択でき
ます。（形 E5CC-U は 2014 年 5月当社工場生産分（Ver.2.2）より、形 E5DCは 2014 年
7月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）

＊ 2 標準制御のときに「c-o ｣が割り当てられた場合 0％に相当する出力がされます。
＊ 3 リレー出力・電圧出力（SSR 駆動用）の場合のみ選択できます。
＊ 4 ｢プログラムパターン｣がOFF でも設定できますが、機能は無効になります。
＊ 5 簡易演算機能を使用しない場合は、WR1～WR8 は表示されません。
＊ 6「標準／加熱冷却」が「加熱冷却」に設定されたときは、自動的に「c-o」に切り替わります。

設定範囲　 初期値
tcmv : 簡易伝送操作量（冷却）＊ 1 制御出力 1割付：o

制御出力 2割付：none＊ 6t-mv : 簡易伝送操作量（加熱）＊ 1
t-pv : 簡易伝送現在値＊ 1
tspm : 簡易伝送ランプ目標値＊ 1
t-sp : 簡易伝送目標値＊ 1
 none : 無効
 o : 制御出力（加熱側）
 c-o : 制御出力（冷却側）＊ 2
 alm1 : 警報 1＊ 3
 alm2 : 警報 2＊ 3
 alm3 : 警報 3＊ 3
 alm4 : 警報 4＊ 3
 ha : ヒータ警報＊ 3
 hb : ヒータ断線警報＊ 3
 hs :SSR故障警報＊ 3
 s.err : 入力異常＊ 3
 rs.er :RSP入力異常＊ 3
 p.end : プログラムエンド出力＊ 3＊ 4
 run : ラン中出力＊ 3
 alm : 総合警報＊ 3
 wr1 : 内部補助リレー 1＊ 3＊ 5
 wr2 : 内部補助リレー 2＊ 3＊ 5
 wr3 ; 内部補助リレー 3＊ 3＊ 5
 wr4 : 内部補助リレー 4＊ 3＊ 5
 wr5 : 内部補助リレー 5＊ 3＊ 5
 wr6 : 内部補助リレー 6＊ 3＊ 5
 wr7 : 内部補助リレー 7＊ 3＊ 5
 wr8 : 内部補助リレー 8＊ 3＊ 5
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sub1 補助出力 1割付 補助出力 1あり

sub2 補助出力 2割付 補助出力 2あり

sub3 補助出力 3割付 補助出力 3あり

sub4 補助出力 4割付 補助出力 4あり

•  補助出力 1～ 4 に割り付ける機能を設定します。

＊ 1 標準制御のときに「c-o ｣が割り当てられた場合 0％に相当する出力がされます。
＊ 2 ・形 E5CC/CC-B/CC-U/DC/DC-B では、制御出力が 1点の場合、加熱冷却制御を選択す

ると、補助出力 2 が制御出力（冷却側）に割り付けられます（補助出力 1 点の機種では
制御出力（冷却側）は自動で割り付きません）

・形 E5EC/EC-B/AC では、制御出力が 1 点の場合、加熱冷却制御を選択すると、補助出
力 4 が制御出力（冷却側）に割り付けられます（補助出力 2 点の機種は補助出力 2 が制
御出力（冷却側）となります )。

・形 E5GC では、加熱冷却制御を選択すると、補助出力 1 が制御出力（冷却側）に割り付
けられます。

＊ 3 ｢プログラムパターン｣がOFF でも設定できますが、機能は無効になります。
＊ 4 簡易演算機能を使用しない場合は、WR1～WR8 は表示されません。
＊ 5 ヒータ断線・ SSR故障検出機能ありの機種は初期値が「haA: ヒータ警報」となります。

設定範囲　 初期値
 none : 無効 　補助出力 1割付：alm1＊ 5

　補助出力 2割付：alm2＊ 2
　補助出力 3割付：alm3＊ 2
　補助出力 4割付：alm4＊ 2

 o : 制御出力（加熱側）
 c-o : 制御出力（冷却側）＊ 1
 alm1 : 警報 1
 alm2 : 警報 2
 alm3 : 警報 3
 alm4 : 警報 4
 ha : ヒータ警報
 hb : ヒータ断線警報
 hs :SSR故障警報
 s.err : 入力異常
 rs.er :RSP入力異常
 p.end : プログラムエンド出力＊ 3
 run : ラン中出力
 alm : 総合警報
 wr1 : 内部補助リレー 1＊ 4
 wr2 : 内部補助リレー 2＊ 4
 wr3 : 内部補助リレー 3＊ 4
 wr4 : 内部補助リレー 4＊ 4
 wr5 : 内部補助リレー 5＊ 4
 wr6 : 内部補助リレー 6＊ 4
 wr7 : 内部補助リレー 7＊ 4
 wr8 : 内部補助リレー 8＊ 4
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alma 総合警報割付 総合警報割付あり

警報 1、警報 2、警報 3、警報 4、ヒータ断線警報、SSR故障警報、入力異常、RSP 入力
異常を組み合わせて、OR出力させることができます。
OR出力させたいステータスのコードの合計値を総合警報割付の設定値とします。

初期値は 49で「警報 1」と「ヒータ断線警報」と「SSR故障警報」のOR出力となります。
警報 1のコード「+1」、ヒータ断線警報のコード「+16」、SSR故障警報のコード「+32」
1+16+32=49

 関連設定データ
 ｢警報値 1～ 4 ｣（運転レベル）（6-14 ページ）
 ｢異常時操作量｣（調整レベル）（6-30 ページ）
 ｢ヒータ断使用｣（高機能設定レベル）（6-59 ページ）
 ｢ SSR 故障使用｣（高機能設定レベル）（6-68 ページ）
 ｢リモート SP有効｣（高機能設定レベル）（6-76 ページ）

コード ステータス
+1 警報 1
+2 警報 2
+4 警報 3
+8 警報 4
+16 ヒータ断線警報
+32 SSR故障警報
+64 入力異常
+128 RSP入力異常

設定範囲 初期値
0 ～ 255 49
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  警報機能の対象 SPをランプ SPとするか、ターゲット SPとするか設定します。

t-u ソーク時間単位 プログラムパターン≠OFF のとき

• 簡易プログラム機能のソーク時間の単位を設定します。

＊ 「秒」は形 E5DC/DC-B/GC のみ選択できます（形 E5DCは、2014 年 7 月当社工場生産分
（Ver.2.2）より対応）。

 関連設定データ
 ｢プログラムスタート｣（運転レベル）（6-12 ページ）
 ｢ソーク残り時間モニタ｣（運転レベル）（6-13 ページ）
 ｢ソーク時間｣（調整レベル）（6-29 ページ）
 ｢ウェイト幅｣（調整レベル）（6-29 ページ）
 ｢プログラムパターン｣（初期設定レベル）（6-43 ページ）

alsp 警報 SP選択

警報 1・2・3・4機能あり
SP ランプ設定値≠OFFまたはSPランプ設定値（下
降値）≠（SAME or OFF））、ST=OFF
警報種別＝ 1、2、3、4、5、6、7、14、15、18、19

 関連設定データ
 ｢ SP ランプ設定値｣ ｢ SP ランプ設定値 （下降値）｣（調整レベル）（6-31 ページ）
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）

設定範囲 初期値
m：分、h：時間、s：秒＊ m

設定範囲 初期値
sp-m：ランプ目標値、sp：目標値 sp-m
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rs-t リモートSP入力種別 リモート SP入力あり
ST（セルフチューニング）＝OFF（初期値：ON）

リモート SPの入力種別を選択します。

 関連設定データ
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）

rspu リモートSP有効 リモート SP入力あり
ST（セルフチューニング）＝OFF（初期値：ON）

このパラメータ設定を ON（有効）にすることで、「SP モード」設定が可能となり、「SP
モード」で「LSP」を選択するとローカル SP、「RSP」を選択するとリモート SP が使用
できます。OFF（無効）のときは、ローカル SPのみ使用できます。

 関連設定データ
 ｢ SP モード｣（調整レベル）（6-19 ページ）
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）

設定範囲 初期値
4-20：4～ 20mA

4-20

0-20：0～ 20mA
1-5v：1～ 5V
0-5v：0～ 5V
0-10：0～ 10V

設定範囲 初期値
on : 有効 、 off : 無効 off
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rsph リモート SP上限値 リモートSP入力あり
ST（セルフチューニング）＝OFF（初期値：ON）
リモートSP有効 =ON（初期値：OFF）

rspl リモート SP下限値

リモート SP 入力は、「リモート SP 上／下限値」によりPV 入力レンジに合わせたスケー
リングが可能です。

リモート SP入力種別：4～ 20mAの場合

• リモートSP 入力のリモートSP下限値-10％～リモートSP上限値+10％まで入力可能です。
この範囲を超えた入力は範囲外入力（RSP入力異常）として上限値または下限値にクランプ
され、リモートSPモード時は、単発光「RSP」が点滅表示します。また SPモードにかかわ
らず「リモートSPモニタ」の第 2表示も点滅表示されます。

• リモート SP入力値を、制御用の目標値として採用する際には、目標値リミット下限値、
目標値リミット上限値で制限されます。

 関連設定データ
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）
 ｢リモート SP入力種別｣（高機能設定レベル）（6-76 ページ）
 ｢リモート SP有効｣（高機能設定レベル）（6-76 ページ）

リモートSP下限値

リモートSP 上限値

リモートSP下限値 -10%

リモートSP上限値+10%

RSP

4.0
2.4(-10%) 21.6(110%)

20.0
入力 (mA)

設定データ 設定範囲 単位 初期値

リモートSP上限値 温度入力： 入力設定範囲下限～
入力設定範囲上限

EU
1300

リモートSP下限値 アナログ入力：スケーリング下限値～
スケーリング上限値 -200
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sptr SPトラッキング
リモート SP入力あり
ST（セルフチューニング）＝OFF（初期値：ON）
リモート SP有効 =ON（初期値：OFF）

• リモートSP モードからローカルSP モードに切り替わるときの動作を指定します。
• このパラメータがON の場合、ローカルSP はリモート SPを引き継ぎます。
• OFF のときは、ローカルSP はリモート SPの影響を受けません。

 関連設定データ
 ｢ランプ目標値モニタ｣（運転レベル）（6-10 ページ）
 ｢ SP モード｣（調整レベル）（6-19 ページ）
 ｢ ST（セルフチューニング）｣（初期設定レベル）（6-42 ページ）
 ｢リモート SP有効｣（高機能設定レベル）（6-76 ページ）

p-db PVデッドバンド 位置比例タイプ

現在値（PV）が「PV デッドバンド」内に入った時、不必要な出力を出さないようにし、
バルブが劣化するのを防止します。

 関連設定データ
 「クローズ / フローティング」「モーターキャリブレーション」「トラベルタイム」
（初期設定レベル）（6-53 ページ）
 「位置比例デッドバンド」（6-32 ページ）「開閉ヒステリシス」（6-32 ページ）（調
整レベル）

設定範囲 初期値
on : 有効 、 off : 無効 off

SP 

PV 

この区間は不必要な出力を出し
ません

PVデッドバンド

設定範囲 単位 初期値
0 ～ 9999 EU 0



6 - 79

6   設定データ

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

6-8  高
機
能
設
定
レ
ベ
ル

6

  

manl マニュアル操作量リミット有効 2 自由度 PID 制御時
クローズ制御時（位置比例タイプ）

• マニュアルモード時にマニュアル操作量に対して「操作量リミット上限値」「操作量リミット
下限値」を有効にするかを設定します。

 関連設定データ
 ｢操作量リミット上限値｣（調整レベル）（6-31 ページ）
 ｢操作量リミット下限値｣（調整レベル）（6-31 ページ）

pmvd 位置比例操作量ダイレクト設定 クローズ制御時（位置比例タイプ）

• この設定データを有効にする事により「ストップ時操作量」「異常時操作量」「マニュアル操
作量」にバルブ開度を指定する事ができます。

 関連設定データ
 ｢ストップ時操作量｣「異常時操作量」（調整レベル）（6-30 ページ）
 ｢現在値 /操作量（マニュアル操作量）｣（6-37 ページ）

pvrp PV変化率演算周期 警報 1・2・3・4機能あり
警報種別＝ 13

• PＶ入力値に対して、任意に設定した周期ごとの変化幅を求めることができます。設定周期ご
とに前回値との差を演算し、演算結果が警報値を越えると警報を出力します。

• PＶ変化率の演算周期は、サンプリング周期の 50ms 単位ごとに設定できます。

 関連設定データ
 ｢現在値／目標値｣（運転レベル）（6-8 ページ）
 ｢警報 1 ～ 4 種別｣（初期設定レベル）（6-44 ページ）

設定範囲 初期値
on：有効 / off：無効 off

設定範囲 初期値
on：有効 / off：無効 off

設定範囲 単位 初期値
1 ～ 999 サンプリング周期 20（1s）
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hctm 加熱冷却チューニング方式 加熱冷却制御時、2自由度PID 制御時

冷却側の制御特性に応じた調整法を選択します。

• 空冷／水冷
非線形な冷却特性をもつアプリケーション（プラスチック成形機など）に対応した制御を行
います。即応性がよく、安定した応答特性が得られます。

• リニア
線形（リニア）な冷却特性をもつアプリケーションに対応した制御を行います。

ompw 出力最小オンオフ幅 標準タイプ 2 自由度 PID 制御時

制御出力（加熱側）、または制御出力（冷却側）が割り付いている出力の最小 ON/OFF 幅
を設定します。
出力がリレーの場合、この機能によりリレーの劣化を防止することができます。

設定範囲 初期値
0：加熱と共通
1：リニア
2：空冷
3：水冷

0

空冷水冷

リニア

100

1000 操作量（冷却）［％］

冷却

能力

［％］

冷却特性

設定範囲 単位 初期値
0.0 ～ 50.0 ％ 1.0
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pf PF 設定

• PF キーの機能を設定します。

• 初期値は「SHFT（桁シフト）」になります。

＊1 AT中止指示の場合は、現在実行中のATが 100％ATか 40％ATかに関係なくAT中止を指示
します。

＊ 2 警報 1～ 4／ヒータ断／SSR故障ラッチを解除します。
＊ 3 PFキーからのオート／マニュアル操作についての詳細は  「5-12 マニュアル制御を行うに

は」（5-30ページ）を参照してください。
＊ 4 加熱冷却制御時と位置比例タイプのフローティング制御時は選択しても無効となります。
＊ 5 イベント入力に同様の機能を割り付けた場合、PFキーは無効となります。

 関連設定データ
 ｢モニタ／設定項目表示 1～ 5 ｣（高機能設定レベル）（6-82 ページ）

設定値 設定内容 機能
OFF：off 無効 ファンクションキーとして機能しません。
RUN：run ラン ランを指示します。＊ 5
STOP：stop ストップ ストップを指示します。＊ 5
R-S：r-s ラン／ストップ反転 ラン／ストップの運転状態を反転指示します。＊ 5
AT-2：at-2 100%AT実行／中止 100％AT実行／中止を反転指示します。＊ 1，＊ 5
AT-1：at-1 40%AT実行／中止 40％AT実行／中止を反転指示します。

＊ 1， ＊ 4，＊ 5
LAT：lat 警報ラッチ解除 警報ラッチ解除を指示します。＊ 2，＊ 5
A-M：a-m オート／マニュアル オート／マニュアルの状態を反転指示します。

＊3，＊ 5
PFDP：pfdp モニタ／設定項目 モニタ／設定項目の表示を指示します。

「モニタ／設定項目 1」～「モニタ／設定項目 5」
（高機能設定レベル）によりモニタ／設定項目を選
択します。

SHFT：shft 桁シフト 設定値変更時に桁シフト機能として使用します。
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pfd1 モニタ／設定項目表示 1

PF 設定＝ PFDP

pfd2 モニタ／設定項目表示 2

pfd3 モニタ／設定項目表示 3

pfd4 モニタ／設定項目表示 4

pfd5 モニタ／設定項目表示 5

•  PF キーに「モニタ／設定項目」を設定した場合、PF キーを押すごとに、モニタ／設定
項目 1～ 5 の順に設定した内容が表示されます。
「モニタ／設定項目 1～ 5」の設定内容は下表のようになります。設定（モニタ）範囲は、
該当する設定データを参照してください。

＊ 1 形 E5CC/CC-B/CC-U/DC/DC-B/GCは、現在値／目標値のみが表示されます。
＊ 2 警報 1種別が警報機能なしの場合も警報値 1が表示されますが、値は無効です。

設定値 設定内容
備考

モニタ／設定 記号
0 無効 　 －
1 現在値／目標値／マルチSP 設定可（目標値）＊ 1 －
2 現在値／目標値／操作量

(位置比例タイプは「バルブ開度」）
設定可（目標値）＊ 1 －

3 現在値／目標値／ソーク残り時間 設定可（目標値）＊ 1 －
4 比例帯 設定可 p

5 積分時間 設定可 i

6 微分時間 設定可 d

7 警報値１ 設定可 al-1

8 警報上限値１ 設定可 al1h

9 警報下限値１ 設定可 al1l

10 警報値２ 設定可 al-2

11 警報上限値２ 設定可 al2h

12 警報下限値２ 設定可 al2l

13 警報値３ 設定可 al-3

14 警報上限値３ 設定可 al3h

15 警報下限値３ 設定可 al3l

16 警報値４ 設定可 al-4

17 警報上限値４ 設定可 al4h

18 警報下限値４ 設定可 al4l

19 現在値／目標値／内部目標値 設定可（目標値）＊ 1 －
20 現在値／目標値／警報値 1＊ 2 設定可（目標値）＊ 1 －
21 比例帯（冷却） 設定可 c-p

22 積分時間（冷却） 設定可 c-i

23 微分時間（冷却） 設定可 c-d
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spd1 「現在値／目標値（1）」表示画面選択

spd2 「現在値／目標値（2）」表示画面選択

第 1表示、第 2表示、および第 3表示の表示内容を設定します。

＊ 警報 1種別が警報機能なしの場合も警報値 1が表示されますが、値は無効です。

odsl 操作量表示選択

標準タイプ、第 3表示あり（形 E5EC/EC-B/AC）、
加熱冷却制御時
「現在値／目標値（1）」表示画面選択＝ 4
または「現在値／目標値（2）」表示画面選択＝ 4
またはPF設定＝ PFDP、モニタ設定項目 1～ 5のいずれか＝ 2

• 加熱冷却制御のとき、「現在値／目標値／操作量」の操作量表示を選択します。
「加熱側操作量」と「冷却側操作量」が選択できます。

設定値 第 1表示 第 2表示 第 3表示（形E5EC/EC-B/AC のみ）
0 表示なし 表示なし 表示なし
1 現在値 目標値 表示なし
2 現在値 表示なし 表示なし
3 目標値 SP（キャラクタ表示） 表示なし
4 現在値 目標値 操作量

(位置比例タイプは「バルブ開度」）
5 現在値 目標値 マルチ SPNo.
6 現在値 目標値 ソーク残り時間
7 現在値 目標値 内部目標値（ランプ SP）
8 現在値 目標値 警報値 1＊

設定データ 設定範囲 初期値
「現在値／目標値 (1)」表示画面選択

0～ 8
4

「現在値／目標値 (2)」表示画面選択 0

設定範囲 初期値
o：操作量（加熱）
c-o：操作量（冷却）

o
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温度入力のときの現在値の少数点以下表示を消す機能です。

pvdp PV小数点表示 入力種別が温度入力のとき

• PV小数点表示をOFF にすると、現在値の小数点以下表示を消すことができます。ONに
すると、入力種別の設定のとおり小数点以下を表示します。

 関連設定データ
 ｢入力種別｣（初期設定レベル）（6-39 ページ）

pvst PVステータス表示機能

• 第 1表示に「現在値」を表示する画面で、PVステータス表示機能で指定した制御・警報
の状態表示と第 1表示内容を 0.5 秒周期で交互に表示します。＊1

•「現在値」
•「現在値／目標値」＊2
•「現在値／マニュアル操作量 (バルブ開度 )」
•「現在値／目標値／マニュアル操作量 (バルブ開度 )」
＊ 1「現在値／目標値 (1)」表示画面選択、「現在値／目標値 (2)」表示画面選択により表示される画

面を含みます。
＊ 2 モニタ／設定項目　「現在値／目標値」画面選択により表示される画面をふくみます。

＊形 E5DC/DC-B/GCのみ選択できます（形 E5DCは、2014 年 7月当社工場生産分（Ver.2.2）
より対応）。

 関連設定データ
 ｢現在値／目標値｣（運転レベル）（6-8 ページ）
 ｢現在値／操作量（マニュアル操作量）｣（マニュアル制御レベル）（6-37 ページ）

設定範囲 初期値
on：ON / off：OFF ON

設定範囲 初期値
off : PV ステータス表示なし off

manu : マニュアル制御中に「MANU」を交互表示
stop : ストップ中に「STOP」を交互表示
alm1 : 警報 1状態がONであるとき「ALM1」を交互表示
alm2 : 警報 2状態がONであるとき「ALM2」を交互表示
alm3 : 警報 3状態がONであるとき「ALM3」を交互表示
alm4 : 警報 4状態がONであるとき「ALM4」を交互表示
alm : 警報 1～ 4状態のいずれかがONであるとき「ALM」を交互表示
ha : ヒータ警報（ヒータ断線警報、SSR故障警報）がONであるとき

「HA」を交互表示
wr ＊ : 内部補助リレー（WR1～ 8）のいずれかがONであるとき最も大

きいリレー番号に対応したメッセージと交互表示



6 - 85

6   設定データ

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

6-8  高
機
能
設
定
レ
ベ
ル

6

  

svst SVステータス表示機能

• 第 1表示に「現在値」を表示する画面で SVステータス表示で指定した制御・警報の状態
表示と第 2表示内容を 0.5 秒周期で交互に表示します。＊ 1

•「現在値」
•「現在値／目標値」＊2
•「現在値／マニュアル操作量 (バルブ開度 )」
•「現在値／目標値／マニュアル操作量 (バルブ開度 )」
＊ 1「現在値／目標値 (1)」表示画面選択、「現在値／目標値 (2)」表示画面選択により表示される画

面を含みます。
＊ 2 モニタ／設定項目　「現在値／目標値」画面選択により表示される画面をふくみます。

 関連設定データ
 ｢現在値／目標値｣（運転レベル）（6-8 ページ）
 ｢現在値／操作量（マニュアル操作量）｣（マニュアル制御レベル）（6-37 ページ）

d.ref 表示リフレッシュ周期

• モニタ値の表示更新周期を遅くする機能です。表示更新が遅くなるのみで制御に使われてい
る現在値の更新周期は変わりません。

• OFF のときは、この機能が無効になります。
無効のときは、表示更新周期はサンプリング周期と同じ50ms になります。

＊形 E5DC/DC-B/GCのみ選択できます（形 E5DCは、2014 年 7月当社工場生産分（Ver.2.2）
より対応）。

設定範囲 初期値
off : SV ステータス表示なし off

manu : マニュアル制御中に「MANU」を交互表示
stop : ストップ中に「STOP」を交互表示
alm1 : 警報 1状態がONであるとき「ALM1」を交互表示
alm2 : 警報 2状態がONであるとき「ALM2」を交互表示
alm3 : 警報 3状態がONであるとき「ALM3」を交互表示
alm4 : 警報 4状態がONであるとき「ALM4」を交互表示
alm : 警報 1～ 4状態のいずれかがONであるとき「ALM」を交互表示
ha : ヒータ警報（ヒータ断線警報、SSR故障警報）がONであるとき

「HA」を交互表示
wr ＊ : 内部補助リレー（WR1～ 8）のいずれかがONであるとき最も大

きいリレー番号に対応したメッセージと交互表示

設定範囲 単位 初期値
OFF、0.25、0.5、1.0 秒 0.25
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｢校正レベル移行｣のパスワードを設定します。

lcmt LCT冷却出力最小ON時間
制御出力（冷却側）がリレー出力または電圧出力の場合
加熱冷却制御かつ、2自由度PID 制御かつ
加熱冷却チューニング方式＝（空冷 or 水冷）

• AT実行中の制御出力（冷却側）の最小出力ON時間を設定します。
• 制御出力（冷却側）に接続されたアクチュエータが作動するために必要な時間（秒）を設定
して下さい。

（注）形 E5CC/EC/AC の Ver.2.0 以下は対応していません。
（例） 構成が「E5□ C（リレー出力） ＋ リレー＋ 電磁弁」の場合、以下の計算になります。

(0.02 秒 ( 固定値 ) ＋ 0.02 秒＋ 0.06 秒 )×2（安全率）＝ 0.2 秒

＊ 本パラメータは、標準的な押出成形機のアクチュエータ動作時間を元に初期値を設定しています
ので、基本的に変更して頂く必要はありません。

cmoV 校正レベル移行 初期／通信プロテクト＝ 0

• ｢校正レベル移行｣のパスワードを設定します。パスワードは「1201」です。
• MキーまたはOキーを押すか、キー操作を止めて2秒待つことにより｢校正レベル｣へ移行します。

 関連設定データ
 ｢初期／通信プロテクト｣（プロテクトレベル）（6-4 ページ）

設定範囲 単位 初期値
0.1 ～ 1.0 秒 0.2
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6-9 通信設定レベル

psel プロトコル選択 通信機能対応機種

u-no 通信ユニットNo.

bps 通信速度

len 通信データ長 プロトコル選択＝CompoWay/F

sbit 通信ストップビット プロトコル選択＝CompoWay/F

prty 通信パリティ プロトコル選択＝ CompoWay/F または Modbus

sdwt 送信待ち時間

• 各設定データは、電源再投入時に有効となります。
• 各設定データは、上位コンピュータと形 E5 □ Cの通信仕様を合わせてください。
また、複数台接続時はすべてのユニットで｢通信ユニットNo. ｣以外の設定データを合わせ
てください。

＊「プロトコル選択」をコンポ通信、上位リンク (FINS)、MCプロトコル (形式 4)、専用プロトコ
ル（形式 4）にすると通信書込は自動でONになります。

 関連設定データ
 ｢通信書込｣（調整レベル）（6-19 ページ）

設定値 項目 記号 設定内容 初期値
プロトコル選択 psel cwf

mod

cmp

fins

mcp4

fxp4

CompoWay/F
Modbus
コンボ通信
上位リンク（FINS）
MCプロトコル（形式 4）
専用プロトコル（形式 4）

cwf

通信ユニットNo. u-no 0 ～ 99 0 ～ 99 1

通信速度 bps 9.6/19.2/38.4/5
7.6 （kbps）

9.6/19.2/38. 4/57.6 
（kbps）

9.6

通信データ長 len 7/8 （ビット） 7/8 （ビット） 7

通信ストップビット sbit 1/2 1/2 2

通信パリティ prty none/eVen/odd なし、偶数、奇数 eVen

送信待ち時間 sdwt 0 ～ 99 0 ～ 99（ms） 20
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形 E5CC/EC/AC は バージョン 1.1（Ver.1.1）以上で、形 E5DC はバージョン 1.0（Ver.1.0）以上
で、形 E5GC はバージョン 2.2（Ver.2.2）以上でプログラムレス通信とコンポ通信を使用することが
できます。
詳細は、別冊 『形 E5□ C デジタル調節計 通信マニュアル』（Man.No.：SGTD-741）を参照してく
ださい。

プロトコル選択＝上位リンク (FINS)、MC プロトコル (形式 4)、専用プロトコル（形式 4）

＊ 専用プロトコル（形式 4）の場合、アップ設定 13は使用できません。

プロトコル選択＝コンポ通信

設定値 項目 記号 設定内容 初期値
最大通信ユニットNo. maxu 0～ 99 0 ～ 99 0
エリア種別 areaAREA 0～ 25 0 ～ 25 0
開始アドレス上位 adrh 0～ 99 0 ～ 99 0
開始アドレス下位 adrl 0～ 9999 0 ～ 9999 0
受信待ち時間 rwat 100～ 9999 100 ～ 9999ms 1000
通信ノードNo. unit 0～ 99 0 ～ 99 0
アップ設定 1～ 13 ＊ up1～ 13 0～ 98 0 ～ 98
ダウン設定 1～ 13 dn1～ 13 30～ 98 30 ～ 98
コピー copy off、all、1～ 15 OFF

設定値 項目 記号 設定内容 初期値
最大通信ユニットNo. maxu 0～ 99 0 ～ 99 0
受信待ち時間 rwat 100～ 9999 100 ～ 9999ms 1000
コピー copy off、all、1～ 15 OFF
SP 勾配値 sps 0.001～ 9.999 同左 1.000
SP オフセット値 spos 温度入力

-199.9～ 999.9

アナログ入力
-1999～ 9999

同左 0.0
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7-1 ユーザ校正について
形 E5□ Cは、工場出荷時に正しく校正されているので通常はお客様での校正は不要です。
お客様での校正が必要になった場合は、温度入力およびアナログ入力を校正するためのユーザ校正機
能を用意していますのでご利用ください。
ただし、ユーザ校正の結果については弊社では保証しかねますのでご了承ください。
また、校正データは校正ごとに最新のものに上書きしますので、ユーザ校正後は工場出荷時のデータ
には戻せません。ご注意ください。

 入力の校正
設定データで選択された入力種別が校正の対象となります。
入力種別は次のとおりです。

＊ 形E5CC-U のみ 4種（2014 年 5月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）

 校正データの登録
各項目について校正データを仮登録し、すべての項目について新しく校正された場合のみ正式な校
正データとして登録できます。
したがって、校正時は必ずすべての項目について仮登録してください。
また、データを登録すると、ユーザ校正実施の有無も記録されます。

校正のための計測機器および設備は、別途ご用意ください。
また、計測機器および設備のお取扱いについては、それぞれに付属の取扱説明書を参照してください。

 形E5□ C-B（プッシュインPlus 端子台タイプ）の配線方法
形E5□C-Bで、校正時に1端子へ2本の配線を接続する場合は、 下記の通りにしてください。

• より線を使用する場合

 AWG24 ～ 20(0.25 ～ 0.5mm2) のより線を使用し、端子に 2本の配線を接続してください。

• ツインフェルール端子を使用する場合

 AWG22 ～ 18(0.5 ～ 0.75mm2) の配線を使用してください。
 2 本の配線をツインフェルール端子にまとめた後、端子に接続してください。

 推奨ツインフェルール端子

・熱電対 ： 16種
・非接触温度センサ ： 4種
・測温抵抗体 ： 5種
・電流入力 ： 2種
・電圧入力 ： 3種＊

メーカ名 型番
フエニックス・コンタクト製 AL-TWIN2×0,5-8WH

AL-TWIN2×0,75-8GY
ワイドミュラー製 H0.5/14

H0.75/14
ワゴ製 FE-0.5-8W-WH

FE-0.75-8W-GY
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7-2 設定データの構成
• ユーザで校正をされる場合は、｢高機能設定レベル｣の「校正レベル移行」メニューのとき｢ 1201 ｣と
入力してください。校正モードに切り替わって｢ adj ｣が表示されます。

• ただし、初めてユーザで校正されるときに｢校正レベル移行｣メニューが表示されない場合がありま
す。その場合は、プロテクトレベルで｢初期通信プロテクト｣を｢ 0 ｣に設定した後で｢高機能設定レベ
ル｣に移行してください。

• 電断により校正モードが終了します。
• 校正モードでの設定データの構成は次のとおりです。

購入後、ユーザ校正された場合は、下図のように、校正レベルへ移行時にユーザ校正済情報を表示
します。

入力種別により自動的に移行

※伝送出力機能がある機種のみ表示されます。
　形E5CC-U/DC/DC-B/GC には、伝送出力はありません。

※形E5CC-Uのみ選択できます（201
　4年5月当社工場生産分（Ver.2.2）
　より対応）。

0:Pt100 1：Pt100
2：Pt100
3：JPt100
4：JPt100

5：K
7：J
11：E
12：L
15：N
19：W
20：PLⅡ

6：K
8：J
9,10：T
13,14：U
16：R
17：S
18：B
21：K140F/60C
22：K240F/120C
23：K280F/140C
24：K440F/220C

25：4～20mA
26：0～20mA

27：1～5V 
28：0～5V

29：0～10V 30：0～50mV※ 

測温抵抗体 熱電対、非接触温度センサ 電流入力 電圧入力

高機能設定レベル

M

M

伝送
出力校正

M

M

M

M

M M

M

M

M

M

M

M

M

M

M M

M M

p 10
4543

str
no

p 10
4543

t -6
2988

t -6
0200

bia5
35b8

bia5
35b8

a  1
4677

1V 1
5ac0

2V 1
4ad9

p390
e20c

p280
e26b

t 54
b9a5

t -6
2988

t 54
b9a5

t 24
e220

a 20
c8e7

1V 5
c7c3

2V10
b104

adj
30

.adj
30

ドットを表示
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7-3 熱電対の校正
• 熱電対の種別により熱電対 1グループ（入力種別 5、7、11、12、15、19、20）と熱電対 2グループ
（入力種別 6、8、9、10、13、14、16、17、18、21、22、23、24）に分けて校正します。

• 校正時には底面をふさがないでください。また、入力端子および補償導線に触れないでください。

 準備

• 冷接点補償器は、内部の熱電対に校正対象のものを用意し、0℃にセットしておいてください。
ただし、内部の熱電対は無効（先端開放）にしておいてください。

• 図中、STVは DC基準電流電圧発生器を表します。
• 補償導線は、選択されている熱電対のものを使用してください。
ただし、熱電対のR、S、E、B、W、PLⅡ、非接触温度センサの場合は K熱電対用の冷接点補償器
および補償導線で代用します。

参考

冷接点補償器の接続
熱電対の校正では、補償導線の接続端に触れると正しい入力値が得られません。したがって、次
の図のように補償導線を接続したままで、冷接点補償器内部にある熱電対の先端を短絡（有効）
または開放（無効）して、冷接点補償器の接続または未接続状態を作ってください。

－

+

STV

入力電源

C

D

C

D

C'

D'

形E5CC/CC-U/EC/AC/DC/DC-B/GC

0℃/32 Ｆ゚
冷接点補償器

補償導線

形E5CC-B/EC-B

入力電源

+

STV

－

0℃/32 Ｆ゚
冷接点補償器

補償導線

＊

＊

＊で示した端子は、コモン端子です。

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（負極 /正極）
形 E5CC：5/6
形 E5CC-U：2/1
形 E5EC/AC：23/24
形 E5DC：13/14
形 E5DC-B：15/16
形 E5GC：11/12
• 入力電源（C/D）
形 E5CC：11/12
形 E5CC-U：10/11
形 E5EC/AC：1/2
形 E5DC：1/2
形 E5DC-B：1/2
形 E5GC：1/2

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（負極 /正極）
形 E5CC-B：7/8
形 E5EC-B：31/32
• 入力電源（C,C'/D,D'）
形 E5CC-B：13,14/15,16
形 E5EC-B：1,2/3,4

冷接点補償器

開放

補償導線

0℃/32゜Ｆ

冷接点補償器
短絡

補償導線

形E5□C 形E5□C 0℃/32゜Ｆ



7 - 5

7   ユーザ校正

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

7-3  熱
電
対
の
校
正

7

  

入力種別が熱電対、非接触温度センサの場合の校正を以下に示します。

1. 電源を接続します。

2. 下図のように、熱電対の入力端子にDC基準電流電圧発生器（以下STV）、精密
デジタルメータ（以下DMM）、冷接点補償器（ゼロコンなど、以下ゼロコンを
例に説明）を接続します。形 E5□ C-B/GCを校正する際は、STVと DMMは
端子台を介して接続してください。

3. 電源を投入します。

4. 校正レベルへ移行します。
30分のエージングタイマが起動するので、お客様はこのタイマを目安にエージ
ングを行います。
30分経過後は、第 2表示が 0となります。
しかし、0にならなくても、次のステップへ移行することはできます。

• 入力種別が熱電対 1 グ
ループ（入力種別 5、7、
11、12、15、19、20）
の場合

• 入力種別が熱電対 2 グ
ループ（入力種別 6、8、
9、10、13、14、16、
17、18、21、22、23、
24）の場合

5. Mキーを押すと、左図の状態となります。このとき、第 2表示には入力された
カウント値が 16進にて表示されます。STVを以下のように設定します。
・入力種別が熱電対 1グループ（入力種別 5、7、11、12、15、19、20）の
場合 54mV

・入力種別が熱電対 2グループ（入力種別 6、8、9、10、13、14、16、17、
18、21、22、23、24）の場合 24mv
第 2 表示のカウント値が十分に安定した後、Dキーを押します。
このときの、校正内容を仮登録します。
このカウント値が規定範囲外の場合は、第 2表示を点滅させ、そのときのカウ
ント値は仮登録しません。

6. Mキーを押すと、左図の状態となります。
STVを -6mVに設定します。
第 2 表示のカウント値が十分に安定した後、Dキーを押します。
このときの、校正内容を仮登録します。
このカウント値が規定範囲外の場合は、第 2表示を点滅させ、そのときのカウ
ント値は仮登録しません。

STV

DMM

ゼロコン

－

+

OUTPUT INPUT

選択されている熱電対の補償導線
ただし、 熱電対のＥ、Ｒ、Ｓ、Ｂ、W、PLⅡ
非接触温度センサの場合はＫ熱電対の補償導線

STV

DMM

ゼロコン

－

+

OUTPUT INPUT

開放して
おく

開放して
おく 中継端子台

形E5CC/CC-U/EC/AC/DC 形E5□C-B/GC

adj
30

t 54
69as

t 24
e220

t -6
2988
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7. Mキーを押すと、左図の状態となります。

8. 配線を下図のように変更します。

STV を切り離し冷接点補償器の熱電対を有効にしてください。
このとき必ずSTV 側の配線を外してください。

9. 第 2表示のカウント値が十分に安定した後、Dキーを押します。このときの、
校正内容を仮登録します。

10.Mキーを押すと、左図の状態となります。
ただし、仮登録されるべきデータが全て揃っていない場合は表示されません。
Uキーを押すと、第 2表示が「yes」となり、キーを離して 2秒後またはMキー
を押すと、仮登録された校正値が不揮発性メモリに保存されます。仮登録され
た校正値を不揮発性メモリに保存したくない場合は、Uキーを押さずに（第 2
表示が「no」のままで）Mキーを押します。

11.電断により校正モードが終了します。
また、伝送出力機能のある機種では続けて伝送出力校正が行えます。設定方法の
詳細については 「7-6 伝送出力の校正」（7-13ページ）を参照してください。

bia5
35b8

STV

DMM

ゼロコン
OUTPUT INPUT

選択されている熱電対の補償導線
ただし 、熱電対のＥ、Ｒ、Ｓ、Ｂ、W、PLⅡ
非接触温度センサの場合はＫ熱電対の補償導線

短絡する

未接続で開放

短絡する

未接続で開放

STV

DMM

ゼロコン
OUTPUT INPUT

中継端子台

－

+ +

－

形E5□C-B/GC形E5CC/CC-U/EC/AC/DC

str
no
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7-4 測温抵抗体の校正
入力種別が測温抵抗体の場合の校正を以下に示します。
接続用の線材には同じ太さのものをご使用ください。

1. 電源を接続します。

2. 下図のように、測温抵抗体の入力端子に精密抵抗ボックス（以下「6ダイヤル」）
を接続します。

A
C

D

C

C'

D

D'

6ダイヤルB

B

入力電源

A

6ダイヤルB

B

入力電源
＊

＊

形E5CC/CC-U/EC/AC/DC/DC-B/GC

形E5CC-B/EC-B

＊で示した端子は、コモン端子です。

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子 (A/B/B)
形 E5CC : 4/5/6 
形 E5CC-U : 3/2/1
形 E5EC/AC : 22/23/24
形 E5DC : 12/13/14
形 E5DC-B：11/15/16
形 E5GC : 10/11/12

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子 (A/B/B)
形 E5CC-B : 6/7/8
形 E5EC-B : 30/31/32

• 入力電源 (C/D)
形 E5CC : 11/12 
形 E5CC-U : 10/11
形 E5EC/AC : 1/2
形 E5DC : 1/2
形 E5DC-B：1/2
形 E5GC : 1/2

• 入力電源 (C, C'/D, D')
形 E5CC-B : 13,14/15,16
形 E5EC-B : 1,2/3,4
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3. 電源を投入します。

4. 校正レベルへ移行します。
30分のエージングタイマが起動するので、お客様はこのタイマを目安にエージ
ングを行います。
30分経過後は、第 2表示が 0となります。
しかし、0にならなくても、次のステップへ移行することはできます。

• 入力種別が 0の場合

• 入力種別が 1、2、3、4
の場合

5. 主入力の校正を行います。
Mキーを押すと、入力種別毎にカウント値を表示します。
このとき、第 2表示には入力されたカウント値が 16進にて表示されます。6ダ
イヤルを以下のように設定します。
・入力種別が 0の場合･･････ 390Ω
・入力種別が 1、2、3、4の場合･･ 280Ω
第 2表示のカウント値が十分に安定した後、D キーを押します。
このときの、校正内容を仮登録します。
このカウント値が規定範囲外の場合は、第 2 表示を点滅させ、そのときのカウ
ント値は仮登録しません。

6. Mキーを押すと、左図の状態となります。
6ダイヤルを、10Ωに設定します。
第 2表示のカウント値が十分に安定した後、Dキーを押します。
このときの、校正内容を仮登録します。
このカウント値が規定範囲外の場合は、第 2表示を点滅させ、そのときのカウ
ント値は仮登録しません。

7. Mキーを押すと、左図の状態となります。
ただし、仮登録されるべきデータが全て揃っていない場合は表示されません。
Uキーを押すと、第 2表示が「yes」となり、キーを離して 2秒後またはMキー
を押すと、仮登録された校正値が不揮発性メモリに保存されます。
仮登録された校正値を不揮発性メモリに保存したくない場合は、Uキーを押さ
ずに（第 2表示が「no」のままで）Mキーを押します。

8. 電断により校正モードが終了します。
また、伝送出力機能のある機種では続けて伝送出力校正が行えます。設定方法の
詳細については 「7-6 伝送出力の校正」（7-13ページ）を参照してください。

adj
30

p390
e20c

p280
e26b

p 10
4543

str
no
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7-5 アナログ入力の校正

 電流入力の校正
入力種別が電流入力の場合の校正を以下に示します。

1. 電源を接続します。

2. 下図のように、電流入力端子に、STV、DMMを接続します。

3. 電源を投入します。

4. 校正レベルへ移行します。
30分のエージングタイマが起動するので、お客様はこのタイマを目安にエージ
ングを行います。
30分経過後は、第 2表示が 0となります。
しかし、0にならなくても、次のステップへ移行することは可能です。

5. Mキーを押すと、左図の状態となります。このとき、第 2 表示には入力された
カウント値が 16 進にて表示されます。STV を 20mA に設定します。
第 2 表示のカウント値が十分に安定した後、Dキーを押します。
このときの、校正内容を仮登録します。
このカウント値が規定範囲外の場合は、第 2 表示を点滅させ、そのときのカウ
ント値は仮登録しません。

6. Mキーを押すと、左図の状態となります。
STVを 1mAに設定します。
第 2表示のカウント値が十分に安定した後、Dキーを押します。このときの、
校正内容を仮登録します。
このカウント値が規定範囲外の場合は、第 2表示を点滅させ、そのときのカウ
ント値は仮登録しません。

入力電源 入力電源

STV

DMM

形E5CC/CC-U/EC/AC/DC/DC-B/GC

ー

+

C C

C'
D

D'

D

形E5CC-B/EC-B

+

ー

＊

＊

＊で示した端子は、コモン端子です。

STV

DMM

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（負極 /正極）
形 E5CC : 5/4
形 E5CC-U : 2/3
形 E5EC/AC : 23/22
形 E5DC : 13/12
形 E5DC-B：11/15
形 E5GC : 11/10
• 入力電源（C/D）
形 E5CC : 11/12 
形 E5CC-U : 10/11
形 E5EC/AC : 1/2
形 E5DC : 1/2
形 E5DC-B：1/2
形 E5GC : 1/2

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（負極 /正極）
形 E5CC-B : 7/6
形 E5EC-B : 31/30
• 入力電源（C,C'/D,D'）
形 E5CC-B : 13,14/15,6 
形 E5EC-B : 1,2/3,4

adj
30

a 20
c8e7

a  1
4677
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7. Mキーを押すと、左図の状態となります。
ただし、仮登録されるべきデータが全て揃っていない場合は表示されません。
Uキーを押すと、第 2表示が「yes」となり、キーを離して 2秒後またはMキー
を押すと、仮登録された校正値が不揮発性メモリに保存されます。
仮登録された校正値を不揮発性メモリに保存したくない場合は、Uキーを押さ
ずに（第 2表示が「no」のままで）Mキーを押します。

8. 電断により校正モードが終了します。
また、伝送出力機能のある機種では続けて伝送出力校正が行えます。設定方法の
詳細については 「7-6 伝送出力の校正」（7-13ページ）を参照してください。

str
no
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 電圧入力の校正
入力種別が電圧入力の場合の校正を以下に示します。

1. 電源を接続します。

2. 下図のように、電圧入力端子に、STV、DMMを接続します。

3. 電源を投入します。

4. 校正レベルへ移行します。
30分のエージングタイマが起動するので、お客様はこのタイマを目安にエージ
ングを行います。
30分経過後は、第 2表示が 0となります。
しかし、0にならなくても、次のステップへ移行することは可能です。

• 入力種別が 27、28 の
場合

5. Mキーを押すと、左図の状態となります。
このとき、第 2表示には入力されたカウント値が 16進にて表示されます。
STVを以下のように設定します。
・入力種別が 27または 28の場合････ 5V
・入力種別が 29の場合････････････ 10V
・入力種別が 30の場合････････････ 54mV

• 入力種別が 29の場合 第 2表示のカウント値が十分に安定した後、Dキーを押します。
このときの、校正内容を仮登録します。このカウント値が規定範囲外の場合は、
第 2表示を点滅させ、そのときのカウント値は仮登録しません。

• 入力種別が 30の場合

入力電源 入力電源

STV

DMM

形E5CC/CC-U/EC/AC/DC/DC-B/GC

+

ー

C C

C'
D

D'

D

形E5CC-B/EC-B

ー

+

＊

＊

＊で示した端子は、コモン端子です。

STV

DMM

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（負極 /正極 )
形 E5CC :  5/6 
形 E5CC-U : 2/1
形 E5EC/AC : 23/24
形 E5DC : 13/14
形 E5DC-B：15/16
形 E5GC : 11/12
• 入力電源（C/D）
形 E5CC :  11/12 
形 E5CC-U : 10/11
形 E5EC/AC : 1/2
形 E5DC : 1/2
形 E5DC-B：1/2
形 E5GC : 1/2

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（負極 /正極）
形 E5CC-B :  7/8 
形 E5EC-B : 31/32
• 入力電源（C,C'/D,D'）
形 E5CC-B :  13,14/15,16 
形 E5EC-B :  1,2/3,4

adj
30

1V 5
c7c3

2V10
b104

t 54
b9a5
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• 入力種別が 27、28の場合6. Mキーを押すと、左図の状態となります。
STVを以下のように設定します。
・入力種別が 27、28、29の場合････ 1V
・入力種別が 30の場合････････････ -6mV

• 入力種別が 29の場合 第 2表示のカウント値が十分に安定した後、Dキーを押します。
このときの、校正内容を仮登録します。このカウント値が規定範囲外の場合は、
第 2表示を点滅させ、そのときのカウント値は仮登録しません。

• 入力種別が 30の場合

7. Mキーを押すと、左図の状態となります。ただし、仮登録されるべきデータが
全て揃っていない場合は表示されません。
Uキーを押すと、第 2表示が「yes」となり、キーを離して 2秒後またはMキー
を押すと、仮登録された校正値が不揮発性メモリに保存されます。
仮登録された校正値を不揮発性メモリに保存したくない場合は、Uキーを押さ
ずに（第 2表示が「no」のままで）Mキーを押します。

8. 電断により校正モードが終了します。
また、伝送出力機能のある機種では続けて伝送出力校正が行えます。設定方法の
詳細については 「7-6 伝送出力の校正」（7-13ページ）を参照してください。

1V 1
5ac0

2V 1
4ad9

t -6
2988

str
no
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7-6 伝送出力の校正
伝送出力機能がある機種では、入力校正終了後に伝送出力校正画
面が表示されます。
形 E5CC-U/DC/DC-B/GC には、伝送出力はありません。

伝送出力 4 ～ 20mA の校正手順は以下のようになります。

1. 伝送出力端子にDMM を接続します。

2. Mキーを押すと伝送出力画面に切り替わります。

3. 20mAの校正画面が表示されるので、UDキーでDMMのモニタ値が 20mA
になるように調整します。
Mキーを押します。このときの校正内容を仮登録します。

4. 4mAの校正画面が表示されるので、UDキーでDMMのモニタ値が 4mAにな
るように調整します。
Mキーを押します。このときの校正内容を仮登録します。

5. Uキーを押すと、第 2表示が「yes」となり、キーを離して 2秒後またはM

キーを押すと、仮登録された校正値が不揮発性メモリに保存されます。
仮登録された校正値を不揮発性メモリに保存したくない場合は、Uキーを押さ
ずに（第 2表示が「no」のままで）Mキーを押します。

6. 電断により校正モードが終了します。

高機能設定レベル

伝送出力
校正

※伝送出力機能が
　ある機種のみ表示

主入力校正 入力校正表示

adj
30

M

M

M

M

入力電源

DMM

形E5CC/EC/AC

+

ー

入力電源

DMM

形E5□C-B

+

ー

＊

＊

＊で示した端子は、
コモン端子です。C C

C'

D

D'

D

端子番号は以下の通りになります。
• 伝送出力端子（正極 /負極）
形 E5CC : 17/18
形 E5EC/AC : 32/33
• 入力電源（C/D）
形 E5CC : 11/12 
形 E5EC/AC : 1/2

端子番号は以下の通りになります。
• 伝送出力端子（正極 /負極）
形 E5CC-B : 23/24
形 E5EC-B : 43/44
• 入力電源（C,C'/D,D'）
形 E5CC-B : 13,14/15,16 
形 E5EC-B : 1,2/3,4

str
no

a20.t
52ac

a4.t
0037

str.t
no
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伝送出力 1 ～ 5Vの校正手順は以下のようになります。

1. 伝送出力端子にDMM を接続します。

2. Mキーを押すと伝送出力画面に切り替わります。

3. 5Vの校正画面が表示されるので、UDキーでDMMのモニタ値が 5Vになる
ように調整します。
Mキーを押します。このときの校正内容を仮登録します。

4. 1Vの校正画面が表示されるので、UDキーでDMMのモニタ値が 1Vになる
ように調整します。
Mキーを押します。このときの校正内容を仮登録します。

5. Uキーを押すと、第 2表示が「yes」となり、キーを離して 2秒後またはM

キーを押すと、仮登録された校正値が不揮発性メモリに保存されます。
仮登録された校正値を不揮発性メモリに保存したくない場合は、Uキーを押さ
ずに（第 2表示が「no」のままで）Mキーを押します。

6. 電断により校正モードが終了します。

入力電源

DMM

形E5CC/EC/AC

+

ー

入力電源

DMM

形E5□C-B

+

ー

＊

＊

＊で示した端子は、コモン端子です。

C

D

C

C'

D

D'

端子番号は以下の通りになります。
• 伝送出力端子（正極 /負極）
形 E5CC : 16/18
形 E5EC/AC : 31/33
• 入力電源（C/D）
形 E5CC : 11/12 
形 E5EC/AC : 1/2

端子番号は以下の通りになります。
• 伝送出力端子（正極 /負極）
形 E5CC-B : 22/24
形 E5EC-B : 42/44
• 入力電源（C,C'/D,D'）
形 E5CC-B : 13,14/15,16 
形 E5EC-B : 1,2/3,4

str
no

v 5.t
5680

V 1.t
0001

str.t
no
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7-7 指示精度の検査
• 入力校正後は、必ず指示精度検査を行って、正しく校正されたことを確認してください。
• 形 E5□ Cは、現在値／目標値の状態で動作させてください。
• 指示範囲の上下限、中間の 3値について検査してください。
• 非接触センサレンジの検査については「入力種別」設定を「6」（K熱電対レンジ）に設定して、K
熱電対の起電力に相当する電圧を入力し、確認してください。

 熱電対／非接触温度センサ
• 準備
必要な装置と接続は、次のとおりです。形 E5□ Cと冷接点補償器間は
必ず使用予定の熱電対用の補償導線で接続してください。

• 操作
冷接点補償器が 0 ℃になっていることを確認して、STV 出力を検査値の起電力に相当する電圧
にセットしてください。
冷接点補償方式が外部設定の場合は冷却補償器と補償導線は不要です。

STV
－

＋

入力電源

冷接点補償器

補償導線

＊

＊

＊で示した端子は、コモン端子です。

C

D

C

C'

D

D'

STV

－

＋

入力電源

冷接点補償器

補償導線

形E5CC/CC-U/EC/AC/DC/DC-B/GC

形E5CC-B/EC-B

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（負極 /正極）
形 E5CC : 5/6 
形 E5CC-U : 2/1
形 E5EC/AC : 23/24
形 E5DC : 13/14
形 E5DC-B：15/16
形 E5GC : 11/12

• 入力電源 (C/D)
形 E5CC : 11/12 
形 E5CC-U : 10/11
形 E5EC/AC : 1/2
形 E5DC : 1/2
形 E5DC-B：1/2
形 E5GC : 1/2

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（負極 /正極）
形 E5CC-B : 7/8 
形 E5EC-B : 31/32

• 入力電源 (C, C'/D, D')
形 E5CC-B : 13,14/15,16 
形 E5EC-B : 1,2/3,4
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 測温抵抗体
• 準備
必要な装置と接続は、次のとおりです。

• 操作
ダイヤルを検査値に相当する抵抗値にセットしてください。

A

6ダイヤルB

B

入力電源

A

6ダイヤルB

B

入力電源
＊

＊

＊で示した端子は、コモン端子です。

形E5CC/CC-U/EC/AC/DC/DC-B/GC

形E5CC-B/EC-B

C

D

C

C'

D

D'

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（A/B/B）
形 E5CC : 4/5/6 
形 E5CC-U : 3/2/1
形 E5EC/AC : 22/23/24
形 E5DC : 12/13/14
形 E5DC-B：11/15/16
形 E5GC : 10/11/12

• 入力電源 (C/D)
形 E5CC : 11/12 
形 E5CC-U : 10/11
形 E5EC/AC : 1/2
形 E5DC : 1/2
形 E5DC-B：1/2
形 E5GC : 1/2

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（A/B/B）
形 E5CC-B : 6/7/8 
形 E5EC-B : 30/31/32

• 入力電源 (C, C'/D, D')
形 E5CC-B : 13,14/15,16 
形 E5EC-B :  1,2/3,4
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

7-7  指
示
精
度
の
検
査

7

  

 アナログ入力
• 準備
必要な装置と接続は、次のとおりです。
（機種と入力種別で接続端子が異なります。）
電流入力

電圧入力

• 操作
STV出力を検査値の電圧または電流にセットしてください。

+

－
STV

入力電源

入力電源

－ STV
＋

形E5CC-B/EC-B

形E5CC/CC-U/EC/AC/DC/DC-B/GC

＊

＊

＊で示した端子は、コモン端子です。

C

D

C

C'

D

D'

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（正極 /負極）
形 E5CC : 4/5
形 E5CC-U : 3/2
形 E5EC/AC : 22/23
形 E5DC : 12/13
形 E5DC-B：11/15
形 E5GC : 10/11

• 入力電源 (C/D)
形 E5CC : 11/12 
形 E5CC-U : 10/11
形 E5EC/AC : 1/2
形 E5DC : 1/2
形 E5DC-B：1/2
形 E5GC : 1/2

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（正極 /負極）
形 E5CC-B : 6/7
形 E5EC-B : 30/31
• 入力電源 (C, C'/D, D')
形 E5CC-B : 13,14/15,16 
形 E5EC-B : 1,2/3,4

+

－

+

－

STV

入力電源

入力電源
STV

形E5CC-B/EC-B

形E5CC/CC-U/EC/AC/DC/DC-B/GC

＊

＊

＊で示した端子は、コモン端子です。

C

D

C

C'

D

D'

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（負極 /正極）
形 E5CC : 5/6 
形 E5CC-U : 2/1
形 E5EC/AC : 23/24
形 E5DC : 13/14
形 E5DC-B：15/16
形 E5GC : 11/12

• 入力電源 (C/D)
形 E5CC : 11/12 
形 E5CC-U : 10/11
形 E5EC/AC : 1/2
形 E5DC : 1/2
形 E5DC-B：1/2
形 E5GC : 1/2

端子番号は以下の通りになります。
• 入力端子（負極 /正極）
形 E5CC-B : 7/8 
形 E5EC-B : 31/32
• 入力電源 (C, C'/D, D')
形 E5CC-B : 13,14/15,16 
形 E5EC-B : 1,2/3,4
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A - 2 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

A-1 仕様

A-1-1 本体定格

電源電圧 AC100-240V 50/60Hz AC24V 50/60Hz/DC24V
許容電圧変動範囲 定格電圧の 85～ 110％

消費電力

形 E5CC/CC-U/CC-B

オプション番号 000 5.2VA 以下
オプション番号 000以外 6.5VA以下

オプション番号 000 3.1VA以下 /
1.6W以下

オプション番号 000以外 4.1VA以下 /
2.3W以下

形 E5EC/EC-B

オプション番号 000 6.6VA 以下
オプション番号 000以外 8.3VA以下

オプション番号 000 4.1VA以下 /
2.3W以下

オプション番号 000以外 5.5VA以下 /
3.2W以下

形 E5AC

オプション番号 000 7.0VA以下
オプション番号 000以外 9.0VA以下

オプション番号 000 4.2VA以下 /
2.4W以下

オプション番号 000以外 5.6VA /
3.4W以下

形 E5DC/DC-B 4.9VA以下 2.8VA以下 /1.5W以下
形 E5GC 5.9VA以下 3.2VA以下 /1.8W以下

センサ入力＊ 1

熱電対 ：K、J、T、E、L、U、N、R、S、B、W、PLⅡ
白金測温抵抗体 ：Pt100、JPt100
非接触温度センサ ：10～ 70 ℃、60～ 120 ℃、115～ 165 ℃、140 ～ 260 ℃
電流入力＊ 2 ：4-20mA、0-20mA（入力インピーダンス：150Ω 以下）
電圧入力＊ 2 ：1-5V、0-5V、0-10V、0-50mV＊ 5（入力インピーダンス：1MΩ 以上）

制御出力
1/2

＊ 4

リレー
出力

形 E5CC/CC-B/
DC/DC-B

1a AC250V 3A（抵抗負荷）電気的寿命 10 万回
最小適用負荷 5V 10mA＊ 3（参考値）

形E5CC-U 1c AC250V 3A（抵抗負荷）電気的寿命 10 万回
最小適用負荷 5V 10mA（参考値）

形 E5EC/EC-B/AC 1a AC250V 5A（抵抗負荷）電気的寿命 10 万回
最小適用負荷 5V 10mA（参考値）

形 E5GC 1a AC250V 2A（抵抗負荷）電気的寿命 10万回
最小適用負荷 5V 10mA（参考値）

電圧出力
（SSR
駆動用）

形E5CC/CC-U/
CC-B/DC/DC-B/GC

出力電圧DC12V±20%（PNP）
最大負荷電流 21mA 短絡保護回路付き

形 E5EC/EC-B/AC

制御出力 1
出力電圧DC12V±20%（PNP）
最大負荷電流 40mA 短絡保護回路付き
（制御出力 2がある場合は 21mA）
制御出力 2
出力電圧DC12V±20%（PNP）
最大負荷電流 21mA 短絡保護回路付き

リニア
電流出
力

形 E5CC/CC-U/
CC-B/EC/EC-B/
AC/AC-B/DC/
DC-B/GC ＊ 3

DC4 ～ 20mA/DC0～ 20mA 負荷 500Ω 以下
分解能：約 10,000

補助出力 リレー
出力

形 E5CC
2 点または 3点（機種による）
1a AC250V、2点タイプ ： 3A（抵抗負荷）、3点タイプ ： 2A（抵抗負荷）
電気的寿命 10万回　最小適用負荷 5V 10mA（参考値）

形 E5CC-U
1 点または 2点（機種による）
1a AC250V、 3A（抵抗負荷）
電気的寿命 10万回　最小適用負荷 5V 10mA（参考値）

形 E5CC-B
2 点
1a AC250V、 2A（抵抗負荷）　
電気的寿命 10万回　最小適用負荷 5V 10mA（参考値）

形 E5EC/EC-B/AC
2 点または 4点（機種による）
1a AC250V、 2 点タイプ ： 3A（抵抗負荷）、4点タイプ ： 2A（抵抗負荷）　
電気的寿命 10万回　最小適用負荷 5V 10mA（参考値）

形 E5DC/DC-B
2 点（機種による）
1a AC250V、 2A（抵抗負荷）
電気的寿命 10万回　最小適用負荷 5V 10mA（参考値）

形 E5GC
1 点または 2点（機種による）
1a AC250V、 2A（抵抗負荷）
電気的寿命 10万回　最小適用負荷 5V 10mA（参考値）
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

A
-1  仕

様

A

A
-1-1  本

体
定
格

＊ 1 入力の設定範囲については 「A-7 センサ入力の設定範囲･指示範囲･制御範囲」（A-40ページ）を参照してください。
＊ 2 形 ES2-HB/THBを接続される際は 1：1接続でご使用ください。
＊ 3 形 E5CCでは制御出力 2にリレー出力、リニア電流出力を選択することができません。
＊ 4 形 E5CC-U/CC-B/EC-B/DC/DC-B/GCには制御出力 2はありません。
＊ 5 0～ 50mVは形 E5CC-Uのみ使用できます（2014 年 5月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。

 ヒータ断線警報・SSR 故障警報
（形 E5□ C ヒータ断線警報・SSR 故障警報付）

＊1 制御出力（加熱側）のON時間が 100ms（制御周期 0.1s、0.2s 時は 30ms）以下は、ヒータ断線およ
びヒータ電力測定をしません。

＊ 2 制御出力（加熱側）の ON 時間が 100ms（制御周期 0.1s、0.2s 時は 35ms）以下は SSR 故障検出お
よび漏れ電力測定をしません。

制御方式  ON/OFF または 2 自由度 PID（オートチューニング付き）
設定方式 前面キーによるデジタル設定
指示方式 11 セグメントデジタル表示および単発光表示
その他の機能 機種による

使用周囲温度 ー 10～ 55℃（ただし、結露または氷結しないこと） ／ 
3 年保証時：標準単体取り付けにてー 10～ 50℃（ただし、結露または氷結しないこと）

使用周囲湿度 相対湿度 25～ 85％
保管温度 ー 25～ 65℃（ただし、結露または氷結しないこと）
高度 2,000m 以下
推奨ヒューズ T2A、AC250V タイムラグ 低遮断容量
設置環境 過電圧カテゴリⅡ、汚染度 2 (EN/IEC/UL61010-1)

最大ヒータ電流 AC50A

入力電流値指示精度 ±5％FS±1 ディジット以下

ヒータ断線警報設定範囲

0.1 ～ 49.9A（0.1A 単位）
0.0A ：ヒータ断線警報はOFF します。
50.0A ：ヒータ断線警報はON します。
検出最小ON 時間＊ 1 ：制御周期が 0.1s、0.2s の場合　30ms 

：制御周期が 0.5s、1～ 99s の場合　100ms 

SSR 故障警報設定範囲

0.1 ～ 49.9A（0.1A 単位）
0.0A ：SSR 故障警報はON します。
50.0A ：SSR 故障警報はOFF します。
検出最小OFF 時間＊ 2：制御周期が 0.1s、0.2s の場合　35ms 

：制御周期が 0.5s、1～ 99s の場合　100ms 

電源電圧 AC100-240V 50/60Hz AC24V 50/60Hz/DC24V



A   付録

A - 4 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

A-1-2 本体性能

指示精度
（個別取り付け、
周囲温度 23 ℃）

熱電対 ＊ 1
形 E5CC/CC-B/EC/EC-B/AC/DC/DC-B/GC：
（指示値の±0.3％または±1℃の大きい方）±1 ディジット以下
形E5CC-U：（指示値の±1％または±2℃の大きい方）±1 ディジット以下

測温抵抗体 （指示値の±0.2％または±0.8 ℃の大きい方）±1 ディジット以下
アナログ入力 ±0.2％FS±1 ディジット以下
CT 入力 ±5％FS±1 ディジット以下
ポテンショメータ入力 ±5％FS±1 ディジット以下

温度の影響＊ 2
電圧の影響＊ 2
電磁妨害の影響
（EN61326-1 に
よる）

熱電対

熱電対 (R、S、B、W、PLⅡ )：
（指示値の±1%あるいは±10℃の大きい方）±1 ディジット以下
その他の熱電対：（指示値の±1%あるいは±4℃の大きい方）±1 ディジット以下
＊ K センサのー 100℃以下は±10℃以内

測温抵抗体 （指示値の±1%あるいは±2℃の大きい方）±1 ディジット以下
アナログ入力 ±1%FS±1 ディジット以下
CT 入力 ±5%FS±1 ディジット以下
リモートSP入力 ±1％FS±1 ディジット以下

取り付けの影響
（形E5DC/DC-B
のみ）

熱電対

熱電対 (R、S、B、W、PLⅡ )：
（指示値の±1%あるいは±10℃の大きい方）±1 ディジット以下
その他の熱電対：（指示値の±1%あるいは±4℃の大きい方）±1 ディジット以下
＊ K センサのー 100℃以下は±10℃以内

調節感度 温度入力 0.1 ～ 999.9 ℃または F゚（0.1 ℃または F゚ 単位）
アナログ入力 0.01 ～ 99.99％FS（0.01％FS 単位）

比例帯（P） 温度入力 0.1 ～ 999.9 ℃または F゚（0.1 ℃または F゚ 単位）
アナログ入力 0.1 ～ 999.9％FS（0.1％FS 単位）

積分時間（I）＊ 3
標準 /加熱冷却、位置比例 (クローズ )：0 ～ 9999s （1s 単位）

0.0 ～ 999.9s （0.1s 単位）
位置比例 (フローティング ) ：1 ～ 9999s （1s 単位）

0.1 ～ 999.9s （0.1s 単位）

微分時間（D）＊ 3 0 ～ 9999s （1s 単位）
0.0 ～ 999.9s （0.1s 単位）

制御周期 0.1、0.2、 0.5、1 ～ 99s （1s 単位）
マニュアルリセット値 0.0 ～ 100.0％ （0.1％単位）

警報設定範囲

ー 1999 ～ 9999 （MV 警報以外）
温度入力 ：小数点位置は 選択したセンサにより自動的に設定。
アナログ入力 ：小数点位置は｢小数点位置｣の設定に従う。
ー 199.9 ～ 999.9 （MV 警報）

サンプリング周期 50ms
絶縁抵抗 20MΩ 以上 （DC500V印加）

耐電圧
AC100 ～ 240V：AC3,000V  50 または 60Hz 1min（異極充電部端子）
AC/DC 24V ：AC3,000V＊  50 または 60Hz 1min（異極充電部端子）
＊形 E5GCのみ AC2,300V

誤動作振動 10 ～ 55Hz 20ｍ/s2 3 軸方向 10min
耐久振動 10 ～ 55Hz 20m/s2 3 軸方向 2h
誤動作衝撃 100m/s2 3 軸方向 各 3 回
耐久衝撃 300m/s2 3 軸方向 各 3 回

質量

形E5CC 約 120g アダプタ：約 10g 端子カバー：約 0.5g/ 個
形E5CC-B 約 120g アダプタ：約 10g -
形E5CC-U 約 100g アダプタ：約 10g -
形E5EC 約 210g アダプタ：約 4g×2個 端子カバー：約 1g/ 個
形E5EC-B 約 210g アダプタ：約 4g×2個 -
形E5AC 約 250g アダプタ：約 4g×2個 端子カバー：約 1g/ 個
形E5DC メインユニット：約 80g、端子ユニット：約 40g
形E5DC-B メインユニット：約 80g、端子ユニット：約 40g
形E5GC 約 80g アダプタ：約 4g×2個
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）
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＊ 1 K、T、Nのー 100℃以下：±2℃±1 ディジット以下
U、L：±2℃±1 ディジット以下
Bの 400℃以下：精度規定なし
Bの 400～ 800℃：±3℃以下
R、S の 200℃以下：±3℃±1 ディジット以下
W：（±0.3％PVまたは±3℃の大きい方）±1 ディジット以下
PLⅡ：（±0.3％PVまたは±2℃の大きい方）±1 ディジット以下

＊ 2 条件；周囲温度：－ 10℃～ 23℃～ 55℃、 電圧範囲：定格電圧の－ 15～＋ 10%
＊ 3 単位は、「積分／微分時間単位」の設定によります。

防水パッキンを紛失、破損した場合は別途次の形式でご注文ください。

保護構造

形 E5CC/CC-B/EC/
EC-B/AC/GC

前面：IP66、リアケース：IP20、端子部：IP00

形 E5CC-U 前面：IP50、リアケース：IP20、端子部：IP00
形 E5DC/DC-B メインユニット：IP20、端子ユニット：IP00

メモリ保護 不揮発性メモリ （書込回数：100 万回）

A-1-3 オプション定格および性能

イベント入力
有接点入力 ON ：1k Ω以下、OFF：100k Ω以上
無接点入力 ON ：残留電圧 1.5V 以下、OFF：漏れ電流 0.1mA 以下
流出電流 ： 約 7mA（1接点あたり）

通信

伝送路接 ：RS-485：マルチドロップ
通信方式 ：RS-485（2 線式半二重）
同期方式 ：調歩同期
プロトコル ：CompoWay/F、 Modbus
通信速度 ：9.6/19.2/38.4/57.6kbps

伝送出力
電流出力 ：DC4-20mA 負荷 500Ω以下 分解能 10,000 精度±0.3％ FS
リニア電圧出力 ：DC1-5V 負荷 1kΩ以上 分解能 10,000 精度±0.3％ FS

リモートSP入力 電流入力 ：DC4ー 20mA、DC0ー 20ｍA（入力インピーダンス 150Ω以下）
電圧入力 ：DC1－ 5V、DC0－ 5V、DC0－ 10V（入力インピーダンス 1MΩ以上）

A-1-4 防水パッキンについて

形Y92S-P12［DIN48×24 用］ 形 Y92S-P8［DIN48×48 用］

形 Y92S-P9［DIN48×96 用］ 形 Y92S-P10［DIN96×96 用］
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形 E5DC/DC-B で単位シールを使用される場合は別途ご注文ください。

形Y92S-L2

形 E5EC/EC-B/ACには、前面設定ツール用ポートカバー（形 Y92F-P7）が装着されています。
前面設定ツール用ポートカバーを紛失、破損した場合は別途注文ください。
ご使用環境によっては劣化、収縮または硬化するため定期的な交換をおすすめします。

この前面設定ツール用ポートカバーの交換手順は以下のとおりです。

 交換手順

A-1-5 単位シールについて

A-1-6 前面設定ツール用ポートカバーについて

形Y92S-P7

1 前面設定ツール用ポートカバーを開けます。

2 前面設定ツール用ポートカバーを軽く引っ張り、本体から引き抜き
ます。

3 前面設定ツール用ポートカバーのストッパーをポート下部の挿入
穴に挿入します。

4 前面設定ツール用ポートカバーが閉まることを確認します。

挿入穴
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）
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形 E5DC-B の端子ユニットには、オス型とメス型のコネクタカバー（形 E53-COV26）がそれぞれ装
着されています。カバーを紛失、破損した場合は別途注文ください。

このコネクタカバーの着脱手順は以下のとおりです。

使用上の注意

製品が破損する恐れがあります。
メス型コネクタカバーの切欠き部にマイナスドライバを深く入れすぎないよう注意してください。

A-1-7 端子ユニット（プッシュイン Plus 端子台タイプ）のコネクタカバー
について

形E53-COV26
オス型コネクタカバー メス型コネクタカバー

コネクタカバーの取り外し方

1 オス型、メス型ともに、コネクタカバーの切欠き
部にマイナスドライバを挿入して、コネクタカ
バーを取り外します。

切欠き部

オス型コネクタカバー

切欠き部

メス型コネクタカバー
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 オス型コネクタカバーの場合

 メス型コネクタカバーの場合

コネクタカバーの取り付け方

1 コネクタカバーのツメがコネクタにカチッと音が
するまで取りつけてください。
オス側コネクタカバーに上下の向きはありませ
ん。

1 メス型コネクタカバーの突起部を端子ユニットの
溝に挿入します。

2 メス型コネクタカバーのツメを端子ユニットの切
欠き部にカチッと音がするまで取り付けます。

突起部

溝

切欠き部
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）
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A-2 CT について

 

＊ 1 形 E5 □ C の連続最高電流値は 50A です。

• 形 E54-CT1

A-2-1 仕様

項目 仕様
形式 形 E54-CT1 形 E54-CT3 形 E54-CT1L 形 E54-CT3L
連続最高ヒータ電流 AC 50A AC120A（＊ 1） AC 50A AC120A（＊ 1）
耐電圧 AC 1000V （1min） AC 1500V（1min）
耐振動 50Hz　98m/s2

質量 約 11.5g 約 50g 約 14g 約 57g

付属品 なし 接触子（2個）
プラグ（2個）

なし なし

A-2-2 外形寸法（単位：mm）

30

21
15 φ5.8

25 2.5

40

10.5

2.8

7.5

5 2-φ3.5

10

充填剤
（エポキシ）

ケース
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• 形 E54-CT1L

• 形Ｅ54-CT3

 25  2.5 

 115±5 

8 
 21 

 10.5 

 φ5.8 

 40 

充填剤（エポキシ）

ケース（PBT）

収縮チューブ

 30 

 5 
 2-φ3.5

 15 

 10 

ケーブル（AWG18）

マーク（黄色）

（12） 

ケース
（PBT）

 15  40 

充填剤
（エポキシ）

40

30
φ12

9

φ2.36

30
2-M3
（深さ4）

8
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）
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• 形Ｅ54-CT3L

30

充填剤（エポキシ）

ケース（PBT）

ケーブル（AWG18）

φ12

40

8

40 15

100±5 

8 

2-M3
（深さ4）

30
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A-3 USB- シリアル変換ケーブル／変換ケー
ブル

形 E5□ Cとパソコンの接続は、USB- シリアル変換ケーブルを使用します。
形E5EC/EC-B/AC/DC/DC-Bの前面設定ツール用ポートまたは形E5GCの下面設定ツール用ポート
の場合、変換ケーブルも合わせて使用します。
使用ケーブルと接続ポートの組み合わせは以下のとおりです。

接続方法の詳細は、「2-4 設定ツール用ポートの使い方」（2-78 ページ）を参照してください。

 仕様

Windows は米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。
＊ 1 USBポートは、High-Power ポートをご使用ください。
＊ 2 Window10 は CX-Thermo Ver.4.65 以上で対応しています。

接続ポート 使用ケーブル
設定ツール用ポート
（カードエッジタイプ）

USB- シリアル変換ケーブル（形 E58-CIFQ2）

設定ツール用ポート
（ピンジャックタイプ）

USB- シリアル変換ケーブル（形 E58-CIFQ2）＋
変換ケーブル（形 E58-CIFQ2-E）

A-3-1 USB- シリアル変換ケーブル（形 E58-CIFQ2）

項目 仕様
対応OS Windows XP/Vista/7/8/10 ＊ 2
対応ソフトウェア 形 E5CC/EC/AC： CX-Thermo Ver.4.5 以上

形 E5DC： CX-Thermo Ver.4.6 以上
形 E5CC-U/E5 □ C-T：CX Theremo Ver.4.61 以上
形 E5GC： CX-Thermo Ver.4.62 以上
形 E5CC-B/EC-B：CX-Thermo Ver.4.65 以上
形 E5DC-B：CX-Thermo Ver.4.69 以上

対応機種 形 E5CBシリーズ、形 E5□ Cシリーズ、形 E5□ C-Tシリーズ
USB I/F 規格 USB Specification 2.0 準拠
DTE 速度 38400bps
コネクタ仕様 パソコン側：USB（タイプA プラグ）

デジタル調節計側：専用シリアルコネクタ
電源 バスパワー（USB ホストコントローラから供給）＊ 1
電源電圧 DC5V
消費電流 最大 450mA
出力電圧 DC4.7±0.2V（USB- シリアル変換ケーブルからデジタル調節計側に供給）
出力電流 最大 250mA（USB- シリアル変換ケーブルからデジタル調節計側に供給）
使用周囲温度 0～ 55℃（ただし、結露または氷結しないこと）
使用周囲湿度 相対湿度 10～ 80%
保管温度 -20 ℃～ 60℃（ただし、結露または氷結しないこと）
保管湿度 相対湿度 10～ 80%
高度 2,000m 以下
質量 約 120g



A - 13

A   付録

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）
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 外形寸法図

LED表示

 仕様

 外形寸法図
変換ケーブル（形E58-CIFQ2-E）

USB- シリアル変換ケーブル（形E58-CIFQ2）接続時

LED 表示 色 状態 説明
PWR 緑 点灯 USBバスパワーを供給中

消灯 USBバスパワーが供給されていません
SD 黄 点灯 USB- シリアル変換ケーブルからデータを送信中

消灯 USB- シリアル変換ケーブルからデータを送信していません
RD 黄 点灯 USB- シリアル変換ケーブルからデータを受信中

消灯 USB- シリアル変換ケーブルからデータを受信していません

A-3-2 変換ケーブル（形 E58-CIFQ2-E）

項目 仕様
対応機種 形 E5EC/EC-B/AC/DC/DC-B/GCシリーズ、形 E5EC-T/AC-T シリーズ
コネクタ仕様 デジタル調節計側：4極プラグ

形 E58-CIFQ2側：小型専用コネクタ
使用周囲温度 0～ 55℃（ただし、結露または氷結しないこと）
使用周囲湿度 相対湿度 10～ 80%
保管温度 -20 ℃～ 60℃（ただし、結露または氷結しないこと）
保管湿度 相対湿度 10～ 80%
高度 2,000m 以下
質量 約 60g

250mm

(2110mm)

263mm 1510mm
LED(RD)

LED(SD)
LED(PWR)

(1510mm)

（注）形 E58-CIFQ2-E は、必ず形 E58-CIFQ2 とセットで
ご使用ください。

250mm

(2110mm)

263mm 1510mm
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A-4 エラー表示
異常がある場合は、第 1表示または第 2表示にエラー内容を表示します。
ここでは、エラー表示によってエラーの内容を確認し、その内容についての処置を説明します。

 表示の意味
入力値が制御範囲＊ を超えています。
入力種別の設定が正しくありません。
センサが断線、短絡しています。
センサの配線が正しくありません。
センサが配線されていません。

＊制御範囲

 処置
入力の誤配線、断線、短絡および入力種別を確認してください。
配線および入力種別に異常がない場合、電源を入れ直してください。
表示内容が変わらない場合は交換が必要です。正常になった場合はノイズの影響が考えられるの
で、ノイズが発生していないか確認してください。
※測温抵抗体の場合、A・B・Bのいずれかの線が断線しても断線とみなします。

 動作
発生後は異常表示し、警報は上限値を超えたものとして働きます。
また伝送出力も上限値を超えたものとして働きます。
制御出力または補助出力に入力異常を割り付けている場合、入力異常が発生すると割り付けた出力
がONになります。
エラーメッセージは「現在値」が表示される画面に表示されます。
※制御出力（加熱側）と制御出力（冷却側）はOFF になります。マニュアル操作量・ストップ時
操作量・異常時操作量が設定されている場合は、その設定に応じた出力となります。

s.err 入力異常

測温抵抗体、熱電対入力 ：温度設定下限 ー 20℃～温度設定上限＋ 20℃
（温度設定下限 ー 40 F゚ ～温度設定上限＋ 40 F゚）

形 ESIB 入力 ：入力指示範囲と同じです。
アナログ入力 ：スケーリング範囲の ー 5％～ 105％
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形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）
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 表示の意味
エラーではありませんが、制御範囲が表示範囲より大きい場合、現在値が表示範囲を超えたときに
表示されます。
表示範囲が以下（小数点を除いた数値）の場合表示されます。
• ー 1999 より小さいとき [[[[

• 9999 より大きいとき ]]]]

 動作
制御は継続され、正常に動作します。「現在値」が表示される画面に表示されます。

 表示の意味
内部回路に異常があります。

 処置
まず、電源を入れ直してください。表示内容が変わらない場合は修理が必要です。正常になった場
合はノイズの影響が考えられるので、ノイズが発生していないか確認してください。

 動作
制御出力、補助出力、伝送出力はOFF（リニア電流出力は約 0mA、リニア電圧出力は約 0V）にな
ります。

[[[[

]]]]
表示範囲オーバー

e333 ADコンバータ異常

＊表示範囲は小数点を除いた数値

アナログ入力
・表示範囲＜制御範囲　の場合

アナログ入力
・表示範囲≧制御範囲　の場合

s.err表示 数字で表示
入力指示範囲

s.err 表示

制御範囲

熱電対入力 （設定範囲： -199.9～400.0（℃）のタイプ以外）
形ESIB

s.err 表示 数字で表示
入力指示範囲

s.err

表示
制御範囲

[[[[ 表示

測温抵抗体入力 （設定範囲： -199.9～500.0（℃）のタイプ）
熱電対入力 （設定範囲： -199.9～400.0（℃）のタイプ）

-1999

[[[[表示s.err表示 ]]]] 表示 s.err 表示

制御範囲

9999

数字で表示
入力指示範囲

表示範囲

s.err表示 数字で表示
入力指示範囲

s.err

表示
制御範囲

9999-1999 表示範囲
＊＊

測温抵抗体入力 （設定範囲： -199.9～500.0（℃）のタイプ以外）
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 表示の意味
内部メモリ動作に異常があります。

 処置
まず、電源を入れ直してください。表示内容が変わらない場合は修理が必要です。正常になった場
合はノイズの影響が考えられるので、ノイズが発生していないか確認してください。

 動作
制御出力、補助出力、伝送出力はOFF（リニア電流出力は約 0mA、リニア電圧出力は約 0V）にな
ります。

 表示の意味
ヒータ電流値が 55.0A を超えたときに表示されます。

 動作
制御は継続され、正常に動作します。エラーメッセージは以下の表示の場合に表示されます。
「ヒータ電流値 1モニタ」「ヒータ電流値 2モニタ」
「漏れ電流値 1モニタ」「漏れ電流値 2モニタ」

 表示の意味
ヒータ断線、SSR故障の場合、該当するパラメータの第一表示が点滅します。

 動作
「運転レベル」および「調整レベル」の該当する｢ヒータ電流値 1モニタ｣｢ヒータ電流値 2モニタ｣｢
漏れ電流値 1モニタ｣｢漏れ電流値 2モニタ｣の第 1表示が点滅します。ただし制御は継続され、正
常に動作します。

e111 メモリ異常

ffff 電流値オーバー

ct1

ct2

lcr1

lcr2

ヒータ断線
SSR故障
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 表示の意味
以下のいずれかが発生すると、バルブ開度モニタが「----」になります。

• モータキャリブレーションを実行していません。
• ポテンショメータの配線が間違っているか、断線しています。
• ポテンショメータ入力が異常値になっています（入力範囲外や故障など）。

 処理
上記を確認してください。

 動作
クローズ制御：制御出力がOFF、または異常時操作量が出力されます。
フローティング制御：正常に作動します。

---- ポテンショメータ入力異常（位置比例タイプ）



A   付録

A - 18 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

A-5 トラブルシューティング

トラブルシューティングの中で、特にお客様からのお問い合わせの多い内容について、確認方法を以
下に示します。同様の現象が発生したときは、一度、ご確認いただくようお願いいたします。
該当しない現象の場合は、「A-5-2 故障とお考えになる前に」（A-21 ページ）の一覧表を参照してく
ださい。

 入力種別の確認方法
※確認のため設定値の変更を行う場合は、変更前の設定値を記録しておくことをお勧めします。

 PV入力補正値の確認方法
※確認のため設定値の変更を行う場合は、変更前の設定値を記録しておくことをお勧めします。

A-5-1 よくあるお問い合わせ

1 電源をONします。

2 O（レベル）キーを 3秒以上押し続
けます。
完了後、O（レベル）キーを 1 秒
以上押すと運転画面に戻ります。

1 電源をONします。

入力種別の設定が適切かどうか確認してください。
［「入力種別の確認方法」参照］

・指示温度と実際の温度の誤差が大きい。
・s.errが表示される。
・昇温（降温）スピードが遅い、または早い。

PV入力補正値が異常な値になっていないか、確認してください。
［「PV入力補正値の確認方法」参照］

PV入力傾き補正係数が異常な値になっていないか、確認してください。
［「PV入力傾き補正係数の確認方法」参照］

運転画面 入力異常が発生しているときは、
s.errが点滅表示されます。25

 0

s.err
 0

O（レベル）キーを
3秒以上押し続けます 

初期設定レベル

←3回点滅します

←in-t（iN-t）：入力種別を示します
←初期値は5（5）：
　K熱電対 －200～1300℃と
　なっています

25
 0

in-t
 5

入力とセンサ種別番号が合っていな
い場合は、U D（アップダウン）
キーで変更してください。入力種別
一覧はA-40 ページ参照

運転画面 入力異常が発生しているときは、
s.errが点滅表示されます。25

 0

s.err
 0
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参考

PV入力補正値 ins（INS）の意味：
センサからの入力値に対して、ins分加算演算します。
例） ins=30.0 入力値 100.0 ℃ 時指示温度 130.0 ℃
   ins=-20.0 入力値 100.0 ℃ 時指示温度 80.0 ℃

 PV入力傾き補正係数の確認方法
※確認のため設定値の変更を行う場合は、変更前の設定値を記録しておくことをお勧めします。

2 O（レベル）キーを 1秒未満押しま
す。
調整レベルへ移行します。

3 M（モード）キーで項目を移動し
ます。
完了後、O（レベル）キーを 1 秒
未満押すと運転画面に戻ります。

1 電源をONします。

2 O（レベル）キーを 1秒未満押しま
す。
調整レベルへ移行します。

25
 0

l.adj
 0

調整レベル 
←l.adj（L.AdJ）と表示されます
　調整レベルに入ったことを示します 

O（レベル）キーを
1秒未満押します 

l.adj
 0

in-t
 0.0

初期設定レベル 

M（モード）キーを
何回か押し、iNsと表示
させます。
（押す回数は、仕様によ
って変わります）

← iNs（INS）と表示される画面に移行します
下段の表示は PV入力補正値です
初期値は 0.0（アナログ入力時は 0）です
異常な値が設定されていないか確認してください
詳細は、5-3、6-25 ページを参照してください

運転画面 入力異常が発生しているときは、
s.errが点滅表示されます。25

 0

s.err
 0

25
 0

l.adj
 0

調整レベル 
←l.adj（L.AdJ）と表示されます
　調整レベルに入ったことを示します 

O（レベル）キーを
1秒未満押します 
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参考

PV入力補正値 inrt（INRT）の意味：
センサ入力値の増加 /減少に対する指示値の変化量を規定します。
inrt= 指示値の変化量 /入力値の変化量で計算され、初期値は 1.000 です。
例） inrt=2.000 入力値の変化量が+100 ℃のとき、指示値の変化量は+200 ℃
   inrt=0.200 入力値の変化量が+100 ℃のとき、指示値の変化量は+20 ℃

3 M（モード）キーで項目を移動し
ます。
完了後、O（レベル）キーを 1 秒
未満押すと運転画面に戻ります。

l.adj
 0

iNrt
 1.000

初期設定レベル

M（モード）キーを
何回か押し、iNrtと表
示させます。
（押す回数は、仕様によ
って変わります）

← iNrt（INRT）と表示される画面に移行します
下段の表示は PV入力傾き補正係数です
初期値は 1.000 です
異常な値が設定されていないか確認してください
詳細は、5-3、6-25 ページを参照してください
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デジタル調節計が正常に動作しない場合は、修理を依頼される前に下記に該当する項目をお確かめく
ださい。
それでも正常に動作しない場合は弊社営業部門を通じてご返却くださるようお願い致します。

＊1 詳細については 『形 E5□ C デジタル調節計 通信マニュアル』（Man.No.：SGTD-741）を参照してください。

A-5-2 故障とお考えになる前に

どこで 現象 内容 確認事項 参照ページ
初回
通電時

動作表示「TUNE」が点滅
する

ST（セルフチューニン
グ）実行中です。
[工場出荷時 [ON] に設定 ]

製品の異常ではありません。
ST（セルフチューニング）実行中には、動作表示「TUNE」が
点滅します。

4-26

温度誤差が大きい
入力異常（S．Err 表示）
となる

入力種別が合っていない。 センサの種別を確認して、入力種別を正しく設定してく
ださい。

4-13

測温体が正しく取り付け
られていない。

測温体の取り付け場所、極性を確認し、正しく取り付け
てください。

2-25, 
2-41

通信不可 推奨外の変換器使用。 接続機器に異常がないかご確認ください。 ＊ 1
使用時 オーバーシュートする

アンダーシュートする
ハンティングする

ON/OFF 制御を選択して
いる。
[工場出荷時：[ON/OFF
制御 ] に設定 ]

PID 制御を選択し、ST（セルフチューニング）または
AT（オートチューニング）を実行してください。
なお、セルフチューニングを使用される場合は、デジタ
ル調節計と負荷（ヒータなど）の電源は同時、あるいは
負荷の電源を先に投入してください。デジタル調節計の
電源を投入してから負荷の電源を投入すると正しいセル
フチューニングおよび最適な制御ができなくなります。

4-23

温度上昇、下降の速さに
比べ制御周期が長い。

制御周期を短くしてください。
制御周期は短いほうが制御性が良いですが、リレーの場
合は寿命を考慮して 20秒以上で使用されることをお勧
めします。

4-16

PID 定数が不適切。 以下のいずれかの方法により、適切なPID 定数を設定し
てください。
• AT（オートチューニング）を実行してください。
• マニュアル設定にてPID定数を個別に設定してください。

4-23

SSRの動作不良。 漏れ電流での動作が考えられる場合は、ブリーダ抵抗を
つけてください。SSR故障警報の使用による異常の検知
についてもご検討ください。

4-42

温度が上昇しない 目的の制御に合った動作
に設定されていない。
［工場出荷時：［逆動作］
に設定］

目的の制御に合うよう正動作または逆動作を設定してく
ださい。
加熱動作の場合は「逆動作」になります。

4-16

ヒータが断線／劣化して
いる。

ヒータに断線／劣化等の異常がないか確認してください。
ヒータ断線警報の使用による異常の検知についてもご検
討ください。

4-39

ヒータの容量不足。 ヒータの加熱容量は十分か確認ください。 －
冷却系が働いている。 冷却系が働いていないか確認ください。 －
周辺機器の加熱防止用機
器が作動している。

加熱防止温度設定をデジタル調節計の設定温度より高く
設定してください。

－

AT実行 /中止 (at) が表
示されない

ON/OFF 制御になってい
る。

PID・ON/OFF 設定で「PID」を設定してください。 6-41

ストップに設定されてい
る。

ラン /ストップ設定で「ラン」を設定してください。 6-13

SPランプ設定値 (sprt)
が表示されない

STが ONになっている。 ST設定で「OFF」を設定してください。 6-31

リモートSP有効
(rspu) が表示されない

STが ONになっている。 ST設定で「OFF」を設定してください。 6-76

警報 1種別 (alt1) が表
示されない

ヒータ断線機能付の機種
で、補助出力 1割付が
「ヒータ警報」になって
いる。

補助出力 1割付で「警報 1」を設定してください。初期
値は、「ヒータ警報（HA）」に設定されています。

6-74
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＊ 2 形 E5CC-Uは 0.5N・mです。

どこで 現象 内容 確認事項 参照ページ
使用時 出力がONしない STOPに設定されている。

[工場出荷時：[ＲＵＮ]
に設定 ]

RUN/STOP設定で［RUN］を設定してください。
表示「STOP」が点灯していると制御停止です。

5-11

目的の制御に合った動作
に設定されていない。
［工場出荷時：［逆動作］
に設定］

目的の制御に合うよう正動作または逆動作を設定してく
ださい。
加熱動作の場合は「逆動作」になります。

4-16

ON/OFF 動作の場合に、
調節感度に大きな値が設
定されている。
［工場出荷時：［1.0 ℃］
に設定］

調節感度に適切な値を設定してください。 4-21

端子から電源が供給され
ていない。

USB- シリアル変換ケーブルの電源でデジタル調節計を
動作させた場合、出力はONしません。
端子から電源を供給してください。

－

動作しない STOPに設定されている。
[工場出荷時：[RUN] に
設定 ]

RUN/STOP設定で［RUN］を設定してください。
表示「STOP」が点灯していると制御停止です。

5-11

温度誤差が大きい
入力異常（S.err 表示）
となる

測温体が断線／短絡して
いる。

測温体に断線／短絡等の異常がないか確認してください。 －

測温体のリード線と動力
線を同一配管して引き回
しているため、動力線か
らのノイズの影響を受け
ている。（一般的には表
示値がふらつく）

別配線にするか、引き回しを少なくしてください。 －

デジタル調節計と熱電対の
間を銅線で接続している。

熱電対のリード線を直接接続するか、熱電対に合った補
償導線で接続してください。

－

測温体の設置場所が不適切。 測温体の測温場所が適切か確認してください。 －
入力補正が正しく設定さ
れていない。
［工場出荷時：［0℃］に
設定］

入力補正に適切な値を設定してください。
入力補正を行わない場合は、入力補正値を［0.0］に設定
してください。

5-3

キー操作ができない 設定変更プロテクトが
ONになっている。

設定変更プロテクトをOFFに設定してください。 5-18

レベルの切り替えができ
ない

プロテクトで操作が制限
されている。

必要に応じて「運転／調整プロテクト」「初期／通信プロ
テクト」「設定変更プロテクト」の値を設定してください。

5-18

長時間
使用時

制御が不安定になる 端子の締め付けがゆるく
なっていることが考えら
れます。

端子を規定トルク (0.43 ～ 0.58N・m＊ 2) で締め直し
てください。

2-57

内部部品が寿命になって
いる。

デジタル調節計内部に実装されている電解コンデンサは
周囲温度、負荷率に、構造的な寿命は周囲環境（振動・
衝撃）に依存されます。
また、出力リレーについても寿命があり、開閉容量、開
閉条件により大きく異なりますので、必ず実使用条件を
考慮し、定格負荷、電気的寿命回数内でご使用ください。
寿命を越えた状態で使用すると、接点溶着や焼損の恐れ
があります。
同時期に購入されたデジタル調節計と併せて交換をお願
いします。

－
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【現象】通信できない /通信エラーが出る

※エラー内容の詳細については 『「形 E5□ C デジタル調節計 通信マニュアル』（Man.No.：
SGTD-741）を参照してください。

内容 確認事項

通信の配線を間違えている。 正しく配線してください。他社機器と接続時で端子名称が異なる
場合は同一極性で接続してください。

通信の配線が外れている。 しっかり接続し、ねじで止めてください。
通信ケーブルが断線している。 ケーブルを交換してください。
通信ケーブルが長すぎる。 RS-485 は合計で最大 500mです。

不適切な通信ケーブルを使用している。
通信ケーブルには、シールド付ツイストペア線を使用してくださ
い。詳細な電線仕様は、 「2-2-9 配線時のお願い」（2-57 ペー
ジ）を参照してください。

同じ伝送路上に、規定数を超える通
信機器が接続されている。

1：N接続する場合、接続可能台数は上位機器を含めて最大 32
台です。

伝送路の両端でエンド局指定されて
いない。

終端抵抗を設定･取り付けしてください。このとき、形 E5□ C
側のエンド局には 120Ω(1/2W) の終端抵抗を使用し、上位機器
側の終端抵抗との合成抵抗が 54Ω以上になるようにしてくださ
い。

本機に電源電圧が供給されていない。 規定の電源電圧を印加してください。
通信変換器（形K3SCなど）に電源
電圧が供給されていない。 電源電圧を印加してください。

本機、上位機器、および同じ伝送路
上にある他の機器の通信速度や通信
方式が一致していない。

通信速度、プロトコル、データ長、ストップビット、パリティを
一致させてください。

本機のユニット№と、コマンドフ
レームで指定するユニット№が異
なっている。

ユニット№を一致させてください。

本機と、同じ伝送路上にある他の機
器のユニット№が重複している。 ユニット№が重複しないようにしてください。

上位機器のプログラムにミスがある。 ラインモニタを使用してコマンドを確認してください。
サンプルプログラムで動作を確認してください。

本機からのレスポンスを受信する前
に、上位機器がレスポンスなしとし
て異常検知している。

本機の送信待ち時間の設定を短くしてください。
上位機器のレスポンス待ち時間を長くしてください。

一斉同報を送信した後、レスポンス
がないのを上位機器が異常検知して
いる。

一斉同報の場合、本機からのレスポンスはありません。

本機からのレスポンスを受信する前
に、上位機器が次のコマンドを送信
している。

コマンド送信後は必ずレスポンスを読み出してください。（一斉
同報の場合を除く）

本機からのレスポンスを受信した後、
上位機器が次のコマンドを送信する
までの時間間隔が短い。

レスポンス受信後、2ms以上の時間を空けてコマンドを送信し
てください。

本機の電源投入時や電源遮断時に伝
送路が不安定になり、これを上位機
器がデータとして読み込んでいる。

初回コマンド送信前および本機電源遮断後に、上位機器の受信
バッファを初期化してください。

周囲からのノイズの影響で通信デー
タが異常となっている。

通信速度を遅くして再試行してください。
ノイズ発生源から通信ケーブルを離してください。
通信ケーブルをシールド付ツイストペア線に交換してください。
通信ケーブルはなるべく短くし、冗長部分を引き回したりループ
状にまとめたりすることは避けてください。
誘導ノイズが発生する恐れがあるため、通信ケーブルと電源ケー
ブルの並行配線は避けてください。
ノイズ対策が困難な場合は、光インタフェースの使用を検討して
ください。
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A-6 設定リスト

＊「秒」は形 E5DC/DC-B/GCのみ対応（形 E5DCは、2014年 7月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。

A-6-1 運転レベル

設定データ キャラクタ 設定（モニタ）値 選択肢 初期値 単位
現在値 温度    ：各センサの指示範囲に従う

アナログ：スケーリング下限値－ 5%FS～
スケーリング上限値＋ 5%FS

EU

目標値 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 0 EU
マルチSP m-sp 0 ～ 7 0 なし
リモートSPモニタ rsp リモート SP下限値－ 10%FS～

リモート SP上限値＋ 10%FS
EU

ランプ目標値モニタ sp-m 目標値リミット下限値～
目標値リミット上限値

EU

ヒータ電流値１モニタ ct1 0.0 ～ 55.0 A
ヒータ電流値２モニタ ct2 0.0 ～ 55.0 A
漏れ電流値１モニタ lcr1 0.0 ～ 55.0 A
漏れ電流値２モニタ lcr2 0.0 ～ 55.0 A
プログラムスタート prst RSET、STRT rsetÅ、strt RSET なし
ソーク残り時間モニタ sktr 0 ～ 9999 分 / 時間 /

秒　＊
ラン／ストップ r-s ラン、ストップ runÅ、stop ラン なし

警報値１ al-1 MV絶対値上限、下限警報以外：ー 1999 ～ 9999 0 EU
MV絶対値上限、下限警報　　：ー 199.9 ～ 999.9 0.0 %

警報上限値１ al1h ー 1999 ～ 9999 0 EU
警報下限値１ al1l ー 1999 ～ 9999 0 EU
警報値２ al-2 MV絶対値上限、下限警報以外：ー 1999 ～ 9999 0 EU

MV絶対値上限、下限警報　　：ー 199.9 ～ 999.9 0.0 %
警報上限値２ al2h ー 1999 ～ 9999 0 EU
警報下限値２ al2l ー 1999 ～ 9999 0 EU
警報値３ al-3 MV絶対値上限、下限警報以外：ー 1999 ～ 9999 0 EU

MV絶対値上限、下限警報　　：ー 199.9 ～ 999.9 0.0 %
警報上限値３ al3h ー 1999 ～ 9999 0 EU
警報下限値３ al3l ー 1999 ～ 9999 0 EU
警報値４ al-4 MV絶対値上限、下限警報以外：ー 1999 ～ 9999 0 EU

MV絶対値上限、下限警報　　：ー 199.9 ～ 999.9 0.0 %
警報上限値４ al4h ー 1999 ～ 9999 0 EU
警報下限値４ al4l ー 1999 ～ 9999 0 EU
操作量モニタ（加熱） o ー 5.0 ～ 105.0（標準）

0.0 ～ 105.0（加熱冷却）
%

操作量モニタ（冷却） c-o 0.0 ～ 105.0 %
バルブ開度モニタ v-m ー 10.0 ～ 110.0 %
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A-6-2 調整レベル

設定データ キャラクタ 設定（モニタ）値 選択肢 初期値 単位
調整レベル表示 l.adj

AT実行／中止 at OFF：AT中止
AT-2：100%AT実行
AT-1：40%AT実行＊1

offÅ、
at-2Å、
at-1

OFF なし

通信書込 cmwt OFF、ON off、on OFF なし
SPモード spmd LSP、RSP lsp、rsp LSP なし
ヒータ電流値１モニタ ct1 0.0 ～ 55.0 A
ヒータ断検出１ hb1 0.0 ～ 50.0 0.0 A
ヒータ電流値２モニタ ct2 0.0 ～ 55.0 A
ヒータ断検出２ hb2 0.0 ～ 50.0 0.0 A
漏れ電流値１モニタ lcr1 0.0 ～ 55.0 A
SSR故障検出１ hs1 0.0 ～ 50.0 50.0 A
漏れ電流値２モニタ lcr2 0.0 ～ 55.0 A
SSR故障検出２ hs2 0.0 ～ 50.0 50.0 A
目標値０ sp-0 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 0 EU
目標値１ sp-1 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 0 EU
目標値２ sp-2 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 0 EU
目標値３ sp-3 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 0 EU
目標値４ sp-4 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 0 EU
目標値５ sp-5 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 0 EU
目標値６ sp-6 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 0 EU
目標値７ sp-7 目標値リミット下限値～目標値リミット上限値 0 EU
PV入力補正値 ins 温度入力：ー 199.9 ～ 999.9 0.0 ℃または

°F
アナログ入力：ー 1999 ～ 9999 0 EU

PV入力傾き補正係数 inrt 0.001 ～ 9.999 1.000 なし
リモートSP入力補正値 rss 温度入力：ー 199.9 ～ 999.9 0.0 ℃または

°F
アナログ入力：ー 1999 ～ 9999 0 EU

リモートSP入力傾き
補正係数

rsrt 0.001 ～ 9.999 1.000 なし

比例帯 p 温度入力：0.1 ～ 999.9 8.0 ℃または
°F

アナログ入力：0.1 ～ 999.9 10.0 %FS
積分時間 i 標準 /加熱冷却、位置比例 (クローズ )：

　積分／微分時間単位が『1s』：0 ～ 9999
　積分／微分時間単位が『0.1s』：0.0 ～ 999.9
位置比例 (フローティング )：
   積分／微分時間単位が『1s』：1 ～ 9999
   積分／微分時間単位が『0.1s』：0.1 ～ 999.9

233
233.0

秒

微分時間 d 積分／微分時間単位が『1s』：0～ 9999
積分／微分時間単位が『0.1s』：0.0 ～ 999.9

40
40.0

秒

比例帯（冷却） c-p 温度入力：0.1 ～ 999.9 8.0 ℃または
°F

アナログ入力：0.1 ～ 999.9 10.0 %FS
積分時間（冷却） c-i 積分／微分時間単位が『1s』：0～ 9999

積分／微分時間単位が『0.1s』：0.0 ～ 999.9
233
233.0

秒

微分時間（冷却） c-d 積分／微分時間単位が『1s』：0～ 9999
積分／微分時間単位が『0.1s』：0.0 ～ 999.9

40
40.0

秒

デッドバンド c-db 温度入力：ー 199.9 ～ 999.9 0.0 ℃または
°F

アナログ入力：ー 19.99 ～ 99.99 0.00 %FS
マニュアルリセット値 of-r 0.0 ～ 100.0 50.0 %
調節感度（加熱） hys 温度入力：0.1 ～ 999.9 1.0 ℃または

°F
アナログ入力：0.01 ～ 99.99 0.10 %FS
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＊ 1  加熱冷却制御または位置比例タイプのフローディング制御の場合には表示されません。
＊ 2「秒」は形 E5DC/DC-B/GCのみ対応（形 E5DCは、2014 年 7月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。

設定データ キャラクタ 設定（モニタ）値 選択肢 初期値 単位
調節感度（冷却） chys 温度入力：0.1 ～ 999.9 1.0 ℃または

°F
アナログ入力：0.01 ～ 99.99 0.10 %FS

ソーク時間 soak 1 ～ 9999 1 分 / 時間 /
秒　＊ 2

ウェイト幅 wt-b 温度入力：OFF、0.1 ～ 999.9 off、0.1～
999.9

OFF ℃または
°F

アナログ：OFF、0.01 ～ 99.99 off、0.01～
99.99

OFF %FS

ストップ時操作量 mv-s 標準：ー 5.0 ～ 105.0
加熱冷却：ー 105.0 ～ 105.0

0.0 %

位置比例（フローティングまたは位置比例操作量ダ
イレクト設定がOFF）：CLOS、HOLD、OPEN

clos、
hold、
open

HOLD なし

位置比例（クローズで位置比例操作量ダイレクト設
定がON）：ー 5.0 ～ 105.0

0.0 %

異常時操作量 mv-e ストップ時操作量と同じ
SPランプ設定値 sprt OFF、1～ 9999 off、1～

9999

OFF EU/ 秒、
EU/ 分、
EU/ 時

SPランプ設定値
（下降値）

sprl SAME、OFF、1～ 9999 same、off、
1～ 9999

SAME EU/ 秒、
EU/ 分、
EU/ 時

操作量リミット上限値 ol-h 標準：操作量リミット下限値＋0.1 ～ 105.0
加熱冷却：0.0 ～ 105.0

100.0 %

位置比例（クローズ）：
操作量リミット下限値＋0.1 ～ 105.0

操作量リミット下限値 ol-l 標準：ー 5.0 ～操作量リミット上限値－0.1 0.0 %
加熱冷却：ー 105.0 ～ 0.0 ー 100.0
位置比例（クローズ）：
ー 5.0 ～操作量リミット上限値－0.1

0.0

操作量変化率リミット orl 0.0 ～ 100.0（0.0：操作量変化率リミット無効） 0.0 %／秒
位置比例デッドバンド db 位置比例（クローズ）：0.1 ～ 10.0 4.0 %

位置比例（フローティング）：0.1 ～ 10.0 2.0 %
開閉ヒステリシス oc-h 0.1 ～ 20.0 0.8 %
開平演算ローカット点 sqrp 0.0 ～ 100.0 0.0 %
内部補助リレー
*ONディレー

w1～ 8on 0 ～ 999 0 秒

内部補助リレー
*OFFディレー

w1～ 8of 0 ～ 999 0 秒

通信モニタ plcm 0 ～ 9999 ms
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A-6-3 初期設定レベル

設定データ キャラク
タ 設定（モニタ）値 選択肢 初期値 単位

入力種別 in-t 温度入力 0：Pt100
1：Pt100
2：Pt100
3：JPt100
4：JPt100
5：K
6：K
7：J
8：J
9：T
10：T
11：E
12：L
13：U
14：U
15：N
16：R
17：S
18：B
19：W
20：PL Ⅱ
21：10～ 70℃
22：60～ 120 ℃
23：115 ～ 165 ℃
24：140 ～ 260 ℃

5 なし

アナログ入力 25：4～ 20mA
26：0～ 20mA
27：1～ 5V
28：0～ 5V
29：0～ 10V
30：0～ 50mV＊ 1

5 なし

スケーリング上限値 in-h スケーリング下限値＋ 1～ 9999 100 なし
スケーリング下限値 in-l ー 1999 ～スケーリング上限値－ 1 0 なし
小数点位置 dp 0 ～ 3 0 なし
温度単位 d-u ℃、°F c、f ℃ なし
目標値リミット上限値 sl-h 目標値リミット下限値＋ 1～入力設定範囲上限値（温度入

力）
1300 EU

目標値リミット下限値＋ 1～スケーリング上限値（アナロ
グ）

100

目標値リミット下限値 sl-l 入力設定範囲下限値～目標値リミット上限値－ 1
（温度入力）

ー 200 EU

スケーリング下限値～目標値リミット上限値－ 1
（アナログ）

0

PID・ON/OFF cntl ON/OFF、２自由度 PID onof、
pid

ON/OFF なし

標準／加熱冷却 s-hc 標準、加熱冷却 stnd、
h-c

標準 なし

ST st OFF、ON off、on ON なし
プログラムパターン ptrn OFF、STOP、CONT off、

stop、
cont

OFF なし

制御周期（加熱） cp 0.1、0.2、0.5、1 ～ 99 0.1、0.2、
0.5、1～
99

リレー出
力：20
電圧出力
（SSR駆
動用）：2

秒

制御周期（冷却） c-cp 0.1、0.2、0.5、1 ～ 99 0.1、0.2、
0.5、1～
99

リレー出
力：20
電圧出力
（SSR駆
動用）：2

秒

正／逆動作 orev 逆動作、正動作 or-r、
or-d

逆動作 なし
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警報１種別 alt1 0：警報機能なし
1：上下限警報
2：上限警報
3：下限警報
4：上下限範囲警報
5：上下限警報待機シーケンス付
6：上限警報待機シーケンス付
7：下限警報待機シーケンス付
8：絶対値上限警報
9：絶対値下限警報
10：絶対値上限警報待機シーケンス付
11：絶対値下限警報待機シーケンス付
12：LBA（ループ断線警報）（標準タイプのみ有効）
13：PV変化率警報
14：SP絶対値上限警報
15：SP絶対値下限警報
16：MV絶対値上限警報
17：MV絶対値下限警報
18：RSP絶対値上限警報（リモート SP入力ありのみ有効）
19：RSP絶対値下限警報 （リモートSP入力ありのみ有効）

2 なし

警報１ヒステリシス alh1 温度入力：
0.1 ～ 999.9（MV絶対値上限、MV下限警報以外）

0.2 ℃または
°F 

アナログ入力：
0.01 ～ 99.99（MV絶対値上限、MV下限警報以外）

0.02 %FS

MV絶対値上限、MV下限警報：0.01 ～ 99.99 0.50 %
警報２種別 alt2 警報１種別と同じ（ただし、『12：LBA』は無効） 2 なし
警報２ヒステリシス alh2 温度入力：

0.1 ～ 999.9（MV絶対値上限、MV下限警報以外）
0.2 ℃または

°F 
アナログ入力：
0.01 ～ 99.99（MV絶対値上限、MV下限警報以外）

0.02 %FS

MV絶対値上限、MV下限警報：0.01 ～ 99.99 0.50 %
警報３種別 alt3 警報１種別と同じ（ただし、『12：LBA』は無効） 2 なし
警報３ヒステリシス alh3 温度入力：

0.1 ～ 999.9（MV絶対値上限、MV下限警報以外）
0.2 ℃または

°F 
アナログ入力：
0.01 ～ 99.99（MV絶対値上限、MV下限警報以外）

0.02 %FS

MV絶対値上限、MV下限警報：0.01 ～ 99.99 0.50 %
警報４種別 alt4 警報１種別と同じ（ただし、『12：LBA』は無効） 2 なし
警報４ヒステリシス alh4 温度入力：

0.1 ～ 999.9（MV絶対値上限、MV下限警報以外）
0.2 ℃または

°F 
アナログ入力：
0.01 ～ 99.99（MV絶対値上限、MV下限警報以外）

0.02 %FS

MV絶対値上限、MV下限警報：
0.01 ～ 99.99

0.50 %

制御出力１信号種別 o1st 4-20：4-20mA
0-20：0-20mA

4-20、
0-20

4-20 なし

制御出力２信号種別 o2st 4-20：4-20mA
0-20：0-20mA

4-20、
0-20

4-20 なし

伝送出力信号種別 trst 4-20：4-20mA
1-5V：1-5V

4-20、
1-5V

4-20 なし

伝送出力種別 tr-t OFF：OFF
SP：目標値　＊ 2
SP-M：ランプ目標値
PV：現在値
MV：操作量（加熱）（位置比例タイプは無効）
C-MV：操作量（冷却）（加熱冷却時のみ有効）
V-M：バルブ開度（位置比例タイプのみ有効）

off

sp

sp-m

pv

mv

c-mv

v-m

OFF なし

伝送出力上限値 tr-h ＊ 3 ＊ 3 ＊ 3
伝送出力下限値 tr-l ＊ 3 ＊ 3 ＊ 3
簡易伝送出力 1上限値 o1th ＊ 4 ＊ 4 ＊ 4
簡易伝送出力 1下限値 o1tl ＊ 4 ＊ 4 ＊ 4

設定データ キャラク
タ 設定（モニタ）値 選択肢 初期値 単位



A - 29

A   付録

形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

A
-6  設

定
リ
ス
ト

A

A
-6-3  初

期
設
定
レ
ベ
ル

＊ 1 形 E5CC-U のみ選択できます（2014 年 5月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。
＊ 2 「SPモード」がリモートSPの場合は、リモートSPが出力されます。
＊ 3

＊ 3.1 伝送出力種別が変更されたときは初期化されます。
伝送出力種別の設定が目標値、ランプ目標値、現在値のとき、入力種別、温度単位、スケーリング
上下限値、目標値リミット上下限値が変更されたときは初期化されます。

イベント入力割付１ ev-1 NONE：なし
STOP：ラン／ストップ
MANU：オート／マニュアル
PRST：プログラムスタート＊5
DRS：正／逆動作反転
RSP：SPモード切替 （リモートSP入力ありのみ有効）
AT-2：100%AT実行／中止
AT-1：40%AT実行／中止 ＊ 6
WTPT：設定変更許可／禁止
CMWT：通信書込許可／禁止 （通信ありのみ有効）
LAT：警報ラッチ解除
MSP0：マルチSPNo. 切替（ビット0）
MSP1：マルチSPNo. 切替（ビット1）
MSP2：マルチSPNo. 切替（ビット2）

none

stop

manu

prst

drs

rsp

at-2

at-1

wtpt

cmwt

lat

msp0

msp1

msp2

MSP0 なし

イベント入力割付２ ev-2 イベント入力割付１と同じ イベント
入力割付
１と同じ

STOP なし

イベント入力割付３ ev-3 イベント入力割付１と同じ イベント
入力割付
１と同じ

NONE なし

イベント入力割付４ ev-4 イベント入力割付１と同じ イベント
入力割付
１と同じ

NONE なし

イベント入力割付５ ev-5 イベント入力割付１と同じ イベント
入力割付
１と同じ

NONE なし

イベント入力割付６ ev-6 イベント入力割付１と同じ イベント
入力割付
１と同じ

NONE なし

クローズ／フローティ
ング

clfl FLOT：フローティング
CLOS：クローズ

flot、
clos

FLOT なし

モータキャリブレー
ション

calb OFF、ON off、on OFF なし

トラベルタイム mot 1 ～ 999 30 秒
開平演算有効 sqr OFF、ON off、on OFF(0) なし
高機能設定レベル移行 amov ー 1999 ～ 9999 0 なし

伝送出力種別の設定 設定（モニタ）範囲 初期値＊ 3.1
（伝送出力上限／下限値） 単位

目標値 目標値リミット下限値～目標リミット上限値 目標値リミット上限値／下限値 EU
ランプ目標値 目標値リミット下限値～目標リミット上限値 目標値リミット上限値／下限値 EU
現在値 温度入力：

入力設定範囲下限値～入力設定範囲上限値
入力設定範囲上限値／下限値 EU

アナログ入力：
スケーリング下限値～スケーリング上限値

スケーリング上限値／下限値

操作量（加熱） 標準：ー 5.0 ～ 105.0
加熱冷却：0.0 ～ 105.0

100.0/0.0 %

操作量（冷却） 0.0 ～ 105.0 100.0/0.0 %
バルブ開度 ー 10.0 ～ 110.0 100.0/0.0 %

設定データ キャラク
タ 設定（モニタ）値 選択肢 初期値 単位
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＊ 4

＊ 4.1 制御出力 1種別が変更されたときは初期化されます。
制御出力 1種別の設定が簡易伝送目標値、簡易伝送ランプ目標値、簡易伝送現在値のとき、入力種
別、温度単位、スケーリング上下限値、目標値リミット上下限値が変更されたときは初期化されま
す。

＊ 5 「PRST（プログラムスタート）」はプログラムパターンが OFF の場合でも設定できますが、機能は無効に
なります。

＊ 6 加熱冷却制御または位置比例タイプのフローティング制御の場合でも設定できますが、機能は無効になりま
す。

＊ 1 「マニュアル操作量リミット有効」がON の場合は、操作量リミット下限値～操作量リミット上限値になり
ます。

＊ 2 フローティング制御またはクローズ制御で「位置比例ダイレクト設定」がOFF の場合は、バルブ開度がモ
ニタ表示されます。

簡易伝送出力
種別の設定 設定（モニタ）範囲 初期値＊ 4.1

（簡易伝送出力上限／下限値） 単位

簡易伝送目標値 目標値リミット下限値～目標リミット上限値 目標値リミット上限値／下限値 EU
簡易伝送ランプ目標値 目標値リミット下限値～目標リミット上限値 目標値リミット上限値／下限値 EU
簡易伝送現在値 温度入力：

入力設定範囲下限値～入力設定範囲上限値
入力設定範囲上限値／下限値 EU

アナログ入力：
スケーリング下限値～スケーリング上限値

スケーリング上限値／下限値

簡易伝送操作量（加熱） 標準：ー 5.0 ～ 105.0
加熱冷却：0.0 ～ 105.0

100.0/0.0 %

簡易伝送操作量（冷却） 0.0 ～ 105.0 100.0/0.0 %

A-6-4 マニュアル制御レベル

設定データ 設定（モニタ）値 初期値 単位
マニュアル操作量 ー 5.0 ～ 105.0（標準） ＊ 1

ー 105.0 ～ 105.0（加熱冷却） ＊ 2
ー 5.0 ～ 105.0（位置比例）＊ 1 ＊ 2

0.0 %
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モニタ /設定項目 1～ 5（高機能設定レベル）の設定により表示される内容が異なります。

A-6-5 モニタ /設定項目レベル

A-6-6 高機能設定レベル

設定データ キャラ
クタ 設定（モニタ）値 選択肢 初期値 単位

設定値初期化 init OFF、FACT offÅ、fact OFF なし
マルチSP使用点数 mspu OFF(1)、2 ～ 8 offÅ、2～ 8 OFF なし
SPランプ時間単位 spru S：EU/ 秒

M：EU/ 分
H：EU/時

s、m、h M なし

待機シーケンス再起動 rest 条件A、条件B a、b 条件A なし
補助出力１非励磁 sb1n N-O：励磁

N-C：非励磁
n-o、n-c 励磁 なし

補助出力２非励磁 sb2n N-O：励磁
N-C：非励磁

n-o、n-c 励磁 なし

補助出力３非励磁 sb3n N-O：励磁
N-C：非励磁

n-o、n-c 励磁 なし

補助出力４非励磁 sb4n N-O：励磁
N-C：非励磁

n-o、n-c 励磁 なし

ヒータ断使用 hbu OFF、ON off、on ON なし
ヒータ断ラッチ hbl OFF、ON off、on OFF なし
ヒータ断ヒステリシス hbh 0.1 ～ 50.0 0.1 A
ST整定帯 st-b 0.1 ～ 999.9 15.0 ℃または

°F 
α alfa 0.00 ～ 1.00 0.65 なし
積分／微分時間単位 tidu 1、0.1 1、0.1 1 秒
AT算出ゲイン at-g 0.1 ～ 10.0 標準タイプ：0.8

位置比例タイプ：1.0
なし

ATヒステリシス at-h 温度入力：0.1 ～ 999.9 0.8 ℃または
°F 

アナログ入力：0.01 ～ 9.99 0.20 %FS
リミットサイクル
操作量振幅

lcma 5.0 ～ 50.0 20.0 %

入力デジタルフィルタ inf 0.0 ～ 999.9 0.0 秒
移動平均回数 mav OFF、2、4、8、16、32 OFF 回
操作量表示 o-dp OFF、ON off、on OFF なし
表示自動復帰時間 ret OFF、1～ 99 off、1～ 99 OFF 秒
表示輝度設定 brgt 1 ～ 3 3 なし
警報１ラッチ a1lt OFF、ON off、on OFF なし
警報２ラッチ a2lt OFF、ON off、on OFF なし
警報３ラッチ a3lt OFF、ON off、on OFF なし
警報４ラッチ a4lt OFF、ON off、on OFF なし
プロテクトレベル移行
時間

prlt 1 ～ 30 3 秒

冷接点補償方式 cjc OFF、ON off、on ON なし
警報１ONディレー a1on 0 ～ 999（0：ONディレー無効） 0 秒
警報２ONディレー a2on 0 ～ 999（0：ONディレー無効） 0 秒
警報３ONディレー a3on 0 ～ 999（0：ONディレー無効） 0 秒
警報４ONディレー a4on 0 ～ 999（0：ONディレー無効） 0 秒
警報１OFFディレー a1of 0 ～ 999（0：OFFディレー無効） 0 秒
警報２OFFディレー a2of 0 ～ 999（0：OFFディレー無効） 0 秒
警報３OFFディレー a3of 0 ～ 999（0：OFFディレー無効） 0 秒
警報４OFFディレー a4of 0 ～ 999（0：OFFディレー無効） 0 秒
ストップ時／
異常時操作量追加

mvse OFF、ON off、on OFF なし
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オート／マニュアル
切替表示追加

amad OFF、ON off、on 標準タイプ：OFF
位置比例タイプ：ON

なし

マニュアル出力方式 mant HOLD、INIT hold、
init

HOLD なし

マニュアル操作量初期値 mani ー 5.0 ～ 105.0（標準）＊ 1
ー 105.0 ～ 105.0（加熱冷却）＊ 1

0.0 %

RT rt OFF、ON off、on OFF なし
SSR故障使用 hsu OFF、ON off、on ON なし
SSR故障ラッチ hsl OFF、ON off、on OFF なし
SSR故障ヒステリシス hsh 0.1 ～ 50.0 0.1 A
LBA検出時間 lba 0 ～ 9999（0：LBA機能無効） 0 秒
LBA検出閾値 lbal 温度入力：0.1 ～ 999.9 8.0 ℃または

°F 
アナログ入力：0.01 ～ 99.99 10.00 %FS

LBA検出幅 lbab 温度入力：0.0 ～ 999.9 3.0 ℃または
°F 

アナログ入力：0.00 ～ 99.99 0.20 %FS
制御出力１割付 out1 リレー出力・電圧出力（SSR駆動用）の場合＊ 2

NONE：割付なし
O：制御出力（加熱側）
C-O：制御出力（冷却側）
ALM1：警報１
ALM2：警報２
ALM3：警報３
ALM4：警報４
HA：ヒータ警報（HB＋ HS）
HB：ヒータ断線警報（HB)
HS：SSR故障警報（HS）
S.ERR：入力異常
RS.ER：リモートSP入力異常
P.END：プログラムエンド出力＊ 3
RUN：RUN中出力
ALM：総合警報 "
WR1：内部補助リレー１＊ 4
WR2：内部補助リレー２＊ 4
WR3：内部補助リレー３＊ 4
WR4：内部補助リレー４＊ 4
WR5：内部補助リレー５＊ 4
WR6：内部補助リレー６＊ 4
WR7：内部補助リレー７＊ 4
WR8：内部補助リレー８＊ 4
リニア電流出力の場合＊ 2
TCMV：簡易伝送操作量（冷却）＊ 5
T-MV：簡易伝送操作量（加熱）＊ 5
T-PV：簡易伝送現在値＊ 5
TSPM：簡易伝送ランプ目標値＊ 5
T-SP：簡易伝送目標値＊ 5
NONE：割付なし
O：制御出力（加熱側）
C-O：制御出力（冷却側）

none

o

c-o

alm1

alm2

alm3

alm4

ha

hb

hs

s.err

rs.er

p.end

run

alm

wr1

wr2

wr3

wr4

wr5

wr6

wr7

wr8

tcmv

t-mv

t-pv

tspm

t-sp

none

o

c-o

O なし

制御出力２割付 out2 制御出力１割付と同じ
（ただし、＊ 3は除く）

制御出力１
割付と同じ
（ただし、＊
3は除く）

NONE なし

設定データ キャラ
クタ 設定（モニタ）値 選択肢 初期値 単位
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補助出力１割付 sub1 NONE：割付なし
O：制御出力（加熱側）
C-O：制御出力（冷却側）
ALM1：警報１
ALM2：警報２
ALM3：警報３
ALM4：警報４
HA：ヒータ警報（HB＋HS）
HB：ヒータ断線警報（HB)
HS：SSR故障警報（HS）
S.ERR：入力異常
RS.ER：RSP入力異常
P.END：プログラムエンド出力＊ 3
RUN：RUN中出力
ALM：総合警報
WR1：内部補助リレー１＊ 4
WR2：内部補助リレー２＊ 4
WR3：内部補助リレー３＊ 4
WR4：内部補助リレー４＊ 4
WR5：内部補助リレー５＊ 4
WR6：内部補助リレー６＊ 4
WR7：内部補助リレー７＊ 4
WR8：内部補助リレー８＊ 4

none

o

c-o

alm1

alm2

alm3

alm4

ha

hb

hs

s.err

rs.er

p.end

run

alm

wr1

wr2

wr3

wr4

wr5

wr6

wr7

wr8

ALM1
＊ヒータ断線・
SSR故障検出機能
ありの機種の場合
HA

なし

補助出力２割付 sub2 補助出力１割付と同じ 補助出力１
割付と同じ

ALM2 なし

補助出力３割付 sub3 補助出力１割付と同じ 補助出力１
割付と同じ

ALM3 なし

補助出力４割付 sub4 補助出力１割付と同じ 補助出力１
割付と同じ

ALM4 なし

総合警報割付 alma 0 ～ 255
＋ 1：警報 1
＋ 2：警報 2
＋ 4：警報 3
＋ 8：警報 4
＋ 16：ヒータ断線警報
＋ 32：SSR故障警報
＋ 64：入力異常
＋ 128：RSP入力異常

49 なし

ソーク時間単位 t-u M：分
H：時間
S：秒＊ 6

m、h M なし

警報 SP選択 alsp SP-M：ランプ目標値
SP：目標値

sp-m、sp SP-M なし

リモートSP入力種別 rs-t 4-20：4-20mA
0-20：0-20mA
1-5V：1-5V
0-5V：0-5V
0-10：0-10V

4-20、
0-20、
1-5V、
0-5V、
0-10

4-20 なし

リモートSP有効 rspu OFF、ON off、on OFF なし
リモートSP上限値 rsph 温度入力：入力設定範囲下限値～入力設定範囲上限値 1300 EU

アナログ入力：
スケーリング下限値～スケーリング上限値

100

リモートSP下限値 rspl 温度入力：入力設定範囲下限値～入力設定範囲上限値 ー 200 EU
アナログ入力：
スケーリング下限値～スケーリング上限値

0

SPトラッキング sptr OFF、ON off、on OFF なし
PVデッドバンド p-db 0 ～ 9999 0 EU
マニュアル操作量
リミット有効

manl OFF、ON off、on OFF なし

位置比例操作量
ダイレクト設定

pmvd OFF、ON off、on OFF なし

PV変化率演算周期 pvrp 1 ～ 999 20 回（サン
プリング
周期）

設定データ キャラ
クタ 設定（モニタ）値 選択肢 初期値 単位
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加熱冷却チューニング
方式

hctm 0：共通
1：リニア
2：空冷
3：水冷

0 なし

出力最小オンオフ幅 ompw 0.0 ～ 50.0 1.0 %
PF設定 pf OFF：OFF

RUN：ラン
STOP：ストップ
R-S：ラン／ストップ
AT-2：100%AT 実行／中止
AT-1：40%AT 実行／中止
LAT：警報ラッチ解除
A-M：オート／マニュアル
PFDP：モニタ／設定項目
SHFT：桁シフトキー

off

run

stop

r-s

at-2

at-1

lat

a-m

pfdp

shft

SHFT なし

モニタ／設定項目１ pfd1 0：無効
1：現在値／目標値／マルチSPNo.
2：現在値／目標値／操作量
（位置比例タイプは「バルブ開度」）

3：現在値／目標値／ソーク残り時間
4：比例帯 (P)
5：積分時間 (I)
6：微分時間 (D)
7：警報値１
8：警報上限値１
9：警報下限値１
10：警報値２
11：警報上限値２
12：警報下限値２
13：警報値３
14：警報上限値３
15：警報下限値３
16：警報値４
17：警報上限値４
18：警報下限値４
19：現在値／目標値／内部目標値
20：現在値／目標値／警報値１
21：比例帯（冷却）(C-P)
22：積分時間（冷却）(C-I)
23：微分時間（冷却）(C-D)

1 なし

モニタ／設定項目２ pfd2 モニタ／設定項目１と同じ 0 なし
モニタ／設定項目３ pfd3 モニタ／設定項目１と同じ 0 なし
モニタ／設定項目４ pfd4 モニタ／設定項目１と同じ 0 なし
モニタ／設定項目５ pfd5 モニタ／設定項目１と同じ 0 なし
「現在値／目標値
（１）」表示画面選択

spd1 0： 画面表示なし
1： 現在値／目標値／表示なし
2： 現在値／表示なし／表示なし
3： 目標値／ SP( キャラクタ）／表示なし
4：現在値／目標値／操作量
（位置比例タイプは「バルブ開度」）

5： 現在値／目標値／マルチ SPNo.
6： 現在値／目標値／ソーク残り時間
7： 現在値／目標値／内部目標値（ランプSP）
8： 現在値／目標値／警報値 1

4 なし

「現在値／目標値
（２）」表示画面選択

spd2 「現在値／目標値（１）」表示画面選択と同じ 0 なし

操作量表示選択 odsl O：操作量（加熱）
C-O：操作量（冷却）

o、c-o 0 なし

PV小数点表示 pvdp OFF、ON off、on ON なし

設定データ キャラ
クタ 設定（モニタ）値 選択肢 初期値 単位
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＊ 1 「マニュアル操作量リミット有効」がON の場合は、操作量リミット下限値～操作量リミット上限値になり
ます。

＊ 2 リレー出力、電圧出力 (SSR駆動用）の場合とリニア電流出力の場合とでは、設定範囲が異なります。
＊ 3 プログラムパターンがOFF の場合でも設定できますが、機能は無効になります。
＊ 4 簡易演算機能を使用しない場合は、WR1～WR8は表示されません。
＊ 5 形 E5CC-U/DC/DC-B/GCは、制御出力がリニア電流出力の場合、制御出力を簡易伝送出力として使用す

る事ができます（形 E5CC-U は 2014 年 5月当社工場生産分（Ver.2.2）より、形 E5DCは 2014 年 7月
当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。

＊ 6 「S：秒」は形 E5DC/DC-B/GCのみ選択できます（形 E5DCは、2014年 7月当社工場生産分（Ver.2.2）
より対応）。

＊ 7 「WR：ステータス表示メッセージ」は形 E5DC/DC-B/GCのみ選択できます（形 E5DCは、2014 年 7月
当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。

＊ 8 形 E5CC/EC/ACの Ver.2.0 以下は対応していません。

PVステータス表示機能 pvst OFF：OFF
MANU：マニュアル
STOP：ストップ
ALM1：警報 1
ALM2：警報 2
ALM3：警報 3
ALM4：警報 4
ALM：警報 1～ 4 OR 状態
HA：ヒータ警報
WR：ステータス表示メッセージ＊ 7

off

manu

stop

alm1

alm2

alm3

alm4

alm

ha

wr

OFF なし

SVステータス表示機能 svst OFF：OFF
MANU：マニュアル
STOP：ストップ
ALM1：警報 1
ALM2：警報 2
ALM3：警報 3
ALM4：警報 4
ALM：警報 1～ 4 OR 状態
HA：ヒータ警報
WR：ステータス表示メッセージ＊ 7

off

manu

stop

alm1

alm2

alm3

alm4

alm

ha

wr

OFF なし

表示リフレッシュ周期 d.ref OFF、0.25、0.5、1.0 off、0.25、
0.5、1.0

0.25 秒

LCT冷却出力最小
ON時間　＊ 8

lcmt 0.1 ～ 1.0 秒 0.2 秒

校正レベル移行 cmoV ー 1999 ～ 9999 0 なし

A-6-7 プロテクトレベル

設定データ キャラクタ 設定（モニタ）値 選択肢 初期値 単位
プロテクトレベル移行 pmoV ー 1999 ～ 9999 0 なし
運転／調整プロテクト oapt 0 ～ 3 0 なし
初期／通信プロテクト icpt 0 ～ 2 1 なし
設定変更プロテクト wtpt OFF、ON off、on OFF なし
PFキープロテクト pfpt OFF、ON off、on OFF なし
変更パラメータ表示 chgp OFF、ON off、on OFF なし
パラメータマスク有効 pmsk OFF、ON off、on ON なし
プロテクトレベル移行
パスワード

prlp ー 1999 ～ 9999 0 なし

設定データ キャラ
クタ 設定（モニタ）値 選択肢 初期値 単位
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A-6-8 通信設定レベル

設定データ キャラクタ 設定（モニタ）値 選択肢 初期値 単位
プロトコル選択 psel CWF：CompoWay/F

Mod：Modbus
CMP：コンポ通信
FiNS：上位リンク（FINS）
MCP4：MCプロトコル（形式４）
FXP4：専用プロトコル（形式４）

cwf

mod

cmp

fins

mcp4

fxp4

CWF なし

通信ユニットNo. u-no 0 ～ 99 1 なし
通信速度 bps 9.6、19.2、38.4、57.6 9.6、19.2、

38.4、57.6
9.6 kbps

通信データ長 len 7、8 7 ビット
通信ストップビット sbit 1、2 2 ビット
通信パリティ prty NONE：なし

EVEN：偶数
ODD：奇数

none、
eVen、
odd

偶数 なし

送信待ち時間 sdwt 0 ～ 99 20 ms
最大通信ユニットNo. maxu 0 ～ 99 0 なし
エリア種別 area 0 ～ 25 0 なし
開始アドレス上位 adrh 0 ～ 99 0 なし
開始アドレス下位 adrl 0 ～ 9999 0 なし
受信待ち時間 rwat 100 ～ 9999 1000 ms
通信ノードNo. unit 0 ～ 99 0 なし
アップ設定 1～ 13 up1～ 13 0 ～ 98 なし
ダウン設定 1～ 13 dn1～ 13 30 ～ 98 なし
コピー copy OFF、ALL、1～ 31 OFF なし
SP勾配値 sps 0.001 ～ 9.999 1.000 なし
SPオフセット値 spos 温度入力

ー 199.9 ～ 999.9
アナログ入力
ー 1999 ～ 9999

0.0 EU
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設定データを変更した場合に初期化される設定データを「関連設定データ初期化対象」であらわして
います。

A-6-9 設定データ変更による初期化一覧
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関連パラメータ初期化
実行条件

温度
入力

アナ
ログ
入力

＊ 9 位置比例
タイプ
FB入力
あり

位置比例
タイプ

FB入力あり
クローズ制御

目標値リミット上限値、
目標値リミット下限値

●
＊ 1

●
＊ 1
＊ 23

●
＊ 1

－ － － － － － － － － － － － － － －

目標値 ●
＊ 2

●
＊ 2
＊ 23

●
＊ 2

●
＊ 2

－ － － － － － － － － － ●
＊ 16

－ － －

目標値０～７ ●
＊ 2

●
＊ 2
＊ 23

●
＊ 2

●
＊ 2

－ － － － － － － － － － ●
＊ 16

－ － －

PV入力補正値 － ●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

RT ●
＊ 3

－ － － － － － － － － － － － － － － － －

比例帯 ●
＊13

●
＊ 23

－ － － － － － － － － ●
＊ 9

●
＊ 19

－ － － － －

積分時間 ●
＊13

－ － － － － － － － － － ●
＊ 9

●
＊ 19

－ － － ●
＊ 21

－

微分時間 ●
＊13

－ － － － － － － － － － ●
＊ 9

●
＊ 19

－ － － － －

比例帯（冷却） ●
＊13

●
＊ 23

－ － － － － － － － － ●
＊ 9

●
＊ 19

－ － － － －

積分時間（冷却） ●
＊13

－ － － － － － － － － － ●
＊ 9

●
＊ 19

－ － － － －

微分時間（冷却） ●
＊13

－ － － － － － － － － － ●
＊ 9

●
＊ 19

－ － － － －

積分／微分時間単位 － － － － － － － － － － － ●
＊ 9

－ － － － －

操作量リミット上限値、
操作量リミット下限値

－ － － － － ●
＊ 5

－ － － － － － － － － － － －

ストップ時操作量 － － － － － ● － － － － － － － － － － ● ●
異常時操作量 － － － － － ● － － － － － － － － － － ● ●
マニュアル操作量 － － － － － － － － － － － － － － － － ● ●
伝送出力上限値、
伝送出力下限値 ＊ 4

●
＊4.1

●
＊ 4.1

●
＊ 4.1

●
＊ 4.1

－ ●
＊ 4.2

－ － － ●
＊ 4.3

－ － － － － － － －

SPモード ●
＊17

－ － － ●
＊ 17

●
＊ 17

－ ●
＊ 11

●
＊ 12

－ － － － － － － － －

リモートSP有効 ●
＊ 17

－ － － ●
＊ 17

●
＊ 17

－ ●
＊ 11

－ － － － － － － － － －

リモートSP上限値、
リモートSP下限値

●
＊ 1

●
＊ 1

●
＊ 1

－ － － － － － － － － － － － － － －

制御出力１割付 － － － － － ● ● － － － － － － － － － － －
制御出力２割付 － － － － － ●

＊ 6
●
＊ 6

－ － － － － － － － － － －

補助出力１割付 － － － － － ●
＊ 7

●
＊ 7

－ － － － － － － － － － －

補助出力２割付 － － － － － ●
＊ 6

●
＊ 6

－ － － － － － － － － － －

補助出力３割付 － － － － － ● ● － － － － － － － － － － －
補助出力４割付 － － － － － ●

＊ 6
●
＊ 6

－ － － － － － － － － － －

イベント割付１～ 6 － － － － － － ●
＊ 8

－ － － － － － － － － － －

プロテクトレベル移行 － － － － － － － － － － － － － － － ●
＊ 10

－ －

操作量表示選択 － － － － － ● － － － － － － － － － － － －
位置比例デッドバンド － － － － － － － － － － － － － － － － ●

＊20
－

関連パラメータ
初期化対象

変更パラメータ
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＊ 1 入力設定範囲上下限値、またはスケーリング上下限値に初期化します。
＊ 2 目標値リミット上下限値によるクランプを行います。
＊ 3 RTが『ON』のときに入力種別をアナログ入力に変更した場合のみ初期化を行い、 RTは『OFF』となります。
＊4 伝送出力種別の設定により以下のように初期化しますが、変更パラメータと伝送出力種別の設定により初期化が異なります。

• 目標値 ：目標値リミット上下限値
• ランプ目標値 ：目標値リミット上下限値
• 現在値 ：入力設定範囲上下限値、またはスケーリング上下限値
• 操作量（加熱）：100.0/0.0
• 操作量（冷却）：100.0/0.0
• バルブ開度 ：100.0/0.0
＊ 4.1 伝送出力種別の設定が、『目標値』、『ランプ目標値』、『現在値』のときのみ初期化。
＊ 4.2 伝送出力種別の設定が、『操作量（加熱）』、『操作量（冷却）』のときのみ初期化。
＊ 4.3 伝送出力種別の変更のため設定に関係なく、上記の値に初期化。

＊ 5 標準／加熱冷却の設定により以下のように初期化します。
• 操作量リミット上限値：『100.0』
• 操作量リミット下限値：標準『0.0』、加熱冷却『ー 100.0』

＊ 6 加熱冷却制御のときは以下のように『制御出力（冷却側）』に初期化します。
（標準制御のときの初期値は設定データ一覧の初期値となります。）
形 E5CC/CC-U/CC-B/EC/EC-B/AC/DC/DC-B の場合

• 制御出力２ありのとき ：「制御出力２割付」を『制御出力（冷却側）』に初期化。
• 制御出力２なしで補助出力４ありのとき：「補助出力４割付」を『制御出力（冷却側）』に初期化。
• 制御出力２なしで補助出力２ありのとき：「補助出力２割付」を『制御出力（冷却側）』に初期化。
• 上記以外のとき：「補助出力２割付」を『制御出力（冷却側）』に初期化。

形 E5GCの場合
•「補助出力 1割付」を『制御出力（冷却側）』に初期化。

デッドバンド ●
＊ 13

●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

調節感度（加熱） ●
＊ 13

●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

調節感度（冷却） ●
＊ 13

●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

ウェイト幅 ●
＊ 13

●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

警報値 1～ 4 － ●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

警報上限値 1～ 4 － ●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

警報下限値 1～ 4 － ●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

警報１～４ヒステリシス ●
＊ 14

●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － ●
＊ 15

－ － － －

ST整定帯 ●
＊ 13

●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

ATヒステリシス ●
＊ 13
＊ 18

●
＊ 18
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

LBA検出閾値 ●
＊ 13

●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

LBA検出幅 ●
＊ 13

●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

SPランプ設定値 － ●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

SPランプ設定値（下降値） － ●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

SPオフセット値 － ●
＊ 23

－ － － － － － － － － － － － － － － －

簡易伝送出力 1上限値、
簡易伝送出力 1下限値 
＊ 22

●
＊22.1

●
＊22.1
＊ 23

●
＊22.1

●
＊ 22.1

－ ●
＊22.2

－ － － － ●
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－ － － － － － －
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＊ 7 プログラムパターンが『OFF』のときは、「補助出力 1割付」を以下のように初期化します。
• ヒータ断線・SSR故障検出ありの機種：ヒータ警報
• ヒータ断線・SSR故障検出なしの機種：警報 1
プログラムパターンが『OFF』以外のときは、「補助出力１割付」を『プログラムエンド出力』に初期化します。
ただし、形 E5GCで加熱冷却制御している場合は、『制御出力（冷却側）』に初期化します。

＊ 8 プログラムパターンが『OFF』に変更されたときに、『プログラムスタート』が割り付けられていたときは『割付な
し』に初期化します。

＊ 9 温度入力のときは、RTが『ON』に変更されたときのみ『積分／微分時間単位』の初期化を行います。初期値は以下
となります。
• 積分／微分時間単位：『0.1s』　積分／微分時間単位の初期化に伴い PIDパラメータも初期化。＊ 19

＊ 10 変更後のプロテクトレベル移行パスワードの設定値に初期化されます。
＊ 11 ST が『ON』に変更されたときは、SPモードを『LSP』、リモート SP有効を『OFF』に初期化します。
＊ 12 リモート SP有効が『OFF』に変更されたときは、SPモードを『LSP』に初期化します。
＊ 13 入力種別が温度入力からアナログ入力、またはアナログ入力から温度入力に変更されたときは初期化します。
＊ 14 入力種別が温度入力からアナログ入力、またはアナログ入力から温度入力に変更されたときは初期化します。

ただし、該当警報種別が「MV絶対値上限」「MV絶対値下限」のときは初期化しません。
＊ 15 MV警報以外からMV警報に変更されたときは『50(0.50%)』に初期化します。

MV警報からMV警報以外に変更されたときは『2(0.2 ℃または 0.02%FS)』に初期化します。
＊ 16 目標値と現在選択マルチ SPの目標値０～７が一致するように、両方への書込を行います。
＊ 17 ST の使用条件を満たす場合は、SPモードを『LSP』、リモートSP有効を『OFF』に初期化します。
＊ 18 温度単位が『℃』のときは『0.8』、温度単位が『°F 』のときは『1.4』に初期化します。
＊ 19 以下のように初期化します。

• 積分／微分時間単位「1s」のとき：比例帯『8』、積分時間『233』、微分時間『40』（冷却側も同じ）
• 積分／微分時間単位「0.1s」のとき：比例帯『8.0』、積分時間『233.0』、微分時間『40.0』（冷却側も同じ）

＊ 20 クローズのとき『4.0』、フローティングのとき『2.0』に初期化します。
＊ 21 クローズ／フローティングが『フローティング』のとき、積分時間が『0』であれば『233』に、また積分時間が

『0.0』であれば『233.0』に初期化します。
＊ 22 制御出力 1割付を簡易伝送出力に設定すると以下のように初期化しますが、変更パラメータと簡易伝送出力の設定に

より初期化が異なります。簡易伝送出力は形 E5CC-U/DC/DC-B/GCのみ使用できます（形 E5CC-Uは 2014 年 5
月当社工場生産分（Ver.2.2）より、形 E5DCは 2014 年 7月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。
• 簡易伝送目標値 ：目標値リミット上下限値
• 簡易伝送ランプ目標値 ：目標値リミット上下限値
• 簡易伝送現在値 ：入力設定範囲上下限値、またはスケーリング上下限値
• 簡易伝送操作量（加熱）：100.0/0.0
• 簡易伝送操作量（冷却）：100.0/0.0
＊ 22.1 簡易伝送出力の設定が、『簡易伝送目標値』、『簡易伝送ランプ目標値』、『簡易伝送現在値』のときのみ初期化。
＊ 22.2 簡易伝送出力の設定が、『簡易伝送操作量（加熱）』、『簡易伝送操作量（冷却）』のときのみ初期化。
＊ 22.3 簡易伝送出力の変更のため設定に関係なく、上記の値に初期化。

＊ 23 形 E5DC/DC-Bで、温度単位を切り替えたとき、温度単位に対応して値を変換します（2014 年 7月当社工場生産分
（Ver.2.2）より対応）。



A   付録

A - 40 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

A-7 センサ入力の設定範囲･指示範囲･制御
範囲

• 初期値は「5」です。
• 入力種別の適用規格は以下のとおりです。
K、J、T、E、N、R、S、B ：JIS C1602-2015、IEC60584-1
L ：Fe-CuNi、DIN 43710-1985
U ：Cu-CuNi、DIN 43710-1985
C/W ：W5Re/W26Re、JIS C 1602-2015、ASTM E988-1990
JPt100 ：JIS C 1604-1989、JIS C 1606-1989
Pt100 ：JIS C 1604-1997、IEC 60751
PL Ⅱ ENGELHARD 社の PLATＩNELⅡ起電力表による

＊ 0～ 50mVは形 E5CC-U のみ選択できます（2014 年 5月当社工場生産分（Ver.2.2）より対応）。

仕様 設定値 入力設定範囲 入力指示範囲
測温抵抗体 Pt100 0 ー 200 ～ 850（℃）/ー 300 ～ 1500（ F゚） ー 220～ 870（℃） /ー 340 ～ 1540（ F゚）

1 ー 199.9 ～ 500.0（℃）/ー 199.9 ～ 900.0（ F゚） ー 199.9 ～ 520.0（℃） /ー 199.9 ～ 940.0（ F゚）
2 0.0 ～ 100.0（℃）/0.0 ～ 210.0（ F゚） ー 20.0 ～ 120.0（℃）/ー 40.0 ～ 250.0（ F゚）

JPt100 3 ー 199.9 ～ 500.0（℃）/ー 199.9 ～ 900.0（ F゚） ー 199.9 ～ 520.0（℃） /ー 199.9 ～ 940.0（ F゚）
4 0.0 ～ 100.0（℃）/0.0 ～ 210.0（ F゚） ー 20.0 ～ 120.0（℃）/ー 40.0 ～ 250.0（ F゚）

熱電対 K 5 ー 200 ～ 1300（℃）/ー 300 ～ 2300（ F゚） ー 220～ 1320（℃）/ー 340 ～ 2340（ F゚）
6 ー 20.0 ～ 500.0（℃）/0.0 ～ 900.0（ F゚） ー 40.0 ～ 520.0（℃）/ー 40.0 ～ 940.0（ F゚）

J 7 ー 100 ～ 850（℃）/ー 100 ～ 1500（ F゚） ー 120～ 870（℃）/ー 140 ～ 1540（ F゚）
8 ー 20.0 ～ 400.0（℃）/0.0 ～ 750.0（ F゚） ー 40.0 ～ 420.0（℃）/ー 40.0 ～ 790.0（ F゚）

T 9 ー 200 ～ 400（℃）/ー 300 ～ 700（ F゚） ー 220～ 420（℃）/ー 340 ～ 740（ F゚）
10 ー 199.9 ～ 400.0（℃）/ー 199.9 ～ 700.0（ F゚） ー 199.9 ～ 420.0（℃）/ー 199.9 ～ 740.0（ F゚）

E 11 ー 200 ～ 600（℃）/ー 300 ～ 1100（ F゚） ー 220 ～ 620（℃）/ー 340 ～ 1140（ F゚）
L 12 ー 100 ～ 850（℃）/ー 100 ～ 1500（ F゚） ー 120 ～ 870（℃）/ー 140 ～ 1540（ F゚）
U 13 ー 200 ～ 400（℃）/ー 300 ～ 700（ F゚） ー 220～ 420（℃）/ー 340 ～ 740（ F゚）

14 ー 199.9 ～ 400.0（℃）/ー 199.9 ～ 700.0（ F゚） ー 199.9 ～ 420.0（℃）/ー 199.9 ～ 740（ F゚）
N 15 ー 200 ～ 1300（℃）/ー 300 ～ 2300（ F゚） ー 220～ 1320（℃）/ー 340 ～ 2340（ F゚）
R 16 0 ～ 1700（℃）/0～ 3000（ F゚） ー 20～ 1720（℃）/ー 40～ 3040（ F゚）
S 17 0 ～ 1700（℃）/0～ 3000（ F゚） ー 20～ 1720（℃）/ー 40～ 3040（ F゚）
B 18 100 ～ 1800（℃）/300 ～ 3200（ F゚） 0～ 1820（℃）/0～ 3240（ F゚）
C/W 19 0 ～ 2300（℃）/0～ 3200（ F゚） ー 20～ 2320（℃）/ー 40～ 3240（ F゚）
PL Ⅱ 20 0 ～ 1300（℃）/0～ 2300（ F゚） ー 20～ 1320（℃）/ー 40～ 2340（ F゚）

非接触温度
センサ
形 ES1B

10 ～ 70℃ 21 0 ～ 90（℃）/0～ 190（ F゚） ー 20～ 130（℃）/ー 40～ 270（ F゚）
60～
120 ℃

22 0 ～ 120（℃）/0～ 240（ F゚） ー 20～ 160（℃）/ー 40～ 320（ F゚）

115 ～
165 ℃

23 0 ～ 165（℃）/0～ 320（ F゚） ー 20～ 205（℃）/ー 40～ 400（ F゚）

140 ～
260 ℃

24 0 ～ 260（℃）/0～ 500（ F゚） ー 20～ 300（℃）/ー 40～ 580（ F゚）

電流 4～ 20mA 25 スケーリングにより次のいずれかの範囲
ー 1999 ～ 9999
ー 199.9 ～ 999.9
ー 19.99 ～ 99.99
ー 1.999 ～ 9.999

設定範囲のー 5％～ 105％
ただし表示はー 1999 ～ 9999
（小数点を除いた数値範囲）

0～ 20mA 26
電圧 1～ 5V 27

0 ～ 5V 28
0 ～ 10V 29
0～ 50mV 30 ＊
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A

A-8 設定データ操作一覧
設定レベルの全体を表しています。高機能設定レベルと校正レベルへの移行はパスワードの入力が必
要です。また、プロテクト内容および使用条件により表示されない設定データがあります。
運転レベルから初期設定レベルへ移行するときは制御が停止します。

＊1 「PF設定」を「a-m（オート／マニュアル）」に設定してください。
＊ 2 途中 1秒以上で第 1表示が点滅します。
＊ 3 「PF設定」を「pfdp（モニタ／設定項目）」に設定してください。

Oキー1回押す
（通信機能タイプのみ）

校正レベル移行で、
パスワード1201を入力

通信設定レベル

高機能設定レベル

電源ON

応用的な設定

初期設定レベル

運転レベル
調整レベル

入力種別などの基本的
な初期設定 通信の設定

目標値／警報値などの
基本設定・モニタ

モニタ／
設定項目レベル
指定したモニタ／
設定項目を表示

調節用のパラメータ
（PID定数、調節感度
など）を変更

操作のプロテクトの
状態を設定

Oキーを3秒以上押す

Oキー1秒以上押す

OキーとMキーを
1秒以上押す

OキーとMキーを
3秒以上押す＊2

OキーとMキーを
3秒以上押す＊2

Oキーを3秒以上押す＊2

Sキー1秒以上押す＊1

「A-M」画面表示中に

Oキー３秒以上押す
＊2

Oキー1秒以上または

Sキー１秒以上押す
＊1

直前がマニュアルモード時のみ

自動移行

Sキーを押す
      ＊3

Sキーを押す＊3

プロテクトレベル

校正レベル

Oキー1回押す

Oキー1秒以上押す

運
転
中

停
止
中

プロテクトを解除した上で、
amoV（高機能設定レベル移行）で、
パスワード－169を入力

マニュアル
制御レベル

操作量を手動で設定



A   付録

A - 42 形 E5□C デジタル調節計 ユーザーズマニュアル（SGTD-740）

A-9 設定データ一覧
各レベルの設定項目について関連のあるものを囲み、説明しています。設定項目の最後でM（モード）
キーを押すと各レベルの先頭に戻ります。
設定データは、機種や設定内容により、表示されない場合があります。

Oキー
3秒以上
押す

パラメータマスク有効

M

M

M

M

M

M

M

移行時間｣で変更可

O

O

M

M

M

M

M

M

M

PID制御

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

Oキー
1秒未満押す

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

MM

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

O+Mキー
3秒以上押す

O

Oキー3秒以上押す

O

M

M

Oキー1秒以上
または

S キー1秒以上
押す

比例帯（冷却）

初期設定レベル

ST

プロトコル
選択

通信
ユニットNo.

通信速度

通信データ長

通信ストップ
ビット

通信パリティ

送信待ち時間

通信設定レベル

M

M

M

M

M

M

最大通信
ユニットNo.
＊3

エリア種別

開始
アドレス
上位

開始
アドレス
下位

受信
待ち時間
＊3

通信ノード
番号

M

M

M

M

アップ
設定 1

…
…

アップ
設定13

ダウン
設定 1

ダウン
設定13

コピー
＊3

SP勾配値
＊3

M

M

SPオフ
セット値
＊3

※通信機能ありの場合のみ/ ※プログラムレス通信で使用
変更した設定は電断または
ソフトリセット後に適用

プロテクトレベル
※キー押下時間は｢プロテクトレベル

運転レベル

電　源　投　入
マニュアルモードで起動

調整レベル
キー1秒未満押す

キー1秒未満押す

プロテクトレベル移行

運転/調整プロテクト

初期/通信プロテクト

設定変更プロテクト

プロテクトレベル移行
パスワード

パスワード設定時のみ表示

PFキープロテクト

 「オートマニュアル切替」表示以外

のみ

現在値/操作量
入力種別

制御周期（加熱）

スケーリング上限値

スケーリング下限値

小数点位置

温度単位

目標値リミット上限値

目標値リミット下限値

PID・ON/OFF

標準/加熱冷却

プログラムパターン

制御周期（冷却）

正/逆動作

オートモード
で起動

調整レベル表示

AT実行/中止

通信書込

調整レベル移行時
に1回のみ表示

ヒータ電流値1
 モニタ

ヒータ電流値2
モニタ 

漏れ電流値1
モニタ

漏れ電流値2
モニタ

ヒータ断検出1

ヒータ断検出2

SSR故障検出1

SSR故障検出2

目標値0

目標値1

目標値2

目標値3

M

目標値4

M

目標値5

M

目標値6

M

目標値7

積分時間（冷却）

微分時間（冷却）

デッドバンド

マニュアルリセット値

調節感度（加熱）

調節感度（冷却）

ソーク時間

ウェイト幅

ストップ時操作量

異常時操作量

M

内部補助リレー1
ONディレー

M

内部補助リレー2
ONディレー

M

内部補助リレー3
ONディレー

M

内部補助リレー4
OFFディレー

M

内部補助リレー5
ONディレー

M

内部補助リレー6
ONディレー

M

内部補助リレー7
ONディレー

M

内部補助リレー8
ONディレー

M

内部補助リレー1
OFFディレー

M

内部補助リレー2
OFFディレー

M

内部補助リレー3
OFFディレー

M

内部補助リレー4
ONディレー

M

内部補助リレー5
OFFディレー

M

内部補助リレー6
OFFディレー

M

内部補助リレー7
OFFディレー

M

内部補助リレー8
OFFディレー

M

通信モニタ
操作量リミット
上限値

操作量リミット
下限値

PV入力補正値

リモートSP
入力補正値

M

PV入力傾き補正係数

リモートSP入力
傾き補正係数

SPランプ設定値
(下降値)

マニュアル制御レベル

現在値／目標値（1）

現在値／目標値（2）

オート/マニュアル
切替

ランプ目標値モニタ

ヒータ電流値1モニタ

ヒータ電流値2モニタ

漏れ電流値1モニタ

漏れ電流値2モニタ

プログラムスタート

マルチSP

警報値1

警報
上限値1

警報
下限値1

警報値2

警報
上限値2

警報
下限値2

警報値4

警報
上限値4

警報
下限値4

操作量モニタ
（加熱）

操作量モニタ
（冷却）

キー1秒未満押す

S キーを押す＊2

S キーを押す＊2

キー
1秒以上
押す

警報1
ヒステリシス

警報1種別

S キー1秒以上押す
＊1

＊1

＊1 「PF設定」＝「A-M」のとき。
＊2 「PF設定」＝「PFDP」のとき。
＊3 コンポ通信で使用

pmsk
on

  25
0

C

  25
0

l.adj
   ins

0.0

rss
0.0

inrt
1.000

rsrt
1.000

 c-p
8.0

c-i
233

c-d
40

M

M

M

比例帯

積分時間

微分時間

   p
8.0

i
233

d
40

c-db
0.0

of-r
50.0

 hys
1.0

chys
1.0

soak
1

wt-b
off

mv-s
0.0

pmov
0

psel
cwf

u-no
1

bps
9.6

len
7

sbit
2

prty
even

sdwt
20

maxu
0

area
0

adrh
0

adrl
0

rwat
1000

unit
0

up 1
1

up13
0

dn 1
31

dn13
75

copy
off

 sps
1.000

 spos
0.0

oapt
0

icpt
1

wtpt
off

pfpt
off

M

変更パラメータ表示
M

chgp
off

M

prlp
0

mv-e
0.0

sprl
same

M

SPランプ設定値sprt
off

w1on
  

w2on
  

w3on
  

w4of
  

w5on
  

w6on
  

w7on
  

w8on
  

w1of
  

w2of
  

w3of
  

w4on
  

w5of
  

w6of
  

w7of
  

w8of
  

plcm
  0

ol-h
100.0

ol-l
0.0

M

開平演算
ローカット点

sqrp
0.0

M

開閉
ヒステリシス

oc-h
0.8

at
off

cmwt
off

ct1
0.0

M

SPモードspmd
lsp

hb1
0.0

ct2
0.0

hb2
0.0

lcr1
0.0

hs1
50.0

lcr2
0.0

hs2
50.0

sp-0
0

sp-1
0

sp-2
0

sp-3
0

sp-4
0

sp-5
0

sp-6
0

sp-7
0

M

目標値3sp-3
0

ラン／ストップr-s
run

バルブ開度
モニタ

v-m

in-t
5

in-h
100

in-l
0

dp
0

d-u
c

sl-h
1300

sl-l
-200

cntl
onof

s-hc
stnd

st
on

ptrn
off

cp
20

c-cp
20

orev
or-r

alt1
2

alh1
0.2

al-1
0

al1h
0

al1l
0

al-2
0

al2h
0

al2l
0

al-4
0

al4h
0

al4l
0

M

M

M

警報値3

警報
上限値3

警報
下限値3

al-3
0

al3h
0

al3l
0

o
0.0

c-o
0.0

0.0

  25
0

a-m
  

m-sp
0

sp-m
0

リモートSPモニタrsp
0.0

ct1
0.0

ct2
0.0

lcr1
0.0

lcr2
0.0

prst
rset

M

ソーク残り時間モニタsktr
0

リミット

M

操作量変化率orl
0.0

M

位置比例
デッドバンド

db
2.0

O+Mキー
1秒以上押す

警報2種別

M

警報2
ヒステリシス

M

alt2
2

alh2
0.2
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A

O

S S S S

キー1秒以上押す
高機能設定レベル

警報1ラッチ

M

警報2ラッチ

M

警報3ラッチ

M

M

警報4ラッチ

M

プロテクトレベル
移行時間

M

SSR故障ラッチ

M

SSR故障
ヒステリシス

M

LBA検出時間

M

LBA検出閾値

M

LBA検出幅

M

制御出力1割付

M

制御出力2割付 

SSR故障使用

M

設定値初期化

M

ヒータ断ラッチ

M

マルチSP使用点数

M

SPランプ
時間単位

M

待機シーケンス
再起動

M

補助出力1非励磁

M

補助出力2非励磁

M

補助出力3非励磁

M

補助出力4非励磁

ヒータ断
ヒステリシス

M

ヒータ断使用

M

PF設定

M

M

モニタ/設定項目1

モニタ/設定項目2

M

モニタ/設定項目3

M

「現在値／
目標値(1)」
表示画面選択

M

操作量表示選択

M

PV小数点表示

M

PVステータス
表示機能

SVステータス
表示機能

M

モニタ/設定項目4

M

モニタ/設定項目5

M

「現在値／
目標値(2)」
表示画面選択

M

校正レベル移行

M

入力デジタル
フィルタ

ST整定帯

M

α

M

積分／微分時間
単位

AT算出ゲイン

M

ATヒステリシス

リミットサイクル
操作量振幅
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M
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M
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M
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M
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補助出力3割付
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M
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M
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入力種別

リモートSP
有効

M
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上限値

M
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移動平均回数

M

ストップ時/
異常時操作量追加

オート/マニュアル
切替表示追加

M

マニュアル出力
方式

M

マニュアル
操作量初期値

RT

M

警報4OFF
ディレー

M

モニタ/設定項目
表示1

＊  表示するモニタ/設定項目は「モニタ/設定項目1～5」（高機能設定レベル）で設定

モニタ/設定項目
表示2

モニタ/設定項目
表示3

モニタ/設定項目
表示4

モニタ/設定項目
表示5

モニタ/設定項目レベル
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M

警報4種別
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M
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M
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  25
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0
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0
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0
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0.0
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hsu
on
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shft
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1
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0
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0
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0

spd1
4
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0
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o

pvdp
on

pvst
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cmov
0
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0.1

lba
0

lbal
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lbab
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out1
o
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sub1
alm1

sub2
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sub3
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sub4
alm4

alma
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t-u
m

alsp
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rs-t
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rspu
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rsph
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rspl
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M

PVデッドバンド

PV変化率演
算周期

M

加熱冷却
チューニング方式

出力最小
オンオフ幅

M

M

SPトラッキング

M

sptr
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p-db
0

pvrp
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hctm
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ompw
1.0

mspu
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spru
m
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a

sb1n
n-o

sb2n
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sb3n
n-o

sb4n
n-o

hbu
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hbl
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hbh
0.1

st-b
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alfa
0.65

tidu
1

at-g
0.8

at-h
0.8

lcma
20.0

inf
0.0

mav
off

表示自動復帰時間

M

M

表示輝度設定

操作量表示
M

MM

o-dp
off

ret
off

brgt
3

o1tl
0.0

alt4
2

alh4
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警報3種別

M

警報3
ヒステリシス

M

alt3
2

alh3
0.2

tr-t
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tr-h
100.0

tr-l
0.0

ev-1
msp0

ev-2
stop

ev-3
none

ev-4
none

M
イベント入力
割付5

M

イベント入力
割付6

ev-5
none

ev-6
none

sqr
off

トラベルタイム

M

mot
30

モータ
キャリブレーション 

M

calb
off

クローズ／
フローティング

M

clfl
flot

制御出力1
信号種別

M

o1st
4-20

制御出力2
信号種別 

M

o2st
4-20

伝送出力
信号種別 

M

trst
4-20

amov
0

M
M M

M

M

M

冷接点補償方式cjc
on

マニュアル操作量
リミット有効

M

manl
off

位置比例操作量
ダイレクト設定 　

M

pmvd
off

M

LCT冷却出力
最小ON時間

Llcmt
0.2
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